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は じ め に 

 

市民意識調査は、市政全般に対する市民の皆様

の意識や意向、要望等を把握するため、昭和 46 年

に始まり、現在は２年毎に実施しております。 

世界規模での新型コロナウイルス感染症拡大に

より、令和２年よりコロナ禍と呼ばれる期間が長

く続き、令和５年５月に新型コロナの感染症法上

の位置付けが５類に移行しました。アフターコロ

ナの生活がはじまって約２年が経過しますが、コ

ロナ禍以前に戻ったものもあれば、コロナ禍を経

て変化したもの、失われたものと様々であり、私

たちの生活は大きな影響を受けながらも、少しずつ前に前に進んでいるものと考えて

おります。 

こういったライフスタイルの変化や少子高齢化に伴って、様々な課題が生じており、

市政に対する意見や要望も複雑で多様化してきております。厳しい財政状況の中でこ

れらの課題に的確に応えていくためには、効率的かつ効果的な行財政運営に努めると

ともに、市民の皆様の立場に立った市政運営を行うことが重要です。 

今回はアフターコロナとなってから初めての調査であり、調査報告書から、市民の

皆様の意識や要望を的確に把握し、今後の市政運営に反映させるとともに、まちづく

りのための貴重な資料として活用してまいります。 

さて、本市は昨年 7 月に市制施行 70 周年という節目の年を迎えました。今後は、次

の 10 年を見据え、より一層、市民の皆様が住んでいることを誇りに思えるまちづくり

を全力で進めてまいります。 

結びに、本調査にご協力いただきました多くの市民の皆様に、心からお礼を申し上

げます。 

 

令和７年３月 

東松山市長 森田 光一  
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I 調査の概要 

 

１ 調査の目的 

東松山市では、施策や事業の基本的な方針を定める第五次東松山市総合計画を策定し、この

計画に基づく施策を平成 28年から 10か年で推進しております。市民の市政についての意見や

要望を幅広く調査し、これからの「まちづくり」に役立てていくために実施しました。 

 

２ 調査対象者及び調査方法等  

１）調査対象地域 

東松山市全域 

２）調査対象者 

市内居住の満１８歳以上の市民２，０００人 

３）抽出方法 

住民基本台帳から無作為抽出 

４）調査方法 

調査票等を郵送で配付し、回答は郵送回答又はインターネット回答（調査対象者による

任意選択）により行い、ハガキによる督促を１回行った。 

５）調査期間 

令和６年９月１７日（火）～１０月１日（火） 

 

３ 回収結果 

配布数 調査票返信数 Web 回答数 無効回答数 有効回答数 有効回答率 

2,000 748 347 1 1,095 54.75％ 

※無効回答数の 1 件は、回答されていない調査票が返信されたものです。 

 

４ 回収率の推移 

 平成28年度 平成30年度 令和2年度 令和4年度 令和6年度 

配布数 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000 

有効回答数 1,292 1,221 1,282 1,122 1,095 

有効回答率 64.60％ 61.05％ 64.10％ 56.10％ 54.75％ 

 

社会調査の回収率は一般に「調査主体の信頼性」、「サンプリング方法」、「調査目的」、「対象

者の調査への関心」が影響します。また、近年では個人情報保護に対する意識や新型コロナウ

イルス感染症の流行、異常気象、自然災害などが結果に影響してくることが考えられます。 

今回の調査からは、回答方法を調査票の郵送による返信とインターネット回答（ブラウザに

よる回答サイトへアクセス）を併用して行いました。 

有効回答率は、前回調査（令和４年）の 56.10％から 1.35ポイント減少し 54.75％となって

います。 
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５ 本報告書の見方について 

（１）比率はすべて百分率（％）で表し、小数点以下第２位を四捨五入して算出しました。

したがって合計が 100％にならない場合があります。 

（２）基数となるべき件数（回収者数）は、“全体（○○人）”として掲載し、各比率は回答

者数を 100％として算出しました。 

（３）該当する選択肢（項目・区分）を複数回答している設問では、各項目・区分の比率の

合計が 100％を超える場合があります。 

（４）本文や図表中の選択肢表記は、語句を短縮・簡略化している場合があります。また、

図表内の経年を表す「令和〇年」は「令和〇年度調査」を短縮・簡略化したものです。 

（５）設問によっては過去の調査と選択肢や回答方法を変更しているものがあります。 

（６）設問に対する選択肢（項目・区分）を表す際、「 」で囲われたものは選択肢そのもの、

『 』では選択肢を組み合わせたものを示します。 

（７）性別のグラフにおいて、性別を「回答しない」と回答された方が少なく、極端な結果

を示す際などには、結果に含めない場合があります。 

 

６ 標本誤差について（回答比率の誤差） 

今回の調査は、調査対象となる母集団（調査対象の全て）から一部を抽出した標本（サンプ

ル）の比率等から母集団の比率等を推測する「標本調査」です。そのため、母集団に対する標

本誤差が生じることがあります。 

標本誤差は、以下の式（一般的に用いられる信頼水準 95％とした場合）で統計学的に得られ、

母集団の数（Ｎ）、標本の数（ｎ）、回答の比率（Ｐ）によって誤差幅が異なります。 

 

 

ただし、ｂ＝標本誤差 

Ｎ＝母集団の数（東松山市内に居住する１８歳以上の男女全て） 

ｎ＝標本の数（サンプル数） 

Ｐ＝回答の比率 

また、Ｎはｎより十分大きいため、 とみなす。 

 

全数調査（母集団の全て）で得られる結果に対し、標本調査（母集団の一部）で得られた値

をもって全体を表すには、標本誤差を足し引きした範囲（信頼区間）で示します。 

例えば、ある設問の回答数が 1,095 であり、「Ａ」と回答した回答比率が 50.00％だった場合、

それを調査対象（母集団）全体の結果とする際には下表の値を用い、「95％信頼区間は、47.04

（＝50.00－2.96）～52.96（＝50.00＋2.96）％」と表現します。 

  

　　　　　 回答比率
　　　　　　　 （P）
 ｎ（人）

10％または
90％程度

20％または
80％程度

30％または
70％程度

40％または
60％程度

50％程度

1,095 ±1.78％ ±2.37％ ±2.71％ ±2.90％ ±2.96％

1,000 ±1.86％ ±2.48％ ±2.84％ ±3.04％ ±3.10％

  500 ±2.63％ ±3.51％ ±4.02％ ±4.29％ ±4.38％

  100 ±5.88％ ±7.84％ ±8.98％ ±9.60％ ±9.80％
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７ 回答者の属性 

 

 回答者の属性（１／３） 

 

  

■性別 (％)

回答数 比率(％)

 男性 489 44.7

 女性 580 53.0

 回答しない 17 1.6

 （無回答） 9 0.8

 全体 1,095 100.0

■年齢 (％)

回答数 比率(％)

 18～19歳 11 1.0

 20～29歳 69 6.3

 30～39歳 144 13.2

 40～49歳 160 14.6

 50～59歳 180 16.4

 60～69歳 192 17.5

 70～79歳 236 21.6

 80歳以上 96 8.8

 （無回答） 7 0.6

 全体 1,095 100.0

■職業 (％)

回答数 比率(％)

 農林業 7 0.6

 自営業 53 4.8

 会社員 279 25.5

 公務員 52 4.7

 パート・アルバイト 190 17.4

 契約社員・派遣社員 34 3.1

 学生 27 2.5

 その他 35 3.2

 家事・育児・介護に専業 138 12.6

 無職 268 24.5

 （無回答） 12 1.1

 全体 1,095 100.0

■通勤（通学）時間 (％)

回答数 比率(％)

 0分（自宅勤務） 50 7.4

 15分未満 182 26.9

 15分以上30分未満 186 27.5

 30分以上60分未満 110 16.2

 60分以上90分未満 72 10.6

 90分以上120分未満 40 5.9

 120分以上 30 4.4

 （無回答） 7 1.0

 全体（対象者のみ） 677 100.0

44.7 
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0 20 40 60 80 100
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0 20 40 60 80 100
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17.4 
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3.2 
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0 20 40 60 80 100
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 回答者の属性（２／３） 

 

  

■通勤（通学）場所 (％)

回答数 比率(％)

 市内 284 41.9

 市外（県内） 271 40.0

 県外 98 14.5

 （無回答） 24 3.5

 全体（対象者のみ） 677 100.0

■居住地区 (％)

回答数 比率(％)

 松山地区 427 39.0

 大岡地区 41 3.7

 平野地区 120 11.0

 唐子地区 113 10.3

 高坂地区 171 15.6

 高坂丘陵地区 69 6.3

 野本地区 131 12.0

 （無回答） 23 2.1

 全体 1,095 100.0

■居住年数 (％)

回答数 比率(％)

 ２年未満 37 3.4

 ２年以上５年未満 75 6.8

 ５年以上10年未満 95 8.7

 10年以上20年未満 127 11.6

 20年以上30年未満 126 11.5

 30年以上40年未満 236 21.6

 40年以上50年未満 133 12.1

 50年以上 263 24.0

 （無回答） 3 0.3

 全体 1,095 100.0

■居住歴 (％)

回答数 比率(％)

 東松山市に生まれてから
 ずっと市内に住んでいる

236 21.6

 東松山市出身で、市内に住んでいるが、
 市外での居住経験がある

123 11.2

 東松山市出身ではないが、
 県内の他市町村から転入してきた

402 36.7

 東松山市出身ではないが、
 県外から転入してきた

323 29.5

 （無回答） 11 1.0

 全体 1,095 100.0
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0 20 40 60 80 100
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 回答者の属性（３／３） 

 

  

■転入理由（複数回答） (％)

回答数 比率(％)

 通勤・通学に便利 222 30.6

 買い物に便利 55 7.6

 元々、東松山市に住んでいた 9 1.2

 土地や住宅の価格が安い 158 21.8

 子育てしやすい 46 6.3

 医療機関や介護施設が整っている 19 2.6

 上下水道や道路などの 生活インフラが整っている 34 4.7

 親族が市内に住んでいる 151 20.8

 その他 229 31.6

 （無回答） 17 2.3

 回答者数（対象者のみ） 725 － 

■家族構成 (％)

回答数 比率(％)

 三世代世帯（祖父母、父母、こどもなど） 94 8.6

 二世代世帯（夫婦とこどもなど） 519 47.4

 夫婦のみ 312 28.5

 ひとり暮らし（単身世帯） 122 11.1

 その他 45 4.1

 （無回答） 3 0.3

 全体 1,095 100.0

■同居家族(複数回答) (％)

回答数 比率(％)

 就学前（０～６歳） 115 18.8

 小学生・中学生 135 22.0

 高校生、大学生ほか 130 21.2

 65歳以上 242 39.5

 いずれもいない 87 14.2

 （無回答） 22 3.6

 回答者数（対象者のみ） 613 － 

■居住形態 (％)

回答数 比率(％)

 一戸建て持ち家 886 80.9

 一戸建て借家 23 2.1

 共同持ち家（分譲マンション等） 71 6.5

 公営の賃貸住宅 6 0.5

 民間の賃貸集合住宅（マンション・アパート等） 97 8.9

 社宅・寮 3 0.3

 その他 7 0.6

 （無回答） 2 0.2

 全体 1,095 100.0
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II 結果の概要 

１ まち全体の印象について 

東松山市に愛着を感じている（「愛着がある」＋「どちらかといえば愛着がある」）と答えた

人の割合は、全体で７割台、居住年数が長くなるほど割合が上昇する傾向がみられます。 

東松山市が住みよいと感じる（「住みよい」＋「どちらかといえば住みよい」）と答えた人の

割合は、全体で７割台、経年比較でも年を追うごとに割合が上昇する傾向がみられます。 

東松山市に住み続けたい（「現在のところに住み続けたい」＋「東松山市内の別のところで

住み続けたい」）と答えた人の割合は、全体で７割台、男性が女性より高く、20～29歳が目立

って低くなっています。 

また、東松山市に住みよいと感じる人は、愛着を感じている人ほど割合は高く、東松山市に

住み続けたい人は、愛着を感じている人／住みよいと感じている人ほど割合が高くなっていま

す。 

東松山市の印象でよい評価（「よい」＋「どちらかといえばよい」）のものは、「自然環境／

人柄・土地柄／買い物などの日常生活の利便性」が多く選ばれています。 

一方、東松山市の印象で悪い評価（「わるい」＋「どちらかといえばわるい」）のものは、「活

気とにぎわい／市の発展性／都市としての個性や魅力」が多く選ばれています。 

 

２ こどもの分野について 

子育て環境が整っている（「整っている」＋「どちらかといえば整っている」）と答えた人の

割合は、全体で４割強、30～59歳・80歳以上や幼いこどもが同居している世帯で高くなってい

ます。 

一方、子育て環境が整っていない（「整っていない」＋「どちらかといえば整っていない」）

と答えた人の割合は、全体で１割台、その理由として「公園や児童館など安心してこどもが遊

べる場が少ない／小児医療体制が不十分／延長保育や休日保育など働き方の多様化に対応し

た保育サービスが不十分」が多く選ばれています。 

 

３ 健康福祉の分野について 

最初にかかる医療機関を決めていると答えた人の割合は、全体で６割台、最初にかかる医療

機関を「近所の医院・診療所・クリニック」としている人が多数を占めています。 

健康づくりのために心がけていることは、「食事に気をつける／十分な睡眠・休養をとり、

規則正しい生活をする／たばこを吸わない」が半数以上に選ばれています。 

感染症対策に「取り組んでいる」と答えた人の割合は、全体で７割台、「手洗い、手指消毒

をする／咳エチケット、マスクの着用をする」の対策が多く選ばれています。 
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４ 環境の分野について 

環境に配慮した生活を心がけている（「心がけている」＋「どちらかといえば心がけている」）

と答えた人の割合は、全体で８割台、女性が男性より高く、心がけていることとして「決めら

れたとおりにごみの分別を徹底している／マイバッグを利用したり、過剰な包装を断ったりす

るなどごみの減量化に努めている／調理の際に食材を使い切るようにしたり、食事は残さず食

べるようにしている／部屋の電気やテレビのスイッチはこまめに消している」が半数以上に選

ばれています。 

 

５ 交通の分野について 

日常生活の中で主に利用している交通手段の割合は、「自家用車（自分で運転）」が全体で７

割台と突出しています。また、「自家用車（家族や知人が運転）」は女性が男性より高くなって

います。 

市内循環バスを過去1年以内に利用したことがあると答えた人の割合は、全体で１割台、主

な利用目的は「買い物／通院／通勤・通学」で、「通院」は女性が男性より、「通勤・通学」は

男性が女性より高く、利用したことがないと答えた人の割合は、全体で８割台、利用しない理

由として「ほかの交通手段を利用している／近くに停留所がない」の割合が高くなっています。 

デマンドタクシーを利用したことがあると答えた人の割合は、全体で１割台、主な利用目的

は「通院／買い物」となっていて、利用したことがないと答えた人の割合は、全体で８割台、

利用しない理由としては「ほかの交通手段を利用している／デマンドタクシーを知らない」の

割合が高くなっています。 

 

６ 防災・減災の分野について 

災害時の防災情報（避難情報）の取得手段は、「緊急速報メール（緊急地震速報等、対象エ

リアに一斉配信されるメール）／テレビ」が半数以上、次いで「防災行政無線／インターネッ

トの防災情報」が多く選ばれ、「インターネットの防災情報」は男性が女性より、「登録制メー

ル（東松山いんふぉメール等）」は女性が男性より割合が高くなっています。 

避難行動を求められた際にとる主な対応は、全体では「市の指定緊急避難所・指定避難所に

避難する／自宅が安全なため避難しない／車で安全な場所に避難する（車中避難）」の割合が

高くなっています。 

日頃から災害に備え行っていることは、「保存飲料水・食料品を準備している」が半数以上、

次いで「非常用持ち出し袋を用意している／家族や親族との連絡方法を決めている／避難場所

や経路を確認している」が多く選ばれ、「保存飲料水・食料品を準備している／非常用持ち出

し袋を用意している」は女性が男性より割合が高く、「保存飲料水・食料品を準備している」

は年を追うごとに上昇しています。 
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７ 商業の活性化について 

商品の購入場所については、「市内の大型店・チェーン店」と回答した人の割合が最も高く、

全体で「食料品」が８割台、「衣服・服飾品／家具・家電」が６割台となっており、「衣服・服

飾品／家具・家電」は、年代が上がるごとに上昇する傾向がみられます。 

食料品などの日用品の買い物で不便を感じていると答えた人の割合は、全体で２割強、不便

な理由として「近くにお店がない」が半数以上、次いで「バスなどの公共交通機関の停留所が

遠い、運行本数が少ない／家族等の協力がないと買い物ができない」が多く選ばれています。 

 

８ 協働によるまちづくりについて 

自治会活動や地域の行事などに参加している（「よく参加している」＋「ときどき参加して

いる」）と答えた人の割合は、全体で４割強、年代が上がるごとに上昇する傾向がみられます。 

ボランティア（社会貢献）の活動経験がある（「現在活動している」＋「以前活動していた

が現在はしていない」）と答えた人の割合は、全体で２割台、70歳以上になると４割を超え、

活動としては「こどもの健全育成／スポーツ／保健・医療・福祉」の分野が多く選ばれ、男性

は「スポーツ」の分野の割合が突出しています。 

 

９ 生涯学習・生涯スポーツについて 

現在行っている活動（学習や趣味など）については、「特に行っていない」と回答した人の

割合が、全体で４割台、行っている人の活動では、「スポーツや野外活動に関すること（軽ス

ポーツ、ハイキングなど）／知識・教養や仕事に必要な技能、資格取得に関すること／芸術に

関すること（絵画、陶芸、写真など）」が多く選ばれています。 

過去１年間の運動（スポーツ、ウォーキング、散歩、体操など）の実施状況は、習慣的に行

っている（「ほぼ毎日」＋「週に２～３回」＋「週に１回」）と答えた人の割合は、全体で５割

台、50歳以上で５割を超えています。運動を行わなかった人は２割弱となっています。 

また、習慣的に行っている人の１回に行う時間は、「60分以上」が３割台、「30分以上」では

７割台、性別では男性が、年代別では60歳以上の人の運動する頻度が高くなっています。 

日本スリーデーマーチに参加したことがあると答えた人の割合は、全体で６割強、参加回数

は大半が10回以下、性別では女性が、居住年数別では10年以上の人が高くなっています。 

公共スポーツ施設（学校のグラウンドや体育館を含む）を利用したことがあると答えた人の

割合は、全体で４割台、年代が上がるごとに低下する傾向がみられます。 

また、利用したことがある人の７割台が、満足（「満足している」＋「まあまあ満足してい

る」）と答えています。一方、利用したことがないと答えた人の割合は、全体で５割台、「その

他（運動・スポーツをしない／施設利用は不要／他）」の回答も多く（３割台）、「施設情報が

乏しい／希望する種目ができない／申込方法がわからない」などが不満点として選ばれていま

す。  
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１０ 公共施設について 

公共施設（市の建物）を維持するために、「あまり利用されていない施設を１つにまとめた

り、なくしたりする／近隣の市や町と共用できる施設をつくり、共同で維持管理や運営をする

／古くなった施設を直して、建物を長持ちさせる」などで実施賛成（「実施すべき」＋「どち

らかといえば実施すべき」）の割合が高い一方、実施反対（「実施すべきでない」＋「どちらか

といえば実施すべきでない」）なものは、「施設の開館時間を短くするなどして、サービスを下

げて施設にかかるお金を節約する／ほかの行政サービスを下げて節約し、施設にかかるお金に

あてる」の割合が高くなっています。 

今後、公共施設（市の施設）を減らさなければならなくなった場合に、減らすべき施設とし

て「利用する人が少ない施設／近くに同じような施設（民間施設を含む）があり、十分代替え

が可能な施設／建物や設備が古くなっている施設」の割合が高くなっています。 

 

１１ 市政情報について 

知りたいと思う市政情報は、「健康・医療／福祉・介護／市政の運営（施策・計画・財政）

／地域の防犯・防災」に関することが多く選ばれ、「市政の運営（施策・計画・財政）／地域

の防犯・防災」などは男性が女性より、「こどもの教育（学校教育）／育児・保育」などは女

性が男性より割合が高くなっています。 

また、市政情報は主に「広報ひがしまつやま／東松山市ホームページ／市からのお知らせや

回覧」などを通して入手されています。 

市政に関する情報を得られている（得られている」＋「ある程度得られている」）と答えた

人の割合は、全体で５割台、年代が上がるごとに上昇する傾向がみられます。 

「広報ひがしまつやま」を読んでいる（「よく読んでいる」＋「時々読んでいる」）と答えた

人の割合は、全体で７割台、女性が男性より高く、年代が上がるごとに上昇する傾向がみられ、

「自治会等からの配布」が主な入手方法となっています。 

また、読んでいない（「まったく読んでいない」＋「あまり読んでいない」）と答えた人は、

全体で２割台、読まない理由として「読むのが面倒／広報紙が届かない／市政に関心がない」

を多く選び、「読むのが面倒／広報紙が届かない」は女性が男性より、「市政に関心がない」は

男性が女性より割合が高くなっています。 
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１２ 行政運営について 

市の職員について思っている（「そう思わない」＋「あまりそう思わない」）印象は、「礼儀

正しい／わかりやすく説明してくれる／言葉づかいがよい」などの割合が高く、年代が上がる

ごと、年を追うごとに上昇する傾向がみられます。 

市政の取組において、進んだと思う（「進んだ」＋「ある程度進んだ」）事業は、全体では「河

川の整備／健康づくりの推進／防災・減災のまちづくり／保健・医療体制の充実／市民病院の

充実」などの割合が高くなっています。 

一方、進んだと思わない（「進んでいない」＋「あまり進んでいない」）事業は、「観光の振

興／商業の振興／道路の整備と維持管理」などの割合が高くなっています。 

また、進んだと思う事業を年代や居住地区ごとの属性でみると、全体で挙がっている事業以

外で割合が高い事業は、「安心で楽しい子育て環境づくり／乳幼児期における支援の充実／良

好な地域環境の保全／自然に親しむ空間整備の推進／道路の整備と維持管理／上下水道の整

備」などがあります。 

市政の取組において、重要だと思う（「重要」＋「ある程度重要」）事業は、全体では「防災・

減災のまちづくり／保健・医療体制の充実／河川の整備／安心で楽しい子育て環境づくり／交

通安全・防犯対策の推進」などの割合が高くなっています。 

一方、重要だと思わない（「重要ではない」＋「あまり重要ではない」）事業には、目立って

割合の高いものはありません。 

また、重要だと思う事業を年代や居住地区ごとの属性でみると、全体で挙がっている事業以

外で割合が高い事業は、「乳幼児期における支援の充実／学校教育の充実／教育環境の整備／

健康づくりの推進／市民病院の充実／高齢者支援の充実／道路の整備と維持管理／上下水道

の整備」などがあります。 

 

１３ 地域資源について 

市内の観光スポットやイベントについて、知っている（「この１年以内に行った」＋「これ

までに行ったことがある」＋「行ったことはないが行ってみたい」＋「知っているがあまり興

味がない」）ものは、「箭弓稲荷神社／埼玉県こども動物自然公園／東松山ぼたん園」が多く選

ばれています。 

また、行ったことがある（「この１年以内に行った」＋「これまでに行ったことがある」）も

のは、「箭弓稲荷神社／埼玉県こども動物自然公園／いなほてらす（東松山農産物直売所）」が

多く選ばれています。 

市内の観光スポットやイベントについて、市外の人に自慢・アピールしたいと思っているも

のは、「埼玉県こども動物自然公園／箭弓稲荷神社／日本スリーデーマーチ」が多く選ばれ、「埼

玉県こども動物自然公園」は女性が男性より割合が高くなっています。 
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III 調査の結果 

１ まち全体の印象について 

１－１ 東松山市への愛着 

問１．あなたは、東松山市に「愛着」を感じていますか。【○は１つ】 

『愛着を感じる』 73.0％、『愛着を感じない』 8.1％ 

 東松山市への愛着  

  

<回答数>

【全体】 1,095人

【性別】

男性 489人

女性 580人

回答しない 17人

【年代別】

18～19歳 11人

20～29歳 69人

30～39歳 144人

40～49歳 160人

50～59歳 180人

60～69歳 192人

70～79歳 236人

80歳以上 96人

【地区別】

松山地区 427人

大岡地区 41人

平野地区 120人

唐子地区 113人

高坂地区 171人

高坂丘陵地区 69人

野本地区 131人

【居住年数別】

２年未満 37人

２年以上５年未満 75人

５年以上10年未満 95人

10年以上20年未満 127人

20年以上30年未満 126人

30年以上40年未満 236人

40年以上50年未満 133人

50年以上 263人

【経年比較】

平成28年

平成30年

令和２年

令和４年

令和６年

<属性>

32.0

32.3

32.4

11.8

27.3

18.8

26.4

29.4

29.4

27.6

42.4

42.7

30.4

46.3

31.7

35.4

27.5

21.7

42.0

13.5

14.7

21.1

22.0

21.4

28.4

47.4

48.7

37.2

36.2

36.2

32.1

32.0

41.0

41.9

40.3

41.2

45.5

52.2

44.4

41.9

41.1

45.8

32.6

37.5

40.3

26.8

39.2

47.8

43.9

49.3

37.4

40.5

38.7

38.9

47.2

44.4

44.9

39.1

35.4

35.8

35.5

35.1

40.6

41.0

18.7

19.0

18.3

17.6

18.2

20.3

18.8

17.5

20.0

19.8

17.4

17.7

19.7

19.5

23.3

10.6

17.5

18.8

16.8

27.0

25.3

27.4

20.5

24.6

20.3

11.3

11.4

17.6

19.0

20.5

19.2

18.7

5.1

4.1

5.7

17.6

0.0

4.3

6.3

7.5

7.2

4.2

4.2

1.0

6.1

4.9

1.7

4.4

5.8

10.1

2.3

10.8

12.0

8.4

5.5

6.3

4.2

2.3

2.7

3.3

4.8

4.3

4.2

5.1

3.0

2.5

3.3

11.8

9.1

4.3

4.2

3.8

2.2

2.6

3.0

1.0

3.5

2.4

4.2

1.8

4.7

0.0

1.5

8.1

9.3

4.2

4.7

3.2

2.1

0.0

1.5

2.2

3.8

3.5

2.3

3.0

0.2

0.2

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.4

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.6

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.4

3.9

0.7

0.4

1.6

0.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

愛着が

ある

どちらか

といえば
愛着が

ある

どちら

とも
いえない

どちらか

といえば
愛着が

ない

愛着が

ない
（無回答）
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「愛着がある」と「どちらかといえば愛着がある」を合わせて『愛着を感じる』、「愛着がな

い」と「どちらかといえば愛着がない」を合わせて『愛着を感じない』とします。 

【全体】では、『愛着を感じる（73.0％）』が７割台、『愛着を感じない（8.1％）』は１割未

満となっています。 

【性別】では、「回答しない」を除く男女に差はみられません。 

【年代別】では、年代が上がるほど「愛着がある」の割合が上昇する傾向がみられます。「愛

着がある」は70歳以上で４割を超えていますが、「20～29歳（18.8％）」は１割台と低く、『愛

着を感じる』は「80歳以上（80.2％）」が８割強で最も高くなっていますが、他の年代は全て

７割台で大きな差はみられません。 

【地区別】では、「愛着がある」は「大岡地区（46.3％）、野本地区（42.0％）」が４割台と

高く、『愛着を感じる』は「唐子地区（83.2％）」が８割台、「野本地区（79.4％）」が８割弱で

続いています。 

【居住年数別】では、居住年数が長くなるほど『愛着を感じる』の割合が上昇する傾向がみ

られます。「愛着がある」は40年以上で４割を超えていますが、５年未満は１割台と低く、『愛

着を感じる』は30年以上で７割、40年以上で８割を超えています。 

 一方、『愛着を感じない』は「２年以上５年未満（21.3％）」が２割台と高くなっています。 

【経年比較】では、「愛着がある」の割合は年を追うごとに低下していますが、『愛着を感じ

る』は直近５回の調査に大きな変化はみられません。 
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１－２ 東松山市の住みよさ 

問２．あなたにとって、東松山市は「住みよいまち」ですか。【○は１つ】 

『住みよいと感じる』 73.0％、『住みにくいと感じる』 7.9％ 

 東松山市の住みよさ（１／２） 

 
  

<回答数>

【全体】 1,095人

【性別】

男性 489人

女性 580人

回答しない 17人

【年代別】

18～19歳 11人

20～29歳 69人

30～39歳 144人

40～49歳 160人

50～59歳 180人

60～69歳 192人

70～79歳 236人

80歳以上 96人

【地区別】

松山地区 427人

大岡地区 41人

平野地区 120人

唐子地区 113人

高坂地区 171人

高坂丘陵地区 69人

野本地区 131人

【居住年数別】

２年未満 37人

２年以上５年未満 75人

５年以上10年未満 95人

10年以上20年未満 127人

20年以上30年未満 126人

30年以上40年未満 236人

40年以上50年未満 133人

50年以上 263人

【経年比較】

平成28年

平成30年

令和２年

令和４年

令和６年

<属性>

28.6

29.7

27.9

23.5

45.5

21.7

23.6

29.4

25.6

27.1

32.2

37.5

28.6

24.4

23.3

28.3

30.4

26.1

33.6

16.2

22.7

23.2

26.8

24.6

21.2

39.1

38.0

28.4

29.5

31.4

29.3

28.6

44.4

43.8

45.5

23.5

18.2

56.5

50.7

46.3

43.9

46.9

37.7

37.5

41.9

43.9

45.8

47.8

50.3

40.6

42.0

56.8

46.7

45.3

47.2

44.4

48.3

42.9

38.0

39.4

41.0

42.0

41.5

44.4

18.8

19.6

17.8

29.4

18.2

15.9

16.0

16.3

19.4

19.8

22.9

17.7

19.4

24.4

25.0

15.0

11.1

30.4

18.3

16.2

17.3

22.1

16.5

22.2

25.0

12.0

15.6

20.0

18.3

18.7

20.0

18.8

5.1

4.7

5.0

23.5

18.2

2.9

5.6

5.0

7.2

5.2

4.2

3.1

7.0

4.9

0.8

6.2

4.1

0.0

5.3

2.7

8.0

3.2

7.1

5.6

5.1

3.8

4.9

6.4

7.6

5.6

5.5

5.1

2.8

2.0

3.6

0.0

0.0

2.9

4.2

3.1

3.3

1.0

3.0

3.1

2.8

2.4

4.2

2.7

4.1

2.9

0.8

8.1

5.3

6.3

2.4

3.2

0.4

1.5

3.0

2.2

3.1

1.9

2.1

2.8

0.3

0.2

0.2

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.6

0.0

0.0

1.0

0.2

0.0

0.8

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.8

0.4

3.6

0.4

0.3

1.5

0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

住み

よい

どちらか

といえば
住み

よい

どちら

とも
いえない

どちらか

といえば
住み

にくい

住み

にくい
（無回答）
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 東松山市の住みよさ（２／２） 

 
 

「住みよい」と「どちらかといえば住みよい」を合わせて『住みよいと感じる』、「住みにく

い」と「どちらかといえば住みにくい」を合わせて『住みにくいと感じる』とします。 

【全体】では、『住みよいと感じる（73.0％）』が７割台、『住みにくいと感じる（7.9％）』

は１割未満となっています。 

【性別】では、「回答しない」を除く男女に差はみられません。 

【年代別】では、回答数が少ない「18～19歳」を除き、年代が上がるごとに「住みよい」の

割合が上昇する傾向がみられます。『住みよいと感じる』は全ての年代で６・７割台となって

います。 

【地区別】では、『住みよいと感じる』は「高坂地区（80.7％）」が８割強で最も高く、他の

地区は６・７割台となっています。 

【居住年数別】では、「住みよい」は40年以上が３割台と高く、『住みよいと感じる』は「40

年以上50年未満（82.0％）」が８割台で最も高く、他の年数は６・７割台となっています。 

【経年比較】では、年を追うごとに『住みよいと感じる』の割合が上昇する傾向がみられま

す。 

【愛着度別】では、「愛着がある」の「住みよい（66.3％）」は６割台で突出しており、『住

みよいと感じる（95.7％）』は９割台、「どちらかといえば愛着がある」の『住みよいと感じる

（82.6％）』は８割台となっています。 

 一方、「愛着がない」の「住みにくい（48.5％）」は４割台で突出しており、『住みにくいと

感じる（60.6％）』は６割強、「どちらかといえば愛着がない」の『住みにくいと感じる（42.8％）』

は４割台となっています。 

  

<回答数>

【全体】 1,095人

【愛着度別】

愛着がある 350人

449人

どちらともいえない 205人

56人

愛着がない 33人

<属性>

どちらかといえば
愛着がある

どちらかといえば
愛着がない

28.6

66.3

15.6

2.9

5.4

3.0

44.4

29.4

67.0

32.2

23.2

9.1

18.8

3.4

12.7

54.6

28.6

27.3

5.1

0.6

3.6

7.3

33.9

12.1

2.8

0.3

1.1

2.0

8.9

48.5

0.3

0.0

0.0

1.0

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

住み

よい

どちらか

といえば
住み

よい

どちら

とも
いえない

どちらか

といえば
住み

にくい

住み

にくい
（無回答）
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１－３ 東松山市での定住意向 

問３．あなたは、現在住んでいるところに、これからも住み続けたいですか。【○は１つ】 

「現在のところに住み続けたい」 66.8％、『東松山市に住み続けたい』 71.6％ 

 東松山市での定住意向（１／２） 

 
  

<回答数>

【全体】 1,095人

【性別】

男性 489人

女性 580人

回答しない 17人

【年代別】

18～19歳 11人

20～29歳 69人

30～39歳 144人

40～49歳 160人

50～59歳 180人

60～69歳 192人

70～79歳 236人

80歳以上 96人

【地区別】

松山地区 427人

大岡地区 41人

平野地区 120人

唐子地区 113人

高坂地区 171人

高坂丘陵地区 69人

野本地区 131人

【居住年数別】

２年未満 37人

２年以上５年未満 75人

５年以上10年未満 95人

10年以上20年未満 127人

20年以上30年未満 126人

30年以上40年未満 236人

40年以上50年未満 133人

50年以上 263人

【経年比較】

平成28年

平成30年

令和２年

令和４年

令和６年

<属性>

66.8

71.4

63.8

41.2

63.6

29.0

61.1

62.5

62.2

69.8

79.7

81.3

62.1

68.3

69.2

67.3

70.8

69.6

76.3

67.6

52.0

58.9

60.6

50.0

70.3

76.7

77.2

65.3

64.4

66.2

65.1

66.8

4.8

4.7

5.2

0.0

0.0

7.2

5.6

6.9

5.6

3.6

3.8

3.1

6.8

9.8

2.5

4.4

2.9

0.0

3.8

8.1

8.0

4.2

4.7

4.8

3.0

5.3

5.3

6.7

6.5

6.3

5.3

4.8

7.6

7.0

7.9

11.8

36.4

24.6

11.8

8.1

5.0

5.2

4.2

3.1

8.2

12.2

5.0

6.2

9.4

8.7

5.3

2.7

21.3

11.6

11.8

10.3

5.1

3.8

3.8

6.1

9.3

8.7

5.7

7.6

20.1

16.8

22.2

47.1

0.0

39.1

21.5

22.5

26.1

21.4

11.9

9.4

23.0

9.8

21.7

21.2

17.0

21.7

13.0

21.6

18.7

25.3

22.8

34.9

21.2

13.5

12.2

18.0

18.6

18.4

22.4

20.1

0.6

0.2

0.9

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

1.1

0.0

0.4

3.1

0.0

0.0

1.7

0.9

0.0

0.0

1.5

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.4

0.8

1.5

3.9

1.2

0.4

1.5

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

現在の

ところに
住み

続けたい

東松山市内の

別のところで
住み続けたい

東松山市外へ

移りたい
わからない （無回答） 
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東松山市での定住意向（２／２） 

 
  

<回答数>

【全体】 1,095人

【愛着度別】

愛着がある 350人

449人

どちらともいえない 205人

56人

愛着がない 33人

【住みよさ別】

住みよい 313人

486人

どちらともいえない 206人

56人

住みにくい 31人

<属性>

どちらかといえば
愛着がある

どちらかといえば
愛着がない

どちらかといえば
住みよい

どちらかといえば
住みにくい

66.8

90.0

68.6

44.9

19.6

15.2

89.5

70.4

43.2

32.1

9.7

4.8

4.6

4.9

4.9

8.9

0.0

3.5

5.3

5.8

3.6

6.5

7.6

1.1

4.5

10.2

33.9

57.6

1.9

4.1

10.2

35.7

51.6

20.1

3.7

21.6

39.0

37.5

27.3

5.1

19.5

39.8

28.6

32.3

0.6

0.6

0.4

1.0

0.0

0.0

0.0

0.6

1.0

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

現在の

ところに

住み

続けたい

東松山市内の

別のところで
住み続けたい

東松山市外へ

移りたい
わからない （無回答） 
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「現在のところに住み続けたい」と「東松山市内の別のところで住み続けたい」を合わせて

『東松山市に住み続けたい』とします。 

【全体】では、『東松山市に住み続けたい（71.6％）』が７割台で、大半は「現在のところに

住み続けたい（66.8％）」が占めています。また、「東松山市外へ移りたい（7.6％）」が１割未

満、「わからない（20.1％）」が２割強となっています。 

【性別】では、『東松山市に住み続けたい』は男性（76.1％）が７割台と女性（69.0％）よ

り7.1ポイント高くなっています。 

【年代別】では、回答数が少ない「18～19歳（63.6％）」を除くと、年代が上がるごとに『東

松山市に住み続けたい』の割合が上昇する傾向がみられ、60歳以上で７割、70歳以上で８割を

超えています。 

 一方、「東松山市外へ移りたい」は18歳から29歳まで２割を超えています。 

【地区別】では、『東松山市に住み続けたい』は「野本地区（80.1％）」が８割強で最も高く、

他の地区は６・７割台となっています。 

【居住年数別】では、『東松山市に住み続けたい』は「20年以上30年未満（54.8％）」が５割

台で最も低く、他の年数は６～８割台で40年以上では８割台となっています。 

 一方、「東松山市外へ移りたい」は「２年以上５年未満（21.3％）」が２割台と高く、５年以

上から30年未満まで１割台となっています。 

【経年比較】では、『東松山市に住み続けたい』は直近５回の調査に大きな変化はみられま

せん。 

【愛着度別】では、『東松山市に住み続けたい』は「愛着がある（94.6％）」が９割台、「ど

ちらかといえば愛着がある（73.5％）」が７割台と高くなっています。 

 一方、「東松山市外へ移りたい」は「愛着がない（57.6％）」が５割台、「どちらかといえば

愛着がない（33.9％）」が３割台と高くなっています。 

【住みよさ別】では、『東松山市に住み続けたい』は「住みよい（93.0％）」が９割台、「ど

ちらかといえば住みよい（75.7％）」が７割台と高くなっています。 

 一方、「東松山市外へ移りたい」は「住みにくい（51.6％）」が５割台、「どちらかといえば

住みにくい（35.7％）」が３割台と高くなっています。 
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１－４ 東松山市の印象 

問４．あなたは、東松山市についてどのように思いますか。【○はそれぞれに１つ】 

「自然環境（64.5％）、人柄・土地柄（47.8％）、買い物などの日常生活の利便性
（44.9％）」の評価が高い 

 東松山市の印象  

 

「よい」と「どちらかといえばよい」を合わせて『よい評価』、「わるい」と「どちらかとい

えばわるい」を合わせて『わるい評価』とし、『よい評価』から『わるい評価』の割合を引い

た値（パーセントポイント）を『良否判定』とします。 

『よい評価』が５割を上回るのは「（イ）自然環境（64.5％）」、４割台で「（ア）人柄・土地

柄（47.8％）、（カ）買い物などの日常生活の利便性（44.9％）」が続いています。 

『わるい評価』が高いのは、「（コ）活気とにぎわい（36.8％）、（シ）市の発展性（34.9％）、

（ス）都市としての個性や魅力（34.9％）」が３割台となっています。 

また、『良否判定』では、「（イ）自然環境（61.2ポイント）、（ア）人柄・土地柄（43.3ポイ

ント）、（ウ）歴史と伝統（35.4ポイント）」の順に高くなっています。  

（シ）市の発展性

（ス）都市としての個性
　　　や魅力

（セ）総合的に見て

（カ）買い物などの
　　　日常生活の利便性

（キ）教育・文化・
　　　スポーツ施設

（ク）医療・福祉施設

（ケ）道路や公園等の
　　　生活の基盤施設

（コ）活気とにぎわい

（サ）街並みの美しさ

（オ）働く場

( n = 1,095 )

（ア）人柄・土地柄

（イ）自然環境

（ウ）歴史と伝統

（エ）交通の利便性

16.6

28.9

13.1

11.8

4.7

14.9

5.9

7.1

6.2

2.3

4.7

2.6

3.0

5.5

31.2

35.6

25.6

23.7

12.6

30.0

17.0

20.6

21.6

9.9

14.7

11.4

10.0

22.4

45.0

30.9

53.0

33.6

52.1

33.2

53.9

48.4

43.4

47.9

56.9

47.2

48.7

51.6

3.0

2.5

2.5

20.7

14.9

14.2

13.2

15.0

19.5

27.4

15.8

25.1

26.5

14.5

1.5

0.8

0.8

8.7

5.8

6.2

5.5

5.9

7.0

9.4

5.3

9.8

8.4

4.0

2.6

1.4

5.1

1.5

10.0

1.6

4.6

2.9

2.3

3.1

2.6

3.9

3.5

2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

よい

どちらか

といえば

よい

ふつう

どちらか

といえば

わるい

わるい

わからない

＋

（無回答）
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１－４－１ 東松山市の印象（ア）人柄・土地柄 

『よい評価』 47.8％、『わるい評価』 4.5％ 

 東松山市の印象（ア）人柄・土地柄  

 

【全体】では、『よい評価（47.8％）』は４割台、『わるい評価（4.5％）』は１割未満となっ

ています。『良否判定』は43.3ポイントです。 

『よい評価』をみると、【性別】では、男女に差はみられません。【年代別】では、「18～19

歳（54.6％）、30～39歳（54.2％）、40～49歳（51.9％）、60～69歳（51.6％）」が５割台、他の

年代は全て４割台です。【地区別】では、「高坂地区（47.4％）、松山地区（45.5％）、平野地区

（43.3％）」が４割台、他の地区は全て５割台です。【経年比較】では、直近５回の調査で「令

和６年（47.8％）」が最も高いですが、大きな変化はみられません。 

 また、『良否判定』では、【年代別】の「18～19歳（54.6ポイント）、30～39歳（52.1ポイン

ト）」、【地区別】の「高坂丘陵地区（50.7ポイント）」の順で数値が大きくなっています。  

<回答数>

【全体】 1,095人

【性別】

男性 489人

女性 580人

回答しない 17人

【年代別】

18～19歳 11人

20～29歳 69人

30～39歳 144人

40～49歳 160人

50～59歳 180人

60～69歳 192人

70～79歳 236人

80歳以上 96人

【地区別】

松山地区 427人

大岡地区 41人

平野地区 120人

唐子地区 113人

高坂地区 171人

高坂丘陵地区 69人

野本地区 131人

【経年比較】

平成28年

平成30年

令和２年

令和４年

令和６年

<属性>

16.6

17.2

16.4

5.9

18.2

7.2

14.6

18.8

18.3

14.6

16.9

21.9

14.8

17.1

12.5

20.4

20.5

18.8

17.6

16.8

18.8

18.2

16.8

16.6

31.2

31.5

31.9

17.6

36.4

34.8

39.6

33.1

25.0

37.0

28.4

21.9

30.7

36.6

30.8

34.5

26.9

31.9

34.4

26.5

27.3

26.0

26.9

31.2

45.0

45.0

44.0

76.5

45.5

49.3

40.3

41.9

48.3

40.6

49.2

45.8

47.1

39.0

47.5

38.9

42.1

49.3

43.5

45.4

44.8

46.8

47.2

45.0

3.0

2.7

3.3

0.0

0.0

1.4

1.4

3.1

3.9

4.2

2.5

4.2

3.3

4.9

2.5

4.4

3.5

0.0

2.3

3.8

4.5

4.6

4.5

3.0

1.5

1.8

1.2

0.0

0.0

2.9

0.7

2.5

2.2

1.0

0.8

1.0

1.2

2.4

0.8

0.9

3.5

0.0

1.5

1.0

1.1

1.3

0.8

1.5

2.6

1.8

3.3

0.0

0.0

4.3

3.5

0.6

2.2

2.6

2.1

5.2

3.0

0.0

5.8

0.9

3.5

0.0

0.8

6.6

3.4

3.1

3.7

2.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

よい

どちらか

といえば
よい

ふつう

どちらか

といえば
わるい

わるい

わからない

＋
（無回答）
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１－４－２ 東松山市の印象（イ）自然環境 

『よい評価』 64.5％、『わるい評価』 3.3％ 

 東松山市の印象（イ）自然環境  

 

【全体】では、『よい評価（64.5％）』は６割台、『わるい評価（3.3％）』は１割未満となっ

ています。『良否判定』は61.2ポイントです。 

『よい評価』をみると、【性別】では、男女に大きな差はみられません。【年代別】では、「18

～19歳（81.9％）」が８割台で高く、それ以降の全ての年代は５・６割台で、年代が上がるご

とに割合が上昇する傾向がみられます。【地区別】では、「高坂丘陵地区（86.9％）、大岡地区

（70.8％）」が突出しており、「よい」も５割台です。【経年比較】では、直近５回の調査に大

きな変化はみられません。 

 また、『良否判定』では、【地区別】の「高坂丘陵地区（85.5ポイント）」、【年代別】の「18

～19歳（72.8ポイント）」、【地区別】の「高坂地区（66.1ポイント）」の順で数値が大きくなっ

ています。  

<回答数>

【全体】 1,095人

【性別】

男性 489人

女性 580人

回答しない 17人

【年代別】

18～19歳 11人

20～29歳 69人

30～39歳 144人

40～49歳 160人

50～59歳 180人

60～69歳 192人

70～79歳 236人

80歳以上 96人

【地区別】

松山地区 427人

大岡地区 41人

平野地区 120人

唐子地区 113人

高坂地区 171人

高坂丘陵地区 69人

野本地区 131人

【経年比較】

平成28年

平成30年

令和２年

令和４年

令和６年

<属性>

28.9

32.1

26.0

29.4

45.5

21.7

31.9

32.5

23.9

27.6

30.1

29.2

23.0

53.7

22.5

28.3

35.1

53.6

26.0

27.9

29.0

30.0

26.3

28.9

35.6

34.8

37.1

17.6

36.4

36.2

29.9

34.4

38.3

37.0

36.0

37.5

37.9

17.1

33.3

38.1

33.9

33.3

36.6

33.6

33.6

35.6

36.6

35.6

30.9

28.4

32.2

52.9

9.1

37.7

34.7

30.6

33.9

29.7

28.4

27.1

34.4

24.4

36.7

30.1

26.9

11.6

32.1

29.0

30.2

28.2

30.7

30.9

2.5

2.9

2.2

0.0

9.1

2.9

2.1

2.5

1.1

3.6

2.1

3.1

1.9

2.4

2.5

3.5

2.9

1.4

3.8

2.1

3.4

3.2

2.9

2.5

0.8

1.0

0.7

0.0

0.0

0.0

1.4

0.0

1.7

0.5

1.3

0.0

1.2

2.4

0.8

0.0

0.0

0.0

1.5

0.8

0.9

0.8

0.4

0.8

1.4

0.8

1.7

0.0

0.0

1.4

0.0

0.0

1.1

1.6

2.1

3.1

1.6

0.0

4.2

0.0

1.2

0.0

0.0

6.6

2.8

2.3

2.9

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

よい

どちらか

といえば
よい

ふつう

どちらか

といえば
わるい

わるい

わからない

＋
（無回答）
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１－４－３ 東松山市の印象（ウ）歴史と伝統 

『よい評価』 38.7％、『わるい評価』 3.3％ 

 東松山市の印象（ウ）歴史と伝統  

 

【全体】では、『よい評価（38.7％）』は３割台、『わるい評価（3.3％）』は１割未満となっ

ています。『良否判定』は35.4ポイントです。 

『よい評価』をみると、【性別】では、男女に差はみられません。【年代別】では、「18～19

歳（54.6％）、40～49歳（45.6％）」が４割を超えて高く、他の年代は全て３割台です。【地区

別】では、「大岡地区（51.3％）、平野地区（26.7％）」以外の地区は３・４割台です。【経年比

較】では、直近５回の調査に大きな変化はみられません。 

 また、『良否判定』では、【年代別】の「18～19歳（54.6ポイント）」、【地区別】の「大岡地

区（51.3ポイント）」、【年代別】の「40～49歳（43.1ポイント）」の順で数値が大きくなってい

ます。  

<回答数>

【全体】 1,095人

【性別】

男性 489人

女性 580人

回答しない 17人

【年代別】

18～19歳 11人

20～29歳 69人

30～39歳 144人

40～49歳 160人

50～59歳 180人

60～69歳 192人

70～79歳 236人

80歳以上 96人

【地区別】

松山地区 427人

大岡地区 41人

平野地区 120人

唐子地区 113人

高坂地区 171人

高坂丘陵地区 69人

野本地区 131人

【経年比較】

平成28年

平成30年

令和２年

令和４年

令和６年

<属性>

13.1

11.9

14.3

5.9

27.3

7.2

10.4

15.0

13.9

12.0

14.4

13.5

11.7

22.0

10.0

12.4

15.8

15.9

13.7

12.4

12.4

13.7

13.9

13.1

25.6

27.0

24.3

23.5

27.3

26.1

23.6

30.6

25.0

26.0

24.2

21.9

26.5

29.3

16.7

28.3

26.9

21.7

25.2

24.3

21.5

22.8

21.9

25.6

53.0

51.7

53.8

70.6

45.5

50.7

50.7

49.4

52.2

56.8

55.5

54.2

52.7

48.8

65.8

50.4

48.0

53.6

53.4

51.4

55.7

55.1

56.3

53.0

2.5

3.5

1.6

0.0

0.0

4.3

3.5

2.5

2.2

2.1

1.7

3.1

2.8

0.0

0.8

1.8

2.3

4.3

3.1

3.3

4.0

4.5

2.3

2.5

0.8

1.0

0.7

0.0

0.0

0.0

2.1

0.0

1.7

0.5

0.4

1.0

0.7

0.0

1.7

1.8

0.0

0.0

1.5

1.0

0.5

0.8

0.4

0.8

5.1

4.9

5.3

0.0

0.0

11.6

9.7

2.5

5.0

2.6

3.8

6.3

5.6

0.0

5.0

5.3

7.0

4.3

3.1

7.7

5.9

3.2

5.1

5.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

よい

どちらか

といえば
よい

ふつう

どちらか

といえば
わるい

わるい

わからない

＋
（無回答）
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１－４－４ 東松山市の印象（エ）交通の利便性 

『よい評価』 35.5％、『わるい評価』 29.4％ 

 東松山市の印象（エ）交通の利便性  

 

【全体】では、『よい評価（35.5％）』は３割台、『わるい評価（29.4％）』は３割弱となって

います。『良否判定』は6.1ポイントです。 

『よい評価』をみると、【性別】では、男女に大きな差はみられません。【年代別】では、「60

～69歳（29.7％）」が３割強と最も低く、他の年代は全て３・４割台、「18～19歳（36.4％）」

の「よい」は３割台で突出しています。【地区別】では、「高坂地区（43.2％）、松山地区（41.0％）」

が４割台、「大岡地区（19.5％）」が２割弱、他の地区は全て２割台です。【経年比較】では、

直近５回の調査で「令和６年（35.5％）」が最も高く、年を追うごとに割合が上昇する傾向が

みられます。 

 また、『良否判定』では、【年代別】の「20～29歳（23.2ポイント）」、【地区別】の「高坂地

区（22.7ポイント）」、【年代別】の「30～39歳（20.2ポイント）」の順で数値が大きくなってい

ます。  

<回答数>

【全体】 1,095人

【性別】

男性 489人

女性 580人

回答しない 17人

【年代別】

18～19歳 11人

20～29歳 69人

30～39歳 144人

40～49歳 160人

50～59歳 180人

60～69歳 192人

70～79歳 236人

80歳以上 96人

【地区別】

松山地区 427人

大岡地区 41人

平野地区 120人

唐子地区 113人

高坂地区 171人

高坂丘陵地区 69人

野本地区 131人

【経年比較】

平成28年

平成30年

令和２年

令和４年

令和６年

<属性>

11.8

11.9

11.7

11.8

36.4

7.2

14.6

10.6

9.4

8.9

13.6

14.6

13.1

4.9

5.0

12.4

17.5

11.6

9.2

9.3

10.0

12.0

10.1

11.8

23.7

25.2

22.8

17.6

9.1

37.7

29.2

25.0

23.9

20.8

17.8

25.0

27.9

14.6

23.3

15.9

25.7

15.9

19.1

18.3

20.7

21.2

22.2

23.7

33.6

36.6

31.6

23.5

18.2

31.9

32.6

36.9

31.7

37.5

33.1

31.3

30.4

29.3

40.0

30.1

35.7

36.2

38.2

35.3

34.5

37.8

34.0

33.6

20.7

17.6

22.6

47.1

27.3

15.9

19.4

16.3

23.9

22.4

22.0

20.8

19.2

29.3

17.5

30.1

13.5

29.0

24.4

21.3

21.6

19.6

23.2

20.7

8.7

7.8

9.7

0.0

9.1

5.8

4.2

10.6

10.6

8.9

11.0

5.2

7.7

22.0

10.0

10.6

7.0

7.2

8.4

8.9

9.8

6.9

7.4

8.7

1.5

1.0

1.7

0.0

0.0

1.4

0.0

0.6

0.6

1.6

2.5

3.1

1.6

0.0

4.2

0.9

0.6

0.0

0.8

6.9

3.4

2.5

3.2

1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

よい

どちらか

といえば
よい

ふつう

どちらか

といえば
わるい

わるい

わからない

＋
（無回答）



III 調査の結果 

- 31 - 

 

１－４－５ 東松山市の印象（オ）働く場 

『よい評価』 17.3％、『わるい評価』 20.7％ 

 東松山市の印象（オ）働く場  

 

【全体】では、『よい評価（17.3％）』は１割台、『わるい評価（20.7％）』は２割強となって

います。『良否判定』は-3.4ポイントです。 

『よい評価』をみると、【性別】では、男女に大きな差はみられません。【年代別】では、「18

～19歳（45.5％）」が４割台と最も高く、「50～59歳（13.3％）」以降は１割台となっています。

【地区別】では、「高坂地区（24.6％）」が２割台、他の地区は全て１割台です。【経年比較】

では、直近５回の調査に大きな変化はみられません。 

 また、『良否判定』では、【年代別】の「18～19歳（36.4ポイント）、20～29歳（11.6ポイン

ト）」、【地区別】の「高坂地区（9.4ポイント）」の順で数値が大きくなっています。  

<回答数>

【全体】 1,095人

【性別】

男性 489人

女性 580人

回答しない 17人

【年代別】

18～19歳 11人

20～29歳 69人

30～39歳 144人

40～49歳 160人

50～59歳 180人

60～69歳 192人

70～79歳 236人

80歳以上 96人

【地区別】

松山地区 427人

大岡地区 41人

平野地区 120人

唐子地区 113人

高坂地区 171人

高坂丘陵地区 69人

野本地区 131人

【経年比較】

平成28年

平成30年

令和２年

令和４年

令和６年

<属性>

4.7

4.7

4.7

0.0

9.1

2.9

4.2

7.5

3.9

4.7

3.4

5.2

4.4

4.9

1.7

6.2

8.2

1.4

3.8

4.3

4.7

5.9

5.5

4.7

12.6

14.3

11.4

11.8

36.4

23.2

17.4

13.8

9.4

7.8

12.7

8.3

14.5

9.8

12.5

6.2

16.4

13.0

9.9

9.2

9.7

11.6

11.3

12.6

52.1

50.5

53.3

52.9

36.4

46.4

43.8

48.8

56.1

59.9

51.3

55.2

48.5

36.6

58.3

58.4

49.1

46.4

59.5

50.3

52.5

52.5

52.9

52.1

14.9

15.3

14.5

17.6

9.1

11.6

18.1

13.1

17.8

17.2

14.8

7.3

14.1

29.3

14.2

18.6

9.4

26.1

14.5

19.8

17.9

17.2

16.7

14.9

5.8

5.5

6.0

11.8

0.0

2.9

6.3

11.3

6.1

4.2

5.9

2.1

6.8

12.2

1.7

6.2

5.8

5.8

3.8

6.2

6.6

5.0

4.2

5.8

10.0

9.6

10.2

5.9

9.1

13.0

10.4

5.6

6.7

6.3

11.9

21.9

11.7

7.3

11.7

4.4

11.1

7.2

8.4

10.1

8.5

7.8

9.4

10.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

よい

どちらか

といえば
よい

ふつう

どちらか

といえば
わるい

わるい

わからない

＋
（無回答）
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１－４－６ 東松山市の印象（カ）買い物などの日常生活の利便性 

『よい評価』 44.9％、『わるい評価』 20.4％ 

 東松山市の印象（カ）買い物などの日常生活の利便性  

 

【全体】では、『よい評価（44.9％）』は４割台、『わるい評価（20.4％）』は２割強となって

います。『良否判定』は24.5ポイントです。 

『よい評価』をみると、【性別】では、男性（48.1％）が女性（42.2％）より5.9ポイント高

くなっています。【年代別】では、20～49歳が５割を超えて高く、他の年代は全て３・４割台

です。【地区別】では、「高坂地区（57.9％）、大岡地区（26.8％）」以外の地区は全て３・４割

台です。【経年比較】では、「令和２年（49.2％）」が５割弱、それ以降４割台となっています。 

 また、『良否判定』では、【年代別】の「20～29歳（49.3ポイント）、30～39歳（45.8ポイン

ト）」、【地区別】の「高坂地区（45.6ポイント）」の順で数値が大きくなっています。  

<回答数>

【全体】 1,095人

【性別】

男性 489人

女性 580人

回答しない 17人

【年代別】

18～19歳 11人

20～29歳 69人

30～39歳 144人

40～49歳 160人

50～59歳 180人

60～69歳 192人

70～79歳 236人

80歳以上 96人

【地区別】

松山地区 427人

大岡地区 41人

平野地区 120人

唐子地区 113人

高坂地区 171人

高坂丘陵地区 69人

野本地区 131人

【経年比較】

平成28年

平成30年

令和２年

令和４年

令和６年

<属性>

14.9

17.2

12.9

17.6

18.2

15.9

19.4

17.5

10.6

13.0

14.0

16.7

14.8

7.3

7.5

15.9

25.7

14.5

11.5

12.2

12.3

17.8

16.4

14.9

30.0

30.9

29.3

29.4

18.2

46.4

38.2

35.6

24.4

25.0

26.7

25.0

32.6

19.5

30.0

21.2

32.2

23.2

29.8

21.5

25.1

31.4

28.7

30.0

33.2

34.4

32.1

35.3

36.4

23.2

29.9

30.0

42.8

31.8

33.9

34.4

30.2

19.5

40.0

45.1

29.2

37.7

34.4

38.6

33.7

33.7

34.0

33.2

14.2

11.2

16.9

5.9

9.1

11.6

7.6

10.0

16.1

20.8

14.8

15.6

14.1

36.6

13.3

10.6

7.6

21.7

16.0

15.6

17.8

11.2

14.0

14.2

6.2

5.3

6.9

11.8

18.2

1.4

4.2

6.3

5.6

8.3

8.1

4.2

6.6

17.1

5.8

6.2

4.7

1.4

7.6

6.0

8.0

3.5

3.8

6.2

1.6

1.0

1.9

0.0

0.0

1.4

0.7

0.6

0.6

1.0

2.5

4.2

1.9

0.0

3.3

0.9

0.6

1.4

0.8

6.1

3.0

2.4

3.0

1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

よい

どちらか

といえば
よい

ふつう

どちらか

といえば
わるい

わるい

わからない

＋
（無回答）
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１－４－７ 東松山市の印象（キ）教育・文化・スポーツ施設 

『よい評価』 22.9％、『わるい評価』 18.7％ 

 東松山市の印象（キ）教育・文化・スポーツ施設  

 

【全体】では、『よい評価（22.9％）』は２割台、『わるい評価（18.7％）』は１割台となって

います。『良否判定』は4.2ポイントです。 

『よい評価』をみると、【性別】では、男女に大きな差はみられません。【年代別】では、「18

～19歳（54.6％）、60～69歳（16.6％）」以外の年代は全て２割台です。【地区別】では、「高坂

地区（31.0％）」が３割台、他の地区は全て１・２割台です。【経年比較】では、直近５回の調

査で「令和６年（22.9％）」が最も高いですが、大きな変化はみられません。 

 また、『良否判定』では、【年代別】の「18～19歳（27.3ポイント）」、【地区別】の「高坂地

区（15.3ポイント）」、【年代別】の「80歳以上（11.4ポイント）」の順で数値が大きくなってい

ます。  

<回答数>

【全体】 1,095人

【性別】

男性 489人

女性 580人

回答しない 17人

【年代別】

18～19歳 11人

20～29歳 69人

30～39歳 144人

40～49歳 160人

50～59歳 180人

60～69歳 192人

70～79歳 236人

80歳以上 96人

【地区別】

松山地区 427人

大岡地区 41人

平野地区 120人

唐子地区 113人

高坂地区 171人

高坂丘陵地区 69人

野本地区 131人

【経年比較】

平成28年

平成30年

令和２年

令和４年

令和６年

<属性>

5.9

6.1

5.9

0.0

18.2

4.3

6.3

5.6

7.2

3.1

7.2

5.2

5.4

4.9

3.3

6.2

8.8

10.1

4.6

5.0

5.0

5.4

6.5

5.9

17.0

18.2

15.9

23.5

36.4

23.2

23.6

17.5

12.8

13.5

14.0

20.8

16.6

12.2

15.8

16.8

22.2

13.0

15.3

15.4

14.6

16.8

15.2

17.0

53.9

52.4

55.0

58.8

18.2

44.9

45.1

50.6

54.4

62.0

61.4

49.0

54.3

51.2

59.2

51.3

49.1

47.8

60.3

52.9

54.7

55.1

55.3

53.9

13.2

12.9

13.6

11.8

18.2

15.9

10.4

16.9

15.0

13.0

11.0

11.5

12.2

19.5

11.7

19.5

9.9

20.3

12.2

15.6

17.0

15.2

15.3

13.2

5.5

5.9

5.2

5.9

9.1

2.9

9.7

6.9

6.7

5.2

3.0

3.1

5.4

9.8

5.0

5.3

5.8

5.8

4.6

3.7

4.4

4.1

3.3

5.5

4.6

4.5

4.5

0.0

0.0

8.7

4.9

2.5

3.9

3.1

3.4

10.4

6.1

2.4

5.0

0.9

4.1

2.9

3.1

7.4

4.3

3.4

4.4

4.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

よい

どちらか

といえば
よい

ふつう

どちらか

といえば
わるい

わるい

わからない

＋
（無回答）
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１－４－８ 東松山市の印象（ク）医療・福祉施設 

『よい評価』 27.7％、『わるい評価』 20.9％ 

 東松山市の印象（ク）医療・福祉施設  

 

【全体】では、『よい評価（27.7％）』は２割台、『わるい評価（20.9％）』は２割強となって

います。『良否判定』は6.8ポイントです。 

『よい評価』をみると、【性別】では、男女に大きな差はみられません。【年代別】では、「18

～19歳（45.5％）、60～69歳（19.3％）」以外の年代は全て２・３割台です。【地区別】では、「高

坂地区（32.7％）」が３割台、他の地区は全て２割台です。【経年比較】では、直近５回の調査

で「令和６年（27.7％）」が最も高く、年を追うごとに割合が上昇しています。 

 また、『良否判定』では、【年代別】の「80歳以上（25.0ポイント）、18～19歳（18.2ポイン

ト）」、【地区別】の「高坂地区（15.2ポイント）」の順で数値が大きくなっています。  

<回答数>

【全体】 1,095人

【性別】

男性 489人

女性 580人

回答しない 17人

【年代別】

18～19歳 11人

20～29歳 69人

30～39歳 144人

40～49歳 160人

50～59歳 180人

60～69歳 192人

70～79歳 236人

80歳以上 96人

【地区別】

松山地区 427人

大岡地区 41人

平野地区 120人

唐子地区 113人

高坂地区 171人

高坂丘陵地区 69人

野本地区 131人

【経年比較】

平成28年

平成30年

令和２年

令和４年

令和６年

<属性>

7.1

7.8

6.7

5.9

27.3

7.2

9.7

4.4

5.6

4.2

7.6

13.5

7.5

7.3

2.5

8.0

10.5

7.2

5.3

4.9

6.7

6.6

6.9

7.1

20.6

21.5

20.0

17.6

18.2

14.5

22.2

25.0

21.7

15.1

19.9

25.0

21.5

14.6

24.2

16.8

22.2

14.5

19.8

16.3

17.5

18.3

18.4

20.6

48.4

47.2

48.8

58.8

27.3

65.2

43.8

45.0

51.7

51.6

47.0

42.7

47.5

39.0

45.0

51.3

46.8

47.8

57.3

47.6

50.6

50.5

51.3

48.4

15.0

15.5

14.8

11.8

18.2

4.3

15.3

15.6

12.8

20.8

16.5

10.4

13.6

19.5

15.8

17.7

11.7

26.1

13.7

19.4

16.9

17.5

16.1

15.0

5.9

4.9

6.9

5.9

9.1

2.9

6.3

7.5

5.6

6.8

6.4

3.1

6.6

19.5

7.5

5.3

5.8

1.4

1.5

5.3

4.8

5.0

3.6

5.9

2.9

3.1

2.8

0.0

0.0

5.8

2.8

2.5

2.8

1.6

2.5

5.2

3.3

0.0

5.0

0.9

2.9

2.9

2.3

6.6

3.5

2.2

3.7

2.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

よい

どちらか

といえば
よい

ふつう

どちらか

といえば
わるい

わるい

わからない

＋
（無回答）
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１－４－９ 東松山市の印象（ケ）道路や公園等の生活の基盤施設 

『よい評価』 27.8％、『わるい評価』 26.5％ 

 東松山市の印象（ケ）道路や公園等の生活の基盤施設  

 

【全体】では、『よい評価（27.8％）』は２割台、『わるい評価（26.5％）』は２割台となって

います。『良否判定』は1.3ポイントです。 

『よい評価』をみると、【性別】では、男性（30.9％）が女性（25.5％）より5.4ポイント高

くなっています。【年代別】では、「18～19歳（45.5％）」から「60～69歳（18.2％）」までは年

代が上がるごとに割合が低下しています。【地区別】では、「高坂丘陵地区（53.6％）、高坂地

区（43.3％）」が４割を超えて高く、他の地区は全て１・２割台です。【経年比較】では、直近

５回の調査で「令和６年（27.8％）」が最も高く、年を追うごとに割合が上昇しています。 

 また、『良否判定』では、【地区別】の「高坂丘陵地区（40.6ポイント）」、【年代別】の「20

～29歳（29.0ポイント）」、【地区別】の「高坂地区（28.1ポイント）」の順で数値が大きくなっ

ています。  

<回答数>

【全体】 1,095人

【性別】

男性 489人

女性 580人

回答しない 17人

【年代別】

18～19歳 11人

20～29歳 69人

30～39歳 144人

40～49歳 160人

50～59歳 180人

60～69歳 192人

70～79歳 236人

80歳以上 96人

【地区別】

松山地区 427人

大岡地区 41人

平野地区 120人

唐子地区 113人

高坂地区 171人

高坂丘陵地区 69人

野本地区 131人

【経年比較】

平成28年

平成30年

令和２年

令和４年

令和６年

<属性>

6.2

5.5

7.1

0.0

9.1

7.2

10.4

6.3

3.3

3.6

7.6

6.3

4.7

2.4

1.7

6.2

11.7

15.9

4.6

4.1

5.2

6.4

7.0

6.2

21.6

25.4

18.4

17.6

36.4

33.3

28.5

25.6

22.8

14.6

16.5

16.7

22.2

17.1

18.3

9.7

31.6

37.7

13.0

15.8

16.9

16.5

16.8

21.6

43.4

42.9

43.4

47.1

27.3

44.9

34.0

33.8

43.3

54.7

44.1

50.0

41.9

31.7

48.3

45.1

40.4

33.3

53.4

47.3

46.7

46.0

46.8

43.4

19.5

18.6

20.2

29.4

9.1

10.1

16.0

25.6

19.4

18.8

23.7

15.6

19.9

34.1

15.8

30.1

11.1

11.6

25.2

19.0

20.3

22.1

20.9

19.5

7.0

6.1

7.9

5.9

18.2

1.4

9.0

7.5

10.0

6.8

5.5

5.2

9.1

14.6

9.2

6.2

4.1

1.4

2.3

6.7

6.8

6.6

4.5

7.0

2.3

1.4

2.9

0.0

0.0

2.9

2.1

1.3

1.1

1.6

2.5

6.3

2.1

0.0

6.7

2.7

1.2

0.0

1.5

7.1

4.1

2.4

4.1

2.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

よい

どちらか

といえば
よい

ふつう

どちらか

といえば
わるい

わるい

わからない

＋
（無回答）
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１－４－１０ 東松山市の印象（コ）活気とにぎわい 

『よい評価』 12.2％、『わるい評価』 36.8％ 

 東松山市の印象（コ）活気とにぎわい  

 

【全体】では、『よい評価（12.2％）』は１割台、『わるい評価（36.8％）』は３割台となって

います。『良否判定』は-24.6ポイントです。 

『よい評価』をみると、【性別】では、男女に差はみられません。【年代別】では、「18～19

歳（36.4％）」が３割台で高く、年代が上がるごとに割合が低下する傾向がみられます。【地区

別】では、「高坂地区（23.3％）」が２割台、他の地区は全て２割未満、「大岡地区（2.4％）」

は最も低くなっています。【経年比較】では、直近５回の調査で「令和６年（12.2％）」が最も

高く、「令和２年（9.3％）」以降は年を追うごとに割合が上昇しています。 

 また、『良否判定』では、【年代別】の「18～19歳（36.4ポイント）」、【地区別】の「高坂地

区（8.1ポイント）」、【年代別】の「30～39歳（-6.2ポイント）」の順で数値が大きくなってい

ます。  

<回答数>

【全体】 1,095人

【性別】

男性 489人

女性 580人

回答しない 17人

【年代別】

18～19歳 11人

20～29歳 69人

30～39歳 144人

40～49歳 160人

50～59歳 180人

60～69歳 192人

70～79歳 236人

80歳以上 96人

【地区別】

松山地区 427人

大岡地区 41人

平野地区 120人

唐子地区 113人

高坂地区 171人

高坂丘陵地区 69人

野本地区 131人

【経年比較】

平成28年

平成30年

令和２年

令和４年

令和６年

<属性>

2.3

1.6

2.9

0.0

9.1

0.0

4.2

3.8

1.1

2.6

0.8

3.1

1.9

0.0

0.8

4.4

5.8

1.4

0.0

1.7

1.9

2.0

2.7

2.3

9.9

10.8

9.3

5.9

27.3

15.9

15.3

12.5

10.6

6.3

5.9

7.3

9.1

2.4

5.8

8.0

17.5

11.6

8.4

7.7

7.7

7.3

8.0

9.9

47.9

47.2

48.3

52.9

63.6

47.8

52.8

45.0

46.7

43.8

47.9

53.1

43.6

36.6

48.3

45.1

58.5

37.7

58.8

45.0

43.3

45.9

47.0

47.9

27.4

27.8

27.4

11.8

0.0

23.2

18.8

26.3

26.1

33.9

33.9

22.9

31.9

39.0

30.0

30.1

9.9

42.0

20.6

30.0

32.7

32.2

32.4

27.4

9.4

9.8

8.6

29.4

0.0

5.8

6.9

10.0

13.3

11.5

8.9

6.3

10.1

22.0

10.8

9.7

5.3

4.3

9.9

8.4

11.1

9.9

6.6

9.4

3.1

2.7

3.4

0.0

0.0

7.2

2.1

2.5

2.2

2.1

2.5

7.3

3.5

0.0

4.2

2.7

2.9

2.9

2.3

7.1

3.3

2.7

3.4

3.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

よい

どちらか

といえば
よい

ふつう

どちらか

といえば
わるい

わるい

わからない

＋
（無回答）
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１－４－１１ 東松山市の印象（サ）街並みの美しさ 

『よい評価』 19.4％、『わるい評価』 21.1％ 

 東松山市の印象（サ）街並みの美しさ  

 

【全体】では、『よい評価（19.4％）』は２割弱、『わるい評価（21.1％）』は２割台となって

います。『良否判定』は-1.7ポイントです。 

『よい評価』をみると、【性別】では、男女に差はみられません。【年代別】では、「18～19

歳（36.4％）」から「60～69歳（14.6％）」まで、年代が上がるごとに割合が低下しています。

【地区別】では、「高坂丘陵地区（36.2％）、高坂地区（28.1％）」が２割を超え、他の地区は

全て２割未満、「大岡地区（7.3％）」は最も低くなっています。【経年比較】では、直近５回の

調査で「令和６年（19.4％）」が最も高いですが、大きな変化はみられません。 

 また、『良否判定』では、【年代別】の「18～19歳（27.3ポイント）」、【地区別】の「高坂丘

陵地区（23.2ポイント）、高坂地区（16.4ポイント）」の順で数値が大きくなっています。  

<回答数>

【全体】 1,095人

【性別】

男性 489人

女性 580人

回答しない 17人

【年代別】

18～19歳 11人

20～29歳 69人

30～39歳 144人

40～49歳 160人

50～59歳 180人

60～69歳 192人

70～79歳 236人

80歳以上 96人

【地区別】

松山地区 427人

大岡地区 41人

平野地区 120人

唐子地区 113人

高坂地区 171人

高坂丘陵地区 69人

野本地区 131人

【経年比較】

平成28年

平成30年

令和２年

令和４年

令和６年

<属性>

4.7

4.9

4.8

0.0

9.1

0.0

10.4

6.3

3.3

2.6

4.2

5.2

3.0

2.4

3.3

5.3

8.2

17.4

1.5

4.1

4.0

3.7

4.5

4.7

14.7

14.5

15.2

5.9

27.3

26.1

14.6

15.6

15.6

12.0

11.0

16.7

15.2

4.9

10.0

9.7

19.9

18.8

15.3

12.1

13.1

13.0

12.7

14.7

56.9

56.0

57.8

52.9

54.5

60.9

56.9

58.1

51.1

57.8

60.2

52.1

55.0

63.4

60.0

59.3

57.9

50.7

58.0

54.2

57.2

57.4

56.6

56.9

15.8

17.6

13.8

29.4

9.1

10.1

12.5

12.5

20.6

18.8

16.1

16.7

18.3

22.0

12.5

20.4

7.0

11.6

19.1

18.7

18.1

18.8

18.4

15.8

5.3

4.7

5.7

11.8

0.0

0.0

2.8

6.3

8.3

5.7

6.4

3.1

5.6

7.3

9.2

3.5

4.7

1.4

3.8

3.6

4.3

4.6

3.5

5.3

2.6

2.2

2.8

0.0

0.0

2.9

2.8

1.3

1.1

3.1

2.1

6.3

2.8

0.0

5.0

1.8

2.3

0.0

2.3

7.3

3.4

2.5

4.2

2.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

よい

どちらか

といえば
よい

ふつう

どちらか

といえば
わるい

わるい

わからない

＋
（無回答）
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１－４－１２ 東松山市の印象（シ）市の発展性 

『よい評価』 14.0％、『わるい評価』 34.9％ 

 東松山市の印象（シ）市の発展性  

 

【全体】では、『よい評価（14.0％）』は１割台、『わるい評価（34.9％）』は３割台となって

います。『良否判定』は-20.9ポイントです。 

『よい評価』をみると、【性別】では、男女に差はみられません。【年代別】では、「18～19

歳（27.3％）」が２割台、他の年代は全て１割台です。【地区別】では、「高坂地区（21.1％）、

大岡地区（9.8％）」以外の地区は全て１割台です。【経年比較】では、直近５回の調査に大き

な変化はみられません。 

 また、『良否判定』では、【年代別】の「18～19歳（9.1ポイント）」、【地区別】の「高坂地区

（-1.7ポイント）」、【年代別】の「20～29歳（-10.2ポイント）」の順で数値が大きくなってい

ます。  

<回答数>

【全体】 1,095人

【性別】

男性 489人

女性 580人

回答しない 17人

【年代別】

18～19歳 11人

20～29歳 69人

30～39歳 144人

40～49歳 160人

50～59歳 180人

60～69歳 192人

70～79歳 236人

80歳以上 96人

【地区別】

松山地区 427人

大岡地区 41人

平野地区 120人

唐子地区 113人

高坂地区 171人

高坂丘陵地区 69人

野本地区 131人

【経年比較】

平成28年

平成30年

令和２年

令和４年

令和６年

<属性>

2.6

2.2

2.8

0.0

0.0

1.4

3.5

4.4

2.2

0.5

2.1

4.2

1.4

0.0

4.2

3.5

4.7

4.3

0.8

2.2

3.1

2.3

3.2

2.6

11.4

12.3

11.2

0.0

27.3

14.5

13.2

12.5

10.0

12.0

8.1

13.5

11.7

9.8

6.7

12.4

16.4

10.1

9.9

10.1

12.7

9.2

10.8

11.4

47.2

45.6

48.3

47.1

54.5

52.2

49.3

43.8

46.1

47.9

48.7

40.6

45.0

34.1

47.5

48.7

52.6

40.6

53.4

47.5

47.8

50.2

48.7

47.2

25.1

26.8

23.6

35.3

9.1

17.4

18.8

23.8

27.8

27.1

29.2

27.1

25.1

41.5

25.8

24.8

16.4

31.9

26.7

25.9

25.8

26.1

27.1

25.1

9.8

9.8

9.7

17.6

9.1

8.7

12.5

11.3

11.1

10.4

8.1

5.2

12.2

14.6

10.8

8.8

6.4

7.2

6.1

7.0

6.7

9.2

6.8

9.8

3.9

3.3

4.5

0.0

0.0

5.8

2.8

4.4

2.8

2.1

3.8

9.4

4.7

0.0

5.0

1.8

3.5

5.8

3.1

7.2

3.9

3.0

3.5

3.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

よい

どちらか

といえば
よい

ふつう

どちらか

といえば
わるい

わるい

わからない

＋
（無回答）
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１－４－１３ 東松山市の印象（ス）都市としての個性や魅力 

『よい評価』 13.0％、『わるい評価』 34.9％ 

 東松山市の印象（ス）都市としての個性や魅力  

 

【全体】では、『よい評価（13.0％）』は１割台、『わるい評価（34.9％）』は３割台となって

います。『良否判定』は-21.9％ポイントです。 

『よい評価』をみると、【性別】では、男女に差はみられません。【年代別】では、「18～19

歳（27.3％）、70～79歳（9.3％）」以外の年代は全て１割台です。【地区別】では、「平野地区

（8.3％）」が１割未満、他の地区は全て１割台です。【経年比較】では、直近５回の調査で「令

和６年（13.0％）」が最も高いですが、大きな変化はみられません。 

 また、『良否判定』では、【地区別】の「高坂地区（-8.7ポイント）」、【年代別】の「20～29

歳（-11.6ポイント）」、【地区別】の「野本地区（-15.2ポイント）」の順で数値が大きくなって

います。  

<回答数>

【全体】 1,095人

【性別】

男性 489人

女性 580人

回答しない 17人

【年代別】

18～19歳 11人

20～29歳 69人

30～39歳 144人

40～49歳 160人

50～59歳 180人

60～69歳 192人

70～79歳 236人

80歳以上 96人

【地区別】

松山地区 427人

大岡地区 41人

平野地区 120人

唐子地区 113人

高坂地区 171人

高坂丘陵地区 69人

野本地区 131人

【経年比較】

平成28年

平成30年

令和２年

令和４年

令和６年

<属性>

3.0

2.2

3.6

0.0

0.0

2.9

3.5

4.4

2.8

1.6

2.5

4.2

2.3

0.0

3.3

5.3

3.5

5.8

1.5

1.6

2.6

1.9

3.0

3.0

10.0

10.6

9.7

5.9

27.3

10.1

11.8

11.9

8.3

13.0

6.8

7.3

10.1

12.2

5.0

8.8

13.5

7.2

11.5

9.1

8.8

9.4

7.9

10.0

48.7

49.9

47.4

52.9

27.3

56.5

50.0

45.0

49.4

43.2

50.8

52.1

45.7

43.9

45.8

50.4

55.0

44.9

54.2

48.2

48.6

49.4

50.7

48.7

26.5

27.0

25.9

35.3

45.5

20.3

20.8

23.8

27.2

32.8

28.8

24.0

27.9

34.1

31.7

23.9

18.7

31.9

24.4

26.2

27.7

26.5

27.3

26.5

8.4

7.0

9.8

5.9

0.0

4.3

10.4

11.3

8.9

8.3

8.1

5.2

10.1

9.8

9.2

8.0

7.0

10.1

3.8

8.0

8.6

10.1

7.3

8.4

3.5

3.3

3.6

0.0

0.0

5.8

3.5

3.8

3.3

1.0

3.0

7.3

4.0

0.0

5.0

3.5

2.3

0.0

4.6

6.9

3.7

2.7

3.7

3.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

よい

どちらか

といえば
よい

ふつう

どちらか

といえば
わるい

わるい

わからない

＋
（無回答）
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１－４－１４ 東松山市の印象（セ）総合的に見て 

『よい評価』 27.9％、『わるい評価』 18.5％ 

 東松山市の印象（セ）総合的に見て  

 

【全体】では、『よい評価（27.9％）』は２割台、『わるい評価（18.5％）』は１割台となって

います。『良否判定』は9.4ポイントです。 

『よい評価』をみると、【性別】では、男性（31.5％）が女性（25.2％）より6.3ポイント高

くなっています。【年代別】では、「18～19歳（45.5％）、30～39歳（45.1％）」が４割台と高く、

「50～59歳（22.8％）」以降は３割未満となっています。【地区別】では、「高坂地区（39.8％）」

が４割弱、他の地区は全て２割台です。【経年比較】では、直近５回の調査で「令和６年（27.9％）」

が最も高く、年を追うごとに割合が上昇する傾向がみられます。 

 また、『良否判定』では、【年代別】の「18～19歳（36.4ポイント）、30～39歳（31.2ポイン

ト）」、【地区別】の「高坂地区（28.1ポイント）」の順で数値が大きくなっています。  

<回答数>

【全体】 1,095人

【性別】

男性 489人

女性 580人

回答しない 17人

【年代別】

18～19歳 11人

20～29歳 69人

30～39歳 144人

40～49歳 160人

50～59歳 180人

60～69歳 192人

70～79歳 236人

80歳以上 96人

【地区別】

松山地区 427人

大岡地区 41人

平野地区 120人

唐子地区 113人

高坂地区 171人

高坂丘陵地区 69人

野本地区 131人

【経年比較】

平成28年

平成30年

令和２年

令和４年

令和６年

<属性>

5.5

5.1

5.9

0.0

18.2

4.3

6.9

7.5

6.1

3.1

4.2

5.2

3.7

2.4

5.0

7.1

9.4

11.6

3.1

2.9

3.8

4.6

4.8

5.5

22.4

26.4

19.3

17.6

27.3

24.6

38.2

27.5

16.7

20.3

15.3

19.8

23.4

19.5

15.0

19.5

30.4

14.5

23.7

15.9

20.1

17.3

17.5

22.4

51.6

49.1

53.4

52.9

45.5

59.4

38.9

43.1

57.2

52.1

57.6

54.2

50.4

41.5

58.3

52.2

47.4

53.6

57.3

57.6

55.4

60.5

59.4

51.6

14.5

14.3

14.5

29.4

9.1

7.2

10.4

13.1

13.9

20.3

17.8

11.5

15.7

29.3

12.5

16.8

6.4

18.8

13.0

14.6

14.2

13.1

13.2

14.5

4.0

4.1

4.1

0.0

0.0

2.9

3.5

6.9

5.6

3.1

3.0

3.1

4.4

7.3

5.8

3.5

5.3

0.0

0.8

2.8

3.4

2.3

2.1

4.0

2.0

1.0

2.8

0.0

0.0

1.4

2.1

1.9

0.6

1.0

2.1

6.3

2.3

0.0

3.3

0.9

1.2

1.4

2.3

6.2

3.0

2.1

2.9

2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

よい

どちらか

といえば
よい

ふつう

どちらか

といえば
わるい

わるい

わからない

＋
（無回答）
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２ こどもの分野について 

２－１ 子育て環境 

問５．あなたは、東松山市は子育てしやすい環境が整ったまちだと思いますか。【○は１つ】 

『子育て環境が整っている』 40.5％ 

 子育て環境  

 

「整っている」と「どちらかといえば整っている」を合わせて『子育て環境が整っている』、

「整っていない」と「どちらかといえば整っていない」を合わせて『子育て環境が整っていな

い』とします。 

【全体】では、『子育て環境が整っている（40.5％）』が４割強、『子育て環境が整っていな

い（17.2％）』は１割台、「わからない（40.4％）」が４割強となっています。 

【年代別】では、『子育て環境が整っている』は30歳～59歳、80歳以上が４割台と高くなっ

ています。 

【同居家族別】では、同居するこどもがいると『子育て環境が整っている』は５割を超えて

高くなっています。 

【経年比較】では、年を追うごとに『子育て環境が整っている』の割合が高くなっています。  

<回答数>

【全体】 1,095人

【性別】

男性 489人

女性 580人

回答しない 17人

【年代別】

18～19歳 11人

20～29歳 69人

30～39歳 144人

40～49歳 160人

50～59歳 180人

60～69歳 192人

70～79歳 236人

80歳以上 96人

【同居家族別】

就学前(０～６歳) 116人

小学生・中学生 135人

【経年比較】

平成28年

平成30年

令和２年

令和４年

令和６年

<属性>

5.2

4.5

6.0

0.0

18.2

5.8

6.3

6.3

5.6

4.2

3.8

5.2

10.3

7.4

4.9

5.5

6.7

6.4

5.2

35.3

37.4

34.0

11.8

9.1

33.3

41.0

38.1

42.2

25.5

30.9

43.8

46.6

53.3

25.8

28.0

28.9

29.4

35.3

13.0

12.3

13.4

23.5

18.2

11.6

20.1

16.9

12.2

11.5

11.9

4.2

23.3

18.5

14.6

15.2

13.6

14.2

13.0

4.2

3.7

4.3

17.6

0.0

2.9

9.0

8.8

2.2

4.2

2.1

0.0

12.1

12.6

4.0

3.2

3.5

3.3

4.2

40.4

40.3

40.3

47.1

54.5

46.4

23.6

28.8

37.8

53.6

47.0

40.6

6.9

7.4

45.8

46.1

45.8

43.0

40.4

2.0

1.8

1.9

0.0

0.0

0.0

0.0

1.3

0.0

1.0

4.2

6.3

0.9

0.7

4.9

2.0

1.5

3.7

2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

整って

いる

どちらか

といえば
整って

いる

どちらか

といえば
整って

いない

整って

いない
わからない （無回答）
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２－２ 子育て環境が整っていない理由 

（問５で「どちらかといえば整っていない」または「整っていない」とお答えの方におたずねします。） 

問５－１．その理由は何ですか。【○はいくつでも】 

「公園や児童館など安心してこどもが遊べる場が少ない」 50.0％ 

 子育て環境が整っていない理由（全体・性別） 

 

【全体】では、「公園や児童館など安心してこどもが遊べる場が少ない（50.0％）」の割合が

５割で最も高く、次いで「小児医療体制が不十分（37.2％）、延長保育や休日保育など働き方

の多様化に対応した保育サービスが不十分（36.2％）」が続いています。 

【性別】では、男性は「公園や児童館など安心してこどもが遊べる場が少ない（51.3％）、

小児医療体制が不十分（41.0％）、待機児童をなくすための保育所などの整備が不十分

（35.9％）」、女性は「公園や児童館など安心してこどもが遊べる場が少ない（47.6％）、延長

保育や休日保育など働き方の多様化に対応した保育サービスが不十分（37.9％）、学童保育な

ど放課後の児童対策が不十分（36.9％）」の順に高くなっています。 

 また、「学童保育など放課後の児童対策が不十分」は女性（36.9％）が男性（26.9％）より

10.0ポイント高く最も差が大きくなっています。  

(％)

公園や児童館など
安心してこどもが遊べる場
が少ない

小児医療体制が不十分

延長保育や休日保育など
働き方の多様化に対応した
保育サービスが不十分

学童保育など
放課後の児童対策が不十分

待機児童をなくすための
保育所などの整備が不十分

こどもを連れた人や妊産婦が
使いやすい施設の整備
が不十分

子育てについての
情報提供や相談できる場
が少ない

子育てする親同士の交流の場
が少ない

その他

（無回答）

50.0

37.2

36.2

33.0

30.9

30.3

19.1

16.5

20.2

1.1

51.3

41.0

33.3

26.9

35.9

25.6

23.1

16.7

17.9

1.3

47.6

35.0

37.9

36.9

28.2

33.0

16.5

14.6

21.4

1.0

0 20 40 60

全体（ 188人）

男性（ 78人）

女性（ 103人）
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 子育て環境が整っていない理由（同居家族別） 

 

【同居家族別】では、子育て中で「就学前（０～６歳）」のこどものいる世帯は、「公園や児

童館など安心してこどもが遊べる場が少ない（58.5％）」の割合が５割台で最も高く、次いで

「待機児童をなくすための保育所などの整備が不十分（46.3％）、延長保育や休日保育など働

き方の多様化に対応した保育サービスが不十分（43.9％）、学童保育など放課後の児童対策が

不十分（43.9％）」が続いています。 

同様に「小学生・中学生」のこどものいる世帯は、「公園や児童館など安心してこどもが遊

べる場が少ない（57.1％）」の割合が５割台で最も高く、次いで「学童保育など放課後の児童

対策が不十分（50.0％）、小児医療体制が不十分（45.2％）」が続いています。 

  

(％)

公園や児童館など
安心してこどもが遊べる場
が少ない

小児医療体制が不十分

延長保育や休日保育など
働き方の多様化に対応した
保育サービスが不十分

学童保育など
放課後の児童対策が不十分

待機児童をなくすための
保育所などの整備が不十分

こどもを連れた人や妊産婦が
使いやすい施設の整備
が不十分

子育てについての
情報提供や相談できる場
が少ない

子育てする親同士の交流の場
が少ない

その他

（無回答）

50.0

37.2

36.2

33.0

30.9

30.3

19.1

16.5

20.2

1.1

58.5

34.1

43.9

43.9

46.3

36.6

19.5

19.5

22.0

0.0

57.1

45.2

35.7

50.0

31.0

28.6

16.7

11.9

33.3

0.0

0 20 40 60 80

全体 （ 188人）

就学前（０～６歳）（ 41人）

小学生・中学生 （ 42人）
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 子育て環境が整っていない理由（経年比較） 

 

【経年比較】では、直近５回の調査で「公園や児童館など安心してこどもが遊べる場が少な

い（50.0％）」は令和６年が最も低く、「学童保育など放課後の児童対策が不十分（33.0％）」

は最も高くなっています。 

また、前回（令和４年）と比較して差がみられたのは、「待機児童をなくすための保育所な

どの整備が不十分（30.9％）」が10.0ポイント高く、「公園や児童館など安心してこどもが遊べ

る場が少ない（50.0％）」が9.2ポイント低くなっています。 

  

(％)

公園や児童館など
安心してこどもが遊べる場
が少ない

小児医療体制が不十分

延長保育や休日保育など
働き方の多様化に対応した
保育サービスが不十分

学童保育など
放課後の児童対策が不十分

待機児童をなくすための
保育所などの整備が不十分

こどもを連れた人や妊産婦が
使いやすい施設の整備
が不十分

子育てについての
情報提供や相談できる場
が少ない

子育てする親同士の交流の場
が少ない

その他

51.0

36.5

41.1

21.2

41.5

33.6

21.2

13.7

16.2

58.5

29.9

35.3

29.0

42.0

27.2

17.0

13.4

11.6

64.8

33.8

35.6

28.3

31.5

30.1

28.3

17.8

12.8

59.2

40.8

30.6

24.0

20.9

37.8

27.6

16.8

14.8

50.0

37.2

36.2

33.0

30.9

30.3

19.1

16.5

20.2

0 20 40 60 80

平成28年

平成30年

令和２年

令和４年

令和６年
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３ 健康福祉の分野について 

３－１ 最初にかかる医療機関 

問６．あなたは、体の不調を感じたとき、最初にかかる医療機関を決めていますか。【○は１つ】 

「決めている」 64.3％ 

 最初にかかる医療機関  

 

【全体】では、「決めている（64.3％）」が６割台、「決めていない（33.1％）」は３割台とな

っています。 

「決めている」をみると、【性別】では、女性（67.6％）が男性（60.7％）より6.9ポイント

高くなっています。【年代別】では、「80歳以上（81.3％）、70～79歳（74.2％）、18～19歳（72.7％）」

が７割を超えて高くなっています。【地区別】では、「平野地区（75.8％）」が最も高く、「高坂

地区（57.3％）」が最も低くなっています。【経年比較】では、直近５回の調査で「令和６年

（64.3％）」が最も低くなっています。 

  

<回答数>

【全体】 1,095人

【性別】

男性 489人

女性 580人

回答しない 17人

【年代別】

18～19歳 11人

20～29歳 69人

30～39歳 144人

40～49歳 160人

50～59歳 180人

60～69歳 192人

70～79歳 236人

80歳以上 96人

【地区別】

松山地区 427人

大岡地区 41人

平野地区 120人

唐子地区 113人

高坂地区 171人

高坂丘陵地区 69人

野本地区 131人

【経年比較】

平成28年

平成30年

令和２年

令和４年

令和６年

<属性>

64.3

60.7

67.6

52.9

72.7

65.2

54.2

59.4

52.8

65.6

74.2

81.3

62.5

68.3

75.8

63.7

57.3

66.7

64.1

67.9

72.3

72.9

72.0

64.3

33.1

36.8

30.0

47.1

27.3

33.3

45.8

40.0

46.1

30.2

22.5

11.5

35.6

29.3

20.0

33.6

39.8

33.3

32.1

28.6

27.4

26.6

27.0

33.1

2.6

2.5

2.4

0.0

0.0

1.4

0.0

0.6

1.1

4.2

3.4

7.3

1.9

2.4

4.2

2.7

2.9

0.0

3.8

3.7

0.3

0.5

1.0

2.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

決めている 決めていない （無回答）



III 調査の結果 

- 46 - 

 

３－２ 最初にかかる医療機関の種類 

（問６で「決めている」とお答えの方におたずねします。） 

問６－１．それは、次のどれですか。【○は１つ】 

「近所の医院・診療所・クリニック」 80.8％ 

 最初にかかる医療機関の種類  

 

【全体】では、「近所の医院・診療所・クリニック（80.8％）」が８割強、「大学病院・公立

病院・総合病院等（16.8％）」は１割台、「その他（2.3％）」が１割未満となっています。 

回答数の少ない【性別】回答しない（9人）、【年代別】18～19歳（8人）を除き、割合が【全

体】より高いのは、「近所の医院・診療所・クリニック」では【年代別】の「30～39歳（93.6％）、

20～29歳（91.1％）」、【地区別】の「高坂地区（90.8％）」、「大学病院・公立病院・総合病院等」

では【年代別】の「80歳以上（29.5％）、50～59歳（22.1％）」、【地区別】の「大岡地区（25.0％）」

などとなっています。  

<回答数>

【全体】 704人

【性別】

男性 297人

女性 392人

回答しない 9人

【年代別】

18～19歳 8人

20～29歳 45人

30～39歳 78人

40～49歳 95人

50～59歳 95人

60～69歳 126人

70～79歳 175人

80歳以上 78人

【地区別】

松山地区 267人

大岡地区 28人

平野地区 91人

唐子地区 72人

高坂地区 98人

高坂丘陵地区 46人

野本地区 84人

【経年比較】

平成28年

平成30年

令和２年

令和４年

令和６年

<属性>

80.8

76.8

83.2

100.0

100.0

91.1

93.6

85.3

74.7

82.5

75.4

70.5

80.9

71.4

75.8

76.4

90.8

80.4

81.0

78.5

78.8

80.6

78.6

80.8

16.8

20.5

14.5

0.0

0.0

8.9

3.8

11.6

22.1

14.3

21.7

29.5

18.4

25.0

18.7

20.8

5.1

15.2

19.0

19.0

18.0

16.3

17.7

16.8

2.3

2.4

2.3

0.0

0.0

0.0

2.6

3.2

3.2

3.2

2.3

0.0

0.7

3.6

5.5

2.8

3.1

4.3

0.0

2.2

2.9

2.9

2.4

2.3

0.1

0.3

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.6

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

1.0

0.0

0.0

0.3

0.3

0.2

1.4

0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

近所の医院・

診療所・
クリニック

大学病院・

公立病院・
総合病院等

その他 （無回答） 
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３－３ 健康づくりのために心がけていること 

問７．あなたが、自分の健康づくりのために日頃から心がけていることはどのようなことです

か。【○はいくつでも】  

「食事に気をつける」 62.7％ 

 健康づくりのために心がけていること（全体・性別） 

 

【全体】では、「食事に気をつける（62.7％）」の割合が６割台で最も高く、次いで「十分な

睡眠・休養をとり、規則正しい生活をする（56.2％）、たばこを吸わない（52.8％）」が続いて

います。 

【性別】では、男性は「食事に気をつける（59.7％）、たばこを吸わない（55.0％）、十分な

睡眠・休養をとり、規則正しい生活をする（53.6％）」の順に高く、女性の上位３項目は【全

体】と変わらず、割合は65.5％、58.3％、51.0％となっています。 

また、「健康についての情報、知識を増やす」は女性（28.1％）が男性（21.5％）より6.6ポ

イント高く差がみられます。 

  

(％)

食事に気をつける

十分な睡眠・休養をとり、
規則正しい生活をする

たばこを吸わない

年に１回は健康診断や
人間ドックを受ける

散歩や運動などをする

ストレスをためないよう
気分転換をはかる

健康についての情報、
知識を増やす

その他

特に心がけていることはない

（無回答）

62.7

56.2

52.8

49.9

47.7

38.6

25.1

1.6

5.5

0.5

59.7

53.6

55.0

52.1

50.1

37.0

21.5

1.4

5.7

0.6

65.5

58.3

51.0

48.1

45.9

40.5

28.1

1.9

5.2

0.2

0 20 40 60 80

全体（1,095人）

男性（ 489人）

女性（ 580人）
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 健康づくりのために心がけていること（上位５項目：性別・年代別） 

 

【性別・年代別】では、回答数の少ない「男性・18～19歳（4人）、女性・18～19歳（7人）」

を除き、割合が【全体】より目立って高いものは「食事に気をつける」の「女性・80歳以上（82.6％）、

女性・70～79歳（81.4％）、男性・80歳以上（79.2％）」、「たばこを吸わない」の「男性・30～

39歳（71.0％）、男性・80歳以上（70.8％)」、「年に１回は健康診断や人間ドックを受ける」の

「男性・60～69歳（65.8％）」、「散歩や運動などをする」の「女性・70～79歳（68.6％）」など

となっています。 

また、「食事に気をつける」の男女、「十分な睡眠・休養をとり、規則正しい生活をする」の

男性は、年代が上がるごとに割合が上昇する傾向がみられます。 

  

食事に気をつける 十分な睡眠・休養
をとり、規則正し
い生活をする

たばこを吸わない 年に１回は健康診
断や人間ドックを
受ける

散歩や運動などを
する

(％) (％) (％) (％) (％)

 全体(1,095人)

 性別：男性

全　　体(489人)

18～19歳(  4人)

20～29歳( 29人)

30～39歳( 62人)

40～49歳( 67人)

50～59歳( 86人)

60～69歳( 79人)

70～79歳(114人)

80歳以上( 48人)

 性別：女性

全　　体(580人)

18～19歳(  7人)

20～29歳( 38人)

30～39歳( 76人)

40～49歳( 90人)

50～59歳( 93人)

60～69歳(112人)

70～79歳(118人)

80歳以上( 46人)

 性別：回答しない

全　　体( 17人)

62.7

59.7

75.0

48.3

46.8

50.7

58.1

60.8

66.7

79.2

65.5

71.4

36.8

57.9

61.1

52.7

70.5

81.4

82.6

70.6

0 20 40 60 80 100

56.2

53.6

75.0

41.4

46.8

46.3

57.0

50.6

58.8

64.6

58.3

57.1

55.3

59.2

57.8

43.0

62.5

62.7

69.6

58.8

0 20 40 60 80 100

52.8

55.0

0.0

48.3

71.0

46.3

47.7

50.6

57.0

70.8

51.0

28.6

50.0

55.3

48.9

44.1

53.6

55.1

50.0

52.9

0 20 40 60 80 100

49.9

52.1

0.0

20.7

48.4

53.7

44.2

65.8

60.5

50.0

48.1

0.0

21.1

35.5

56.7

48.4

52.7

55.9

50.0

35.3

0 20 40 60 80 100

47.7

50.1

0.0

34.5

40.3

41.8

47.7

58.2

60.5

54.2

45.9

71.4

26.3

35.5

32.2

33.3

53.6

68.6

50.0

35.3

0 20 40 60 80 100
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 健康づくりのために心がけていること（経年比較） 

 

【経年比較】では、直近５回の調査で「食事に気をつける（62.7％）、ストレスをためない

よう気分転換をはかる（38.6％）、健康についての情報、知識を増やす（25.1％）」は令和６年

が最も低くなっています。 

  

(％)

食事に気をつける

十分な睡眠・休養をとり、
規則正しい生活をする

たばこを吸わない

年に１回は健康診断や
人間ドックを受ける

散歩や運動などをする

ストレスをためないよう
気分転換をはかる

健康についての情報、
知識を増やす

その他

特に心がけていることはない

（無回答）

63.8

53.9

49.8

44.0

42.3

40.5

31.1

2.8

5.5

3.7

68.6

58.6

55.6

51.8

44.6

40.6

31.9

2.9

8.6

0.3

63.3

60.8

55.1

48.0

48.6

44.1

31.2

4.0

5.7

0.2

64.4

58.9

51.2

47.5

48.6

40.1

28.3

2.6

5.2

1.3

62.7

56.2

52.8

49.9

47.7

38.6

25.1

1.6

5.5

0.5

0 20 40 60 80

平成28年

平成30年

令和２年

令和４年

令和６年
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３－４ 感染症対策 

問８．あなたは、感染症対策に取り組んでいますか。【○は１つ】  

「取り組んでいる」 77.4％ 

 感染症対策  

 
※ 【経年比較】令和２年は、「あなたは、新型コロナウイルスの感染症対策に取り組んでいますか。」に対

する結果となります。 

 

【全体】では、「取り組んでいる（77.4％）」が７割台、「取り組んでいない（19.3％）」は２

割弱となっています。 

「取り組んでいる」をみると、【性別】では、女性（82.9％）が男性（70.6％）より12.3ポ

イント高くなっています。【年代別】では、「60～69歳（82.3％）」が８割台で最も高くなって

いますが、他の年代も７・８割台となっています。【地区別】では、「大岡地区（80.5％）」が

８割強で最も高くなっていますが、他の地区も７割台となっています。【経年比較】では、新

型コロナウイルス感染症の影響と考えられる「令和４年（95.1％）」の９割台から「令和６年

（77.4％）」は７割台に低下しています。 

  

<回答数>

【全体】 1,095人

【性別】

男性 489人

女性 580人

回答しない 17人

【年代別】

18～19歳 11人

20～29歳 69人

30～39歳 144人

40～49歳 160人

50～59歳 180人

60～69歳 192人

70～79歳 236人

80歳以上 96人

【地区別】

松山地区 427人

大岡地区 41人

平野地区 120人

唐子地区 113人

高坂地区 171人

高坂丘陵地区 69人

野本地区 131人

【経年比較】

令和２年

令和４年

令和６年

<属性>

77.4

70.6

82.9

88.2

72.7

71.0

81.3

78.1

72.8

82.3

79.2

70.8

79.4

80.5

79.2

77.9

71.3

79.7

73.3

94.3

95.1

77.4

19.3

26.2

13.8

11.8

27.3

29.0

18.8

21.9

26.1

14.1

14.4

17.7

18.3

17.1

15.0

20.4

26.9

15.9

19.8

1.8

4.2

19.3

3.4

3.3

3.3

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

1.1

3.6

6.4

11.5

2.3

2.4

5.8

1.8

1.8

4.3

6.9

3.9

0.7

3.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

取り組んでいる 取り組んでいない （無回答） 
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３－５ 感染症対策のために取り組んでいること 

（問８で「取り組んでいる」とお答えの方におたずねします。） 

問８－１．日常生活の中で、どのようなことに取り組んでいますか。【○はいくつでも】 

「手洗い、手指消毒をする」 94.1％ 

 感染症対策のために取り組んでいること（全体・性別） 

 

【全体】では、「手洗い、手指消毒をする（94.1％）」の割合が９割台で最も高く、次いで「咳

エチケット、マスクの着用をする（79.0％）、こまめに換気する（39.2％）」が続いています。 

【性別】では、上位３項目は【全体】と変わらず、男性の割合は91.3％、76.2％、32.2％、

女性の割合は96.0％、81.1％、43.7％となっています。 

また、「こまめに換気する」は女性（43.7％）が男性（32.2％）より11.5ポイント高く差が

みられます。  

(％)

手洗い、手指消毒をする

咳エチケット、マスクの着用
をする

こまめに換気する

感染が流行している地域から
の移動、感染が流行している
地域への移動は控える

買い物は１人または少人数で
すいた時間に行く

身体的距離を確保する

多人数での会食は避ける

公共交通機関の利用は
混んでいる時間帯を避ける

定期的に体温を測定する

筋トレやヨガは
自宅で動画を活用する

食事は持ち帰りや出前、
デリバリーを利用する

その他

 ※ （無回答）はありません。

94.1

79.0

39.2

33.4

22.6

20.1

19.4

18.3

17.4

6.8

4.1

0.8

91.3

76.2

32.2

31.9

17.4

21.7

18.8

16.8

19.4

4.6

4.6

0.6

96.0

81.1

43.7

34.3

26.6

19.8

20.2

20.2

16.0

8.7

3.7

1.0

0 20 40 60 80 100

全体（ 847人）

男性（ 345人）

女性（ 481人）
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 感染症対策のために取り組んでいること（上位５項目：性別・年代別） 

 
 

【性別・年代別】では、回答数の少ない「男性・18～19歳（4人）、女性・18～19歳（4人）」

を除き、割合が【全体】より目立って高いものは「感染が流行している地域からの移動、感染

が流行している地域への移動は控える」の「女性・70～79歳（56.7％）」、「買い物は１人また

は少人数ですいた時間に行く」の「女性・70～79歳（47.1％）、女性・80歳以上（40.6％）」な

どとなっています。 

また、「感染が流行している地域からの移動、感染が流行している地域への移動は控える」

の男性は、年代が上がるごとに割合が上昇しています。 

  

手洗い、手指消毒
をする

咳エチケット、マ
スクの着用をする

こまめに換気する 感染が流行してい
る地域からの移
動、感染が流行し
ている地域への移
動は控える

買い物は１人また
は少人数ですいた
時間に行く

(％) (％) (％) (％) (％)

 全体(  847人)

 性別：男性

全　　体(345人)

18～19歳(  4人)

20～29歳( 18人)

30～39歳( 48人)

40～49歳( 46人)

50～59歳( 55人)

60～69歳( 59人)

70～79歳( 80人)

80歳以上( 35人)

 性別：女性

全　　体(481人)

18～19歳(  4人)

20～29歳( 29人)

30～39歳( 63人)

40～49歳( 76人)

50～59歳( 75人)

60～69歳( 98人)

70～79歳(104人)

80歳以上( 32人)

 性別：回答しない

全　　体( 15人)

94.1

91.3

75.0

100.0

93.8

93.5

87.3

93.2

92.5

82.9

96.0

75.0

89.7

96.8

96.1

100.0

98.0

94.2

93.8

93.3

0 20 40 60 80 100

79.0

76.2

50.0

72.2

60.4

65.2

72.7

89.8

82.5

85.7

81.1

25.0

69.0

73.0

76.3

81.3

84.7

90.4

84.4

66.7

0 20 40 60 80 100

39.2

32.2

75.0

44.4

29.2

28.3

40.0

25.4

26.3

42.9

43.7

25.0

20.7

46.0

44.7

40.0

48.0

49.0

37.5

60.0

0 20 40 60 80 100

33.4

31.9

0.0

5.6

12.5

30.4

34.5

35.6

42.5

42.9

34.3

0.0

20.7

19.0

32.9

22.7

36.7

56.7

31.3

20.0

0 20 40 60 80 100

22.6

17.4

50.0

11.1

6.3

13.0

14.5

18.6

25.0

22.9

26.6

0.0

17.2

9.5

14.5

21.3

28.6

47.1

40.6

13.3

0 20 40 60 80 100
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４ 環境の分野について 

４－１ 環境配慮状況 

問９．あなたは、環境に配慮した生活を心がけていますか。【○は１つ】 

『環境に配慮した生活を心がけている』 85.5％ 

 環境配慮状況  

 

「心がけている」と「どちらかといえば心がけている」を合わせて『環境に配慮した生活を

心がけている』、「心がけていない」と「どちらかといえば心がけていない」を合わせて『環境

に配慮した生活を心がけていない』とします。 

【全体】では、『環境に配慮した生活を心がけている（85.5％）』が８割台、『環境に配慮し

た生活を心がけていない（11.8％）』は１割台となっています。 

『環境に配慮した生活を心がけている』をみると、【性別】では、女性（88.4％）が男性（82.0％）

より6.4ポイント高くなっています。【年代別】では、「20～29歳（79.7％）」は８割弱で最も低

く、他の年代は全て８割台で大きな差はありません。 

しかし、「心がけている」をみると、【年代別】では、「18～19歳（45.5％）、80歳以上（40.6％）、

70～79歳（37.3％）」は３割を超えて高く、他の年代と差がみられます。 

  

<回答数>

【全体】 1,095人

【性別】

男性 489人

女性 580人

回答しない 17人

【年代別】

18～19歳 11人

20～29歳 69人

30～39歳 144人

40～49歳 160人

50～59歳 180人

60～69歳 192人

70～79歳 236人

80歳以上 96人

<属性>

26.6

23.7

28.4

35.3

45.5

23.2

16.7

21.9

21.1

22.9

37.3

40.6

58.9

58.3

60.0

58.8

36.4

56.5

64.6

63.1

66.1

65.1

51.3

41.7

9.5

10.8

8.4

5.9

18.2

13.0

17.4

11.3

8.9

8.9

5.5

4.2

2.3

3.5

1.4

0.0

0.0

7.2

1.4

3.8

2.8

0.5

1.3

3.1

2.7

3.7

1.7

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

1.1

2.6

4.7

10.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

心がけて

いる

どちらか

といえば

心がけて

いる

どちらか

といえば

心がけて

いない

心がけて

いない
（無回答） 
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４－２ 環境のために心がけていること 

（問９で「心がけている」または「どちらかといえば心がけている」とお答えの方におたずねします。） 

問９－１．日常生活の中で、具体的に心がけていることは何ですか。【○はいくつでも】 

「決められたとおりにごみの分別を徹底している」 91.5％、「マイバッグを利用した
り、過剰な包装を断ったりするなどごみの減量化に努めている」 82.1％ 

 環境のために心がけていること（全体・性別） 

 

【全体】では、「決められたとおりにごみの分別を徹底している（91.5％）」の割合が９割台

で最も高く、次いで「マイバッグを利用したり、過剰な包装を断ったりするなどごみの減量化

に努めている（82.1％）、調理の際に食材を使い切るようにしたり、食事は残さず食べるよう

にしている（58.4％）」が続いています。 

【性別】では、男性は「決められたとおりにごみの分別を徹底している（90.8％）、マイバ

ッグを利用したり、過剰な包装を断ったりするなどごみの減量化に努めている（74.3％）、部

屋の電気やテレビのスイッチはこまめに消している（49.4％）」の順に高く、女性の上位３項

目は【全体】と変わらず、割合は91.8％、87.3％、65.7％となっています。 

また、「マイボトルを利用したり、使い捨てプラスチック製品の利用を控えている」は女性

（46.0％）が男性（25.2％）より20.8ポイント高く差がみられます。 

  

(％) (％)

決められたとおりに
ごみの分別を徹底している

わずかな間でも
アイドリングストップを
している

マイバッグを利用したり、
過剰な包装を断ったりするな
どごみの減量化に努めている

環境にやさしい製品を
積極的に購入している

調理の際に食材を使い切る
ようにしたり、食事は残さず
食べるようにしている

太陽光発電などの
自然エネルギーの利用を
積極的に導入している

部屋の電気やテレビの
スイッチはこまめに
消している

生ごみは自家処理をしている

冷暖房の設定温度を、
夏は高めに、
冬は低めにしている

その他

家の周りなどに
植物を植えている

マイボトルを利用したり、
使い捨てプラスチック製品の
利用を控えている

近いところへは、
徒歩や自転車で出かけている

物が壊れても、
可能な限り修理して
長く使うようにしている

風呂の残り湯を
洗濯に使うなど、
節水に努めている

 ※ （無回答）はありません。

91.5

82.1

58.4

55.4

47.8

47.4

36.8

35.1

34.6

24.5

90.8

74.3

49.1

49.4

44.1

46.1

25.2

39.2

38.2

22.7

91.8

87.3

65.7

60.2

50.1

48.0

46.0

32.2

31.8

25.9

0 20 40 60 80 100

20.8

14.2

14.2

8.9

1.3

20.2

11.0

15.0

6.5

1.2

21.4

17.0

13.5

10.5

1.4

0 20 40 60 80 100

全体（ 936人）

男性（ 401人）

女性（ 513人）
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 環境のために心がけていること（上位５項目：性別・年代別） 

 

【性別・年代別】では、回答数の少ない「男性・18～19歳（4人）、女性・18～19歳（5人）」

を除き、割合が【全体】より目立って高いものは「部屋の電気やテレビのスイッチはこまめに

消している」の「女性・80歳以上（75.0％）」、「冷暖房の設定温度を、夏は高めに、冬は低め

にしている」の「男性・80歳以上（63.4％）」などとなっています。 

また、「決められたとおりにごみの分別を徹底している」の男女、「部屋の電気やテレビのス

イッチはこまめに消している」の女性、「冷暖房の設定温度を、夏は高めに、冬は低めにして

いる」の男性は、年代が上がるごとに割合が上昇する傾向がみられます。 

  

決められたとおり
にごみの分別を徹
底している

マイバッグを利用
したり、過剰な包
装を断ったりする
などごみの減量化
に努めている

調理の際に食材を
使い切るようにし
たり、食事は残さ
ず食べるようにし
ている

部屋の電気やテレ
ビのスイッチはこ
まめに消している

冷暖房の設定温度
を、夏は高めに、
冬は低めにしてい
る

(％) (％) (％) (％) (％)

 全体(  936人)

 性別：男性

全　　体(401人)

18～19歳(  4人)

20～29歳( 23人)

30～39歳( 48人)

40～49歳( 52人)

50～59歳( 70人)

60～69歳( 66人)

70～79歳( 97人)

80歳以上( 41人)

 性別：女性

全　　体(513人)

18～19歳(  5人)

20～29歳( 30人)

30～39歳( 64人)

40～49歳( 81人)

50～59歳( 86人)

60～69歳(102人)

70～79歳(109人)

80歳以上( 36人)

 性別：回答しない

全　　体( 16人)

91.5

90.8

100.0

78.3

91.7

80.8

88.6

93.9

94.8

97.6

91.8

80.0

83.3

84.4

88.9

88.4

95.1

99.1

97.2

93.8

0 20 40 60 80 100

82.1

74.3

100.0

52.2

70.8

71.2

74.3

80.3

80.4

68.3

87.3

80.0

86.7

78.1

86.4

94.2

92.2

84.4

86.1

100.0

0 20 40 60 80 100

58.4

49.1

75.0

34.8

45.8

51.9

51.4

45.5

47.4

61.0

65.7

40.0

56.7

62.5

67.9

64.0

62.7

72.5

69.4

62.5

0 20 40 60 80 100

55.4

49.4

50.0

43.5

39.6

42.3

55.7

51.5

49.5

58.5

60.2

60.0

36.7

48.4

55.6

59.3

66.7

67.0

75.0

50.0

0 20 40 60 80 100

47.8

44.1

25.0

21.7

29.2

32.7

45.7

50.0

50.5

63.4

50.1

20.0

36.7

46.9

40.7

38.4

60.8

59.6

61.1

56.3

0 20 40 60 80 100
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 環境のために心がけていること（経年比較） 

 

【経年比較】では、直近５回の調査で「調理の際に食材を使い切るようにしたり、食事は残

さず食べるようにしている（58.4％）」は令和６年が最も高くなっています。一方、「部屋の電

気やテレビのスイッチはこまめに消している（55.4％）、冷暖房の設定温度を、夏は高めに、

冬は低めにしている（47.8％）、家の周りなどに植物を植えている（47.4％）」など９項目で最

も低く、年を追うごとに割合が低下する傾向がみられます。 

また、前回（令和４年）と比較して差がみられたのは、「調理の際に食材を使い切るように

したり、食事は残さず食べるようにしている（58.4％）」が8.0ポイント高く、「部屋の電気や

テレビのスイッチはこまめに消している（55.4％）」が9.5ポイント、「冷暖房の設定温度を、

夏は高めに、冬は低めにしている（47.8％）」が9.0ポイント低くなっています。 

  

(％) (％)

決められたとおりに
ごみの分別を徹底している

わずかな間でも
アイドリングストップを
している

マイバッグを利用したり、
過剰な包装を断ったりする
などごみの減量化に
努めている

環境にやさしい製品を
積極的に購入している

調理の際に食材を使い切る
ようにしたり、食事は残さず
食べるようにしている

太陽光発電などの
自然エネルギーの利用を
積極的に導入している

部屋の電気やテレビの
スイッチはこまめに
消している

生ごみは自家処理をしている

冷暖房の設定温度を、
夏は高めに、
冬は低めにしている

その他

家の周りなどに
植物を植えている

マイボトルを利用したり、
使い捨てプラスチック製品の
利用を控えている

近いところへは、
徒歩や自転車で出かけている

物が壊れても、
可能な限り修理して
長く使うようにしている

風呂の残り湯を
洗濯に使うなど、
節水に努めている

※「マイボトルを利用したり、使い捨てプラスチック製品の利用を控えている」は、令和４年より追加されました。

 ※ （無回答）はありません。

90.8

65.1

50.5

67.8

58.0

56.6

40.7

38.1

38.5

90.7

63.6

49.6

66.5

54.4

54.6

40.4

39.4

37.2

93.2

88.5

53.7

63.3

53.8

56.1

41.7

39.0

30.1

89.8

81.5

50.4

64.9

56.8

50.1

36.8

40.6

37.1

28.6

91.5

82.1

58.4

55.4

47.8

47.4

36.8

35.1

34.6

24.5

0 20 40 60 80 100

29.3

17.7

10.5

10.4

1.4

26.2

17.5

10.5

10.8

1.0

29.3

19.6

10.6

11.0

1.5

25.8

15.6

13.9

10.3

1.3

20.8

14.2

14.2

8.9

1.3

0 20 40 60 80 100

平成28年

平成30年

令和２年

令和４年

令和６年
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５ 交通の分野について 

５－１ 主に利用している交通手段 

問10．あなたが、日常生活の中で、主に利用している交通手段は何ですか。【○は２つまで】 

「自家用車（自分で運転）」 75.0％、「徒歩」 24.1％ 

 主に利用している交通手段（全体・性別） 

 

【全体】では、「自家用車（自分で運転）（75.0％）」の割合が７割台で最も高く、次いで「徒

歩（24.1％）、自家用車（家族や知人が運転）（17.5％）」が続いています。 

【性別】では、男性は「自家用車（自分で運転）（80.6％）、徒歩（22.3％）、自転車（15.1％）」

の順に高く、女性の上位３項目は【全体】と変わらず、割合は70.9％、25.3％、22.6％となっ

ています。 

また、「自家用車（自分で運転）」は男性（80.6％）が女性（70.9％）より9.7ポイント、「自

家用車（家族や知人が運転）」は女性（22.6％）が男性（11.0％）より11.6ポイント高く差が

みられます。 

  

(％)

自家用車（自分で運転）

徒歩

自家用車（家族や知人が運転）

自転車

民間路線バス

デマンドタクシー

バイク

市内循環バス

タクシー

（無回答）

75.0

24.1

17.5

15.0

6.6

2.9

2.3

1.8

0.6

2.9

80.6

22.3

11.0

15.1

6.7

1.6

5.1

1.0

0.4

2.7

70.9

25.3

22.6

14.3

6.6

4.0

0.0

2.6

0.9

2.8

0 20 40 60 80 100

全体（1,095人）

男性（ 489人）

女性（ 580人）
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 主に利用している交通手段（地区別） 

 

【地区別】では、「徒歩」の「松山地区（31.4％）」、「民間路線バス」の「高坂丘陵地区（20.3％）、

平野地区（15.8％）」、「市内循環バス」の「大岡地区（9.8％）」などが他の地区に比べ割合が高

く、「自家用車（自分で運転）」の「松山地区（68.9％）」、「徒歩」の「大岡地区（4.9％）」、「自転

車」の「平野地区（5.8％）」などが低くなっています。 

  

(％) (％)

自家用車
（自分で運転）

バイク

徒歩 市内循環バス

自家用車
（家族や知人が運転）

タクシー

自転車 （無回答）

民間路線バス

デマンドタクシー

75.0

24.1

17.5

15.0

6.6

2.9

68.9

31.4

18.3

18.7

5.4

4.2

85.4

4.9

17.1

12.2

7.3

0.0

75.0

18.3

20.0

5.8

15.8

3.3

79.6

16.8

23.0

15.0

1.8

1.8

83.0

25.1

12.9

12.3

4.1

1.8

75.4

21.7

14.5

10.1

20.3

1.4

79.4

17.6

16.0

16.0

2.3

2.3

0 20 40 60 80 100

2.3

1.8

0.6

2.9

2.1

2.1

1.4

3.5

2.4

9.8

0.0

0.0

2.5

1.7

0.8

3.3

2.7

0.9

0.0

2.7

1.8

1.2

0.0

2.3

2.9

2.9

0.0

5.8

3.1

0.0

0.0

0.8

0 20 40 60 80 100

全体 （1,095人）

松山地区 （ 427人）

大岡地区 （ 41人）

平野地区 （ 120人）

唐子地区 （ 113人）

高坂地区 （ 171人）

高坂丘陵地区（ 69人）

野本地区 （ 131人）
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５－２ 市内循環バスの利用状況 

問11．あなたは、市内循環バスを過去1年以内に利用したことがありますか。【○は１つ】 

「利用したことがある」 12.1％、「利用したことがない」 86.1％ 

 市内循環バスの利用状況  

 

【全体】では、「利用したことがある（12.1％）」が１割台、「利用したことがない（86.1％）」

は８割台となっています。 

「利用したことがある」をみると、【性別】では、男女に差はみられません。【年代別】では、

【年代別】では、「18～19歳（27.3％）、60～69歳（9.9％）、70～79歳（8.9％）」以外の年代は

全て１割台です。また、「80歳以上」を除き、年代が上がるごとに割合が低下する傾向がみら

れます。【地区別】では、「大岡地区（19.5％）」が２割弱で最も高く、「野本地区（6.1％）、高

坂地区（5.8％）」以外の地区は全て１割台です。【経年比較】では、直近４回の調査は全て１

割台で大きな変化はみられません（令和４年は、東松山市地域公共交通計画で別途アンケート

を実施）。 

  

<回答数>

【全体】 1,095人

【性別】

男性 489人

女性 580人

回答しない 17人

【年代別】

18～19歳 11人

20～29歳 69人

30～39歳 144人

40～49歳 160人

50～59歳 180人

60～69歳 192人

70～79歳 236人

80歳以上 96人

【地区別】

松山地区 427人

大岡地区 41人

平野地区 120人

唐子地区 113人

高坂地区 171人

高坂丘陵地区 69人

野本地区 131人

【経年比較】

平成28年

平成30年

令和２年

令和４年

令和６年

<属性>

12.1

11.5

12.8

11.8

27.3

17.4

12.5

15.0

12.2

9.9

8.9

13.5

14.8

19.5

15.8

11.5

5.8

14.5

6.1

12.8

13.8

12.1

12.1

86.1

86.9

85.7

76.5

72.7

82.6

87.5

85.0

87.2

88.5

87.7

80.2

83.4

80.5

80.8

87.6

93.6

81.2

93.1

83.8

85.2

87.1

86.1

1.8

1.6

1.6

11.8

0.0

0.0

0.0

0.0

0.6

1.6

3.4

6.3

1.9

0.0

3.3

0.9

0.6

4.3

0.8

3.4

1.0

0.9

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用したことが

ある

利用したことが

ない
（無回答） 
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５－３ 市内循環バスの利用目的 

（問11で「利用したことがある」とお答えの方におたずねします。） 

問11－１．どのようなことで利用しましたか。【○はいくつでも】 

「買い物」 31.8％、「通院」 25.0％、「通勤・通学」 20.5％ 

 市内循環バスの利用目的（全体・性別） 

 

【全体】では、「買い物（31.8％）」が３割台で最も高く、次いで「通院（25.0％）、通勤・

通学（20.5％）」が続いています。 

【性別】では、男性は「買い物（30.4％）、通勤・通学（28.6％）、通院（21.4％）」の順に

高く、女性の上位３項目は【全体】と変わらず、割合は32.4％、28.4％、14.9％となっていま

す。 

また、「通院」は女性（28.4％）が男性（21.4％）より7.0ポイント、「通勤・通学」は男性

（28.6％）が女性（14.9％）より13.7ポイント高く差がみられます。 

  

(％)

買い物

通院

通勤・通学

公共施設の利用

その他

（無回答）

31.8

25.0

20.5

9.1

26.5

0.8

30.4

21.4

28.6

7.1

23.2

0.0

32.4

28.4

14.9

9.5

29.7

1.4

0 10 20 30 40

全体（ 132人）

男性（ 56人）

女性（ 74人）
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 市内循環バスの利用目的（地区別） 

 

回答数が少ない地区は参考結果となりますが、【地区別】では、「買い物」の「大岡地区（62.5％）、

平野地区（52.6％）」、「通勤・通学」の「高坂丘陵地区（40.0％）、唐子地区（38.5％）」など

が他の地区に比べ割合が高くなっています。 

  

(％)

買い物

通院

通勤・通学

公共施設の利用

その他

（無回答）

31.8

25.0

20.5

9.1

26.5

0.8

20.6

22.2

23.8

11.1

25.4

1.6

62.5

37.5

25.0

12.5

0.0

0.0

52.6

31.6

0.0

0.0

47.4

0.0

30.8

15.4

38.5

7.7

23.1

0.0

30.0

40.0

10.0

20.0

20.0

0.0

40.0

0.0

40.0

10.0

30.0

0.0

37.5

37.5

0.0

0.0

25.0

0.0

0 20 40 60 80

全体 （ 132人）

松山地区 （ 63人）

大岡地区 （ 8人）

平野地区 （ 19人）

唐子地区 （ 13人）

高坂地区 （ 10人）

高坂丘陵地区（ 10人）

野本地区 （ 8人）
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５－４ 市内循環バスを利用しない理由 

（問11で「利用したことがない」とお答えの方におたずねします。） 

問11－２．利用したことがないのはなぜですか。【○は１つ】  

「ほかの交通手段を利用している」 51.4％、「近くに停留所がない」 25.0％ 

 市内循環バスを利用しない理由  

 

【全体】での割合の高い項目は順に、「ほかの交通手段を利用している（51.4％）」が５割台、

「近くに停留所がない（25.0％）」が２割台、「運行本数が少ない（7.7％）、市内循環バスを知

らない（6.7％）、その他（3.5％）」が１割未満となっています。 

「市内循環バスを知らない」は【全体】では6.7％ですが、【地区別】でみると「高坂地区

（11.9％）、高坂丘陵地区（10.7％）」で１割を超えています。また、「近くに停留所がない」

は【全体】で25.0％ですが、【地区別】では「大岡地区（36.4％）、野本地区（33.6％）、唐子

地区（31.3％）」で３割を超えています。 

  

<回答数>

【全体】 943人

【性別】

男性 425人

女性 497人

回答しない 13人

【年代別】

18～19歳 8人

20～29歳 57人

30～39歳 126人

40～49歳 136人

50～59歳 157人

60～69歳 170人

70～79歳 207人

80歳以上 77人

【地区別】

松山地区 356人

大岡地区 33人

平野地区 97人

唐子地区 99人

高坂地区 160人

高坂丘陵地区 56人

野本地区 122人

<属性>

6.7

7.5

5.6

23.1

12.5

14.0

3.2

12.5

8.3

2.4

6.8

2.6

7.6

0.0

5.2

3.0

11.9

10.7

1.6

25.0

22.1

27.0

38.5

25.0

17.5

24.6

22.1

22.3

29.4

25.1

31.2

19.4

36.4

29.9

31.3

21.9

23.2

33.6

7.7

7.1

8.7

0.0

0.0

8.8

4.0

9.6

12.1

8.8

6.3

3.9

7.9

0.0

5.2

10.1

8.1

5.4

11.5

51.4

52.2

51.5

30.8

50.0

52.6

60.3

52.2

54.1

48.2

50.2

40.3

55.1

51.5

52.6

44.4

51.9

51.8

46.7

3.5

4.5

2.4

7.7

0.0

5.3

3.2

2.9

2.5

4.1

2.4

6.5

5.6

0.0

1.0

2.0

1.3

1.8

3.3

5.6

6.6

4.8

0.0

12.5

1.8

4.8

0.7

0.6

7.1

9.2

15.6

4.5

12.1

6.2

9.1

5.0

7.1

3.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市内循環

バス

を知らない

近くに

停留所が

ない

運行本数が

少ない

ほかの

交通手段を

利用して

いる

その他 （無回答）
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５－５ デマンドタクシーの利用状況 

問12．あなたは、デマンドタクシーを利用したことがありますか。【○は１つ】 

「利用したことがある」 13.5％、「利用したことがない」 84.7％ 

 デマンドタクシーの利用状況  

 

【全体】では、「利用したことがある（13.5％）」が１割台、「利用したことがない（84.7％）」

は８割台となっています。 

「利用したことがある」をみると、【性別】では、女性（16.8％）が男性（9.6％）より7.2

ポイント高くなっています。【年代別】では、年代が上がるごとに割合が上昇する傾向がみら

れ、「70～79歳（19.9％）」で【全体】の割合を超え、「80歳以上（39.2％）」では４割弱となっ

ています。【地区別】では、「高坂丘陵地区（17.4％）、松山地区（15.9％）、平野地区（15.7％）」

が【全体】の割合を超え１割台、「高坂地区（8.2％）、大岡地区（7.3％）」は１割未満と低く

なっています。【経年比較】では、「平成30年（13.0％）」に１割台になって以降大きな変化は

みられません（令和４年は、東松山市地域公共交通計画で別途アンケートを実施）。 

  

<回答数>

【全体】 1,095人

【性別】

男性 490人

女性 579人

回答しない 17人

【年代別】

18～19歳 11人

20～29歳 69人

30～39歳 144人

40～49歳 160人

50～59歳 180人

60～69歳 191人

70～79歳 236人

80歳以上 97人

【地区別】

松山地区 428人

大岡地区 41人

平野地区 121人

唐子地区 111人

高坂地区 171人

高坂丘陵地区 69人

野本地区 131人

【経年比較】

平成28年

平成30年

令和２年

令和４年

令和６年

<属性>

13.5

9.6

16.8

11.8

9.1

4.3

7.6

6.3

8.3

11.0

19.9

39.2

15.9

7.3

15.7

12.6

8.2

17.4

11.5

6.7

13.0

15.4

13.5

84.7

88.8

81.7

76.5

90.9

95.7

92.4

93.8

91.1

87.4

76.7

54.6

82.2

92.7

81.0

86.5

91.2

78.3

87.8

89.6

86.3

83.4

84.7

1.8

1.6

1.6

11.8

0.0

0.0

0.0

0.0

0.6

1.6

3.4

6.2

1.9

0.0

3.3

0.9

0.6

4.3

0.8

3.6

0.7

1.2

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用したことが

ある

利用したことが

ない
（無回答） 
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５－６ デマンドタクシーの利用目的 

（問12で「利用したことがある」とお答えの方におたずねします。） 

問12－１．どのようなことで利用しましたか。【○はいくつでも】 

「通院」 66.2％、「買い物」 18.9％ 

 デマンドタクシーの利用目的（全体・性別） 

 

【全体】では、「通院（66.2％）」の割合が６割台で最も高く、次いで「買い物（18.9％）、

公共施設の利用（8.8％）」が続いています。 

【性別】では、男性は「通院（59.6％）、買い物（17.0％）、通勤・通学（6.4％）」、の順に

高く、女性の上位３項目は【全体】と変わらず、割合は68.0％、20.6％、11.3％となっていま

す。 

また、「通院」は女性（68.0％）が男性（59.6％）より8.4ポイント高く差がみられます。 

  

(％)

通院

買い物

公共施設の利用

通勤・通学

その他

（無回答）

66.2

18.9

8.8

3.4

21.6

1.4

59.6

17.0

4.3

6.4

23.4

2.1

68.0

20.6

11.3

2.1

21.6

1.0

0 20 40 60 80

全体（ 148人）

男性（ 47人）

女性（ 97人）
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 デマンドタクシーの利用目的（地区別） 

 

回答数が少ない地区は参考結果となりますが、【地区別】では、「通院」の「高坂地区（78.6％）」、

「買い物」の「大岡地区（33.3％）、平野地区（31.6％）」、「公共施設の利用」の「野本地区（13.3％）、

松山地区（11.8％）」などが他の地区に比べ割合が高くなっています。 

  

(％)

通院

買い物

公共施設の利用

通勤・通学

その他

（無回答）

66.2

18.9

8.8

3.4

21.6

1.4

69.1

23.5

11.8

2.9

14.7

1.5

66.7

33.3

0.0

0.0

33.3

0.0

68.4

31.6

5.3

5.3

21.1

0.0

57.1

7.1

7.1

0.0

28.6

7.1

78.6

14.3

7.1

7.1

21.4

0.0

58.3

8.3

0.0

8.3

25.0

0.0

53.3

6.7

13.3

0.0

40.0

0.0

0 20 40 60 80

全体 （ 148人）

松山地区 （ 68人）

大岡地区 （ 3人）

平野地区 （ 19人）

唐子地区 （ 14人）

高坂地区 （ 14人）

高坂丘陵地区（ 12人）

野本地区 （ 15人）
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５－７ デマンドタクシーを利用しない理由 

（問12で「利用したことがない」とお答えの方におたずねします。） 

問12－２．利用したことがないのはなぜですか。【○は１つ】  

「ほかの交通手段を利用している」 58.1％、「デマンドタクシーを知らない」 31.5％ 

 デマンドタクシーを利用しない理由  

 

【全体】での割合の高い項目は順に、「ほかの交通手段を利用している（58.1％）」が５割台、

「デマンドタクシーを知らない（31.5％）」が３割台、「その他（3.6％）、利用したい乗降ポイ

ントがない（2.2％）、利用料金が高い（2.2％）」が１割未満となっています。 

「デマンドタクシーを知らない」は【全体】では31.5％ですが、【年代別】でみると「18～

19歳（80.0％）」が８割で最も高く、年代が上がるごとに割合が低下する傾向がみられます。 

  

<回答数>

【全体】 927人

【性別】

男性 435人

女性 473人

回答しない 13人

【年代別】

18～19歳 10人

20～29歳 66人

30～39歳 133人

40～49歳 150人

50～59歳 164人

60～69歳 167人

70～79歳 181人

80歳以上 53人

【地区別】

松山地区 352人

大岡地区 38人

平野地区 98人

唐子地区 96人

高坂地区 156人

高坂丘陵地区 54人

野本地区 115人

<属性>

31.5

31.3

30.7

84.6

80.0

48.5

51.1

43.3

31.1

22.2

15.5

5.7

35.8

28.9

24.5

25.0

37.2

31.5

22.6

2.2

2.8

1.7

0.0

0.0

1.5

1.5

1.3

1.8

1.2
3.3

7.5

2.3
2.6

2.0

4.2

1.9
0.0

1.7

2.2

0.9

3.4

0.0

0.0

3.0

1.5

0.7

1.8

1.8

2.8

7.5

1.4

5.3
3.1

2.1

3.2

0.0
2.6

58.1

58.9

58.4

15.4

10.0

39.4

43.6

50.7

57.9

65.9

75.1

66.0

54.0

60.5

64.3

61.5

52.6

64.8

68.7

3.6

3.4

3.6

0.0

0.0

4.5

1.5

3.3

5.5

5.4

1.1

3.8

3.1

2.6

4.1

4.2

3.2

1.9

3.5

2.5

2.8

2.3

0.0

10.0

3.0

0.8

0.7

1.8

3.6

2.2

9.4

3.4

0.0

2.0

3.1

1.9

1.9

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

デマンド

タクシー

を知らない

利用したい

乗降

ポイントが

ない

利用料金が

高い

ほかの

交通手段を

利用

している

その他 （無回答）
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６ 防災・減災の分野について 

６－１ 防災情報の取得方法 

問13．あなたは、災害時の防災情報（避難情報）をどのように取得していますか。 

【○はいくつでも】  

「緊急速報メール」 66.5％、「テレビ」 61.1％ 

 防災情報の取得方法（全体・性別） 

 

【全体】では、「緊急速報メール（緊急地震速報等、対象エリアに一斉配信されるメール）

（66.5％）」の割合が６割台で最も高く、次いで「テレビ（61.1％）、防災行政無線（41.0％）」

が続いています。 

【性別】では、上位３項目は【全体】と変わらず、男性の割合は62.8％、61.6％、41.3％、

女性の割合は70.2％、61.2％、40.7％となっています。 

また、「インターネットの防災情報」は男性（39.9％）が女性（29.3％）より10.6ポイント、

「登録制メール（東松山いんふぉメール等）」は女性（21.7％）が男性（10.6％）より11.1ポ

イント高く差がみられます。 

  

(％)

緊急速報メール
（緊急地震速報等、対象エリア
に一斉配信されるメール）

テレビ

防災行政無線

インターネットの防災情報

LINE・X(旧Twitter)等の
ソーシャル・ネットワーキン
グ・サービス（ＳＮＳ）

東松山市ホームページ

登録制メール
（東松山いんふぉメール等）

戸別受信機

テレホンサービス

その他

特に行っていない

（無回答）

66.5

61.1

41.0

33.6

24.3

19.7

16.3

2.7

0.5

0.5

3.5

1.3

62.8

61.6

41.3

39.9

21.9

20.9

10.6

2.9

1.2

1.0

3.7

1.2

70.2

61.2

40.7

29.3

26.2

19.1

21.7

2.4

0.0

0.2

3.1

1.0

0 20 40 60 80

全体（1,095人）

男性（ 489人）

女性（ 580人）
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 防災情報の取得方法（上位５項目：性別・年代別） 

 

【性別・年代別】では、回答数の少ない「男性・18～19歳（4人）、女性・18～19歳（7人）」

を除き、割合が【全体】より目立って高いものは「防災行政無線」の「男性・80歳以上（56.3％）」、

「インターネットの防災情報」の「男性・60～69歳（51.9％）」、「LINE・X(旧Twitter)等のソ

ーシャル・ネットワーキング・サービス（ＳＮＳ）」の「女性・30～39歳（55.3％）、男性・20

～29歳（55.2％）、女性・20～29歳（52.6％）」などとなっています。 

また、「LINE・X(旧Twitter)等のソーシャル・ネットワーキング・サービス（ＳＮＳ）」の男

女は、年代が上がるごとに割合が低下する傾向がみられ、60歳以上では極端に割合が低下して

います。 

  

緊急速報メール
（緊急地震速報
等、対象エリアに
一斉配信される
メール）

テレビ 防災行政無線 インターネットの
防災情報

LINE・X(旧
Twitter)等のソー
シャル・ネット
ワーキング・サー
ビス（ＳＮＳ）

(％) (％) (％) (％) (％)

 全体(1,095人)

 性別：男性

全　　体(489人)

18～19歳(  4人)

20～29歳( 29人)

30～39歳( 62人)

40～49歳( 67人)

50～59歳( 86人)

60～69歳( 79人)

70～79歳(114人)

80歳以上( 48人)

 性別：女性

全　　体(580人)

18～19歳(  7人)

20～29歳( 38人)

30～39歳( 76人)

40～49歳( 90人)

50～59歳( 93人)

60～69歳(112人)

70～79歳(118人)

80歳以上( 46人)

 性別：回答しない

全　　体( 17人)

66.5

62.8

50.0

48.3

59.7

62.7

67.4

77.2

66.7

35.4

70.2

71.4

71.1

71.1

81.1

78.5

77.7

66.1

21.7

58.8

0 20 40 60 80 100

61.1

61.6

75.0

55.2

45.2

61.2

50.0

73.4

67.5

72.9

61.2

28.6

50.0

57.9

57.8

58.1

64.3

72.0

58.7

47.1

0 20 40 60 80 100

41.0

41.3

75.0

34.5

29.0

35.8

38.4

35.4

51.8

56.3

40.7

14.3

42.1

32.9

37.8

34.4

47.3

49.2

37.0

41.2

0 20 40 60 80 100

33.6

39.9

75.0

44.8

43.5

44.8

45.3

51.9

29.8

16.7

29.3

14.3

39.5

39.5

44.4

41.9

27.7

11.0

2.2

17.6

0 20 40 60 80 100

24.3

21.9

50.0

55.2

46.8

32.8

23.3

8.9

8.8

2.1

26.2

57.1

52.6

55.3

36.7

25.8

11.6

11.9

4.3

41.2

0 20 40 60 80 100
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６－２ 避難行動を求められたら主に行うこと 

問14．あなたは、避難行動を求められたら主にどのように避難を行いますか。【○は１つ】  

「市の指定緊急避難所・指定避難所に避難する」 55.3％ 

 避難行動を求められたら主に行うこと  

 

【全体】での割合の高い項目は順に、「市の指定緊急避難所・指定避難所に避難する（55.3％）」

が５割台、「自宅が安全なため避難しない（20.2％）」が２割強、「車で安全な場所に避難する

（車中避難）（13.4％）」が１割台、「親戚・知人宅へ避難する（5.3％）、その他（2.9％）」が

１割未満となっています。 

属性別で【全体】より目立って差のみられるものは、「自宅が安全なため避難しない」の【地

区別】平野地区（32.5％）が12.3ポイント高い一方、「市の指定緊急避難所・指定避難所に避

難する」の【性別】回答しない（41.2％）が14.1ポイント低くなっています。 

  

<回答数>

【全体】 1,095人

【性別】

男性 489人

女性 580人

回答しない 17人

【年代別】

18～19歳 11人

20～29歳 69人

30～39歳 144人

40～49歳 160人

50～59歳 180人

60～69歳 192人

70～79歳 236人

80歳以上 96人

【地区別】

松山地区 427人

大岡地区 41人

平野地区 120人

唐子地区 113人

高坂地区 171人

高坂丘陵地区 69人

野本地区 131人

<属性>

55.3

54.8

56.4

41.2

63.6

63.8

48.6

50.6

53.9

54.2

60.2

59.4

56.9

61.0

47.5

52.2

60.8

55.1

50.4

13.4

15.5

11.4

17.6

9.1

11.6

17.4

18.1

19.4

13.0

7.6

6.3

13.8

14.6

9.2

15.9

11.7

13.0

17.6

5.3

4.7

5.7

11.8

0.0

7.2

6.3

7.5

6.1

5.7

3.4

2.1

6.6

0.0

4.2

7.1

5.8

1.4

4.6

2.9

2.5

3.3

0.0

0.0

1.4

3.5

2.5

2.8

2.1

4.7

1.0

3.0

4.9

4.2

0.9

1.8

4.3

2.3

20.2

19.4

21.0

23.5

27.3

15.9

23.6

18.8

17.2

20.3

20.3

26.0

17.1

17.1

32.5

22.1

17.0

21.7

22.9

2.8

3.1

2.2

5.9

0.0

0.0

0.7

2.5

0.6

4.7

3.8

5.2

2.6

2.4

2.5

1.8

2.9

4.3

2.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市の指定

緊急避難所・

指定避難所に
避難する

車で

安全な場所

に避難する

（車中避難）

親戚・

知人宅へ

避難する

その他

自宅が

安全なため

避難しない

（無回答）
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６－３ 災害に備えて行っていること 

問15．あなたは、日頃から災害に備え、どのようなことを行っていますか。【○はいくつでも】  

「保存飲料水・食料品を準備している」 59.8％ 

 災害に備えて行っていること（全体・性別） 

 

【全体】では、「保存飲料水・食料品を準備している（59.8％）」の割合が６割弱で最も高く、

次いで「非常用持ち出し袋を用意している（29.2％）、家族や親族との連絡方法を決めている

（28.7％）」が続いています。 

【性別】では、男性は「保存飲料水・食料品を準備している（55.4％）、家族や親族との連

絡方法を決めている（28.8％）、非常用持ち出し袋を用意している（24.7％）」の順に高く、女

性の上位３項目は【全体】と変わらず、割合は63.6％、33.4％、28.4％となっています。 

また、「非常用持ち出し袋を用意している」は女性（33.4％）が男性（24.7％）より8.7ポイ

ント、「保存飲料水・食料品を準備している」は女性（63.6％）が男性（55.4％）より8.2ポイ

ント高く差がみられます。 

  

(％)

保存飲料水・食料品を
準備している

非常用持ち出し袋を
用意している

家族や親族との連絡方法を
決めている

避難場所や経路を確認している

消火器を準備している

家財を補強している

防災訓練に参加している

応急手当等の研修に
参加している

その他

特に行っていない

（無回答）

59.8

29.2

28.7

20.2

18.9

16.7

12.1

4.5

1.1

16.8

1.6

55.4

24.7

28.8

21.5

20.7

16.6

15.1

5.1

1.0

18.8

1.4

63.6

33.4

28.4

19.1

17.6

16.9

9.7

4.0

1.0

15.3

1.4

0 20 40 60 80

全体（1,095人）

男性（ 489人）

女性（ 580人）
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 災害に備えて行っていること（上位５項目：性別・年代別） 

 

【性別・年代別】では、回答数の少ない「男性・18～19歳（4人）、女性・18～19歳（7人）」

を除き、割合が【全体】より目立って高いものは「保存飲料水・食料品を準備している」の「女

性・30～39歳（75.0％）、女性・40～49歳（70.0％）」、「非常用持ち出し袋を用意している」の

「女性・60～69歳（40.2％）」、「家族や親族との連絡方法を決めている」の「女性・40～49歳

（42.2％）」、「消火器を準備している」の「女性・70～79歳（31.4％）」などとなっています。 

また、「非常用持ち出し袋を用意している」の「男性・20～29歳（6.9％）」は、他の年代が

２割を超えているところ１割未満と低くなっています。 

  

保存飲料水・食料
品を準備している

非常用持ち出し袋
を用意している

家族や親族との連
絡方法を決めてい
る

避難場所や経路を
確認している

消火器を準備して
いる

(％) (％) (％) (％) (％)

 全体(1,095人)

 性別：男性

全　　体(489人)

18～19歳(  4人)

20～29歳( 29人)

30～39歳( 62人)

40～49歳( 67人)

50～59歳( 86人)

60～69歳( 79人)

70～79歳(114人)

80歳以上( 48人)

 性別：女性

全　　体(580人)

18～19歳(  7人)

20～29歳( 38人)

30～39歳( 76人)

40～49歳( 90人)

50～59歳( 93人)

60～69歳(112人)

70～79歳(118人)

80歳以上( 46人)

 性別：回答しない

全　　体( 17人)

59.8

55.4

50.0

37.9

58.1

50.7

57.0

62.0

59.6

45.8

63.6

42.9

47.4

75.0

70.0

54.8

61.6

69.5

56.5

52.9

0 20 40 60 80 100

29.2

24.7

25.0

6.9

30.6

20.9

20.9

27.8

29.8

22.9

33.4

42.9

23.7

38.2

38.9

30.1

40.2

29.7

21.7

11.8

0 20 40 60 80 100

28.7

28.8

50.0

31.0

35.5

28.4

23.3

29.1

28.9

27.1

28.4

42.9

31.6

21.1

42.2

25.8

25.0

29.7

19.6

29.4

0 20 40 60 80 100

20.2

21.5

25.0

13.8

14.5

20.9

26.7

22.8

19.3

29.2

19.1

42.9

21.1

19.7

26.7

12.9

17.9

18.6

15.2

17.6

0 20 40 60 80 100

18.9

20.7

0.0

13.8

8.1

10.4

20.9

27.8

28.1

27.1

17.6

14.3

2.6

3.9

12.2

12.9

24.1

31.4

21.7

5.9

0 20 40 60 80 100
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 災害に備えて行っていること（経年比較） 

 

【経年比較】では、直近５回の調査で「保存飲料水・食料品を準備している（59.8％）」は

令和６年が最も高く、年を追うごとに割合が上昇しています。一方、「家族や親族との連絡方

法を決めている（28.7％）、避難場所や経路を確認している（20.2％）、消火器を準備している

（18.9％）」など５項目は最も低く、年を追うごとに割合が低下する傾向がみられます。 

 平成30年以降、「特に行っていない」の割合が年を追うごとに低下しているのと合わせ、災

害への意識と備えに対する変化がみられます。 

 また、前回（令和４年）と比較して差がみられたのは、「保存飲料水・食料品を準備してい

る（59.8％）」が6.9ポイント高く、「消火器を準備している（18.9％）」は6.7ポイント、「避難

場所や経路を確認している（20.2％）」は6.3ポイント低くなっています。  

(％)

保存飲料水・食料品を
準備している

非常用持ち出し袋を
用意している

家族や親族との連絡方法を
決めている

避難場所や経路を確認している

消火器を準備している

家財を補強している

防災訓練に参加している

応急手当等の研修に
参加している

その他

特に行っていない

（無回答）

45.0

29.2

35.4

29.1

33.2

29.6

22.3

11.5

0.5

16.0

4.3

50.0

31.9

36.4

32.8

32.6

30.4

24.2

13.0

0.9

19.3

1.3

52.9

28.9

36.3

23.2

23.9

14.0

17.0

8.0

0.6

18.6

1.6

52.9

30.1

32.7

26.5

25.6

16.4

14.4

7.4

0.7

17.4

2.1

59.8

29.2

28.7

20.2

18.9

16.7

12.1

4.5

1.1

16.8

1.6

0 20 40 60

平成28年

平成30年

令和２年

令和４年

令和６年
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７ 商業の活性化について 

７－１ 商品の購入状況 

問16．あなたは、次の商品を主にどの商店で購入していますか。【○はそれぞれに１つ】  

「市内の大型店・チェーン店」で購入される機会が多い。 
「食料品」 89.0％、「衣服・服飾品」 61.2％、「家具・家電」 67.4％ 

 商品の購入先（ア）食料品  

 

【全体】では、「市内（大型店・チェーン店）（89.0％）」が８割台で最も高く、属性別でも

全て８割を超えています。 

属性別で【全体】より目立って差のみられるものは、「市内（個人商店）」の【年代別】18～

19歳（9.1％）が7.9ポイント、「市内（大型店・チェーン店）」の【年代別】20～29歳（95.7％）

が6.7ポイント、【性別】回答しない（94.1％）が5.1ポイント、「市外（大型店・チェーン店）」

の【年代別】50～59歳（11.1％）が5.8ポイント高い一方、「市内（大型店・チェーン店）」の

【年代別】18～19歳（81.8％）が7.2ポイント低くなっています。 

  

<回答数>

【全体】 1,095人

【性別】

男性 489人

女性 580人

回答しない 17人

【年代別】

18～19歳 11人

20～29歳 69人

30～39歳 144人

40～49歳 160人

50～59歳 180人

60～69歳 192人

70～79歳 236人

80歳以上 96人

【経年比較】

平成28年

平成30年

令和２年

令和４年

令和６年

<属性>

1.2

1.2

1.0

5.9

9.1

1.4

2.1

0.6

0.6

0.0

1.7

2.1

1.5

2.1

1.6

1.6

1.2

89.0

87.9

89.8

94.1

81.8

95.7

87.5

85.6

87.2

91.7

90.3

88.5

86.0

87.2

91.2

89.9

89.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.5

0.2

0.0

0.0

0.0

5.3

6.5

4.5

0.0

0.0

1.4

8.3

8.1

11.1

2.1

2.1

3.1

5.3

6.6

4.2

3.6

5.3

0.8

0.8

0.9

0.0

0.0

1.4

0.0

1.9

1.1

1.6

0.0

0.0

0.9

0.9

0.8

0.8

0.8

3.7

3.5

3.8

0.0

9.1

0.0

2.1

3.8

0.0

4.7

5.9

6.3

5.8

3.0

2.2

4.1

3.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市内

（個人商店）

市内

（大型店・
チェーン

店）

市外

（個人商店）

市外

（大型店・
チェーン

店）

通信販売

（テレビ、

インター
ネット、

雑誌など）

（無回答）
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 商品の購入先（イ）衣服・服飾品  

 

【全体】では、「市内（大型店・チェーン店）（61.2％）」が６割台、「市外（大型店・チェー

ン店）（18.5％）、通信販売（テレビ、インターネット、雑誌など）（13.6％）」が１割台となっ

ています。 

属性別で【全体】より目立って差のみられるものは、「市外（大型店・チェーン店）」の【年

代別】18～19歳（45.5％）が27.0ポイント高い一方、「市内（大型店・チェーン店）」の【年代

別】18～19歳（18.2％）が43.0ポイント、【年代別】20～29歳（40.6％）が20.6ポイント低く

なっています。 

【年代別】では、年代が上がるごとに「市内（大型店・チェーン店）」の割合が上昇、「市外

（大型店・チェーン店）」は低下する傾向がみられます。また、「通信販売（テレビ、インター

ネット、雑誌など）」は20～49歳で２割台と他の年代より高くなっています。 

【経年比較】では、年を追うごとに「通信販売（テレビ、インターネット、雑誌など）」の

割合が上昇する傾向がみられます。 

  

<回答数>

【全体】 1,095人

【性別】

男性 489人

女性 580人

回答しない 17人

【年代別】

18～19歳 11人

20～29歳 69人

30～39歳 144人

40～49歳 160人

50～59歳 180人

60～69歳 192人

70～79歳 236人

80歳以上 96人

【経年比較】

平成28年

平成30年

令和２年

令和４年

令和６年

<属性>

1.3

0.6

1.9

0.0

9.1

1.4

0.0

0.0

0.6

0.5

2.5

4.2

1.1

1.2

0.8

0.8

1.3

61.2

64.6

58.1

58.8

18.2

40.6

48.6

54.4

63.9

63.5

72.5

71.9

60.4

64.5

63.3

63.0

61.2

0.6

0.8

0.5

0.0

9.1

0.0

2.1

0.0

0.6

0.5

0.4

0.0

1.6

0.9

0.8

0.1

0.6

18.5

19.4

17.8

23.5

45.5

34.8

20.1

20.0

20.6

21.4

11.9

7.3

23.0

22.8

21.0

18.0

18.5

13.6

9.8

16.9

17.6

9.1

21.7

26.4

21.9

14.4

7.8

5.9

5.2

6.5

6.4

10.9

11.8

13.6

4.7

4.7

4.8

0.0

9.1

1.4

2.8

3.8

0.0

6.3

6.8

11.5

7.4

4.3

3.3

6.3

4.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市内

（個人商店）

市内

（大型店・
チェーン

店）

市外

（個人商店）

市外

（大型店・
チェーン

店）

通信販売

（テレビ、

インター
ネット、

雑誌など）

（無回答）
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 商品の購入先（ウ）家具・家電  

 

【全体】では、「市内（大型店・チェーン店）（67.4％）」が６割台、「通信販売（テレビ、イ

ンターネット、雑誌など）（13.8％）、市外（大型店・チェーン店）（12.3％）」が１割台となっ

ています。 

属性別で【全体】より目立って差のみられるものは、「通信販売（テレビ、インターネット、

雑誌など）」の【性別】回答しない（35.3％）が21.5ポイント高い一方、「市内（大型店・チェ

ーン店）」の【性別】回答しない（41.2％）が26.2ポイント、【年代別】18～19歳（45.5％）が

21.9ポイント低くなっています。 

【年代別】では、年代が上がるごとに「市内（大型店・チェーン店）」の割合が上昇、「市外

（大型店・チェーン店）」は低下する傾向がみられます。また、「通信販売（テレビ、インター

ネット、雑誌など）」は20～39歳で２割を超え他の年代より高くなっています。 

  

<回答数>

【全体】 1,095人

【性別】

男性 489人

女性 580人

回答しない 17人

【年代別】

18～19歳 11人

20～29歳 69人

30～39歳 144人

40～49歳 160人

50～59歳 180人

60～69歳 192人

70～79歳 236人

80歳以上 96人

【経年比較】

平成28年

平成30年

令和２年

令和４年

令和６年

<属性>

1.0

0.6

1.4

0.0

9.1

1.4

0.7

0.0

1.1

0.0

1.7

2.1

1.3

2.0

1.9

1.2

1.0

67.4

66.7

68.6

41.2

45.5

53.6

50.7

61.9

71.1

76.0

72.9

76.0

69.7

70.4

68.4

70.9

67.4

0.5

0.6

0.3

0.0

0.0

0.0

0.7

0.6

0.6

0.0

0.8

0.0

0.5

0.5

0.9

0.4

0.5

12.3

12.3

12.1

23.5

27.3

20.3

13.9

15.0

11.7

12.0

10.2

5.2

14.1

12.6

15.8

11.9

12.3

13.8

14.5

12.8

35.3

9.1

24.6

30.6

18.1

15.6

5.7

7.6

3.1

7.4

10.2

9.8

9.0

13.8

5.0

5.3

4.8

0.0

9.1

0.0

3.5

4.4

0.0

6.3

6.8

13.5

7.0

4.3

3.3

6.6

5.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市内

（個人商店）

市内

（大型店・
チェーン

店）

市外

（個人商店）

市外

（大型店・
チェーン

店）

通信販売

（テレビ、

インター
ネット、

雑誌など）

（無回答）
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７－２ 日用品の買物での利便性 

問17．あなたは、食料品などの日用品の買い物で不便を感じていますか。【○は１つ】  

「不便を感じている」 20.7％、「不便は感じていない」 76.7％ 

 日用品の買物での利便性  

 

【全体】では、「不便を感じている（20.7％）」が２割強、「不便は感じていない（76.7％）」

は７割台となっています。 

「不便を感じている」をみると、【性別】では、女性（24.7％）が男性（16.2％）より8.5ポ

イント高くなっています。【年代別】では、回答数が少ない「18～19歳（36.4％）」を除き、年

代が上がるごとに割合が上昇する傾向がみられますが、最も高い「80歳以上（27.1％）」でも

２割台に留まります。【地区別】では、「大岡地区（26.8％）、松山地区（24.1％）、野本地区（22.1％）、

高坂丘陵地区（21.7％）」が２割台で【全体】を超えています。 

  

<回答数>

【全体】 1,095人

【性別】

男性 489人

女性 580人

回答しない 17人

【年代別】

18～19歳 11人

20～29歳 69人

30～39歳 144人

40～49歳 160人

50～59歳 180人

60～69歳 192人

70～79歳 236人

80歳以上 96人

（無回答） 7人

【地区別】

松山地区 427人

大岡地区 41人

平野地区 120人

唐子地区 113人

高坂地区 171人

高坂丘陵地区 69人

野本地区 131人

<属性>

20.7

16.2

24.7

29.4

36.4

13.0

18.8

18.1

21.7

19.8

23.3

27.1

0.0

24.1

26.8

16.7

19.5

14.0

21.7

22.1

76.7

81.2

73.1

70.6

63.6

87.0

81.3

81.3

77.2

75.5

74.6

63.5

71.4

74.2

70.7

76.7

79.6

84.2

76.8

74.0

2.6

2.7

2.2

0.0

0.0

0.0

0.0

0.6

1.1

4.7

2.1

9.4

28.6

1.6

2.4

6.7

0.9

1.8

1.4

3.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

不便を

感じている

不便は

感じていない
（無回答） 
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７－３ 買物で不便を感じる理由 

（問17で「不便を感じている」とお答えの方におたずねします。） 

問17-1．どのようなことで不便を感じていますか。【○はいくつでも】  

「近くにお店がない」 75.8％ 

 買物で不便を感じる理由（全体・性別） 

 

【全体】では、「近くにお店がない（75.8％）」の割合が７割台で最も高く、次いで「バスな

どの公共交通機関の停留所が遠い、運行本数が少ない（22.5％）、家族等の協力がないと買い

物ができない（21.6％）」が２割台で続いています。 

【性別】では、女性は「近くにお店がない（73.4％）、家族等の協力がないと買い物ができ

ない（26.6％）、バスなどの公共交通機関の停留所が遠い、運行本数が少ない（22.4％）」の順

に高く、男性の上位３項目は【全体】と変わらず、割合は78.5％、22.8％、12.7％となってい

ます。 

また、「家族等の協力がないと買い物ができない」は女性（26.6％）が男性（12.7％）より

13.9ポイント、「自動車や自転車の運転に不安がある」は女性（21.7％）が男性（11.4％）よ

り10.3ポイント高く差がみられます。 

  

(％)

近くにお店がない

バスなどの
公共交通機関の停留所が遠い、
運行本数が少ない

家族等の協力がないと
買い物ができない

自動車や自転車の運転に
不安がある

デマンドタクシーの
乗降ポイントが少ない

その他

（無回答）

75.8

22.5

21.6

17.6

6.6

15.4

1.3

78.5

22.8

12.7

11.4

8.9

10.1

1.3

73.4

22.4

26.6

21.7

5.6

18.9

1.4

0 20 40 60 80 100

全体（ 227人）

男性（ 79人）

女性（ 143人）
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 買物で不便を感じる理由（地区別） 

 

【地区別】では、「近くにお店がない」の「大岡地区（100.0％）」、「バスなどの公共交通機

関の停留所が遠い、運行本数が少ない」の「唐子地区（45.5％）」、「家族等の協力がないと買

い物ができない」の「平野地区（35.0％）」などが他の地区に比べ割合が高くなっています。 

  

(％)

近くにお店がない

バスなどの
公共交通機関の停留所が遠い、
運行本数が少ない

家族等の協力がないと
買い物ができない

自動車や自転車の運転に
不安がある

デマンドタクシーの
乗降ポイントが少ない

その他

（無回答）

75.8

22.5

21.6

17.6

6.6

15.4

1.3

71.8

16.5

24.3

18.4

5.8

16.5

1.0

100.0

36.4

9.1

0.0

18.2

0.0

0.0

85.0

30.0

35.0

25.0

5.0

10.0

0.0

72.7

45.5

18.2

27.3

18.2

9.1

0.0

83.3

16.7

12.5

8.3

8.3

12.5

0.0

73.3

20.0

13.3

20.0

0.0

20.0

6.7

69.0

24.1

24.1

17.2

0.0

27.6

3.4

0 20 40 60 80 100

全体 （ 227人）

松山地区 （ 103人）

大岡地区 （ 11人）

平野地区 （ 20人）

唐子地区 （ 22人）

高坂地区 （ 24人）

高坂丘陵地区（ 15人）

野本地区 （ 29人）
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８ 協働によるまちづくりについて 

８－１ 地域活動への参加状況 

問18．あなたは、現在、自治会活動や地域の行事などに参加していますか。【○は１つ】 

『参加している』 40.7％ 

 地域活動への参加状況（１／２） 

  

<回答数>

【全体】 1,095人

【性別】

男性 489人

女性 580人

回答しない 17人

【年代別】

18～19歳 11人

20～29歳 69人

30～39歳 144人

40～49歳 160人

50～59歳 180人

60～69歳 192人

70～79歳 236人

80歳以上 96人

【地区別】

松山地区 427人

大岡地区 41人

平野地区 120人

唐子地区 113人

高坂地区 171人

高坂丘陵地区 69人

野本地区 131人

【居住年数別】

２年未満 37人

２年以上５年未満 75人

５年以上10年未満 95人

10年以上20年未満 127人

20年以上30年未満 126人

30年以上40年未満 236人

40年以上50年未満 133人

50年以上 263人

【経年比較】

平成28年

平成30年

令和２年

令和４年

令和６年

<属性>

13.0

16.6

10.2

5.9

0.0

0.0

9.0

5.6

10.0

14.6

22.0

21.9

7.0

26.8

15.0

12.4

17.0

7.2

24.4

10.8

4.0

9.5

6.3

7.9

11.0

19.5

21.3

14.8

14.3

11.5

14.5

13.0

27.7

25.2

29.1

41.2

9.1

14.5

29.9

27.5

26.7

30.2

28.0

31.3

24.8

43.9

28.3

31.9

26.3

42.0

22.1

18.9

21.3

30.5

33.1

27.0

30.1

22.6

27.8

26.7

26.7

24.7

26.1

27.7

31.8

30.7

33.1

29.4

72.7

24.6

26.4

35.0

31.1

33.3

33.9

29.2

34.2

14.6

32.5

36.3

31.0

34.8

26.7

8.1

18.7

23.2

32.3

37.3

36.0

35.3

33.5

29.4

29.5

31.7

31.1

31.8

26.8

27.0

27.1

17.6

18.2

60.9

34.7

31.3

31.7

20.8

15.7

15.6

33.3

14.6

22.5

17.7

25.7

15.9

26.7

62.2

56.0

36.8

26.8

27.8

21.6

21.8

17.1

26.7

26.8

30.3

26.6

26.8

0.7

0.6

0.5

5.9

0.0

0.0

0.0

0.6

0.6

1.0

0.4

2.1

0.7

0.0

1.7

1.8

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

1.6

0.0

1.3

0.8

0.4

2.4

2.7

1.8

1.7

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

よく

参加して
いる

ときどき

参加して
いる

あまり

参加して
いない

参加した

ことは
ない

（無回答） 
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 地域活動への参加状況（２／２） 

 

「よく参加している」と「ときどき参加している」を合わせて『参加している』、「参加した

ことはない」と「あまり参加していない」を合わせて『参加していない』とします。 

【全体】では、『参加している（40.7％）』が４割強、『参加していない（58.6％）』が５割台

となっています。 

【年代別】では、年代が上がるごとに『参加している』の割合が上昇する傾向がみられます。 

 回答数が少ないですが「18～19歳（72.7％）」の「あまり参加していない」は７割台、「20～

29歳（60.9％）」の「参加したことはない」は６割強と高くなっています。 

【地区別】では、『参加している』は「大岡地区（70.7％）」が７割強で最も高く、「松山地

区（31.8％）」が３割台で最も低く、他の地区は４割台となっています。 

 「よく参加している」は「大岡地区（26.8％）、野本地区（24.4％）」が２割台で他の地区よ

り高くなっています。 

【居住年数別】では、『参加している』は「50年以上（49.1％）」が５割弱で最も高く、「２

年以上５年未満（25.3％）」が２割台で最も低くなっています。 

 「よく参加している」についても「50年以上（21.3％）」が２割台で最も高くなっています。 

【職業別】では、『参加している』は「家事・育児・介護に専業（49.2％）」が５割弱で最も

高く、「学生（11.1％）」が１割台で最も低くなっています。 

 「よく参加している」は「無職（21.3％）」が２割台で最も高くなっています。 

【通勤時間別】では、『参加している』は「0分（自宅勤務）（52.0％）」が５割台で最も高く

なっています。  

<回答数>

【全体】 1,095人

【職業別】

有職男性 307人

有職女性 297人

学生 27人

その他 35人

138人

無職 268人

【通勤時間別】

0分（自宅勤務） 50人

15分未満 182人

15分以上30分未満 186人

30分以上60分未満 110人

60分以上90分未満 72人

90分以上120分未満 40人

120分以上 30人

<属性>

家事・育児・介護に専業

13.0

12.7

6.4

0.0

8.6

15.9

21.3

12.0

12.6

7.5

9.1

4.2

10.0

6.7

27.7

25.7

29.0

11.1

34.3

33.3

24.3

40.0

26.9

27.4

19.1

29.2

37.5

16.7

31.8

32.2

31.0

51.9

22.9

32.6

32.5

32.0

30.8

32.8

36.4

31.9

17.5

33.3

26.8

29.0

33.0

37.0

31.4

18.1

20.9

12.0

29.1

32.3

35.5

33.3

35.0

43.3

0.7

0.3

0.7

0.0

2.9

0.0

1.1

4.0

0.5

0.0

0.0

1.4

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

よく

参加して

いる

ときどき

参加して

いる

あまり

参加して

いない

参加した

ことは

ない

（無回答） 
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８－２ ボランティア活動への参加状況 

問19．あなたは、団体、サークルまたは個人などでボランティア（社会貢献）活動をしています

か。【○は１つ】 

『活動経験がある』 24.1％ 

 ボランティア活動への参加状況（１／２） 

  

<回答数>

【全体】 1,095人

【性別】

男性 489人

女性 580人

回答しない 17人

【年代別】

18～19歳 11人

20～29歳 69人

30～39歳 144人

40～49歳 160人

50～59歳 180人

60～69歳 192人

70～79歳 236人

80歳以上 96人

【地区別】

松山地区 427人

大岡地区 41人

平野地区 120人

唐子地区 113人

高坂地区 171人

高坂丘陵地区 69人

野本地区 131人

【居住年数別】

２年未満 37人

２年以上５年未満 75人

５年以上10年未満 95人

10年以上20年未満 127人

20年以上30年未満 126人

30年以上40年未満 236人

40年以上50年未満 133人

50年以上 263人

【経年比較】

平成28年

平成30年

令和２年

令和４年

令和６年

<属性>

9.7

9.4

10.2

5.9

18.2

2.9

4.2

8.1

5.6

10.4

18.6

9.4

9.1

9.8

9.2

9.7

8.8

10.1

14.5

0.0

5.3

6.3

8.7

7.9

8.9

13.5

13.7

13.8

11.1

8.5

10.0

9.7

14.4

14.9

14.1

11.8

36.4

13.0

6.9

7.5

11.1

8.9

22.5

34.4

13.8

19.5

12.5

14.2

12.3

24.6

16.0

5.4

8.0

6.3

11.8

16.7

13.6

11.3

22.8

11.0

16.3

16.7

18.1

14.4

29.5

28.4

31.0

17.6

27.3

26.1

36.8

34.4

38.9

41.1

16.5

4.2

28.3

34.1

28.3

28.3

36.8

24.6

27.5

43.2

34.7

31.6

35.4

34.1

29.7

26.3

22.1

35.7

33.0

32.6

32.1

29.5

43.1

44.2

41.6

58.8

18.2

58.0

51.4

48.1

43.3

35.9

38.1

40.6

45.9

34.1

45.8

45.1

39.8

39.1

37.4

51.4

50.7

54.7

41.7

39.7

44.9

43.6

36.1

34.4

35.2

38.6

36.8

43.1

3.3

3.1

3.1

5.9

0.0

0.0

0.7

1.9

1.1

3.6

4.2

11.5

2.8

2.4

4.2

2.7

2.3

1.4

4.6

0.0

1.3

1.1

2.4

1.6

3.0

5.3

5.3

5.1

4.4

3.6

3.0

3.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

現在活動

している

以前

活動していた
が現在は

していない

将来

活動して
みたいと

思っている

今後も

活動する
つもりはない

（無回答） 



III 調査の結果 

- 82 - 

 

 ボランティア活動への参加状況（２／２） 

 

「現在活動している」と「以前活動していたが現在はしていない」を合わせて『活動経験が

ある』、「今後も活動するつもりはない」と「将来活動してみたいと思っている」を合わせて『活

動経験はない』とします。 

【全体】では、『活動経験がある（24.1％）』が２割台、『活動経験はない（72.6％）』が７割

台となっています。 

【年代別】では、『活動経験がある』は70歳以上が４割台、回答数が少ないですが「18～19

歳（54.6％）」が５割台で高くなっています。 

 20歳～69歳では、年代が上がるごとに「今後も活動するつもりはない」の割合が低下、「将

来活動してみたいと思っている」が上昇する傾向がみられます。 

【地区別】では、『活動経験がある』は「高坂丘陵地区（34.7％）、野本地区（30.5％）、大

岡地区（29.3％）」の割合が【全体】より高くなっています。 

【居住年数別】では、年を経るごとに『活動経験がある』と「現在活動している」の割合が

上昇、「将来活動してみたいと思っている」が低下する傾向がみられます。 

【職業別】では、『活動経験がある』は「学生（40.7％）、家事・育児・介護に専業（33.3％）、

無職（31.7％）」の割合が【全体】より高い一方、「有職女性（15.1％）」は１割台と低くなっ

ています。 

【通勤時間別】では、時間が短いほど「現在活動している」の割合が上昇する傾向がみられ

ます。  

<回答数>

【全体】 1,095人

【職業別】

有職男性 307人

有職女性 297人

学生 27人

その他 35人

138人

無職 268人

【通勤時間別】

0分（自宅勤務） 50人

15分未満 182人

15分以上30分未満 186人

30分以上60分未満 110人

60分以上90分未満 72人

90分以上120分未満 40人

120分以上 30人

<属性>

家事・育児・介護に専業

9.7

9.4

7.7

14.8

11.4

14.5

9.7

14.0

12.6

10.8

4.5

2.8

5.0

3.3

14.4

11.4

7.4

25.9

11.4

18.8

22.0

14.0

9.3

8.6

9.1

12.5

10.0

20.0

29.5

34.2

37.0

22.2

37.1

26.8

18.7

38.0

36.8

28.0

36.4

44.4

42.5

23.3

43.1

43.0

46.1

37.0

34.3

38.4

43.7

26.0

39.6

50.0

49.1

40.3

42.5

50.0

3.3

2.0

1.7

0.0

5.7

1.4

6.0

8.0

1.6

2.7

0.9

0.0

0.0

3.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

現在活動

している

以前

活動していた
が現在は

していない

将来

活動して
みたいと

思っている

今後も

活動する

つもりはない

（無回答） 
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８－３ 活動している分野 

（問19で「現在活動している」とお答えの方におたずねします。） 

問19―１．活動しているのはどの分野ですか。【○はいくつでも】 

「こどもの健全育成」 26.4％、「スポーツ」 25.5％、「保健・医療・福祉」 22.6％ 

 活動している分野（全体・性別） 

 

【全体】では、「こどもの健全育成（26.4％）」の割合が２割台で最も高く、次いで「スポー

ツ（25.5％）、保健・医療・福祉（22.6％）」も２割台で続いています。 

【性別】では、男性は「スポーツ（43.5％）、こどもの健全育成（30.4％）、保健・医療・福

祉（17.4％）」、女性は「保健・医療・福祉（25.4％）、こどもの健全育成（23.7％）、スポーツ

（11.9％）、生涯学習（11.9％）」の順に高くなっています。 

また、「スポーツ」は男性（43.5％）が女性（11.9％）より31.6ポイント、「生涯学習」は女

性（11.9％）が男性（2.2％）より9.7ポイント高く差がみられます。 

  

(％)

こどもの健全育成

スポーツ

保健・医療・福祉

地域安全

環境保全

生涯学習

国際交流

災害救援

その他

 ※ （無回答）はありません。

26.4

25.5

22.6

12.3

10.4

7.5

6.6

1.9

15.1

30.4

43.5

17.4

15.2

10.9

2.2

6.5

4.3

8.7

23.7

11.9

25.4

10.2

8.5

11.9

6.8

0.0

20.3

0 10 20 30 40 50

全体（ 106人）

男性（ 46人）

女性（ 59人）
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 活動している分野（経年比較） 

 

【経年比較】では、直近５回の調査で「こどもの健全育成（26.4％）、国際交流（6.6％）」

は令和６年が最も高くなっています。一方、「スポーツ（25.5％）、環境保全（10.4％）」は最

も低くなっています。 

また、前回（令和４年）と比較して差がみられたのは、「生涯学習（7.5％）」が7.7ポイント

低くなっています。 

  

(％)

こどもの健全育成

スポーツ

保健・医療・福祉

地域安全

環境保全

生涯学習

国際交流

災害救援

その他

（無回答）

※「災害救援」は、令和４年より追加されました。

23.0

26.4

17.4

16.3

18.0

12.9

5.1

15.2

1.1

19.3

30.4

25.9

12.6

11.9

6.7

3.0

15.6

1.5

25.7

31.2

21.1

22.9

12.8

7.3

4.6

23.9

2.8

21.4

27.7

24.1

11.6

12.5

15.2

5.4

6.3

21.4

0.9

26.4

25.5

22.6

12.3

10.4

7.5

6.6

1.9

15.1

0.0

0 10 20 30 40

平成28年

平成30年

令和２年

令和４年

令和６年
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９ 生涯学習・生涯スポーツについて 

９－１ 学習や趣味などの活動状況 

問20．あなたは現在、学習や趣味などの活動を行っていますか。【○はいくつでも】 

「スポーツや野外活動に関すること（軽スポーツ、ハイキングなど）」 25.6％ 

 学習や趣味などの活動状況（全体・性別） 

 

【全体】では、「特に行っていない（45.0％）」の割合が４割台で最も高くなっています。 

 行っている項目をみると、「スポーツや野外活動に関すること（軽スポーツ、ハイキングな

ど）（25.6％）」が２割台で最も高く、次いで「知識・教養や仕事に必要な技能、資格取得に関

すること（15.1％）、芸術に関すること（絵画、陶芸、写真など）（10.3％）」が続いています。 

【性別】では、男性は「スポーツや野外活動に関すること（軽スポーツ、ハイキングなど）

（34.4％）、知識・教養や仕事に必要な技能、資格取得に関すること（19.2％）、娯楽に関する

こと（囲碁、将棋、手品など）（9.4％）」の順に高く、女性の上位３項目は【全体】と変わら

ず、割合は18.3％、11.6％、11.0％となっています。 

また、「特に行っていない」は女性（50.2％）が男性（39.5％）より10.7ポイント高くなっ

ています。行っている項目については、「スポーツや野外活動に関すること（軽スポーツ、ハ

イキングなど）」は男性（34.4％）が女性（18.3％）より16.1ポイント、「知識・教養や仕事に

必要な技能、資格取得に関すること」は男性（19.2％）が女性（11.6％）より7.6ポイント高

く差がみられます。 

  

(％) (％)

スポーツや野外活動に
関すること（軽スポーツ
、ハイキングなど）

国際・文化に関すること
（華道・茶道
、外国の文化・生活など）

知識・教養や仕事に
必要な技能、資格取得に
関すること

郷土・歴史に関すること
（市の歴史、お祭り
、郷土芸能など）

芸術に関すること
（絵画、陶芸、写真など）

その他

健康・福祉に関すること 特に行っていない

娯楽に関すること
（囲碁、将棋、手品など）

（無回答）

環境・生活に関すること
（自然環境、食生活など）

子育て・教育に関すること

25.6

15.1

10.3

7.8

7.3

6.8

6.5

34.4

19.2

9.0

7.2

9.4

8.0

5.7

18.3

11.6

11.0

8.3

5.7

5.9

7.1

0 10 20 30 40 50 60

5.7

3.8

1.0

45.0

2.5

3.3

5.3

0.8

39.5

2.9

7.6

2.8

1.2

50.2

1.9

0 10 20 30 40 50 60

全体（1,095人）

男性（ 489人）

女性（ 580人）
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 学習や趣味などの活動状況（上位５項目：性別・年代別） 

 

【性別・年代別】では、回答数の少ない「男性・18～19歳（4人）、女性・18～19歳（7人）」

を除き、割合が【全体】より目立って高いものは「スポーツや野外活動に関すること（軽スポ

ーツ、ハイキングなど）」の「男性・30～39歳（45.2％）、男性・50～59歳（38.4％）」、「知識・

教養や仕事に必要な技能、資格取得に関すること」の「男性・20～29歳（44.8％）、男性・30

～39歳（32.3％）」、「芸術に関すること（絵画、陶芸、写真など）」の「女性・30～39歳（21.1％）」、

「娯楽に関すること（囲碁、将棋、手品など）」の「女性・20～29歳（18.4％）」などとなって

います。 

また、「知識・教養や仕事に必要な技能、資格取得に関すること」の男性は、年代が上がる

ごとに割合が低下する傾向がみられます。 

  

スポーツや野外活
動に関すること
（軽スポーツ、ハ
イキングなど）

知識・教養や仕事
に必要な技能、資
格取得に関するこ
と

芸術に関すること
（絵画、陶芸、写
真など）

健康・福祉に関す
ること

娯楽に関すること
（囲碁、将棋、手
品など）

(％) (％) (％) (％) (％)

 全体(1,095人)

 性別：男性

全　　体(489人)

18～19歳(  4人)

20～29歳( 29人)

30～39歳( 62人)

40～49歳( 67人)

50～59歳( 86人)

60～69歳( 79人)

70～79歳(114人)

80歳以上( 48人)

 性別：女性

全　　体(580人)

18～19歳(  7人)

20～29歳( 38人)

30～39歳( 76人)

40～49歳( 90人)

50～59歳( 93人)

60～69歳(112人)

70～79歳(118人)

80歳以上( 46人)

 性別：回答しない

全　　体( 17人)

25.6

34.4

25.0

27.6

45.2

31.3

38.4

32.9

33.3

27.1

18.3

28.6

13.2

15.8

16.7

18.3

23.2

20.3

10.9

17.6

0 20 40 60 80 100

15.1

19.2

75.0

44.8

32.3

22.4

23.3

17.7

6.1

4.2

11.6

71.4

21.1

14.5

16.7

18.3

1.8

6.8

2.2

17.6

0 20 40 60 80 100

10.3

9.0

25.0

10.3

11.3

6.0

10.5

11.4

7.0

6.3

11.0

28.6

13.2

21.1

8.9

3.2

10.7

12.7

6.5

29.4

0 20 40 60 80 100

7.8

7.2

0.0

3.4

9.7

4.5

9.3

5.1

7.9

8.3

8.3

28.6

10.5

5.3

7.8

5.4

7.1

12.7

6.5

5.9

0 20 40 60 80 100

7.3

9.4

0.0

6.9

16.1

10.4

12.8

6.3

7.0

6.3

5.7

14.3

18.4

9.2

4.4

3.2

1.8

5.1

6.5

5.9

0 20 40 60 80 100
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９－２ 生涯学習等の活動を行っている目的 

問21．あなたは、生涯学習としての趣味や習い事の活動について、どのような目的で行ってい

ますか。【○はいくつでも】  

「特に行っていない」 35.7％、「健康・体力づくりをする」 32.9％ 

 生涯学習等の活動を行っている目的（全体・性別） 

 

【全体】では、「特に行っていない（35.7％）」の割合が３割台で最も高くなっています。 

 行っている目的でみると、「健康・体力づくりをする（32.9％）」の割合が３割台で最も高く、

次いで「趣味を豊かにする（27.2％）、生きがいを高める（22.8％）」が２割台で続いています。 

【性別】では、上位３項目は【全体】と変わらず、男性の割合は35.8％、26.6％、22.1％、

女性の割合は31.0％、28.4％、23.8％となっています。 

また、「親しい友人を得て人間関係を広める」は女性（17.4％）が男性（10.2％）より7.2ポ

イント高く差がみられます。 

  

(％) (％)

健康・体力づくりをする
高度な専門知識を
身に付ける

趣味を豊かにする
地域社会の問題解決に
役立てる

生きがいを高める その他

家庭・日常生活を
よりよくする

特に目的はない

教養を高める 特に行っていない

親しい友人を得て
人間関係を広める

（無回答）

将来の生活
（老後の生活など）
に役立てる

資格を取得して
仕事や就職・転職に
役立てる

32.9

27.2

22.8

15.7

14.5

14.1

10.4

6.8

35.8

26.6

22.1

13.3

15.5

10.2

11.0

8.4

31.0

28.4

23.8

18.1

14.0

17.4

9.8

5.3

0 10 20 30 40

5.0

2.6

0.8

2.7

35.7

3.3

6.7

3.5

0.4

3.1

35.6

3.3

3.8

1.7

1.2

2.2

35.9

3.3

0 10 20 30 40

全体（1,095人）

男性（ 489人）

女性（ 580人）
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 生涯学習等の活動を行っている目的（上位５項目：性別・年代別） 

 

【性別・年代別】では、回答数の少ない「男性・18～19歳（4人）、女性・18～19歳（7人）」

を除き、割合が【全体】より目立って高いものは「健康・体力づくりをする」の「男性・50～

59歳（44.2％）」、「趣味を豊かにする」の「女性・20～29歳（50.0％）」、「家庭・日常生活をよ

りよくする」の「女性・30～39歳（36.8％）」、「教養を高める」の「男性・30～39歳（27.4％）

などとなっています。 

また、「趣味を豊かにする」の男女は、年代が上がるごとに割合が低下する傾向がみられま

す。 

  

健康・体力づくり
をする

趣味を豊かにする 生きがいを高める 家庭・日常生活を
よりよくする

教養を高める

(％) (％) (％) (％) (％)

 全体(1,095人)

 性別：男性

全　　体(489人)

18～19歳(  4人)

20～29歳( 29人)

30～39歳( 62人)

40～49歳( 67人)

50～59歳( 86人)

60～69歳( 79人)

70～79歳(114人)

80歳以上( 48人)

 性別：女性

全　　体(580人)

18～19歳(  7人)

20～29歳( 38人)

30～39歳( 76人)

40～49歳( 90人)

50～59歳( 93人)

60～69歳(112人)

70～79歳(118人)

80歳以上( 46人)

 性別：回答しない

全　　体( 17人)

32.9

35.8

50.0

31.0

37.1

32.8

44.2

38.0

31.6

31.3

31.0

42.9

31.6

27.6

32.2

23.7

34.8

35.6

26.1

17.6

0 20 40 60 80 100

27.2

26.6

50.0

34.5

30.6

32.8

29.1

21.5

23.7

16.7

28.4

57.1

50.0

35.5

27.8

22.6

24.1

31.4

10.9

17.6

0 20 40 60 80 100

22.8

22.1

25.0

10.3

22.6

20.9

20.9

24.1

25.4

20.8

23.8

42.9

28.9

25.0

20.0

22.6

25.9

25.4

15.2

11.8

0 20 40 60 80 100

15.7

13.3

25.0

6.9

16.1

14.9

16.3

8.9

13.2

12.5

18.1

42.9

13.2

36.8

22.2

11.8

14.3

16.9

4.3

5.9

0 20 40 60 80 100

14.5

15.5

50.0

13.8

27.4

16.4

19.8

13.9

10.5

4.2

14.0

71.4

15.8

17.1

21.1

18.3

5.4

9.3

8.7

11.8

0 20 40 60 80 100
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 生涯学習等の活動を行っている目的（経年比較） 

 

【経年比較】では、直近５回の調査で「特に行っていない（35.7％）」は令和６年が最も高

く、「趣味を豊かにする（27.2％）、生きがいを高める（22.8％）、家庭・日常生活をよりよく

する（15.7％）」など６項目で最も低くなっています。 

  

(％)

健康・体力づくりをする

趣味を豊かにする

生きがいを高める

家庭・日常生活をよりよくする

教養を高める

親しい友人を得て
人間関係を広める

将来の生活（老後の生活など）
に役立てる

資格を取得して
仕事や就職・転職に役立てる

高度な専門知識を身に付ける

地域社会の問題解決に役立てる

その他

特に目的はない

特に行っていない

（無回答）

35.0

28.7

27.9

16.4

14.7

21.1

10.2

7.7

5.1

2.5

0.9

2.2

31.3

5.0

33.6

27.7

27.2

16.9

13.8

21.6

10.6

6.9

6.0

2.6

0.7

3.4

31.4

6.3

32.4

27.3

26.1

17.6

16.1

16.9

10.2

6.9

5.3

2.7

1.1

4.2

32.7

4.9

34.4

29.1

29.1

19.9

16.8

17.2

13.8

8.4

6.2

3.1

0.9

2.9

31.6

5.3

32.9

27.2

22.8

15.7

14.5

14.1

10.4

6.8

5.0

2.6

0.8

2.7

35.7

3.3

0 10 20 30 40

平成28年

平成30年

令和２年

令和４年

令和６年
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９－３ 運動（スポーツなど）を行う頻度 

問22．あなたは、過去１年間に運動（スポーツ、ウォーキング、散歩、体操など）を平均してどの

くらい行いましたか。【○は１つ】 

『習慣的に運動を行っている』 58.8％ 

 運動（スポーツなど）を行う頻度  

 
  

<回答数>

【全体】 1,095人

【性別】

男性 489人

女性 580人

回答しない 17人

【年代別】

18～19歳 11人

20～29歳 69人

30～39歳 144人

40～49歳 160人

50～59歳 180人

60～69歳 192人

70～79歳 236人

80歳以上 96人

【職業別】

有職男性 307人

有職女性 297人

学生 27人

その他 35人

138人

無職 268人

【通勤時間別】

0分（自宅勤務） 50人

15分未満 182人

15分以上30分未満 186人

30分以上60分未満 110人

60分以上90分未満 72人

90分以上120分未満 40人

120分以上 30人

【経年比較】

平成28年

平成30年

令和２年

令和４年

令和６年

<属性>

家事・育児・介護に専業

17.8

19.6

16.0

11.8

36.4

13.0

13.9

13.8

13.3

20.8

21.6

22.9

18.2

11.8

22.2

17.1

21.0

22.0

26.0

12.1

16.1

14.5

18.1

5.0

23.3

7.8

14.5

18.3

17.3

17.8

25.5

25.8

25.3

29.4

18.2

15.9

20.8

21.3

22.2

28.6

33.5

28.1

23.8

21.5

18.5

28.6

29.0

29.5

24.0

25.8

24.7

17.3

22.2

25.0

13.3

17.0

24.4

26.2

22.5

25.5

15.5

14.3

16.9

11.8

9.1

29.0

21.5

10.0

20.6

13.5

12.7

9.4

17.6

19.9

14.8

11.4

15.9

10.1

10.0

21.4

15.6

15.5

25.0

15.0

23.3

13.7

15.5

14.4

16.0

15.5

8.9

9.2

8.8

5.9

9.1

13.0

10.4

12.5

8.9

9.9

5.1

5.2

10.7

8.8

14.8

11.4

10.9

5.6

10.0

8.2

8.1

16.4

6.9

10.0

10.0

8.6

8.7

8.1

11.8

8.9

11.4

9.6

12.9

17.6

0.0

10.1

17.4

19.4

13.3

7.3

7.6

6.3

10.7

18.2

3.7

5.7

8.0

8.2

10.0

13.2

17.2

11.8

13.9

12.5

10.0

14.1

14.3

12.2

11.9

11.4

19.3

19.4

19.1

17.6

18.2

18.8

16.0

21.9

21.1

18.8

16.5

25.0

18.6

19.9

22.2

17.1

13.8

21.3

18.0

17.6

17.7

24.5

13.9

32.5

20.0

35.6

19.2

18.7

18.4

19.3

1.6

2.0

0.9

5.9

9.1

0.0

0.0

1.3

0.6

1.0

3.0

3.1

0.3

0.0

3.7

8.6

1.4

3.4

2.0

1.6

0.5

0.0

0.0

0.0

0.0

3.2

3.4

2.1

2.3

1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ほぼ毎日
週に

２～３回
週に１回 月に１回 年に数回

行わな

かった
（無回答）
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「ほぼ毎日」、「週に２～３回」、「週に１回」を合わせて『習慣的に運動を行っている』、「行

わなかった」、「年に数回」、「月に１回」を合わせて『習慣的に運動を行っていない』とします。 

【全体】では、『習慣的に運動を行っている（58.8％）』が５割台、『習慣的に運動を行って

いない（39.6％）』が４割弱となっています。 

【性別】では、男女に大きな差はみられませんが、男性が女性より運動する頻度は高い傾向

がみられます。 

【年代別】では、『習慣的に運動を行っている』は「40～49歳（45.1％）」が最も低く４割台、

他の年代は５割を超えています。回答数が少ない「18～19歳（36.4％）」を除き、60歳以上は

「ほぼ毎日」が２割を超えています。 

【職業別】では、『習慣的に運動を行っている』は「家事・育児・介護に専業（65.9％）、無

職（61.6％）、有職男性（59.6％）」の割合が【全体】より高くなっています。 

【経年比較】では、『習慣的に運動を行っている』は平成30年以降５割台を維持しています。 
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９－４ 運動（スポーツなど）を１回に行う時間 

（問22で「ほぼ毎日」、「週に２～３回」、「週に１回」とお答えの方におたずねします。） 

問22―１．１回にどのくらいの時間行いましたか。【○は１つ】  

「３０分以上６０分未満」 45.8％、『30分以上』 78.4％ 

 運動（スポーツなど）を１回に行う時間  

 
  

<回答数>

【全体】 644人

【性別】

男性 292人

女性 338人

回答しない 9人

【年代別】

18～19歳 7人

20～29歳 40人

30～39歳 81人

40～49歳 72人

50～59歳 101人

60～69歳 121人

70～79歳 160人

80歳以上 58人

【職業別】

有職男性 183人

有職女性 158人

学生 15人

その他 20人

91人

無職 165人

【通勤時間別】

0分（自宅勤務） 30人

15分未満 108人

15分以上30分未満 105人

30分以上60分未満 52人

60分以上90分未満 47人

90分以上120分未満 18人

120分以上 18人

【経年比較】

平成28年

平成30年

令和２年

令和４年

令和６年

<属性>

家事・育児・介護に専業

32.6

40.1

26.6

11.1

42.9

40.0

29.6

36.1

31.7

36.4

28.8

31.0

42.1

22.8

46.7

50.0

26.4

33.3

30.0

34.3

35.2

30.8

36.2

44.4

33.3

51.0

40.8

33.7

37.8

32.6

45.8

42.1

48.8

44.4

42.9

40.0

45.7

43.1

43.6

40.5

51.3

51.7

36.6

52.5

40.0

50.0

46.2

47.9

53.3

44.4

44.8

34.6

40.4

44.4

55.6

32.3

37.4

45.6

39.4

45.8

21.0

17.1

24.3

33.3

14.3

20.0

24.7

20.8

23.8

22.3

18.8

17.2

20.2

24.7

13.3

0.0

26.4

18.8

13.3

20.4

19.0

34.6

23.4

11.1

11.1

14.9

19.4

19.8

21.4

21.0

0.6

0.7

0.3

11.1

0.0

0.0

0.0

0.0

1.0

0.8

1.3

0.0

1.1

0.0

0.0

0.0

1.1

0.0

3.3

0.9

1.0

0.0

0.0

0.0

0.0

1.8

2.4

0.9

1.4

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

６０分以上
３０分以上

６０分未満
３０分未満 （無回答） 



III 調査の結果 

- 93 - 

 

【全体】では、「60分以上（32.6％）」が３割台、「30分以上60分未満（45.8％）」が４割台、

「30分未満（21.0％）」が２割台、「60分以上」と「30分以上60分未満」を合わせて『30分以上

（78.4％）』とすると７割台となります。 

【性別】では、「60分以上」は男性（40.1％）が女性（26.6％）より13.5ポイント、『30分以

上』は男性（82.2％）が女性（75.4％）より6.8ポイント高くなっています。 

【年代別】では、『30分以上』は全ての年代が７・８割台で大きな差はみられません。 

【職業別】では、「60分以上」は「有職女性（22.8％）、家事・育児・介護に専業（26.4％）」、

『30分以上』は「家事・育児・介護に専業（72.6％）、有職女性（75.3％）」の割合が【全体】

より低くなっています。 

【経年比較】では、直近５回の調査で『30分以上』は７・８割台と大きな変化はみられませ

んが、年を追うごとに「60分以上」の割合が低下する傾向がみられます。 
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９－５ 日本スリーデーマーチの参加状況 

問23．あなたは、今年で第４７回を迎える日本スリーデーマーチに参加したことがありますか。

【○は１つ】  

「参加したことがある（１～10回）」 53.1％、「参加したことはない」 38.8％ 

 日本スリーデーマーチの参加状況  

 
  

<回答数>

【全体】 1,095人

【性別】

男性 489人

女性 580人

回答しない 17人

【年代別】

18～19歳 11人

20～29歳 69人

30～39歳 144人

40～49歳 160人

50～59歳 180人

60～69歳 192人

70～79歳 236人

80歳以上 96人

【地区別】

松山地区 427人

大岡地区 41人

平野地区 120人

唐子地区 113人

高坂地区 171人

高坂丘陵地区 69人

野本地区 131人

【居住年数別】

２年未満 37人

２年以上５年未満 75人

５年以上10年未満 95人

10年以上20年未満 127人

20年以上30年未満 126人

30年以上40年未満 236人

40年以上50年未満 133人

50年以上 263人

【運動回数別】

ほぼ毎日 195人

週に２～３回 279人

週に１回 170人

月に１回 98人

年に数回 125人

行わなかった 211人

<属性>

53.1

48.1

57.4

41.2

72.7

53.6

48.6

58.1

55.0

47.9

55.1

50.0

48.9

46.3

55.0

63.7

48.5

58.0

61.8

5.4

18.7

20.0

53.5

67.5

64.4

65.4

58.6

58.5

54.8

58.8

53.1

58.4

41.2

5.3

5.9

4.5

11.8

9.1

8.7

6.3

5.0
2.8

4.7

6.4

4.2

4.9

7.3
4.2

0.9

6.4

7.2

6.9

5.4

1.3

0.0

2.4

7.1

6.8

9.0

5.7

6.2

6.8

7.1

2.0

4.8

2.8

1.2

1.2

1.2

0.0

0.0

0.0

0.7

0.6

1.7
1.0

1.7

2.1

1.6

2.4

0.0

0.0

0.6

0.0

3.1

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.8

2.3
2.7

1.0

1.8

1.2

1.0

2.4

0.0

0.7

0.6

0.9

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0
0.0

0.5

1.7

3.1

0.5

0.0

0.0

1.8

1.2

1.4

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.4
0.8

2.3

1.5

0.4

0.6

0.0

1.6

0.5

38.8

42.9

35.5

47.1

18.2

37.7

44.4

35.6

40.6

45.3

33.1

38.5

43.1

43.9

40.0

32.7

42.7

30.4

28.2

89.2

80.0

80.0

44.1

25.4

26.7

18.8

30.0

32.8

35.8

32.4

43.9

32.8

55.5

0.9

1.2

0.5

0.0

0.0

0.0

0.0

0.6

0.0

0.5

2.1

2.1

0.9

0.0

0.8

0.9

0.6

2.9

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.8

3.8

0.8

0.0

0.4

0.0

0.0

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

参加した

ことがある
（１～

１０回）

参加した

ことがある
（１１～

２０回）

参加した

ことがある
（２１～

３０回）

参加した

ことがある
（３１回

以上）

参加した

ことはない
（無回答）
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【全体】では、「参加したことがある（１～10回）（53.1％）」が５割台、回数を問わず『参

加したことがある（60.3％）』では６割強となります。 

【性別】では、『参加したことがある』は女性（64.0％）が男性（55.8％）より8.2ポイント、

「参加したことがある（１～10回）」は女性（57.4％）が男性（48.1％）より9.3ポイント高く

なっています。 

【年代別】では、『参加したことがある』は回答数が少ないですが「18～19歳（81.8％）」が

最も高く８割台、他の年代は５・６割台となっています。 

【地区別】では、『参加したことがある』は「野本地区（71.8％）、高坂丘陵地区（66.6％）、

唐子地区（66.4％）」の割合が【全体】より高く、「参加したことがある（１～10回）」は「唐

子地区（63.7％）、野本地区（61.8％）」が６割台となっています。 

【居住年数別】では、10年以上になると『参加したことがある』の割合が高くなり、「10年

以上20年未満（55.9％）」で５割を超え、「20年以上30年未満（74.6％）」で７割を超えていま

す。 

【運動回数別】では、『参加したことがある』は「行わなかった（44.5％）」が４割台で最も

低く、他は５・６割台となっています。 
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９－６ 公共スポーツ施設利用の有無 

問24．あなたは、公共スポーツ施設（学校のグラウンドや体育館を含む）を利用したことがあり

ますか。【○は１つ】 

「利用したことがある」 44.6％ 

 公共スポーツ施設利用の有無  

 

【全体】では、「利用したことがある（44.6％）」が４割台、「利用したことがない（53.5％）」

が５割台となっています。 

【性別】では、男女に大きな差はみられません。 

【年代別】では、「利用したことがある」は年代が上がるごとに割合が低下する傾向がみら

れ、60歳以降は割合が【全体】より低くなります。 

この設問は「公共スポーツ施設利用の有無」と「公共スポーツ施設に対する満足度」が統合

していたため、直接の比較は行えませんが、前回（令和４年）の結果は、【全体】の「利用し

たことがない（57.4％）」で今回と同程度の割合です。 

  

<回答数>

【全体】 1,095人

【性別】

男性 489人

女性 580人

回答しない 17人

【年代別】

18～19歳 11人

20～29歳 69人

30～39歳 144人

40～49歳 160人

50～59歳 180人

60～69歳 192人

70～79歳 236人

80歳以上 96人

<属性>

44.6

43.8

45.0

47.1

81.8

49.3

45.1

54.4

46.1

37.5

43.2

33.3

53.5

54.6

52.9

52.9

18.2

50.7

54.2

45.0

53.9

60.4

54.2

58.3

1.9

1.6

2.1

0.0

0.0

0.0

0.7

0.6

0.0

2.1

2.5

8.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用したことが

ある

利用したことが

ない
（無回答） 
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９－７ 公共スポーツ施設に対する満足度 

（問24で「利用したことがある」とお答えの方におたずねします。） 

問24―１．公共スポーツ施設を利用して、どのように感じていますか。【○は１つ】  

『満足』 78.7％、『不満』 21.1％ 

 公共スポーツ施設に対する満足度  

 

「満足している」と「まあまあ満足している」を合わせて『満足』、「不満がある」と「やや

不満がある」を合わせて『不満』とします。 

【全体】では、『満足（78.7％）』が７割台、『不満（21.1％）が２割台となっています。 

【性別】では、『満足』は男女に差はなく、回答数が少ないですが「回答しない（62.5％）」

は６割台と低くなっています。また、「満足している」は男性（17.8％）が女性（13.8％）よ

り4.0ポイント高くなっています。 

【年代別】では、回答数が少ない「18～19歳（9人）」を除き、『満足』は「50～59歳（80.7％）、

40～49歳（80.5％）」の８割強を中心に全年代が７・８割台となっていますが、「満足している」

は「50～59歳（7.2％）」が最も低く１割未満、これを中心に年代が離れるほど割合が高く、「20

～29歳（32.4％）、80歳以上（31.3％）」は３割台となっています。 

  

<回答数>

【全体】 488人

【性別】

男性 214人

女性 261人

回答しない 8人

【年代別】

18～19歳 9人

20～29歳 34人

30～39歳 65人

40～49歳 87人

50～59歳 83人

60～69歳 72人

70～79歳 102人

80歳以上 32人

<属性>

15.8

17.8

13.8

25.0

0.0

32.4

15.4

13.8

7.2

12.5

17.6

31.3

62.9

61.7

64.8

37.5

88.9

41.2

61.5

66.7

73.5

66.7

59.8

43.8

16.6

15.9

16.5

37.5

11.1

23.5

10.8

16.1

15.7

18.1

17.6

21.9

4.5

4.2

5.0

0.0

0.0

2.9

12.3

3.4

2.4

2.8

4.9

3.1

0.2

0.5

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

1.2

0.0

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足

している

まあまあ

満足
している

やや

不満
がある

不満

がある
（無回答） 
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９－８ 公共スポーツ施設について不満がある理由 

（問24で「利用したことがない」とお答えの方におたずねします。） 

問24―２．その理由は何ですか。【○は３つまで】  

「施設情報が乏しい」 20.3％、「その他」では「運動・スポーツをしない、施設利用は不
要」の回答がみられる 

 公共スポーツ施設について不満がある理由（全体・性別） 

 

【全体】では、「施設情報が乏しい（20.3％）」の割合が２割強で最も高く、次いで「希望す

る種目ができない（16.6％）、申込方法がわからない（16.2％）」などが１割台で続いています。 

 また、「その他（31.4％）」の割合も３割台と高く、内容は「運動・スポーツをしない、施設

利用は不要」が多数を占めています。 

【性別】では、男性は「施設情報が乏しい（21.7％）、希望する種目ができない（19.1％）、

申込方法がわからない（19.1％）」、女性は「施設情報が乏しい（18.9％）、施設が遠い（17.9％）、

希望する種目ができない（15.0％）」の順に高くなっています。 

 また、「申込方法がわからない」は男性（19.1％）が女性（14.0％）より5.1ポイント、「施

設が遠い」は女性（17.9％）が男性（12.0％）より5.9ポイント高く差がみられます。  

(％)

施設情報が乏しい

希望する種目ができない

申込方法がわからない

施設が遠い

利用したい時間帯が合わない

冷房・暖房等の設備が
不十分である

施設が老朽化している

予約がとれない

その他

（無回答）

20.3

16.6

16.2

15.2

11.6

2.2

1.2

1.0

31.4

9.9

21.7

19.1

19.1

12.0

11.2

3.0

1.5

1.5

28.5

10.1

18.9

15.0

14.0

17.9

12.1

1.6

0.7

0.7

33.9

9.1

0 10 20 30 40

全体（ 586人）

男性（ 267人）

女性（ 307人）
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１０ 公共施設について 

１０－１ 公共施設（市の建物）を維持するためにすべきこと 

問25．公共施設（市の建物）に対する考え方についておたずねします。人口減少などによる利

用状況の変化や、厳しい財政状況の中で公共施設を維持するためにはどうすべきと思

いますか。【○はそれぞれに１つ】 

「（ア）あまり利用されていない施設を１つにまとめたり、なくしたりする」の『実施賛成』 
52.3％ 

 公共施設（市の建物）を維持するためにすべきこと  

 

「実施すべき」と「どちらかといえば実施すべき」を合わせて『実施賛成』、「実施すべきで

ない」と「どちらかといえば実施すべきでない」を合わせて『実施反対』とします。 

【全体】での『実施賛成』の割合の高い上位３項目は、「（ア）あまり利用されていない施設

を１つにまとめたり、なくしたりする（52.3％）、（エ）近隣の市や町と共用できる施設をつく

り、共同で維持管理や運営をする（43.5％）、（キ）古くなった施設を直して、建物を長持ちさ

せる（41.6％）」となっています。 

  

（ケ）利用が少ない施設を売って、
　　　お金にかえる

（コ）施設を有料にしたり、
　　　利用料金を上げたりして、
　　　施設に必要なお金にあてる

（サ）ほかの行政サービスを下げて
　　　節約し、施設にかかるお金にあてる

( n = 1,095 )

（ア）あまり利用されていない施設を
　　　１つにまとめたり、なくしたりする

（イ）同じサービスを提供している施設を
　　　１つにまとめる

（ウ）周辺にある複数の施設を
　　　１つにまとめる

（エ）近隣の市や町と共用できる施設を
　　　つくり、共同で維持管理や
　　　運営をする

（オ）民間施設（会議室・スポーツ施設
　　　など）の利用に対して助成する
　　　かわりに、市の施設を減らしていく

（カ）民間事業者に維持管理や運営を
　　　まかせて、効率化させる

（キ）古くなった施設を直して、
　　　建物を長持ちさせる

（ク）施設の開館時間を短くするなど
　　　して、サービスを下げて施設に
　　　かかるお金を節約する

23.2

15.3

14.8

16.2

8.9

14.6

13.4

6.8

14.3

9.7

4.4

29.1

23.6

24.6

27.3

15.3

26.8

28.2

14.3

20.1

27.5

9.6

30.2

38.4

39.1

38.7

50.2

39.2

38.5

42.6

43.8

38.4

51.1

8.9

12.5

11.1

7.9

13.5

9.4

9.9

21.3

11.0

12.1

15.8

4.7

6.1

5.9

5.5

7.0

5.8

5.8

10.3

6.4

8.1

14.9

3.8

4.1

4.5

4.4

4.9

4.2

4.1

4.6

4.4

4.2

4.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

実施すべき

どちらか

といえば

実施すべき

どちらとも

いえない

どちらか

といえば

実施すべき

でない

実施すべき

でない
（無回答）
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一方、『実施反対』で割合が最も高いのは「（ク）施設の開館時間を短くするなどして、サー

ビスを下げて施設にかかるお金を節約する（31.6％）」となっています。 

 また、「（サ）ほかの行政サービスを下げて節約し、施設にかかるお金にあてる（30.7％）」

は『実施反対』が『実施賛成』を16.7ポイント上回り、最も反対意見が優勢となっています。 

属性別でみると、【性別】では、回答数の少ない「回答しない」を除き、『実施賛成』の割合

をみると、「（コ）施設を有料にしたり、利用料金を上げたりして、施設に必要なお金にあてる」

は男性（42.8％）が女性（32.7％）より10.1ポイント、「（ウ）周辺にある複数の施設を１つに

まとめる」は男性（44.4％）が女性（34.7％）より9.7ポイント高くなっています。 

【年代別】では、「（エ）近隣の市や町と共用できる施設をつくり、共同で維持管理や運営を

する、（カ）民間事業者に維持管理や運営をまかせて、効率化させる、（キ）古くなった施設を

直して、建物を長持ちさせる、（ケ）利用が少ない施設を売って、お金にかえる」などで、年

代が上がるごとに『実施賛成』の割合が低下する傾向がみられます。 

【地区別】で【全体】と差がみられるものは、「（エ）近隣の市や町と共用できる施設をつく

り、共同で維持管理や運営をする」の「平野地区（28.3％）」、「（カ）民間事業者に維持管理や

運営をまかせて、効率化させる」の「大岡地区（29.3％）、平野地区（30.9％）」などで低く、

「（キ）古くなった施設を直して、建物を長持ちさせる」の「大岡地区（53.7％）」などが高く

なっています。 

 

 

１０－１－１ 公共施設に対する考え方（ア）あまり利用されていない施設を整理する 

『実施賛成』 52.3％、『実施反対』 13.6％ 

 公共施設（ア）あまり利用されていない施設を１つにまとめたり、なくしたりする  

  

<回答数>

【全体】 1,095人

【性別】

男性 489人

女性 580人

回答しない 17人

【年代別】

18～19歳 11人

20～29歳 69人

30～39歳 144人

40～49歳 160人

50～59歳 180人

60～69歳 192人

70～79歳 236人

80歳以上 96人

【地区別】

松山地区 427人

大岡地区 41人

平野地区 120人

唐子地区 113人

高坂地区 171人

高坂丘陵地区 69人

野本地区 131人

<属性>

23.2

25.6

21.4

23.5

18.2

14.5

28.5

28.1

22.2

22.4

23.3

16.7

21.5

24.4

21.7

23.9

28.1

29.0

21.4

29.1

27.8

29.7

41.2

27.3

26.1

28.5

31.9

32.8

29.2

28.4

21.9

31.9

29.3

24.2

28.3

27.5

17.4

31.3

30.2

29.9

31.2

17.6

18.2

39.1

29.9

27.5

29.4

31.8

30.9

29.2

28.6

29.3

38.3

33.6

29.8

26.1

27.5

8.9

7.8

9.7

11.8

18.2

15.9

8.3

5.6

7.2

13.0

7.6

7.3

8.7

4.9

7.5

8.0

7.0

20.3

10.7

4.7

5.5

4.0

5.9

18.2

4.3

4.9

4.4

7.8

1.6
4.7

4.2

4.9

9.8

3.3
4.4

5.8

2.9

3.8

3.8

3.5

4.1

0.0

0.0

0.0

0.0

2.5

0.6

2.1

5.1

20.8

4.4

2.4

5.0

1.8

1.8

4.3

5.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

実施すべき
どちらかといえば

実施すべき

どちらとも

いえない

どちらかといえば

実施すべきでない

実施すべき

でない
（無回答）



III 調査の結果 

- 101 - 

 

１０－１－２ 公共施設に対する考え方（イ）同じサービスの施設を１つにまとめる 

『実施賛成』 38.9％、『実施反対』 18.6.％ 

 公共施設（イ）同じサービスを提供している施設を１つにまとめる  

 
 

１０－１－３ 公共施設に対する考え方（ウ）周辺にある複数の施設を１つにまとめる 

『実施賛成』 39.4％、『実施反対』 17.0％ 

 公共施設（ウ）周辺にある複数の施設を１つにまとめる  

  

<回答数>

【全体】 1,095人

【性別】

男性 489人

女性 580人

回答しない 17人

【年代別】

18～19歳 11人

20～29歳 69人

30～39歳 144人

40～49歳 160人

50～59歳 180人

60～69歳 192人

70～79歳 236人

80歳以上 96人

【地区別】

松山地区 427人

大岡地区 41人

平野地区 120人

唐子地区 113人

高坂地区 171人

高坂丘陵地区 69人

野本地区 131人

<属性>

15.3

17.4

13.4

17.6

0.0

5.8

16.0

15.6

16.1

16.1

19.1

8.3

17.1

19.5

16.7

18.6

12.3

15.9

7.6

23.6

24.5

22.9

23.5

45.5

29.0

20.8

29.4

21.7

19.8

22.5

26.0

22.7

19.5

23.3

16.8

26.9

27.5

26.7

38.4

35.6

40.7

29.4

27.3

42.0

38.2

38.1

40.0

43.2

35.2

33.3

34.9

36.6

41.7

46.0

40.4

26.1

42.7

12.5

12.3

12.6

23.5

18.2

15.9

18.1

8.8

12.2

15.1

11.4

6.3

15.5

7.3

5.8

9.7

11.1

18.8

13.0

6.1

6.5

5.9

5.9

9.1

7.2

6.9

6.3

9.4

4.2

5.1

4.2

5.4

12.2

7.5

6.2

7.0

7.2

4.6

4.1

3.7

4.5

0.0

0.0

0.0

0.0

1.9

0.6

1.6

6.8

21.9

4.4

4.9

5.0

2.7

2.3

4.3

5.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

実施すべき
どちらかといえば

実施すべき

どちらとも

いえない

どちらかといえば

実施すべきでない

実施すべき

でない
（無回答）

<回答数>

【全体】 1,095人

【性別】

男性 489人

女性 580人

回答しない 17人

【年代別】

18～19歳 11人

20～29歳 69人

30～39歳 144人

40～49歳 160人

50～59歳 180人

60～69歳 192人

70～79歳 236人

80歳以上 96人

【地区別】

松山地区 427人

大岡地区 41人

平野地区 120人

唐子地区 113人

高坂地区 171人

高坂丘陵地区 69人

野本地区 131人

<属性>

14.8

18.6

11.6

11.8

0.0

8.7

16.7

17.5

15.6

12.5

17.8

7.3

15.7

12.2

10.8

19.5

15.8

15.9

9.9

24.6

25.8

23.1

41.2

45.5

37.7

26.4

25.6

21.1

24.5

22.9

19.8

24.6

22.0

24.2

23.0

23.4

24.6

28.2

39.1

33.1

44.5

29.4

27.3

34.8

36.8

40.6

43.9

43.8

35.6

36.5

36.3

39.0

46.7

38.1

44.4

34.8

37.4

11.1

12.5

10.0

11.8

27.3

11.6

13.9

8.1

10.6

11.5

11.9

8.3

13.1

12.2

5.0

10.6

8.2

14.5

13.7

5.9

6.1

5.9

5.9

0.0
7.2

6.3

6.3

8.3

4.2

5.5

5.2

5.4

9.8

7.5

7.1

5.8

5.8

5.3

4.5

3.9

5.0

0.0

0.0

0.0

0.0

1.9

0.6

3.6

6.4

22.9

4.9

4.9

5.8

1.8

2.3

4.3

5.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

実施すべき
どちらかといえば

実施すべき

どちらとも

いえない

どちらかといえば

実施すべきでない

実施すべき

でない
（無回答）



III 調査の結果 

- 102 - 

 

１０－１－４ 公共施設に対する考え方（エ）近隣と共用の施設つくり、共同で維持管理・運営する 

『実施賛成』 43.5％、『実施反対』 13.4％ 

 公共施設（エ）近隣の市や町と共用できる施設をつくり、共同で維持管理や運営をする  

 
 

１０－１－５ 公共施設に対する考え方（オ）民間施設に助成し、市の施設を減らす 

『実施賛成』 24.2％、『実施反対』 20.5％ 

  公共施設（オ）民間施設（会議室・スポーツ施設など）の利用に対して助成するかわりに、市の施設を減らしていく  

  

<回答数>

【全体】 1,095人

【性別】

男性 489人

女性 580人

回答しない 17人

【年代別】

18～19歳 11人

20～29歳 69人

30～39歳 144人

40～49歳 160人

50～59歳 180人

60～69歳 192人

70～79歳 236人

80歳以上 96人

【地区別】

松山地区 427人

大岡地区 41人

平野地区 120人

唐子地区 113人

高坂地区 171人

高坂丘陵地区 69人

野本地区 131人

<属性>

16.2

18.8

14.3

5.9

18.2

13.0

26.4

21.3

15.0

13.5

13.6

8.3

16.4

17.1

10.0

15.9

20.5

24.6

12.2

27.3

27.6

26.9

29.4

63.6

40.6

29.9

33.1

29.4

20.8

20.8

24.0

30.7

26.8

18.3

24.8

28.7

21.7

29.8

38.7

36.4

40.7

47.1

0.0

36.2

30.6

36.3

42.8

44.3

42.8

34.4

35.1

34.1

53.3

45.1

36.3

34.8

36.6

7.9

7.8

8.1

5.9

18.2

7.2

8.3
3.8

7.2

13.0

8.1

4.2

7.5

4.9

8.3

7.1

6.4

10.1

12.2

5.5

5.5

5.2

11.8

0.0

2.9
4.9

3.8
5.0

5.7

8.5

5.2

5.9

12.2

4.2

5.3

5.3

4.3

3.8

4.4

3.9

4.8

0.0

0.0

0.0

0.0

1.9

0.6

2.6

6.4

24.0

4.4

4.9

5.8

1.8

2.9

4.3

5.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

実施すべき
どちらかといえば

実施すべき

どちらとも

いえない

どちらかといえば

実施すべきでない

実施すべき

でない
（無回答）

<回答数>

【全体】 1,095人

【性別】

男性 489人

女性 580人

回答しない 17人

【年代別】

18～19歳 11人

20～29歳 69人

30～39歳 144人

40～49歳 160人

50～59歳 180人

60～69歳 192人

70～79歳 236人

80歳以上 96人

【地区別】

松山地区 427人

大岡地区 41人

平野地区 120人

唐子地区 113人

高坂地区 171人

高坂丘陵地区 69人

野本地区 131人

<属性>

8.9

12.3

6.4

5.9

9.1

7.2

12.5

9.4

11.1

7.8

8.9
3.1

10.1

12.2

6.7

7.1

10.5

10.1

5.3

15.3

13.9

16.4

11.8

36.4

13.0

15.3

18.8

15.6

12.0

15.3

13.5

15.9

4.9

12.5

15.9

15.2

17.4

17.6

50.2

46.2

53.4

52.9

27.3

52.2

51.4

51.3

52.8

54.2

49.2

38.5

47.5

51.2

57.5

53.1

51.5

40.6

52.7

13.5

14.5

12.9

11.8

18.2

24.6

12.5

12.5

12.8

17.7

10.2

10.4

13.8

7.3

10.0

16.8

12.3

15.9

16.0

7.0

8.2

6.0

11.8

9.1

2.9
6.9

6.3

6.7

6.8

8.9

8.3

8.0

14.6

7.5

4.4

7.6

8.7

2.3

4.9

4.9

4.8

5.9

0.0

0.0

1.4

1.9

1.1

1.6

7.6

26.0

4.7

9.8

5.8

2.7

2.9

7.2

6.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

実施すべき
どちらかといえば

実施すべき

どちらとも

いえない

どちらかといえば

実施すべきでない

実施すべき

でない
（無回答）



III 調査の結果 

- 103 - 

 

１０－１－６ 公共施設に対する考え方（カ）民間事業者に運営委託し、効率化させる 

『実施賛成』 41.4％、『実施反対』 15.2％ 

 公共施設（カ）民間事業者に維持管理や運営をまかせて、効率化させる  

 
 

１０－１－７ 公共施設に対する考え方（キ）古くなった施設を修繕し、長持ちさせる 

『実施賛成』 41.6％、『実施反対』 15.7％ 

 公共施設（キ）古くなった施設を直して、建物を長持ちさせる  

  

<回答数>

【全体】 1,095人

【性別】

男性 489人

女性 580人

回答しない 17人

【年代別】

18～19歳 11人

20～29歳 69人

30～39歳 144人

40～49歳 160人

50～59歳 180人

60～69歳 192人

70～79歳 236人

80歳以上 96人

【地区別】

松山地区 427人

大岡地区 41人

平野地区 120人

唐子地区 113人

高坂地区 171人

高坂丘陵地区 69人

野本地区 131人

<属性>

14.6

18.8

11.0

11.8

18.2

10.1

19.4

18.8

14.4

8.9

16.5

9.4

14.5

12.2

9.2

15.0

18.7

17.4

13.7

26.8

25.2

28.3

29.4

27.3

34.8

30.6

24.4

31.1

26.6

23.7

19.8

29.0

17.1

21.7

25.7

29.8

27.5

25.2

39.2

35.4

42.4

35.3

27.3

34.8

34.7

38.8

42.2

44.3

38.1

38.5

37.0

41.5

45.8

44.2

38.0

36.2

37.4

9.4

10.6

8.4

5.9

18.2

13.0

11.1

9.4

5.6

13.0

8.1

6.3

8.9

9.8

11.7

9.7

7.6

7.2

12.2

5.8

6.1

5.3

17.6

9.1

7.2

4.2

6.9

6.1

4.7

7.6

3.1

6.1

14.6

5.8

3.5

3.5
7.2

6.9

4.2

3.9

4.5

0.0

0.0

0.0

0.0

1.9

0.6

2.6

5.9

22.9

4.4

4.9

5.8

1.8

2.3

4.3

4.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

実施すべき
どちらかといえば

実施すべき

どちらとも

いえない

どちらかといえば

実施すべきでない

実施すべき

でない
（無回答）

<回答数>

【全体】 1,095人

【性別】

男性 489人

女性 580人

回答しない 17人

【年代別】

18～19歳 11人

20～29歳 69人

30～39歳 144人

40～49歳 160人

50～59歳 180人

60～69歳 192人

70～79歳 236人

80歳以上 96人

【地区別】

松山地区 427人

大岡地区 41人

平野地区 120人

唐子地区 113人

高坂地区 171人

高坂丘陵地区 69人

野本地区 131人

<属性>

13.4

16.8

10.2

23.5

36.4

17.4

21.5

13.1

11.1

9.4

11.4

12.5

11.9

24.4

9.2

17.7

13.5

13.0

13.7

28.2

26.2

29.7

41.2

27.3

40.6

31.3

27.5

27.2

30.7

25.4

20.8

30.2

29.3

27.5

23.0

24.6

30.4

30.5

38.5

37.2

39.8

29.4

27.3

29.0

31.3

40.0

43.3

42.2

41.5

31.3

36.3

31.7

41.7

45.1

39.8

37.7

38.9

9.9

9.6

10.3
5.9

0.0

11.6

8.3

11.9

11.7

10.4

8.1

9.4

10.5

4.9

10.0

9.7

11.7

8.7

7.6

5.8

6.5

5.5

0.0

9.1

1.4
7.6

6.3

6.1

5.2

6.8

4.2

6.8

4.9

5.8

3.5
8.2

4.3

3.1

4.1

3.7

4.5

0.0

0.0

0.0

0.0

1.3

0.6

2.1

6.8

21.9

4.2

4.9

5.8

0.9

2.3

5.8

6.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

実施すべき
どちらかといえば

実施すべき

どちらとも

いえない

どちらかといえば

実施すべきでない

実施すべき

でない
（無回答）



III 調査の結果 
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１０－１－８ 公共施設に対する考え方（ク）サービス水準を下げてお金を節約する 

『実施賛成』 21.1％、『実施反対』 31.6％ 

 公共施設（ク）施設の開館時間を短くするなどして、サービスを下げて施設にかかるお金を節約する  

 
 

１０－１－９ 公共施設に対する考え方（ケ）利用が少ない施設を売却する 

『実施賛成』 34.4％、『実施反対』 17.4％ 

 公共施設（ケ）利用が少ない施設を売って、お金にかえる  

  

<回答数>

【全体】 1,095人

【性別】

男性 489人

女性 580人

回答しない 17人

【年代別】

18～19歳 11人

20～29歳 69人

30～39歳 144人

40～49歳 160人

50～59歳 180人

60～69歳 192人

70～79歳 236人

80歳以上 96人

【地区別】

松山地区 427人

大岡地区 41人

平野地区 120人

唐子地区 113人

高坂地区 171人

高坂丘陵地区 69人

野本地区 131人

<属性>

6.8

7.2

6.2

11.8

18.2

5.8

8.3

6.3

5.6
3.6

8.1

9.4

6.1

7.3

5.0

8.8

9.9

8.7
3.8

14.3

12.7

16.0

11.8

18.2

23.2

14.6

12.5

16.1

12.5

11.9

16.7

15.7

19.5

13.3

8.8

13.5

7.2

19.1

42.6

38.9

45.3

58.8

45.5

34.8

48.6

38.8

41.1

49.5

43.6

33.3

41.5

24.4

50.0

50.4

42.7

40.6

38.9

21.3

23.3

19.8

11.8

18.2

30.4

17.4

25.0

24.4

23.4

18.2

12.5

20.8

29.3

16.7

15.9

21.6

29.0

26.0

10.3

13.7

7.8

5.9

0.0
5.8

11.1

15.6

12.2

8.9

10.6

4.2

11.0

14.6

9.2

13.3

9.4

10.1

6.9

4.6

4.3

4.8

0.0

0.0

0.0

0.0

1.9

0.6

2.1

7.6

24.0

4.9

4.9

5.8

2.7

2.9

4.3

5.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

実施すべき
どちらかといえば

実施すべき

どちらとも

いえない

どちらかといえば

実施すべきでない

実施すべき

でない
（無回答）

<回答数>

【全体】 1,095人

【性別】

男性 489人

女性 580人

回答しない 17人

【年代別】

18～19歳 11人

20～29歳 69人

30～39歳 144人

40～49歳 160人

50～59歳 180人

60～69歳 192人

70～79歳 236人

80歳以上 96人

【地区別】

松山地区 427人

大岡地区 41人

平野地区 120人

唐子地区 113人

高坂地区 171人

高坂丘陵地区 69人

野本地区 131人

<属性>

14.3

15.3

13.8

11.8

18.2

15.9

22.9

20.0

12.2

8.9

13.1

9.4

13.8

17.1

12.5

15.0

21.6

11.6

7.6

20.1

21.1

19.1

29.4

27.3

15.9

18.1

27.5

23.3

18.8

17.4

16.7

23.2

17.1

19.2

12.4

19.3

18.8

21.4

43.8

38.9

47.6

47.1

36.4

46.4

41.7

38.1

46.7

50.0

43.2

38.5

38.9

34.1

50.8

55.8

41.5

40.6

50.4

11.0

12.1

10.3
0.0

9.1

15.9

11.1

6.9

8.9

16.1

11.4

6.3

11.5

17.1

7.5

8.0

9.4

18.8

10.7

6.4

8.6

4.5

11.8

9.1

5.8

6.3

5.6

7.8

4.7

8.1

5.2

8.2

9.8

4.2

6.2

5.3

5.8

4.6

4.4

4.1

4.7

0.0

0.0

0.0

0.0

1.9

1.1

1.6

6.8

24.0

4.4

4.9

5.8

2.7

2.9

4.3

5.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

実施すべき
どちらかといえば

実施すべき

どちらとも

いえない

どちらかといえば

実施すべきでない

実施すべき

でない
（無回答）
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１０－１－１０ 公共施設に対する考え方（コ）施設の有料化・料金値上げで維持する 

『実施賛成』 37.2％、『実施反対』 20.2％ 

 公共施設（コ）施設を有料にしたり、利用料金を上げたりして、施設に必要なお金にあてる  

 
 

１０－１－１１ 公共施設に対する考え方（サ）ほかの行政サービスを下げて維持する 

『実施賛成』 14.0％、『実施反対』 30.7％ 

 公共施設（サ）ほかの行政サービスを下げて節約し、施設にかかるお金にあてる  

  

<回答数>

【全体】 1,095人

【性別】

男性 489人

女性 580人

回答しない 17人

【年代別】

18～19歳 11人

20～29歳 69人

30～39歳 144人

40～49歳 160人

50～59歳 180人

60～69歳 192人

70～79歳 236人

80歳以上 96人

【地区別】

松山地区 427人

大岡地区 41人

平野地区 120人

唐子地区 113人

高坂地区 171人

高坂丘陵地区 69人

野本地区 131人

<属性>

9.7

12.7

7.2

5.9

9.1

10.1

16.0

9.4

9.4

6.3

9.7

7.3

9.6

9.8

8.3

9.7

11.7

11.6

7.6

27.5

30.1

25.5

23.5

27.3

26.1

23.6

26.9

30.0

32.3

27.5

20.8

28.1

26.8

26.7

24.8

24.6

34.8

29.8

38.4

32.7

42.9

41.2

36.4

43.5

34.0

35.0

39.4

43.2

39.8

32.3

36.8

26.8

43.3

46.0

39.8

30.4

37.4

12.1

9.0

14.7

17.6

18.2

17.4

11.1

20.0

12.2

9.9

10.2

5.2

12.4

14.6

9.2

8.8

14.6

13.0

13.0

8.1

11.7

5.2

11.8

9.1

2.9
15.3

6.9

8.3

6.3

6.4

11.5

8.4

17.1

6.7

8.8

7.0

5.8

6.9

4.2

3.9

4.5

0.0

0.0

0.0

0.0

1.9

0.6

2.1

6.4

22.9

4.7

4.9

5.8

1.8

2.3

4.3

5.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

実施すべき
どちらかといえば

実施すべき

どちらとも

いえない

どちらかといえば

実施すべきでない

実施すべき

でない
（無回答）

<回答数>

【全体】 1,095人

【性別】

男性 489人

女性 580人

回答しない 17人

【年代別】

18～19歳 11人

20～29歳 69人

30～39歳 144人

40～49歳 160人

50～59歳 180人

60～69歳 192人

70～79歳 236人

80歳以上 96人

【地区別】

松山地区 427人

大岡地区 41人

平野地区 120人

唐子地区 113人

高坂地区 171人

高坂丘陵地区 69人

野本地区 131人

<属性>

4.4

4.9

4.0

5.9

0.0

4.3

4.9

8.1

5.0
2.6

3.4

3.1

5.4

9.8
0.8

1.8

4.1

8.7
3.8

9.6

9.8

9.5

0.0

9.1

13.0

13.2

10.6

5.0

9.9

9.7

7.3

8.4

12.2

3.3
14.2

11.1

5.8

12.2

51.1

49.3

52.4

58.8

63.6

55.1

44.4

53.1

55.6

50.5

48.7

52.1

49.6

34.1

60.0

58.4

48.5

46.4

52.7

15.8

14.3

16.7

29.4

9.1

13.0

17.4

16.3

17.8

18.8

15.3

7.3

15.9

7.3

15.0

15.0

16.4

15.9

19.8

14.9

18.0

12.8

5.9

18.2

14.5

19.4

10.6

16.1

16.7

16.1

7.3

16.2

31.7

15.8

8.8

16.4

18.8

6.1

4.2

3.7

4.7

0.0

0.0

0.0

0.7

1.3

0.6

1.6

6.8

22.9

4.4

4.9

5.0

1.8

3.5

4.3

5.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

実施すべき
どちらかといえば

実施すべき

どちらとも

いえない

どちらかといえば

実施すべきでない

実施すべき

でない
（無回答）
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１０－２ 減らしていくべき公共施設（市の建物） 

問26．今後、公共施設（市の施設）を減らさなければならなくなった場合に、どのような施設か

ら減らしていくべきと思いますか。【○は１つ】  

「利用する人が少ない施設」 32.1％ 

 減らしていくべき公共施設（市の建物） 

 

【全体】での割合の高い上位３項目は、「利用する人が少ない施設（32.1％）」が３割台、「近

くに同じような施設（民間施設を含む）があり、十分代替えが可能な施設（27.4％）」が２割

台、「建物や設備が古くなっている施設（10.6％）」が１割強となっています。 

属性別で【全体】より目立って差のみられるものは、「利用する人が少ない施設」の【年代

別】18～19歳（63.6％）が31.5ポイント、「近くに同じような施設（民間施設を含む）があり、

十分代替えが可能な施設」の【性別】回答しない（41.2％）が13.8ポイント、【地区別】大岡

地区（39.0％）が11.6ポイント高い一方、「利用する人が少ない施設」の【地区別】大岡地区

（14.6％）が17.5ポイント低くなっています。 

  

<回答数>

【全体】 1,095人

【性別】

男性 489人

女性 580人

回答しない 17人

【年代別】

18～19歳 11人

20～29歳 69人

30～39歳 144人

40～49歳 160人

50～59歳 180人

60～69歳 192人

70～79歳 236人

80歳以上 96人

【地区別】

松山地区 427人

大岡地区 41人

平野地区 120人

唐子地区 113人

高坂地区 171人

高坂丘陵地区 69人

野本地区 131人

<属性>

32.1

35.4

29.1

29.4

63.6

39.1

34.7

35.6

32.8

27.6

27.1

32.3

30.7

14.6

32.5

34.5

36.8

26.1

35.9

6.2

7.2

5.3

0.0

0.0

2.9

4.9

5.6

4.4

5.7

11.0

4.2

4.9

7.3

5.8

8.0

4.7

14.5

6.9

6.8

8.6

5.7

0.0

0.0

10.1

5.6

8.8

5.6

7.8

7.6

3.1

7.3

14.6

8.3

4.4

5.3

4.3

6.9

27.4

26.6

28.1

41.2

18.2

23.2

34.0

26.9

32.8

27.6

25.0

18.8

27.2

39.0

20.8

30.1

24.0

34.8

31.3

10.6

8.2

12.6

11.8

18.2

7.2

9.7

15.0

8.9

12.5

10.6

5.2

12.4

12.2

12.5

10.6

11.7

4.3

4.6

9.2

7.4

10.9

5.9

0.0

13.0

7.6

4.4

10.0

10.9

8.9

14.6

10.8

4.9

9.2

7.1

9.9

5.8

6.9

1.3

1.4

1.2

0.0

0.0

1.4

1.4

0.6

2.2

2.6

0.4

0.0

1.2

4.9

0.0

0.9

1.8

4.3

0.0

6.4

5.3

7.1

11.8

0.0

2.9

2.1

3.1

3.3

5.2

9.3

21.9

5.6

2.4

10.8

4.4

5.8

5.8

7.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

利用する

人が少ない
施設

利用する人

がいつも
同じで、

たくさんの

人が利用
していない

施設

他の施設

と比べて、
維持などに

お金が

かかる
施設

近くに同じ

ような施設

（民間施設

を含む）

があり、

十分代替え

が可能な
施設

建物や

設備が
古くなって

いる施設

交通の便が

悪い場所に
ある施設

その他 （無回答）
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１１ 市政情報について 

１１－１ 知りたいと思う市政情報 

問27．あなたが知りたいと思う市政情報はどのようなものですか。【○は３つまで】 

「健康・医療」 40.6％、「福祉・介護」 33.1％ 

 知りたいと思う市政情報（全体・性別） 

 

【全体】では、「健康・医療（40.6％）」の割合が４割強で最も高く、次いで「福祉・介護（33.1％）、

市政の運営（施策・計画・財政）（24.9％）」が続いています。 

【性別】では、男性は「健康・医療（39.1％）、市政の運営（施策・計画・財政）（32.9％）、

福祉・介護（32.3％）」の順、女性は「健康・医療（41.9％）、福祉・介護（33.8％）、地域の

防犯・防災（20.9％）」の順に高くなっています。 

また、「市政の運営（施策・計画・財政）」は男性（32.9％）が女性（18.3％）より14.6ポイ

ント、「地域の防犯・防災」は男性（27.4％）が女性（20.9％）より6.5ポイント高く差がみら

れます。 

「こどもの教育（学校教育）、育児・保育、生涯学習（講座・教室等）、地域の話題（タウン

情報）」は女性が男性より高くなっています。 

  

(％) (％)

健康・医療 地域の話題（タウン情報）

福祉・介護 法律相談などの各種相談案内

市政の運営
（施策・計画・財政）

リサイクル・環境問題

地域の防犯・防災 市の歴史や文化や自然

申請手続きの方法や窓口案内 公共施設の案内・予約状況

市内の祭りやイベント
消費生活
（生活知識・消費者相談）

道路・交通（安全対策） その他

こどもの教育（学校教育） 特にない

育児・保育 （無回答）

生涯学習（講座・教室等）

40.6

33.1

24.9

24.0

18.6

13.6

13.4

13.1

8.6

7.9

39.1

32.3

32.9

27.4

17.6

13.1

15.7

10.6

6.3

4.7

41.9

33.8

18.3

20.9

19.1

14.1

11.6

15.0

10.3

10.7

0 10 20 30 40 50

7.0

6.4

6.2

5.8

5.7

4.5

0.5

8.5

3.7

4.3

8.0

6.3

5.9

5.3

5.1

0.2

9.0

3.1

9.5

5.0

6.4

5.9

5.9

4.0

0.7

7.9

4.1

0 10 20 30 40 50

全体（1,095人）

男性（ 489人）

女性（ 580人）
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 知りたいと思う市政情報（上位５項目：性別・年代別） 

 

【性別・年代別】では、回答数の少ない「男性・18～19歳（4人）、女性・18～19歳（7人）」

を除き、割合が【全体】より目立って高いものは「福祉・介護」の「女性・70～79歳（51.7％）、

男性・80歳以上（50.0％）、女性・60～69歳（50.0％）」などとなっています。 

また、「80歳以上」が下がるものもありますが、「健康・医療」の男女、「福祉・介護」の男

女は、年代が上がるごとに割合が上昇する傾向がみられます。 

  

健康・医療 福祉・介護 市政の運営（施
策・計画・財政）

地域の防犯・防災 申請手続きの方法
や窓口案内

(％) (％) (％) (％) (％)

 全体(1,095人)

 性別：男性

全　　体(489人)

18～19歳(  4人)

20～29歳( 29人)

30～39歳( 62人)

40～49歳( 67人)

50～59歳( 86人)

60～69歳( 79人)

70～79歳(114人)

80歳以上( 48人)

 性別：女性

全　　体(580人)

18～19歳(  7人)

20～29歳( 38人)

30～39歳( 76人)

40～49歳( 90人)

50～59歳( 93人)

60～69歳(112人)

70～79歳(118人)

80歳以上( 46人)

 性別：回答しない

全　　体( 17人)

40.6

39.1

50.0

20.7

19.4

31.3

33.7

51.9

52.6

41.7

41.9

14.3

13.2

27.6

33.3

50.5

50.9

53.4

41.3

23.5

0 20 40 60 80 100

33.1

32.3

25.0

6.9

6.5

26.9

31.4

41.8

43.0

50.0

33.8

14.3

2.6

11.8

14.4

36.6

50.0

51.7

45.7

11.8

0 20 40 60 80 100

24.9

32.9

50.0

27.6

24.2

25.4

36.0

39.2

36.8

31.3

18.3

14.3

23.7

9.2

17.8

18.3

23.2

19.5

15.2

23.5

0 20 40 60 80 100

24.0

27.4

0.0

31.0

27.4

34.3

25.6

25.3

28.9

20.8

20.9

28.6

23.7

26.3

32.2

17.2

20.5

14.4

10.9

29.4

0 20 40 60 80 100

18.6

17.6

50.0

24.1

12.9

19.4

29.1

12.7

10.5

18.8

19.1

14.3

13.2

11.8

16.7

26.9

25.0

15.3

21.7

29.4

0 20 40 60 80 100
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 知りたいと思う市政情報（経年比較） 

 

【経年比較】では、直近５回の調査で「市内の祭りやイベント（13.6％）」は令和６年が最

も高く、「健康・医療（40.6％）、福祉・介護（33.1％）、こどもの教育（学校教育）（13.1％）」

など６項目で最も低くなっています。 

また、前回（令和４年）と比較して差がみられたのは、「健康・医療（40.6％）」が5.7ポイ

ント低くなっています。「福祉・介護（33.1％）」は4.4ポイント低く、年を追うごとに割合が

低下する傾向がみられます。 

  

(％) (％)

健康・医療 地域の話題（タウン情報）

福祉・介護 法律相談などの各種相談案内

市政の運営
（施策・計画・財政）

リサイクル・環境問題

地域の防犯・防災 市の歴史や文化や自然

申請手続きの方法や窓口案内 公共施設の案内・予約状況

市内の祭りやイベント
消費生活
（生活知識・消費者相談）

道路・交通（安全対策） その他

こどもの教育（学校教育） 特にない

育児・保育

生涯学習（講座・教室等）

45.4

40.9

25.2

18.4

13.9

11.1

12.8

16.3

9.7

8.0

46.8

41.0

24.0

23.4

13.2

10.4

13.8

16.5

10.3

9.1

47.6

37.1

26.1

26.4

16.5

10.0

14.0

14.2

8.6

6.6

46.3

37.5

29.0

20.5

19.4

12.9

11.9

17.1

9.1

6.4

40.6

33.1

24.9

24.0

18.6

13.6

13.4

13.1

8.6

7.9

0 10 20 30 40 50

7.4

5.1

7.3

6.5

7.7

5.5

0.8

6.5

7.0

6.6

8.0

5.4

7.0

3.6

1.5

7.8

8.6

6.2

8.8

4.9

6.4

4.4

0.8

6.8

7.0

6.5

8.9

5.3

4.5

5.3

0.3

6.0

7.0

6.4

6.2

5.8

5.7

4.5

0.5

8.5

0 10 20 30 40 50

平成28年

平成30年

令和２年

令和４年

令和６年
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１１－２ 市政情報の入手方法 

問28．あなたは、市政情報をどのような方法で入手していますか。【○はいくつでも】 

「広報ひがしまつやま」 78.4％ 

 市政情報の入手方法（全体・性別） 

 

【全体】では、「広報ひがしまつやま（78.4％）」の割合が７割台で最も高く、次いで「東松

山市ホームページ（38.2％）、市からのお知らせや回覧（37.4％）」が３割台で続いています。 

【性別】では、女性は「広報ひがしまつやま（81.0％）、市からのお知らせや回覧（39.8％）、

東松山市ホームページ（37.8％）」の順に高く、男性の上位３項目は【全体】と変わらず、割

合は75.3％、38.9％、34.8％となっています。 

また、「メール配信サービス（東松山いんふぉメール）」は女性（12.6％）が男性（5.7％）

より6.9ポイント、「広報ひがしまつやま」は女性（81.0％）が男性（75.3％）より5.7ポイン

ト、「市からのお知らせや回覧」は女性（39.8％）が男性（34.8％）より5.0ポイント高く差が

みられます。 

  

(％) (％)

広報ひがしまつやま ケーブルテレビ

東松山市ホームページ 民間のタウン誌・情報誌

市からのお知らせや回覧
Facebook
（フェイスブック）

新聞・テレビ
デジタルサイネージ
（電子掲示板）

メール配信サービス
（東松山いんふぉメール）

その他

LINE（ライン）
市政情報は
入手していない

市役所などの
公共施設にある
ポスター・チラシ

（無回答）

東松山市モバイルサイト

市役所などの
公共施設等の窓口

X（エックス）
（旧Twitter
（ツイッター））

78.4

38.2

37.4

14.5

9.3

9.2

8.3

7.1

3.7

3.3

75.3

38.9

34.8

16.8

5.7

7.6

8.4

6.5

4.9

2.7

81.0

37.8

39.8

12.1

12.6

10.7

8.6

7.8

2.6

3.8

0 20 40 60 80 100

2.5

1.3

0.7

0.5

0.6

5.2

1.1

2.9

1.4

1.4

0.6

0.4

7.0

1.6

2.2

1.0

0.2

0.3

0.9

4.0

0.5

0 20 40 60 80 100

全体（1,095人）

男性（ 489人）

女性（ 580人）
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 市政情報の入手方法（上位５項目：性別・年代別） 

 

【性別・年代別】では、回答数の少ない「男性・18～19歳（4人）、女性・18～19歳（7人）」

を除き、割合が【全体】より目立って高いものは「東松山市ホームページ」の「女性・30～39

歳（57.9％）、女性・40～49歳（53.3％）」、「市からのお知らせや回覧」の「女性・70～79歳（65.3％）、

男性・80歳以上（64.6％）、男性・70～79歳（54.4％）」、「新聞・テレビ」の「男性・80歳以上

（37.5％）」、「メール配信サービス（東松山いんふぉメール）」の「女性・40～49歳（24.4％）」

などとなっています。 

また、「広報ひがしまつやま、市からのお知らせや回覧、新聞・テレビ」から市政情報を入

手していると答えた男女は、年代が上がるごとに割合が上昇する傾向がみられます。 

  

広報ひがしまつや
ま

東松山市ホーム
ページ

市からのお知らせ
や回覧

新聞・テレビ メール配信サービ
ス（東松山いん
ふぉメール）

(％) (％) (％) (％) (％)

 全体(1,095人)

 性別：男性

全　　体(489人)

18～19歳(  4人)

20～29歳( 29人)

30～39歳( 62人)

40～49歳( 67人)

50～59歳( 86人)

60～69歳( 79人)

70～79歳(114人)

80歳以上( 48人)

 性別：女性

全　　体(580人)

18～19歳(  7人)

20～29歳( 38人)

30～39歳( 76人)

40～49歳( 90人)

50～59歳( 93人)

60～69歳(112人)

70～79歳(118人)

80歳以上( 46人)

 性別：回答しない

全　　体( 17人)

78.4

75.3

75.0

34.5

61.3

62.7

73.3

79.7

93.0

89.6

81.0

42.9

57.9

67.1

81.1

79.6

87.5

92.4

87.0

70.6

0 20 40 60 80 100

38.2

38.9

50.0

31.0

48.4

41.8

46.5

45.6

34.2

12.5

37.8

42.9

39.5

57.9

53.3

41.9

34.8

22.9

8.7

47.1

0 20 40 60 80 100

37.4

34.8

50.0

10.3

19.4

23.9

22.1

31.6

54.4

64.6

39.8

14.3

10.5

30.3

25.6

28.0

47.3

65.3

52.2

23.5

0 20 40 60 80 100

14.5

16.8

50.0

3.4

1.6

11.9

10.5

19.0

24.6

37.5

12.1

0.0

10.5

2.6

2.2

3.2

16.1

24.6

26.1

17.6

0 20 40 60 80 100

9.3

5.7

0.0

3.4

4.8

6.0

5.8

5.1

7.9

4.2

12.6

0.0

5.3

14.5

24.4

8.6

16.1

9.3

2.2

0.0

0 20 40 60 80 100
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 市政情報の入手方法（経年比較） 

 

【経年比較】では、直近５回の調査で「東松山市ホームページ（38.2％）、メール配信サー

ビス（東松山いんふぉメール）（9.3％）」は令和６年が最も高く、年を追うごとに割合が上昇

しています。一方、「市からのお知らせや回覧（37.4％）、新聞・テレビ（14.5％）、市役所な

どの公共施設等の窓口（3.7％）」など５項目で最も低くなっています。 

また、前回（令和４年）と比較して差がみられたのは、「市からのお知らせや回覧（37.4％）」

が7.7ポイント低くなっています。 

  

(％) (％)

広報ひがしまつやま ケーブルテレビ

東松山市ホームページ 民間のタウン誌・情報誌

市からのお知らせや回覧
Facebook
（フェイスブック）

新聞・テレビ
デジタルサイネージ
（電子掲示板）

メール配信サービス
（東松山いんふぉメール）

その他

LINE（ライン）
市政情報は
入手していない

市役所などの
公共施設にある
ポスター・チラシ

（無回答）

東松山市モバイルサイト

市役所などの
公共施設等の窓口

X（エックス）
（旧Twitter
（ツイッター））

※「メール配信サービス（東松山いんふぉメール）」は、平成30年度までは「メール配信サービス」となります。

※「LINE（ライン）」は、令和４年度からの選択肢となります。

※「東松山市ホームページスマートフォン専用サイト」、「テレビ埼玉データ放送」は、令和６年より選択肢から除外されました。

80.4

23.1

46.8

21.9

3.3

13.2

4.9

4.7

1.5

81.3

26.1

45.1

18.3

3.9

10.4

5.7

4.1

1.8

78.2

35.1

46.3

22.2

6.6

10.8

3.4

5.1

3.8

79.0

37.3

45.1

18.2

6.9

6.8

8.2

3.7

4.0

4.4

78.4

38.2

37.4

14.5

9.3

9.2

8.3

7.1

3.7

3.3

0 20 40 60 80 100

4.0

1.5

1.9

0.4

0.5

5.7

5.4

3.8

1.3

1.3

0.2

1.2

7.6

3.6

3.9

1.2

1.5

0.3

0.5

6.8

2.5

3.1

1.0

1.0

0.0

0.4

4.5

2.7

2.5

1.3

0.7

0.5

0.6

5.2

1.1

0 20 40 60 80 100

平成28年

平成30年

令和２年

令和４年

令和６年
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１１－３ 市政情報の取得状況 

問29．あなたは現在、東松山市の市政情報を得られていると思いますか。【○は１つ】 

『情報を得られている』 51.1％、『情報を得られていない』 36.9％ 

 市政情報の取得状況  

 

「得られている」と「ある程度得られている」を合わせて『情報を得られている』、「得られ

ていない」と「あまり得られていない」を合わせて『情報を得られていない』とします。 

【全体】では、『情報を得られている（51.1％）』が５割台、『情報を得られていない（36.9％）』

が３割台となっています。 

【性別】では、『情報を得られている』は女性（53.6％）が男性（49.3％）より4.3ポイント

高くなっていますが、「得られている」は男性（8.6％）が女性（6.4％）より2.2ポイント高く

なっています。 

【年代別】では、「20～29歳、30～39歳」は『情報を得られていない』が『情報を得られて

いる』を上回り、40歳以上になると『情報が得られている』が『情報が得られていない』を上

回り、年代が上がるごとに『情報が得られている』の割合が上昇する傾向がみられます。 

  

<回答数>

【全体】 1,095人

【性別】

男性 489人

女性 580人

回答しない 17人

【年代別】

18～19歳 11人

20～29歳 69人

30～39歳 144人

40～49歳 160人

50～59歳 180人

60～69歳 192人

70～79歳 236人

80歳以上 96人

<属性>

7.3

8.6

6.4

0.0

0.0

0.0

6.9

5.0

6.1

6.8

10.6

13.5

43.8

40.7

47.2

17.6

45.5

30.4

34.0

50.6

41.7

43.2

49.2

46.9

29.2

30.3

27.8

52.9

36.4

36.2

38.9

28.1

29.4

30.7

24.6

19.8

7.7

10.0

5.7

5.9

9.1

14.5

11.8

5.6

8.9

6.8

5.1

6.3

10.5

9.0

11.7

17.6

9.1

18.8

8.3

8.8

13.9

12.0

8.5

7.3

1.5

1.4

1.2

5.9

0.0

0.0

0.0

1.9

0.0

0.5

2.1

6.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

得られて

いる

ある程度

得られて
いる

あまり

得られて
いない

得られて

いない
わからない （無回答）
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１１－４ 広報紙「広報ひがしまつやま」の閲読状況 

問30．あなたは、広報紙「広報ひがしまつやま」を読んでいますか。【○は１つ】 

『読んでいる』 76.7％、『読んでいない』 22.3％ 

 広報紙「広報ひがしまつやま」の閲読状況  

 

「よく読んでいる」と「時々読んでいる」を合わせて『読んでいる』、「まったく読んでいな

い」と「あまり読んでいない」を合わせて『読んでいない』とします。 

【全体】では、『読んでいる（76.7％）』が７割台、『読んでいない（22.3％）』が２割台とな

っています。 

【性別】では、『読んでいる』は女性（80.0％）が男性（73.2％）より6.8ポイント高くなっ

ています。 

【年代別】では、年代が上がるごとに『読んでいる』の割合が上昇する傾向がみられ、30歳

以上になると６割を超え、「70～79歳（89.9％）」が９割弱で最も高くなっています。 

 また、「まったく読んでいない」は「20～29歳（36.2％）」が突出しています。 

【地区別】では、『読んでいる』は「大岡地区（87.9％）、平野地区（83.3％）」が８割台と

高く、「よく読んでいる」は「大岡地区（65.9％）」が６割台で最も高くなっています。  

<回答数>

【全体】 1,095人

【性別】

男性 489人

女性 580人

回答しない 17人

【年代別】

18～19歳 11人

20～29歳 69人

30～39歳 144人

40～49歳 160人

50～59歳 180人

60～69歳 192人

70～79歳 236人

80歳以上 96人

【地区別】

松山地区 427人

大岡地区 41人

平野地区 120人

唐子地区 113人

高坂地区 171人

高坂丘陵地区 69人

野本地区 131人

<属性>

42.7

40.5

45.0

17.6

9.1

11.6

30.6

29.4

31.7

45.3

65.7

66.7

41.7

65.9

45.8

46.0

36.3

49.3

38.9

34.0

32.7

35.0

47.1

36.4

27.5

37.5

45.0

44.4

34.4

24.2

19.8

35.1

22.0

37.5

30.1

40.4

26.1

32.1

12.1

12.5

11.4

29.4

36.4

24.6

14.6

13.8

13.3

13.0

5.1

8.3

11.5

9.8

7.5

15.9

12.9

11.6

15.3

10.2

13.1

8.1

5.9

18.2

36.2

17.4

10.6

10.6

6.3

4.2

2.1

11.0

2.4

7.5

8.0

9.9

10.1

13.7

0.9

1.2

0.5

0.0

0.0

0.0

0.0

1.3

0.0

1.0

0.8

3.1

0.7

0.0

1.7

0.0

0.6

2.9

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

よく

読んでいる

時々

読んでいる

あまり

読んでいない

まったく

読んでない
（無回答） 
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１１－５ 広報紙「広報ひがしまつやま」の入手方法 

（問30で「よく読んでいる」または「時々読んでいる」とお答えの方におたずねします。） 

問30－１．「広報ひがしまつやま」を主にどのように入手していますか。【○は１つ】 

「自治会等からの配布」 92.7％ 

 広報紙「広報ひがしまつやま」の入手方法  

 

【全体】では、「自治会等からの配布（92.7％）」が９割台で最も高く、属性別でも全て８割

を超えています。 

属性別で「自治会等からの配布」を除き、割合が5.0％以上のものは「公の施設・駅」にお

ける【年代別】の「30～39歳（6.1％）、40～49歳（5.9％）」、【地区別】の「高坂丘陵地区（5.8％）」

だけとなっています。 

  

<回答数>

【全体】 840人

【性別】

男性 358人

女性 464人

回答しない 11人

【年代別】

18～19歳 5人

20～29歳 27人

30～39歳 98人

40～49歳 119人

50～59歳 137人

60～69歳 153人

70～79歳 212人

80歳以上 83人

【地区別】

松山地区 328人

大岡地区 36人

平野地区 100人

唐子地区 86人

高坂地区 131人

高坂丘陵地区 52人

野本地区 93人

<属性>

92.7

93.0

92.5

100.0

100.0

92.6

87.8

89.1

94.9

93.5

93.9

95.2

92.1

91.7

93.0

94.2

90.8

92.3

96.8

3.1

2.8

3.4

0.0

0.0

3.7

6.1

5.9

1.5

2.6

2.8

0.0

3.4

2.8

1.0

3.5

3.8

5.8

1.1

1.0

1.1

0.6

0.0

0.0

0.0

1.0

1.7

0.0

1.3

0.9

1.2

1.5

0.0

1.0

0.0

0.0

0.0

2.2

1.5

0.8

2.2

0.0

0.0

3.7

1.0

2.5

1.5

2.0

0.9

1.2

1.2

2.8

4.0

1.2

2.3

0.0

0.0

1.0

1.7

0.4

0.0

0.0

0.0

4.1

0.0

1.5

0.7

0.5

0.0

0.9

0.0

0.0

1.2

2.3

1.9

0.0

0.7

0.6

0.9

0.0

0.0

0.0

0.0

0.8

0.7

0.0

0.9

2.4

0.9

2.8

1.0

0.0

0.8

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自治会等

からの配布

公の施設

・駅

コンビニ

エンス

ストア

などの店舗

東松山市

ホーム

ページ

その他 （無回答）
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１１－６ 広報紙「広報ひがしまつやま」を読まない理由 

（問30で「あまり読んでいない」または「まったく読んでいない」とお答えの方におたずねします。） 

問30―２．「広報ひがしまつやま」を読まないのはどのような理由からですか。 

【○はいくつでも】 

「読むのが面倒」 27.8％、「広報紙が届かない」 22.0％ 

 広報紙「広報ひがしまつやま」を読まない理由（全体・性別） 

 

【全体】では、「読むのが面倒（27.8％）」の割合が２割台で最も高く、次いで「広報紙が届

かない（22.0％）、市政に関心がない（20.4％）」が続いています。 

【性別】では、男性は「市政に関心がない（27.2％）、読むのが面倒（21.6％）、広報紙が届

かない（19.2％）」の順に高く、女性の上位３項目は【全体】と変わらず、割合は31.9％、25.7％、

13.3％となっています。 

また、「市政に関心がない」は男性（27.2％）が女性（13.3％）より13.9ポイント、「読むの

が面倒」は女性（31.9％）が男性（21.6％）より10.3ポイント高く差がみられます。  

(％)

読むのが面倒

広報紙が届かない

市政に関心がない

役立つ記事がない

内容がおもしろくない

「広報ひがしまつやま」
を知らない

小さい字が読みづらい

東松山市ホームページ、
メール配信サービス（いんふぉ
メール）等で情報を得ている

その他

（無回答）

27.8

22.0

20.4

15.5

13.1

11.8

9.4

9.0

6.1

2.9

21.6

19.2

27.2

18.4

14.4

14.4

8.0

6.4

5.6

3.2

31.9

25.7

13.3

13.3

11.5

9.7

11.5

11.5

7.1

2.7

0 10 20 30 40

全体（ 245人）

男性（ 125人）

女性（ 113人）
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 広報紙「広報ひがしまつやま」を読まない理由（上位５項目：性別・年代別） 

 

【性別・年代別】では、回答数の少ない「男性・18～19歳（3人）、女性・18～19歳（3人）、

男性・80歳以上（5人）、女性・80歳以上（4人）」を除き、割合が【全体】より目立って高いも

のは「読むのが面倒」の「女性・50～59歳（50.0％）」、「広報紙が届かない」の「女性・30～

39歳（45.5％）」、「市政に関心がない」の「男性・30～39歳（50.0％）」などとなっています。 

  

読むのが面倒 広報紙が届かない 市政に関心がない 役立つ記事がない 内容がおもしろく
ない

(％) (％) (％) (％) (％)

 全体(  245人)

 性別：男性

全　　体(125人)

18～19歳(  3人)

20～29歳( 19人)

30～39歳( 22人)

40～49歳( 22人)

50～59歳( 21人)

60～69歳( 20人)

70～79歳( 13人)

80歳以上(  5人)

 性別：女性

全　　体(113人)

18～19歳(  3人)

20～29歳( 22人)

30～39歳( 22人)

40～49歳( 15人)

50～59歳( 22人)

60～69歳( 17人)

70～79歳(  8人)

80歳以上(  4人)

 性別：回答しない

全　　体(  6人)

27.8

21.6

33.3

5.3

40.9

40.9

9.5

20.0

7.7

0.0

31.9

33.3

31.8

22.7

26.7

50.0

23.5

25.0

50.0

66.7

0 20 40 60 80 100

22.0

19.2

0.0

15.8

9.1

27.3

19.0

25.0

23.1

20.0

25.7

0.0

9.1

45.5

40.0

22.7

29.4

12.5

0.0

16.7

0 20 40 60 80 100

20.4

27.2

33.3

36.8

50.0

9.1

19.0

40.0

7.7

0.0

13.3

33.3

22.7

13.6

0.0

0.0

17.6

25.0

25.0

16.7

0 20 40 60 80 100

15.5

18.4

0.0

10.5

13.6

22.7

19.0

10.0

30.8

60.0

13.3

0.0

9.1

0.0

20.0

27.3

11.8

12.5

25.0

0.0

0 20 40 60 80 100

13.1

14.4

0.0

10.5

18.2

13.6

19.0

5.0

30.8

0.0

11.5

0.0

4.5

13.6

0.0

18.2

11.8

12.5

50.0

16.7

0 20 40 60 80 100
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 広報紙「広報ひがしまつやま」を読まない理由（地区別） 

 

【地区別】では、回答数が少ない「大岡地区（5人）」を除き、「読むのが面倒」の「野本地

区（44.7％）」、「広報紙が届かない」の「平野地区（33.3％）」、「市政に関心がない」の「唐子

地区（37.0％）」、「「広報ひがしまつやま」を知らない」の「高坂地区（25.6％）」などが他の

地区に比べて割合が高くなっています。 

  

(％) (％)

読むのが面倒 小さい字が読みづらい

広報紙が届かない

東松山市ホームページ、
メール配信サービス
（いんふぉメール）等で
情報を得ている

市政に関心がない その他

役立つ記事がない （無回答）

内容がおもしろくない

「広報ひがしまつやま」
を知らない

27.8

22.0

20.4

15.5

13.1

11.8

27.1

24.0

19.8

14.6

12.5

14.6

40.0

20.0

20.0

0.0

0.0

0.0

22.2

33.3

16.7

22.2

16.7

5.6

25.9

11.1

37.0

22.2

14.8

7.4

15.4

25.6

15.4

20.5

12.8

25.6

26.7

20.0

26.7

13.3

6.7

6.7

44.7

15.8

13.2

10.5

18.4

0.0

0 20 40 60

9.4

9.0

6.1

2.9

8.3

12.5

7.3

0.0

40.0

0.0

0.0

0.0

11.1

5.6

5.6

11.1

14.8

11.1

3.7

3.7

5.1

2.6

2.6

2.6

13.3

13.3

6.7

0.0

5.3

7.9

7.9

7.9

0 20 40 60

全体 （ 245人）

松山地区 （ 96人）

大岡地区 （ 5人）

平野地区 （ 18人）

唐子地区 （ 27人）

高坂地区 （ 39人）

高坂丘陵地区（ 15人）

野本地区 （ 38人）
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１２ 行政運営について 

１２－１ 東松山市職員の印象 

問31．あなたは、市の職員についてどのように感じていますか。【○はそれぞれに１つ】 

『思っている』のが、「（ア）礼儀正しい」 64.2％、「（エ）わかりやすく説明してくれる」 
62.6％、「（ウ）言葉づかいがよい」 62.4％ 

 東松山市職員の印象  

 

「そう思う」と「ややそう思う」を合わせて『思っている』、「そう思わない」と「あまりそ

う思わない」を合わせて『思っていない』とします。 

『思っている』の割合の高い上位３項目は、「（ア）礼儀正しい（64.2％）、（エ）わかりやす

く説明してくれる（62.6％）、（ウ）言葉づかいがよい（62.4％）」で６割台となっています。 

属性別では、概ね全ての項目で『思っている』と回答した割合は、【年代別】では、回答数

の少ない「18～19歳（11人）」を除き、年代が上がるごと、【経年比較】では年を追うごとに上

昇する傾向がみられます。 

  

（オ）話をきちんと聞いてくれる

( n = 1,095 )

（ア）礼儀正しい

（イ）親しみやすい

（ウ）言葉づかいがよい

（エ）わかりやすく
　　　説明してくれる

（カ）専門的なことでも
　　　詳しく教えてくれる

（キ）手際がよく、対応が早い

（ク）責任感を持って
　　　仕事をしている

（ケ）市民の立場に立って
　　　仕事をしている

（コ）自ら積極的に
　　　仕事をしている

26.5

15.3

23.8

25.2

21.6

13.6

14.9

15.6

12.9

11.8

37.7

28.1

38.6

37.4

36.0

27.8

29.5

29.7

26.0

21.6

23.7

36.8

26.5

24.7

29.1

40.6

38.1

37.9

40.1

42.9

3.8

9.6

3.2

4.8

4.4

6.2

7.2

5.4

7.8

10.2

1.5

3.0

1.1

1.9

1.6

2.5

3.2

2.3

4.1

3.3

6.8

7.1

6.8

6.0

7.2

9.3

7.1

9.1

9.1

10.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う
やや

そう思う

どちらとも

いえない

あまり

そう

思わない

そう

思わない

わからない

＋

（無回答）
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１２－１－１ 東松山市職員の印象（ア）礼儀正しい 

『思っている』 64.2％、『思っていない』 5.3％ 

 職員の印象（ア）礼儀正しい  

 
 

１２－１－２ 東松山市職員の印象（イ）親しみやすい 

『思っている』 43.4％、『思っていない』 12.6％ 

 職員の印象（イ）親しみやすい  

 
  

<回答数>

【全体】 1,095人

【性別】

男性 489人

女性 580人

回答しない 17人

【年代別】

18～19歳 11人

20～29歳 69人

30～39歳 144人

40～49歳 160人

50～59歳 180人

60～69歳 192人

70～79歳 236人

80歳以上 96人

【経年比較】

平成28年

平成30年

令和２年

令和４年

令和６年

<属性>

26.5

25.4

28.1

5.9

27.3

17.4

29.2

21.9

20.6

24.5

34.3

31.3

23.0

23.8

23.4

25.7

26.5

37.7

38.4

36.9

41.2

27.3

30.4

31.9

39.4

42.8

40.6

38.1

35.4

34.8

32.6

34.3

35.2

37.7

23.7

24.9

22.2

41.2

9.1

21.7

20.8

27.5

26.1

29.2

20.3

17.7

30.3

29.3

29.6

27.6

23.7

3.8

3.1

4.5

5.9

9.1

5.8

8.3
2.5

6.7
1.0

2.1

2.1

3.9

4.8

4.8

4.6

3.8

1.5

2.2

0.7
5.9

0.0

2.9

2.1

1.9

1.7

1.0

1.3

0.0

1.8

1.7

2.4

1.9

1.5

6.8

5.9

7.6

0.0

27.3

21.7

7.6

6.9

2.2

3.6

3.8

13.5

6.2

7.9

5.5

5.0

6.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

そう思う
やや

そう思う

どちらとも

いえない

あまり

そう思わない
そう思わない

わからない

＋（無回答）

<回答数>

【全体】 1,095人

【性別】

男性 489人

女性 580人

回答しない 17人

【年代別】

18～19歳 11人

20～29歳 69人

30～39歳 144人

40～49歳 160人

50～59歳 180人

60～69歳 192人

70～79歳 236人

80歳以上 96人

【経年比較】

平成28年

平成30年

令和２年

令和４年

令和６年

<属性>

15.3

16.0

15.3
0.0

0.0

10.1

19.4

14.4

12.8

13.0

16.9

21.9

12.2

10.4

12.6

13.3

15.3

28.1

28.6

27.8

29.4

36.4

20.3

21.5

24.4

27.8

33.9

31.4

29.2

27.0

27.3

25.3

26.6

28.1

36.8

38.0

35.9

35.3

18.2

31.9

30.6

40.0

41.1

37.5

40.3

30.2

41.3

41.6

42.9

42.3

36.8

9.6

7.6

10.9

23.5

9.1

14.5

15.3

13.1

10.6

8.3
5.1

4.2

9.4

9.4

9.6

8.9

9.6

3.0

3.5

2.4
11.8

9.1

2.9
4.2

2.5
5.0

3.6

1.7

0.0

3.7

3.4

3.7

3.1

3.0

7.1

6.3

7.8

0.0

27.3

20.3

9.0

5.6

2.8

3.6

4.7

14.6

6.3

7.9

5.9

5.8

7.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

そう思う
やや

そう思う

どちらとも

いえない

あまり

そう思わない
そう思わない

わからない

＋（無回答）
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１２－１－３ 東松山市職員の印象（ウ）言葉づかいがよい 

『思っている』 62.4％、『思っていない』 4.3％ 

 職員の印象（ウ）言葉づかいがよい  

 
 

１２－１－４ 東松山市職員の印象（エ）わかりやすく説明してくれる 

『思っている』 62.6％、『思っていない』 6.7％ 

 職員の印象（エ）わかりやすく説明してくれる  

 
  

<回答数>

【全体】 1,095人

【性別】

男性 489人

女性 580人

回答しない 17人

【年代別】

18～19歳 11人

20～29歳 69人

30～39歳 144人

40～49歳 160人

50～59歳 180人

60～69歳 192人

70～79歳 236人

80歳以上 96人

【経年比較】

平成28年

平成30年

令和２年

令和４年

令和６年

<属性>

23.8

25.8

22.8

5.9

18.2

14.5

29.2

20.0

21.1

20.3

27.1

33.3

19.0

19.1

20.0

22.3

23.8

38.6

35.2

41.6

47.1

36.4

39.1

32.6

46.3

35.0

40.1

40.3

35.4

37.1

35.0

34.5

37.7

38.6

26.5

28.2

24.7

35.3

9.1

20.3

25.7

24.4

33.9

31.8

25.8

15.6

32.0

32.6

33.7

29.5

26.5

3.2

3.3

2.9

11.8

9.1
1.4

3.5

2.5

6.7

3.6

1.7

1.0

3.5

3.3

4.2

3.6

3.2

1.1

1.4

0.9

0.0

0.0

2.9

1.4

1.3

1.7

0.5

0.4

1.0

1.4

1.4

1.7

1.2

1.1

6.8

6.1

7.2

0.0

27.3

21.7

7.6

5.6

1.7

3.6

4.7

13.5

7.0

8.6

5.9

5.8

6.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

そう思う
やや

そう思う

どちらとも

いえない

あまり

そう思わない
そう思わない

わからない

＋（無回答）

<回答数>

【全体】 1,095人

【性別】

男性 489人

女性 580人

回答しない 17人

【年代別】

18～19歳 11人

20～29歳 69人

30～39歳 144人

40～49歳 160人

50～59歳 180人

60～69歳 192人

70～79歳 236人

80歳以上 96人

【経年比較】

平成28年

平成30年

令和２年

令和４年

令和６年

<属性>

25.2

25.8

25.0

11.8

27.3

18.8

28.5

18.8

21.7

22.4

30.5

32.3

19.5

20.7

21.1

23.6

25.2

37.4

35.8

39.3

23.5

27.3

23.2

34.0

44.4

35.0

37.0

42.4

35.4

35.1

34.2

35.6

33.5

37.4

24.7

26.0

22.8

47.1

9.1

26.1

23.6

24.4

28.9

32.8

19.9

16.7

29.3

29.5

29.8

28.8

24.7

4.8

4.5

4.8

17.6

0.0

5.8
6.9

5.6

8.9
2.6

2.5

3.1

6.6
5.3

5.9

7.0
4.8

1.9

2.2

1.7

0.0

9.1

4.3

0.7

1.9

3.9

2.1

0.4

1.0

2.6

1.8

2.8

1.9

1.9

6.0

5.7

6.4

0.0

27.3

21.7

6.3

5.0

1.7

3.1

4.2

11.5

6.9

8.4

4.8

5.3

6.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

そう思う
やや

そう思う

どちらとも

いえない

あまり

そう思わない
そう思わない

わからない

＋（無回答）



III 調査の結果 
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１２－１－５ 東松山市職員の印象（オ）話をきちんと聞いてくれる 

『思っている』 57.6％、『思っていない』 6.0％ 

 職員の印象（オ）話をきちんと聞いてくれる  

 
 

１２－１－６ 東松山市職員の印象（カ）専門的なことでも詳しく教えてくれる 

『思っている』 41.4％、『思っていない』 8.7％ 

 職員の印象（カ）専門的なことでも詳しく教えてくれる  

 
  

<回答数>

【全体】 1,095人

【性別】

男性 489人

女性 580人

回答しない 17人

【年代別】

18～19歳 11人

20～29歳 69人

30～39歳 144人

40～49歳 160人

50～59歳 180人

60～69歳 192人

70～79歳 236人

80歳以上 96人

【経年比較】

平成28年

平成30年

令和２年

令和４年

令和６年

<属性>

21.6

21.5

22.2

5.9

18.2

15.9

27.1

15.6

18.3

17.7

26.3

30.2

18.5

18.8

19.7

21.7

21.6

36.0

33.5

38.3

29.4

36.4

24.6

28.5

42.5

32.8

40.1

38.1

37.5

33.7

32.9

32.7

32.6

36.0

29.1

30.5

27.4

52.9

9.1

27.5

29.2

32.5

35.0

34.4

27.1

11.5

31.7

32.6

34.1

31.6

29.1

4.4

4.9

3.8

11.8

0.0

5.8
6.9

3.8

7.8
2.1

2.5

4.2

5.9

5.4

5.1

6.1
4.4

1.6

1.8

1.6

0.0

9.1

2.9

0.0

0.6

3.9

2.1

0.4

2.1

2.9

1.8

2.7

2.1

1.6

7.2

7.8

6.7

0.0

27.3

23.2

8.3

5.0

2.2

3.6

5.5

14.6

7.4

8.5

5.7

5.7

7.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

そう思う
やや

そう思う

どちらとも

いえない

あまり

そう思わない
そう思わない

わからない

＋（無回答）

<回答数>

【全体】 1,095人

【性別】

男性 489人

女性 580人

回答しない 17人

【年代別】

18～19歳 11人

20～29歳 69人

30～39歳 144人

40～49歳 160人

50～59歳 180人

60～69歳 192人

70～79歳 236人

80歳以上 96人

【経年比較】

平成28年

平成30年

令和２年

令和４年

令和６年

<属性>

13.6

13.3

14.3
0.0

9.1

4.3

18.8

14.4

10.0

9.4

17.4

17.7

11.8

11.3

12.2

14.0

13.6

27.8

25.8

29.8

5.9

27.3

21.7

21.5

24.4

27.2

32.3

30.9

31.3

24.8

24.1

25.0

27.5

27.8

40.6

42.7

38.6

58.8

36.4

37.7

36.1

43.1

45.6

45.8

41.1

26.0

44.1

43.9

45.3

42.6

40.6

6.2

5.7

6.0

29.4

0.0

4.3

9.7

6.3

8.3

6.3
3.0

7.3

7.9

7.7

7.6

7.5

6.2

2.5

2.7

2.4

0.0

0.0
5.8

2.1

3.1

3.3

2.6

1.7

0.0

3.0

2.8

3.0

2.0

2.5

9.3

9.8

8.8

5.9

27.3

26.1

11.8

8.8

5.6

3.6

5.9

17.7

8.4

10.2

6.8

6.3

9.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

そう思う
やや

そう思う

どちらとも

いえない

あまり

そう思わない
そう思わない

わからない

＋（無回答）



III 調査の結果 
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１２－１－７ 東松山市職員の印象（キ）手際がよく、対応が早い 

『思っている』 44.4％、『思っていない』 10.4％ 

 職員の印象（キ）手際がよく、対応が早い  

 
 

１２－１－８ 東松山市職員の印象（ク）責任感を持って仕事をしている 

『思っている』 45.3％、『思っていない』 7.7％ 

 職員の印象（ク）責任感を持って仕事をしている  

 
  

<回答数>

【全体】 1,095人

【性別】

男性 489人

女性 580人

回答しない 17人

【年代別】

18～19歳 11人

20～29歳 69人

30～39歳 144人

40～49歳 160人

50～59歳 180人

60～69歳 192人

70～79歳 236人

80歳以上 96人

【経年比較】

平成28年

平成30年

令和２年

令和４年

令和６年

<属性>

14.9

14.3

15.7
0.0

9.1

11.6

18.1

11.3

13.9

12.0

17.4

19.8

12.5

13.7

13.0

14.3

14.9

29.5

27.6

31.7

11.8

45.5

23.2

27.8

29.4

23.9

31.3

32.2

35.4

29.5

27.3

27.7

27.6

29.5

38.1

38.7

37.2

52.9

18.2

29.0

35.4

43.8

42.8

42.7

38.6

24.0

37.6

36.0

40.5

38.1

38.1

7.2

8.6

5.5

29.4

0.0

7.2

5.6

8.8

11.7

8.3
4.7

4.2

9.0

10.3

8.1

9.8

7.2

3.2

3.9

2.6
5.9

0.0
7.2

5.6

1.3
5.6

2.6

1.7

1.0

4.1

3.8
4.6

3.7

3.2

7.1

7.0

7.2

0.0

27.3

21.7

7.6

5.6

2.2

3.1

5.5

15.6

7.4

8.9

6.1

6.3

7.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

そう思う
やや

そう思う

どちらとも

いえない

あまり

そう思わない
そう思わない

わからない

＋（無回答）

<回答数>

【全体】 1,095人

【性別】

男性 489人

女性 580人

回答しない 17人

【年代別】

18～19歳 11人

20～29歳 69人

30～39歳 144人

40～49歳 160人

50～59歳 180人

60～69歳 192人

70～79歳 236人

80歳以上 96人

【経年比較】

平成28年

平成30年

令和２年

令和４年

令和６年

<属性>

15.6

14.5

16.7

5.9

9.1

13.0

20.1

13.1

12.8

12.5

17.8

20.8

13.2

14.1

12.7

14.6

15.6

29.7

31.1

29.1

11.8

45.5

18.8

22.9

31.9

24.4

33.3

34.7

32.3

27.9

26.8

29.1

30.1

29.7

37.9

35.6

39.5

52.9

9.1

36.2

36.8

38.8

45.0

43.8

34.7

27.1

40.5

40.7

43.2

39.3

37.9

5.4

6.3
4.3

17.6

9.1

4.3

6.3

5.6

8.9
4.2

4.2

3.1

7.5

6.2

5.0

7.4

5.4

2.3

2.9

1.7
5.9

0.0

2.9

3.5

1.3

3.9

2.1

1.7

1.0

3.0

3.0

3.6

2.9

2.3

9.1

9.6

8.6

5.9

27.3

24.6

10.4

9.4

5.0

4.2

6.8

15.6

7.9

9.2

6.4

5.7

9.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

そう思う
やや

そう思う

どちらとも

いえない

あまり

そう思わない
そう思わない

わからない

＋（無回答）
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１２－１－９ 東松山市職員の印象（ケ）市民の立場に立って仕事をしている 

『思っている』 38.9％、『思っていない』 11.9％ 

 職員の印象（ケ）市民の立場に立って仕事をしている  

 
 

１２－１－１０ 東松山市職員の印象（コ）自ら積極的に仕事をしている 

『思っている』 33.4％、『思っていない』 13.5％ 

 職員の印象（コ）自ら積極的に仕事をしている  

 
  

<回答数>

【全体】 1,095人

【性別】

男性 489人

女性 580人

回答しない 17人

【年代別】

18～19歳 11人

20～29歳 69人

30～39歳 144人

40～49歳 160人

50～59歳 180人

60～69歳 192人

70～79歳 236人

80歳以上 96人

【経年比較】

平成28年

平成30年

令和２年

令和４年

令和６年

<属性>

12.9

12.5

13.3

5.9

9.1

11.6

16.0

11.3

11.7

9.9

14.8

14.6

10.0

10.1

10.5

12.8

12.9

26.0

26.2

26.4

11.8

45.5

20.3

18.8

24.4

22.2

29.7

28.8

34.4

24.5

22.5

22.8

22.9

26.0

40.1

39.1

41.0

41.2

0.0

36.2

38.2

41.9

41.7

45.3

41.5

32.3

42.0

42.5

45.7

44.8

40.1

7.8

8.0

7.1

29.4

18.2
2.9

10.4

10.0

11.1

7.8

4.7
4.2

10.7

10.2

9.3

9.3

7.8

4.1

4.7

3.6
5.9

0.0
5.8

4.2

3.8
8.3

3.1

3.0

1.0

5.2

5.4

5.5

4.5

4.1

9.1

9.6

8.6

5.9

27.3

23.2

12.5

8.8

5.0

4.2

7.2

13.5

7.7

9.2

6.3

5.7

9.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

そう思う
やや

そう思う

どちらとも

いえない

あまり

そう思わない
そう思わない

わからない

＋（無回答）

<回答数>

【全体】 1,095人

【性別】

男性 489人

女性 580人

回答しない 17人

【年代別】

18～19歳 11人

20～29歳 69人

30～39歳 144人

40～49歳 160人

50～59歳 180人

60～69歳 192人

70～79歳 236人

80歳以上 96人

【経年比較】

平成28年

平成30年

令和２年

令和４年

令和６年

<属性>

11.8

11.2

12.4

5.9

0.0

11.6

16.0

11.3

8.9

8.9

12.7

16.7

9.1

9.2

9.0

10.5

11.8

21.6

21.1

22.6

11.8

36.4

13.0

16.0

20.0

18.9

23.4

24.6

31.3

20.7

21.0

20.3

23.5

21.6

42.9

42.7

42.8

47.1

18.2

36.2

37.5

46.3

45.0

51.0

45.8

27.1

46.1

46.2

50.4

46.4

42.9

10.2

10.4

9.8

23.5

18.2

4.3

16.0

8.1

13.9

8.9

8.1

10.4

10.7

9.3

8.3

8.3

10.2

3.3

4.3

2.4
5.9

0.0
7.2

3.5

3.8
6.7

2.1

1.7

0.0

5.1

4.9

5.6

5.1

3.3

10.1

10.2

10.0

5.9

27.3

27.5

11.1

10.6

6.7

5.7

7.2

14.6

8.4

9.5

6.3

6.1

10.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

そう思う
やや

そう思う

どちらとも

いえない

あまり

そう思わない
そう思わない

わからない

＋（無回答）
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１２－２ 東松山市の将来像 

問32．あなたは、これから東松山市がどんなまちになってほしいと思いますか。 

【○はそれぞれに１つ】  

『期待する』のは、「（エ）快適に暮らせる安全のまち」 82.4％、「（ア）こどもたちが健や
かに成長する学びのまち」 80.8％ 

 東松山市の将来像  

 

「期待している」と「やや期待している」を合わせて『期待する』、「期待していない」と「あ

まり期待していない」を合わせて『期待しない』とします。 

『期待する』の割合の高い上位３項目は、「（エ）快適に暮らせる安全のまち（82.4％）、（ア）

こどもたちが健やかに成長する学びのまち（80.8％）、（イ）誰もが自分らしく輝ける健康長寿

のまち（78.6％）」となっています。 

属性別でみると、【性別】では、全ての項目で『期待する』の割合は女性が男性より高くな

っています。 

 【年代別】では、「（イ）誰もが自分らしく輝ける健康長寿のまち」は年代が上がるごとに『期

待する』、「期待している」の割合が高く傾向がみられます。 

 【地区別】で【全体】と差がみられるのは、「（ア）こどもたちが健やかに成長する学びのま

ち」の「平野地区（73.3％）」が低く、「（ウ）自然と調和する環境未来・エコのまち、（オ）元

気で活力のあるにぎわいのまち」の「高坂丘陵地区（79.7％、81.2％）」、「（カ）人と地域がつ

ながる支え合いのまち」の「大岡地区（78.1％）」などが高くなっています。  

（カ）人と地域がつながる支え合いのまち
　　（市民と行政の協働、人権・平和意識、
　　　生涯学習・生涯スポーツ、
　　　文化・芸術、健全な行財政運営）

( n = 1,095 )

（ア）こどもたちが健やかに成長する
　　　学びのまち
　　（子育て支援、学校教育の充実）

（イ）誰もが自分らしく輝ける
　　　健康長寿のまち
　　（健康づくり、保健・医療、地域福祉、
　　　社会保障、高齢者福祉、障害者福祉）

（ウ）自然と調和する環境未来
　　　・エコのまち
　　（自然に親しむ空間づくり、資源循環）

（エ）快適に暮らせる安全のまち
　　（防災、防犯、都市基盤整備）

（オ）元気で活力のあるにぎわいのまち
　　（農業・商業・工業・観光の活性化）

50.6

45.4

36.0

52.3

40.6

34.8

30.2

33.2

35.3

30.1

33.0

33.8

11.6

12.8

19.5

11.0

14.6

20.6

2.9

3.5

3.7

2.3

6.1

4.6

0.8

1.9

1.7

1.4

2.0

2.6

3.8

3.2

3.7

2.9

3.7

3.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

期待して

いる

やや

期待して
いる

どちらとも

いえない

あまり

期待して

いない

期待して

いない

わからない

＋
（無回答）
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１２－２－１ 東松山市の将来像（ア）こどもたちが健やかに成長する学びのまち 

『期待する』 80.8％、『期待しない』 3.7％ 

 東松山市の将来像（ア）こどもたちが健やかに成長する学びのまち  

 
 

１２－２－２ 東松山市の将来像（イ）誰もが自分らしく輝ける健康長寿のまち 

『期待する』 78.6％、『期待しない』 5.4％ 

 東松山市の将来像（イ）誰もが自分らしく輝ける健康長寿のまち  

  

<回答数>

【全体】 1,095人

【性別】

男性 489人

女性 580人

回答しない 17人

【年代別】

18～19歳 11人

20～29歳 69人

30～39歳 144人

40～49歳 160人

50～59歳 180人

60～69歳 192人

70～79歳 236人

80歳以上 96人

【地区別】

松山地区 427人

大岡地区 41人

平野地区 120人

唐子地区 113人

高坂地区 171人

高坂丘陵地区 69人

野本地区 131人

<属性>

50.6

48.1

52.9

35.3

54.5

53.6

68.1

54.4

42.8

44.3

52.1

38.5

47.1

58.5

45.0

55.8

57.3

55.1

49.6

30.2

31.3

29.8

23.5

27.3

34.8

21.5

25.6

32.2

33.3

33.1

32.3

33.3

19.5

28.3

30.1

29.2

30.4

28.2

11.6

12.5

10.3

35.3

9.1

5.8

6.3

11.3

17.8

15.6

8.9

12.5

10.5

17.1

20.0

8.0

8.8

5.8
14.5

2.9

3.9

2.1

5.9

9.1
1.4

2.8

5.6

2.8

3.6

2.1

0.0

3.0

2.4

2.5

2.7

2.3

2.9

3.8

0.8

1.2

0.5

0.0

0.0

0.0

0.0

0.6

3.3

0.5

0.4

0.0

0.9

2.4

1.7

0.9

0.6

0.0

0.0

3.8

3.1

4.3

0.0

0.0

4.3

1.4

2.5

1.1

2.6

3.4

16.7

5.2

0.0

2.5

2.7

1.8

5.8

3.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

期待している
やや

期待している

どちらとも

いえない

あまり

期待していない
期待していない

わからない

＋（無回答）

<回答数>

【全体】 1,095人

【性別】

男性 489人

女性 580人

回答しない 17人

【年代別】

18～19歳 11人

20～29歳 69人

30～39歳 144人

40～49歳 160人

50～59歳 180人

60～69歳 192人

70～79歳 236人

80歳以上 96人

【地区別】

松山地区 427人

大岡地区 41人

平野地区 120人

唐子地区 113人

高坂地区 171人

高坂丘陵地区 69人

野本地区 131人

<属性>

45.4

42.5

48.1

29.4

27.3

30.4

45.8

38.1

45.6

44.8

53.8

49.0

44.3

53.7

46.7

49.6

42.1

44.9

47.3

33.2

31.5

34.8

35.3

45.5

44.9

30.6

35.6

31.1

34.9

31.8

29.2

33.5

29.3

32.5

32.7

38.0

36.2

30.5

12.8

14.9

10.7

29.4

27.3

14.5

13.2

16.3

16.7

10.9

10.2

7.3

13.6

7.3

13.3

9.7

10.5

13.0

13.0

3.5

4.9
2.4

0.0

0.0

4.3

5.6
3.8

3.3

4.7

1.7

2.1

3.0

7.3
2.5

3.5

4.7

1.4

3.8

1.9

3.1

0.9
5.9

0.0

1.4

3.5

3.1

2.8

1.6

0.8

0.0

2.3

2.4

2.5

1.8

1.8

0.0

1.5

3.2

3.1

3.1

0.0

0.0

4.3

1.4

3.1

0.6

3.1

1.7

12.5

3.3

0.0

2.5

2.7

2.9

4.3

3.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

期待している
やや

期待している

どちらとも

いえない

あまり

期待していない
期待していない

わからない

＋（無回答）
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１２－２－３ 東松山市の将来像（ウ）自然と調和する環境未来・エコのまち 

『期待する』 71.3％、『期待しない』 5.4％ 

 東松山市の将来像（ウ）自然と調和する環境未来・エコのまち  

 
 

１２－２－４ 東松山市の将来像（エ）快適に暮らせる安全のまち 

『期待する』 82.4％、『期待しない』 3.7％ 

 東松山市の将来像（エ）快適に暮らせる安全のまち  

  

<回答数>

【全体】 1,095人

【性別】

男性 489人

女性 580人

回答しない 17人

【年代別】

18～19歳 11人

20～29歳 69人

30～39歳 144人

40～49歳 160人

50～59歳 180人

60～69歳 192人

70～79歳 236人

80歳以上 96人

【地区別】

松山地区 427人

大岡地区 41人

平野地区 120人

唐子地区 113人

高坂地区 171人

高坂丘陵地区 69人

野本地区 131人

<属性>

36.0

32.7

39.0

23.5

54.5

26.1

41.7

33.8

36.1

30.7

42.4

30.2

33.7

34.1

37.5

41.6

38.0

42.0

32.1

35.3

34.2

36.6

29.4

18.2

43.5

27.1

37.5

35.0

41.1

34.3

32.3

35.6

43.9

32.5

34.5

35.1

37.7

35.9

19.5

21.5

17.4

47.1

27.3

21.7

23.6

18.1

19.4

18.8

18.6

18.8

19.9

12.2

22.5

16.8

19.3

14.5

22.1

3.7

4.5
3.1

0.0

0.0

5.8

3.5

3.8

5.0
5.2

1.3

3.1

4.0

7.3
2.5

2.7

3.5

1.4

4.6

1.7

3.3

0.5

0.0

0.0

0.0

2.1

3.1

3.9

1.0

0.8

0.0

2.1

2.4

1.7

1.8

1.8

0.0

1.5

3.7

3.9

3.4

0.0

0.0

2.9

2.1

3.8

0.6

3.1

2.5

15.6

4.7

0.0

3.3

2.7

2.3

4.3

3.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

期待している
やや

期待している

どちらとも

いえない

あまり

期待していない
期待していない

わからない

＋（無回答）

<回答数>

【全体】 1,095人

【性別】

男性 489人

女性 580人

回答しない 17人

【年代別】

18～19歳 11人

20～29歳 69人

30～39歳 144人

40～49歳 160人

50～59歳 180人

60～69歳 192人

70～79歳 236人

80歳以上 96人

【地区別】

松山地区 427人

大岡地区 41人

平野地区 120人

唐子地区 113人

高坂地区 171人

高坂丘陵地区 69人

野本地区 131人

<属性>

52.3

50.1

54.1

52.9

45.5

53.6

59.7

55.0

51.7

44.3

54.7

47.9

53.6

51.2

46.7

54.0

53.8

52.2

50.4

30.1

30.9

30.2

11.8

36.4

31.9

26.4

27.5

30.6

37.5

29.7

25.0

30.2

29.3

31.7

31.9

29.8

33.3

29.0

11.0

11.5

10.3

23.5

9.1

8.7

7.6

11.9

14.4

9.4

11.9

11.5

8.0

12.2

15.8

11.5

11.7

8.7

13.7

2.3

2.0

2.2

11.8

9.1

0.0

3.5

1.3

0.6

5.7

1.7

1.0

2.8

4.9
2.5

0.9

1.2

1.4

2.3

1.4

2.5

0.5

0.0

0.0

0.0

2.1

1.3

2.8

1.0

0.8

1.0

2.1

2.4

0.8

0.0

1.8

0.0

0.8

2.9

3.1

2.6

0.0

0.0

5.8

0.7

3.1

0.0

2.1

1.3

13.5

3.3

0.0

2.5

1.8

1.8

4.3

3.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

期待している
やや

期待している

どちらとも

いえない

あまり

期待していない
期待していない

わからない

＋（無回答）
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１２－２－５ 東松山市の将来像（オ）元気で活力のあるにぎわいのまち 

『期待する』 73.6％、『期待しない』 8.1％ 

 東松山市の将来像（オ）元気で活力のあるにぎわいのまち  

 
 

１２－２－６ 東松山市の将来像（カ）人と地域がつながる支え合いのまち 

『期待する』 68.6％、『期待しない』 7.2％ 

 東松山市の将来像（カ）人と地域がつながる支え合いのまち  

  

<回答数>

【全体】 1,095人

【性別】

男性 489人

女性 580人

回答しない 17人

【年代別】

18～19歳 11人

20～29歳 69人

30～39歳 144人

40～49歳 160人

50～59歳 180人

60～69歳 192人

70～79歳 236人

80歳以上 96人

【地区別】

松山地区 427人

大岡地区 41人

平野地区 120人

唐子地区 113人

高坂地区 171人

高坂丘陵地区 69人

野本地区 131人

<属性>

40.6

40.1

41.0

35.3

36.4

26.1

47.2

38.1

43.3

37.5

46.2

32.3

36.3

46.3

41.7

45.1

44.4

40.6

43.5

33.0

30.9

34.8

29.4

27.3

39.1

29.9

39.4

28.3

35.4

31.4

31.3

34.7

26.8

34.2

32.7

30.4

40.6

28.2

14.6

16.4

13.3

17.6

27.3

21.7

16.0

11.9

16.7

14.6

11.0

16.7

14.3

12.2

15.0

17.7

16.4

10.1

13.0

6.1

5.9
6.0

17.6

9.1

4.3

2.8

3.8

9.4

6.8
7.6

5.2

7.3
2.4

5.8

2.7

4.1

4.3

9.9

2.0

2.9

1.4

0.0

0.0

2.9

2.8

3.1

2.2

2.6

0.8

0.0

2.6
12.2

0.8

0.0

2.3

0.0

0.8

3.7

3.9

3.4

0.0

0.0

5.8

1.4

3.8

0.0

3.1

3.0

14.6

4.9

0.0

2.5

1.8

2.3

4.3

4.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

期待している
やや

期待している

どちらとも

いえない

あまり

期待していない
期待していない

わからない

＋（無回答）

<回答数>

【全体】 1,095人

【性別】

男性 489人

女性 580人

回答しない 17人

【年代別】

18～19歳 11人

20～29歳 69人

30～39歳 144人

40～49歳 160人

50～59歳 180人

60～69歳 192人

70～79歳 236人

80歳以上 96人

【地区別】

松山地区 427人

大岡地区 41人

平野地区 120人

唐子地区 113人

高坂地区 171人

高坂丘陵地区 69人

野本地区 131人

<属性>

34.8

31.1

37.9

29.4

45.5

31.9

38.2

32.5

33.9

32.3

38.6

31.3

31.9

41.5

34.2

41.6

38.6

37.7

31.3

33.8

33.5

34.1

35.3

36.4

37.7

29.2

34.4

30.0

37.0

35.6

33.3

34.9

36.6

32.5

32.7

33.9

33.3

32.1

20.6

23.5

18.4

17.6

9.1

18.8

24.3

21.3

24.4

19.3

19.1

17.7

20.1

17.1

22.5

19.5

17.5

20.3

26.0

4.6

4.3

4.5

17.6

9.1

2.9

4.2

3.8

6.7

6.3
3.4

3.1

5.4
2.4

5.8
2.7

2.9

2.9

6.1

2.6

3.7

1.7

0.0

0.0

2.9

2.8
4.4

4.4

2.1

0.8

1.0

3.5

2.4

2.5

0.9

3.5

1.4

0.8

3.7

3.9

3.3

0.0

0.0

5.8

1.4

3.8

0.6

3.1

2.5

13.5

4.2

0.0

2.5

2.7

3.5

4.3

3.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

期待している
やや

期待している

どちらとも

いえない

あまり

期待していない
期待していない

わからない

＋（無回答）
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１２－３ 進んだと思う事業 

問33．市政の各分野の取組における「これまでの進み具合」で、あなたの考えに一番近いもの

はどれですか。【○はそれぞれに１つ】 

『進んだと思う』事業は、「（ト）河川の整備」  32.3％、「（カ）健康づくりの推進」 
32.0％、「（タ）防災・減災のまちづくり」 29.3％ 

 進捗評価  

  

（ア）安心で楽しい子育て環境づくり

（イ）青少年の健全育成と若者の支援

（ウ）乳幼児期における支援の充実

（エ）学校教育の充実

（オ）教育環境の整備

（カ）健康づくりの推進

（キ）保健・医療体制の充実

（ク）市民病院の充実

（ケ）地域福祉の推進

（コ）社会保障の充実

（サ）高齢者支援の充実

（シ）障害者支援の充実

（ス）良好な地域環境の保全

（セ）自然に親しむ空間整備の推進

（ソ）資源循環の推進

（タ）防災・減災のまちづくり

（チ）計画的なまちづくりの推進

（ツ）道路の整備と維持管理

（テ）上下水道の整備

（ト）河川の整備

（ナ）交通安全・防犯対策の推進

（ニ）農業の振興

（ヌ）商業の振興

（ネ）産業振興と就労支援の充実

（ノ）観光の振興

（ハ）市民参加の促進

（ヒ）人権意識の高揚

（フ）平和意識の高揚

（へ）生涯学習の推進

（ホ）生涯スポーツの推進

（マ）文化・芸術の振興

（ミ）文化財保護

（ム）健全な行財政運営

( n = 1,095 )

活

性
化

協
　

働

こ
ど

も

健
康
福

祉

環
　

境

生

活
基
盤

2.7

1.6

3.2

3.2

2.8

4.6

4.5

5.1

3.2

2.9

3.5

3.0

2.6

3.0

2.9

2.5

2.6

3.1

4.0

5.0

2.3

1.6

1.6

1.4

2.2

1.6

1.5

2.0

1.6

2.0

1.9

2.4

2.0

25.2

13.5

23.4

19.1

18.7

27.4

24.7

23.1

16.3

13.5

17.1

14.2

19.3

20.3

17.5

26.8

19.9

23.7

20.8

27.3

18.7

7.9

11.5

8.4

11.5

11.6

8.5

9.6

14.4

15.1

12.6

13.5

11.9

45.4

54.5

46.1

49.9

50.1

45.7

45.2

41.0

51.8

52.9

47.6

52.4

50.7

49.3

51.2

46.3

48.2

38.6

39.8

37.1

50.0

52.9

46.8

51.5

45.4

54.2

59.3

57.8

54.8

55.8

56.4

56.1

56.9

8.1

10.0

6.6

6.8

7.7

6.7

8.2

11.7

9.6

10.7

11.3

8.0

10.4

11.0

9.2

8.9

10.5

14.0

13.2

12.4

10.8

12.9

16.3

13.2

16.4

11.0

8.9

8.6

7.7

6.7

8.6

6.9

7.0

3.0

2.9

2.8

3.5

3.4

1.5

4.1

6.6

3.1

4.3

3.7

3.6

2.7

1.9

2.6

2.6

5.0

8.7

8.7

5.6

4.7

4.8

8.9

7.1

9.5

3.7

3.3

3.0

3.0

2.7

3.0

2.4

3.2

15.5

17.5

17.9

17.5

17.3

14.2

13.2

12.5

16.0

15.7

16.9

18.7

14.3

14.5

16.5

12.9

13.8

11.9

13.4

12.6

13.6

19.9

14.9

18.4

15.0

17.9

18.6

19.0

18.4

17.7

17.4

18.7

19.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

進んだ
ある程度

進んだ

どちらとも

いえない

あまり

進んで
いない

進んで

いない

わからない

＋
（無回答）
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 進んだと思う事業（上位５項目）  

 
 

※ この設問は、前回（令和４年）と選択方法が異なるため、上表について直接比較することはできません。 

前回は全事業の中から進捗している取組を３つまで選ぶ設問で、今回は全事業それぞれの取組について

進捗具合を問う設問としています。  

第１位 第２位 第３位 第４位 第５位

【全体】
（ト）河川の整備 （カ）健康づくりの

推進
（タ）防災・減災の
まちづくり

（キ）保健・医療体
制の充実

（ク）市民病院の充
実

32.3% 32.0% 29.3% 29.2% 28.2%
【性別】

（ト）河川の整備 （タ）防災・減災の
まちづくり

（ク）市民病院の充
実

（カ）健康づくりの
推進

（ア）安心で楽しい
子育て環境づくり

35.8% 31.5% 30.5% 30.1% 28.0%
（カ）健康づくりの
推進

（キ）保健・医療体
制の充実

（ト）河川の整備 （ウ）乳幼児期にお
ける支援の充実

（ア）安心で楽しい
子育て環境づくり

33.8% 30.7% 29.7% 28.7% 28.6%

【年代別】

（ツ）道路の整備と
維持管理

（ト）河川の整備 （タ）防災・減災の
まちづくり

（オ）教育環境の整
備

（ナ）交通安全・防
犯対策の推進

30.4% 28.9% 27.5% 24.6% 23.2%
（ト）河川の整備 （ア）安心で楽しい

子育て環境づくり
（タ）防災・減災の
まちづくり

（ウ）乳幼児期にお
ける支援の充実

（キ）保健・医療体
制の充実

32.6% 27.8% 27.1% 26.4% 25.7%
（ア）安心で楽しい
子育て環境づくり

（ウ）乳幼児期にお
ける支援の充実

（ト）河川の整備 （カ）健康づくりの
推進

（タ）防災・減災の
まちづくり

35.6% 35.0% 33.8% 30.1% 29.4%
（ツ）道路の整備と
維持管理

（ト）河川の整備 （タ）防災・減災の
まちづくり

（カ）健康づくりの
推進

（ク）市民病院の充
実

30.6% 29.5% 27.3% 25.6% 25.5%
（カ）健康づくりの
推進

（キ）保健・医療体
制の充実

（ア）安心で楽しい
子育て環境づくり

32.2% 27.6% 26.1%
（カ）健康づくりの
推進

（ク）市民病院の充
実

（ト）河川の整備 （キ）保健・医療体
制の充実

（タ）防災・減災の
まちづくり

41.9% 38.6% 36.4% 36.0% 30.9%
（キ）保健・医療体
制の充実

（ク）市民病院の充
実

（カ）健康づくりの
推進

（テ）上下水道の整
備

（ト）河川の整備

41.6% 39.6% 38.5% 33.4% 31.3%
【地区別】

（ト）河川の整備 （カ）健康づくりの
推進

（キ）保健・医療体
制の充実

（ウ）乳幼児期にお
ける支援の充実

（タ）防災・減災の
まちづくり

33.0% 32.3% 29.6% 29.5% 29.2%

（ク）市民病院の充
実

（キ）保健・医療体
制の充実

（カ）健康づくりの
推進

（ツ）道路の整備と
維持管理

（サ）高齢者支援の
充実

32.5% 31.6% 29.2% 24.2% 22.5%
（ト）河川の整備 （カ）健康づくりの

推進
（タ）防災・減災の
まちづくり

（キ）保健・医療体
制の充実

（ウ）乳幼児期にお
ける支援の充実

39.8% 33.7% 33.6% 30.1% 29.2%
（タ）防災・減災の
まちづくり

（ト）河川の整備 （チ）計画的なまち
づくりの推進

（ツ）道路の整備と
維持管理

（カ）健康づくりの
推進

37.4% 36.9% 34.5% 33.4% 33.3%
（ツ）道路の整備と
維持管理

34.8%
（ア）安心で楽しい
子育て環境づくり

（ト）河川の整備 （キ）保健・医療体
制の充実

32.9% 30.5% 28.2%30.6%

（カ）健康づくりの推進／
（ク）市民病院の充実

『進捗したと思う事業』の割合が高い上位５項目

40.5%

（セ）自然に親しむ空間整備の推進／
（ト）河川の整備

（ア）安心で楽しい子育て環境づくり／（キ）保健・医療体制
の充実／（タ）防災・減災のまちづくり／（ト）河川の整備

24.4%

45.5%

（ア）安心で楽しい子育て環境づくり／
（エ）学校教育の充実／（オ）教育環境
の整備／（カ）健康づくりの推進／
（キ）保健・医療体制の充実／（ク）市
民病院の充実／（ケ）地域福祉の推進／
（コ）社会保障の充実／（ソ）資源循環
の推進／（タ）防災・減災のまちづくり
／（テ）上下水道の整備／（ト）河川の
整備／（ネ）産業振興と就労支援の充実
／（ハ）市民参加の促進／（へ）生涯学
習の推進

（カ）健康づくりの推進／
（ス）良好な地域環境の保全

54.6%

（ツ）道路の整備と維持管理／
（ナ）交通安全・防犯対策の推進／
（ニ）農業の振興

36.2%

（ス）良好な地域環境の保全／
（テ）上下水道の整備

29.3%

（ク）市民病院の充実／
（カ）健康づくりの推進

唐子地区(  113人)

高坂地区(  171人)

高坂丘陵地区(   69人)

野本地区(  131人)

23.5%

29.1%

（タ）防災・減災のまちづくり／
（ト）河川の整備60～69歳(  192人)

70～79歳(  236人)

80歳以上(   96人)

松山地区(  427人)

大岡地区(   41人)

平野地区(  120人)

40～49歳(  160人)

50～59歳(  180人)

（ウ）乳幼児期における支援の充実／
（キ）保健・医療体制の充実／（ク）市民病院の充実

17.7%

全体(1,095人)

男性(  489人)

女性(  580人)

回答しない(   17人)

18～19歳(   11人)

20～29歳(   69人)

30～39歳(  144人)
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「進んだ」と「ある程度進んだ」を合わせて『進んだと思う』、「進んでいない」と「あまり

進んでいない」を合わせて『進んだと思わない』とし、『進んだと思う』から『進んだと思わ

ない』の割合を引いた値（パーセントポイント）を『進捗評価』とします。 

【全体】での『進んだと思う』上位３項目は、「（ト）河川の整備（32.3％）、（カ）健康づく

りの推進（32.0％）、（タ）防災・減災のまちづくり（29.3％）」となっています。 

 一方、『進んだと思わない』上位３項目は、「（ノ）観光の振興（25.9％）、（ヌ）商業の振興

（25.2％）、（ツ）道路の整備と維持管理（22.7％）」となっています。 

『進捗評価』上位３項目は、「（カ）健康づくりの推進（23.8ポイント）、（タ）防災・減災の

まちづくり（17.8ポイント）、（ウ）乳幼児期における支援の充実（17.2ポイント）」となり、『進

んだと思う』上位３項目と異なった結果となります。 

回答数の少ない属性を除いた【性別・年代別・地区別】の回答では、【全体】で『進んだと

思う』とされた上位５項目以外に、「（ア）安心で楽しい子育て環境づくり、（ウ）乳幼児期に

おける支援の充実、（ス）良好な地域環境の保全、（セ）自然に親しむ空間整備の推進、（ツ）

道路の整備と維持管理、（テ）上下水道の整備」が上位に入っています。 

 

 

 

 

 

１２－３－１ 進んだと思う事業（ア）安心で楽しい子育て環境づくり 

『進んだと思う』 27.9％、『進んだと思わない』 11.1％ 

 進捗評価（ア）安心で楽しい子育て環境づくり  

  

<回答数>

【全体】 1,095人

【性別】

男性 489人

女性 580人

回答しない 17人

【年代別】

18～19歳 11人

20～29歳 69人

30～39歳 144人

40～49歳 160人

50～59歳 180人

60～69歳 192人

70～79歳 236人

80歳以上 96人

【地区別】

松山地区 427人

大岡地区 41人

平野地区 120人

唐子地区 113人

高坂地区 171人

高坂丘陵地区 69人

野本地区 131人

<属性>

2.7

3.1

2.4

0.0

18.2
2.9

4.9
2.5

1.1

2.1

1.7

4.2

3.0

0.0

0.8

3.5

2.3

4.3
3.1

25.2

24.9

26.2

11.8

27.3

18.8

22.9

33.1

22.2

24.0

27.1

25.0

25.3

24.4

20.8

23.0

26.9

26.1

29.8

45.4

45.2

45.0

58.8

27.3

34.8

33.3

46.3

49.4

52.1

51.7

35.4

41.7

43.9

50.8

50.4

46.2

50.7

43.5

8.1

10.2

6.4

11.8

9.1

5.8

11.8

5.0

9.4

12.0

6.4
4.2

9.4

14.6

10.8

6.2

4.7

7.2

6.9

3.0

2.5

3.3
11.8

0.0

2.9
10.4

5.0

2.2

1.0

0.8

0.0

2.6
7.3

1.7
5.3

6.4

0.0

0.0

15.5

14.1

16.7

5.9

18.2

34.8

16.7

8.1

15.6

8.9

12.3

31.3

18.0

9.8

15.0

11.5

13.5

11.6

16.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

進んだ
ある程度

進んだ

どちらとも

いえない

あまり

進んでいない
進んでいない

わからない

＋（無回答）
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１２－３－２ 進んだと思う事業（イ）青少年の健全育成と若者の支援 

『進んだと思う』 15.1％、『進んだと思わない』 12.9％ 

 進捗評価（イ）青少年の健全育成と若者の支援  

 
 

１２－３－３ 進んだと思う事業（ウ）乳幼児期における支援の充実 

『進んだと思う』 26.6％、『進んだと思わない』 9.4％ 

 進捗評価（ウ）乳幼児期における支援の充実  

  

<回答数>

【全体】 1,095人

【性別】

男性 489人

女性 580人

回答しない 17人

【年代別】

18～19歳 11人

20～29歳 69人

30～39歳 144人

40～49歳 160人

50～59歳 180人

60～69歳 192人

70～79歳 236人

80歳以上 96人

【地区別】

松山地区 427人

大岡地区 41人

平野地区 120人

唐子地区 113人

高坂地区 171人

高坂丘陵地区 69人

野本地区 131人

<属性>

1.6

1.8

1.2

0.0

18.2
1.4

2.1

0.6

0.0

2.6

1.3

1.0

1.9

0.0

0.0

2.7

0.6

4.3
0.8

13.5

13.9

13.6

5.9

9.1

13.0

8.3

14.4

12.8

9.9

17.4

20.8

14.8

12.2

14.2

12.4

12.9

10.1

14.5

54.5

54.4

54.5

64.7

36.4

40.6

42.4

61.3

58.9

61.5

58.9

41.7

50.4

56.1

61.7

54.9

55.0

58.0

56.5

10.0

10.6

9.3

11.8

18.2

5.8

11.8

10.6

10.6

14.6

8.9
1.0

10.8

12.2

9.2

11.5

8.2

10.1

9.2

2.9

3.1

2.8
5.9

0.0
5.8

10.4

3.8

1.1

0.5

1.7

0.0

2.6
4.9

0.8

3.5
6.4

2.9

0.8

17.5

16.2

18.6

11.8

18.2

33.3

25.0

9.4

16.7

10.9

11.9

35.4

19.7

14.6

14.2

15.0

17.0

14.5

18.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

進んだ
ある程度

進んだ

どちらとも

いえない

あまり

進んでいない
進んでいない

わからない

＋（無回答）

<回答数>

【全体】 1,095人

【性別】

男性 489人

女性 580人

回答しない 17人

【年代別】

18～19歳 11人

20～29歳 69人

30～39歳 144人

40～49歳 160人

50～59歳 180人

60～69歳 192人

70～79歳 236人

80歳以上 96人

【地区別】

松山地区 427人

大岡地区 41人

平野地区 120人

唐子地区 113人

高坂地区 171人

高坂丘陵地区 69人

野本地区 131人

<属性>

3.2

2.7

3.4

5.9

9.1
1.4

4.2

4.4
0.0

4.2
3.4

3.1

3.3

2.4

0.8

3.5

2.9

4.3

4.6

23.4

21.7

25.3

11.8

18.2

18.8

22.2

30.6

23.9

21.4

22.5

24.0

26.2

14.6

17.5

25.7

26.9

14.5

22.9

46.1

48.3

44.1

58.8

36.4

31.9

32.6

46.3

49.4

52.6

54.7

37.5

40.0

56.1

55.0

46.0

43.3

59.4

48.9

6.6

7.6

5.9
0.0

18.2

4.3

13.9

5.0

7.2

9.9
3.0

0.0

7.3

7.3

7.5

4.4

7.6

5.8

4.6

2.8

2.2

3.1
11.8

0.0
4.3

7.6

4.4

1.7

0.5

2.5

0.0

1.9
4.9

3.3
5.3

5.3

1.4

0.8

17.9

17.6

18.1

11.8

18.2

39.1

19.4

9.4

17.8

11.5

14.0

35.4

21.3

14.6

15.8

15.0

14.0

14.5

18.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

進んだ
ある程度

進んだ

どちらとも

いえない

あまり

進んでいない
進んでいない

わからない

＋（無回答）
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１２－３－４ 進んだと思う事業（エ）学校教育の充実 

『進んだと思う』 22.3％、『進んだと思わない』 10.3％ 

 進捗評価（エ）学校教育の充実  

 
 

１２－３－５ 進んだと思う事業（オ）教育環境の整備 

『進んだと思う』 21.5％、『進んだと思わない』 11.1.％ 

 進捗評価（オ）教育環境の整備  

  

<回答数>

【全体】 1,095人

【性別】

男性 489人

女性 580人

回答しない 17人

【年代別】

18～19歳 11人

20～29歳 69人

30～39歳 144人

40～49歳 160人

50～59歳 180人

60～69歳 192人

70～79歳 236人

80歳以上 96人

【地区別】

松山地区 427人

大岡地区 41人

平野地区 120人

唐子地区 113人

高坂地区 171人

高坂丘陵地区 69人

野本地区 131人

<属性>

3.2

3.5

2.8

5.9

27.3

4.3
2.1

3.8

1.7

3.6

2.5

3.1

3.3

0.0

0.8

6.2
3.5

4.3
2.3

19.1

20.0

19.1

0.0

18.2

18.8

15.3

21.9

18.9

15.1

22.5

21.9

18.7

17.1

15.8

19.5

23.4

20.3

19.1

49.9

48.7

50.5

64.7

27.3

37.7

40.3

49.4

52.8

59.4

55.1

39.6

49.4

41.5

60.0

49.6

43.3

49.3

51.9

6.8

7.4

6.6

5.9

9.1

5.8

8.3

10.6

8.9

6.8

4.7
1.0

6.8

14.6

5.8

5.3

7.0

8.7

6.1

3.5

4.3

2.8
5.9

0.0
4.3

9.0

5.6

1.7

3.1

1.7

0.0

1.9
12.2

0.8
6.2

7.6

2.9

1.5

17.5

16.2

18.3

17.6

18.2

29.0

25.0

8.8

16.1

12.0

13.6

34.4

19.9

14.6

16.7

13.3

15.2

14.5

19.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

進んだ
ある程度

進んだ

どちらとも

いえない

あまり

進んでいない
進んでいない

わからない

＋（無回答）

<回答数>

【全体】 1,095人

【性別】

男性 489人

女性 580人

回答しない 17人

【年代別】

18～19歳 11人

20～29歳 69人

30～39歳 144人

40～49歳 160人

50～59歳 180人

60～69歳 192人

70～79歳 236人

80歳以上 96人

【地区別】

松山地区 427人

大岡地区 41人

平野地区 120人

唐子地区 113人

高坂地区 171人

高坂丘陵地区 69人

野本地区 131人

<属性>

2.8

2.5

3.1

0.0

18.2
2.9

2.1

3.1

1.7

3.1

3.4

1.0

2.3

0.0

1.7

5.3
2.9

5.8
2.3

18.7

20.7

17.6

5.9

27.3

21.7

15.3

19.4

21.1

13.0

22.0

19.8

17.8

17.1

13.3

21.2

24.0

18.8

19.8

50.1

47.6

51.9

64.7

18.2

40.6

38.9

51.9

49.4

62.0

53.8

43.8

50.4

41.5

59.2

48.7

43.9

49.3

51.9

7.7

8.8

6.9

5.9

18.2

4.3

11.1

11.9

10.0

6.3

5.5
1.0

7.3

12.2

9.2

5.3

8.2

10.1

6.9

3.4

4.3

2.6
5.9

0.0
5.8

6.9

5.0

2.2
4.2

1.3

0.0

2.3
14.6

0.8
6.2

6.4

1.4

0.8

17.3

16.2

17.9

17.6

18.2

24.6

25.7

8.8

15.6

11.5

14.0

34.4

19.9

14.6

15.8

13.3

14.6

14.5

18.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

進んだ
ある程度

進んだ

どちらとも

いえない

あまり

進んでいない
進んでいない

わからない

＋（無回答）
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１２－３－６ 進んだと思う事業（カ）健康づくりの推進 

『進んだと思う』 32.0％、『進んだと思わない』 8.2％ 

 進捗評価（カ）健康づくりの推進  

 
 

１２－３－７ 進んだと思う事業（キ）保健・医療体制の充実 

『進んだと思う』 29.2％、『進んだと思わない』 12.3％ 

 進捗評価（キ）保健・医療体制の充実  

  

<回答数>

【全体】 1,095人

【性別】

男性 489人

女性 580人

回答しない 17人

【年代別】

18～19歳 11人

20～29歳 69人

30～39歳 144人

40～49歳 160人

50～59歳 180人

60～69歳 192人

70～79歳 236人

80歳以上 96人

【地区別】

松山地区 427人

大岡地区 41人

平野地区 120人

唐子地区 113人

高坂地区 171人

高坂丘陵地区 69人

野本地区 131人

<属性>

4.6

3.3

5.5

5.9

18.2

5.8

4.2
3.8

1.7

3.6

5.5

8.3

4.7
0.0

5.0

8.0
3.5

5.8
3.1

27.4

26.8

28.3

17.6

27.3

13.0

21.5

26.3

23.9

28.6

36.4

30.2

27.6

29.3

24.2

25.7

29.8

27.5

27.5

45.7

48.1

43.8

47.1

36.4

44.9

42.4

47.5

54.4

52.1

42.4

29.2

44.3

51.2

49.2

46.9

40.9

50.7

47.3

6.7

6.3

6.7

11.8

0.0

2.9

6.3

7.5

8.3

7.8

6.4
5.2

6.3

7.3

8.3

6.2

5.8

8.7

6.9

1.5

2.0

1.0

0.0

0.0

1.4

3.5

2.5

0.6

1.0

1.3

0.0

0.7

2.4

0.0
4.4

3.5

0.0

0.8

14.2

13.5

14.7

17.6

18.2

31.9

22.2

12.5

11.1

6.8

8.1

27.1

16.4

9.8

13.3

8.8

16.4

7.2

14.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

進んだ
ある程度

進んだ

どちらとも

いえない

あまり

進んでいない
進んでいない

わからない

＋（無回答）

<回答数>

【全体】 1,095人

【性別】

男性 489人

女性 580人

回答しない 17人

【年代別】

18～19歳 11人

20～29歳 69人

30～39歳 144人

40～49歳 160人

50～59歳 180人

60～69歳 192人

70～79歳 236人

80歳以上 96人

【地区別】

松山地区 427人

大岡地区 41人

平野地区 120人

唐子地区 113人

高坂地区 171人

高坂丘陵地区 69人

野本地区 131人

<属性>

4.5

4.9

4.0

5.9

18.2

4.3
2.8

2.5

2.8

4.7

5.5

8.3

5.2
2.4

3.3

8.0
2.9

5.8
1.5

24.7

22.9

26.7

11.8

27.3

14.5

22.9

21.9

22.2

22.9

30.5

33.3

24.4

22.0

28.3

22.1

24.6

24.6

26.7

45.2

46.8

43.8

47.1

36.4

46.4

40.3

48.1

47.2

52.6

47.0

26.0

42.4

53.7

44.2

45.1

43.9

47.8

51.9

8.2

8.0

7.9

29.4

0.0

2.9

9.7

8.8

13.3

8.3

6.4

5.2

8.7

4.9

8.3

8.8

6.4

13.0

7.6

4.1

4.1

4.3

0.0

0.0

2.9
6.3

6.3

3.9
4.7

2.5

2.1

3.5
9.8

3.3
7.1

7.0

1.4

0.8

13.2

13.3

13.3

5.9

18.2

29.0

18.1

12.5

10.6

6.8

8.1

25.0

15.9

7.3

12.5

8.8

15.2

7.2

11.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

進んだ
ある程度

進んだ

どちらとも

いえない

あまり

進んでいない
進んでいない

わからない

＋（無回答）
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- 135 - 

 

１２－３－８ 進んだと思う事業（ク）市民病院の充実 

『進んだと思う』 28.2％、『進んだと思わない』 18.3％ 

 進捗評価（ク）市民病院の充実  

 
 

１２－３－９ 進んだと思う事業（ケ）地域福祉の推進 

『進んだと思う』 19.5％、『進んだと思わない』 12.7％ 

 進捗評価（ケ）地域福祉の推進  

  

<回答数>

【全体】 1,095人

【性別】

男性 489人

女性 580人

回答しない 17人

【年代別】

18～19歳 11人

20～29歳 69人

30～39歳 144人

40～49歳 160人

50～59歳 180人

60～69歳 192人

70～79歳 236人

80歳以上 96人

【地区別】

松山地区 427人

大岡地区 41人

平野地区 120人

唐子地区 113人

高坂地区 171人

高坂丘陵地区 69人

野本地区 131人

<属性>

5.1

5.3

4.7

5.9

18.2
0.0

2.1

1.9

2.2

5.7

8.1

12.5

4.4

7.3

5.0

8.0
2.9

2.9

6.9

23.1

25.2

21.6

11.8

27.3

21.7

16.0

19.4

23.3

20.3

30.5

27.1

23.7

22.0

27.5

20.4

22.2

21.7

23.7

41.0

40.5

41.4

47.1

36.4

37.7

43.1

41.3

44.4

43.8

41.1

29.2

40.0

43.9

35.8

38.9

42.7

44.9

43.5

11.7

10.8

12.4

17.6

0.0

7.2

10.4

17.5

14.4

15.6

8.1

5.2

10.5

9.8

14.2

16.8

10.5

11.6

13.0

6.6

5.9

7.1

11.8

0.0

2.9
8.3

8.8

6.7

8.3

4.7

5.2

5.9

12.2

5.8

8.0

7.6

8.7

3.8

12.5

12.3

12.9

5.9

18.2

30.4

20.1

11.3

8.9

6.3

7.6

20.8

15.5

4.9

11.7

8.0

14.0

10.1

9.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

進んだ
ある程度

進んだ

どちらとも

いえない

あまり

進んでいない
進んでいない

わからない

＋（無回答）

<回答数>

【全体】 1,095人

【性別】

男性 489人

女性 580人

回答しない 17人

【年代別】

18～19歳 11人

20～29歳 69人

30～39歳 144人

40～49歳 160人

50～59歳 180人

60～69歳 192人

70～79歳 236人

80歳以上 96人

【地区別】

松山地区 427人

大岡地区 41人

平野地区 120人

唐子地区 113人

高坂地区 171人

高坂丘陵地区 69人

野本地区 131人

<属性>

3.2

3.5

2.8

5.9

9.1
1.4

2.1

1.9

2.8

3.1

3.4

7.3

3.7

0.0

2.5

5.3
1.8

2.9

2.3

16.3

16.0

17.2

5.9

36.4

11.6

13.2

12.5

17.8

12.5

22.9

17.7

15.5

17.1

17.5

20.4

12.9

21.7

18.3

51.8

53.2

50.5

58.8

36.4

42.0

47.2

55.0

53.3

58.9

53.8

41.7

48.9

63.4

58.3

46.0

51.5

56.5

51.9

9.6

9.6

9.5

11.8

0.0

5.8

8.3

11.3

12.2

12.5

7.6

6.3

9.6

7.3

8.3

13.3

9.4

5.8

10.7

3.1

3.1

2.9
5.9

0.0

1.4
4.9

4.4

1.7
4.2

3.0

1.0

3.7

2.4

1.7
4.4

2.9
4.3

1.5

16.0

14.7

17.1

11.8

18.2

37.7

24.3

15.0

12.2

8.9

9.3

26.0

18.5

9.8

11.7

10.6

21.6

8.7

15.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

進んだ
ある程度

進んだ

どちらとも

いえない

あまり

進んでいない
進んでいない

わからない

＋（無回答）



III 調査の結果 
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１２－３－１０ 進んだと思う事業（コ）社会保障の充実 

『進んだと思う』 16.4％、『進んだと思わない』 15.0％ 

 進捗評価（コ）社会保障の充実  

 
 

１２－３－１１ 進んだと思う事業（サ）高齢者支援の充実 

『進んだと思う』 20.6％、『進んだと思わない』 15.0％ 

 進捗評価（サ）高齢者支援の充実  

  

<回答数>

【全体】 1,095人

【性別】

男性 489人

女性 580人

回答しない 17人

【年代別】

18～19歳 11人

20～29歳 69人

30～39歳 144人

40～49歳 160人

50～59歳 180人

60～69歳 192人

70～79歳 236人

80歳以上 96人

【地区別】

松山地区 427人

大岡地区 41人

平野地区 120人

唐子地区 113人

高坂地区 171人

高坂丘陵地区 69人

野本地区 131人

<属性>

2.9

3.9

1.9

5.9

9.1
2.9

2.8

0.6

0.6

2.6

4.2

7.3

3.3

0.0

0.8

3.5

1.8

4.3
3.8

13.5

14.5

13.3

0.0

36.4

5.8

11.8

11.3

13.9

12.0

16.9

17.7

12.6

9.8

15.0

15.9

15.2

15.9

12.2

52.9

52.1

53.3

64.7

36.4

50.7

49.3

53.1

54.4

55.2

57.6

42.7

50.1

65.9

58.3

54.0

48.5

55.1

55.7

10.7

10.6

10.5

11.8

0.0

2.9

8.3

13.1

15.0

15.1

8.5

5.2

11.0

7.3

10.8

8.0

11.1

10.1

12.2

4.3

4.7

4.0

5.9

0.0

2.9
6.9

6.9

2.2
6.3

2.5

2.1

5.2

7.3

3.3
7.1

3.5

2.9

0.8

15.7

14.1

17.1

11.8

18.2

34.8

20.8

15.0

13.9

8.9

10.2

25.0

17.8

9.8

11.7

11.5

19.9

11.6

15.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

進んだ
ある程度

進んだ

どちらとも

いえない

あまり

進んでいない
進んでいない

わからない

＋（無回答）

<回答数>

【全体】 1,095人

【性別】

男性 489人

女性 580人

回答しない 17人

【年代別】

18～19歳 11人

20～29歳 69人

30～39歳 144人

40～49歳 160人

50～59歳 180人

60～69歳 192人

70～79歳 236人

80歳以上 96人

【地区別】

松山地区 427人

大岡地区 41人

平野地区 120人

唐子地区 113人

高坂地区 171人

高坂丘陵地区 69人

野本地区 131人

<属性>

3.5

4.3
2.6

5.9

27.3

4.3

4.2
3.8

1.7

1.6

3.4

5.2

3.5

0.0

1.7

4.4
2.9

7.2
3.8

17.1

16.6

18.1

5.9

9.1

10.1

12.5

16.3

17.8

16.7

21.2

21.9

16.2

22.0

20.8

15.0

13.5

17.4

22.1

47.6

49.1

46.0

58.8

45.5

40.6

45.8

51.9

49.4

51.0

48.7

35.4

46.4

48.8

49.2

52.2

46.8

52.2

44.3

11.3

10.8

11.6

17.6

0.0

8.7

6.9

7.5

14.4

15.6

13.6

7.3

10.8

12.2

14.2

8.8

11.7

10.1

11.5

3.7

4.1

3.3

0.0

0.0

0.0

3.5
6.3

1.7
5.2

3.4
4.2

4.4

7.3

0.8
6.2

2.9

2.9

1.5

16.9

15.1

18.4

11.8

18.2

36.2

27.1

14.4

15.0

9.9

9.7

26.0

18.7

9.8

13.3

13.3

22.2

10.1

16.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

進んだ
ある程度

進んだ

どちらとも

いえない

あまり

進んでいない
進んでいない

わからない

＋（無回答）
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１２－３－１２ 進んだと思う事業（シ）障害者支援の充実 

『進んだと思う』 17.2％、『進んだと思わない』 11.6％ 

 進捗評価（シ）障害者支援の充実  

 
 

１２－３－１３ 進んだと思う事業（ス）良好な地域環境の保全 

『進んだと思う』 21.9％、『進んだと思わない』 13.1％ 

 進捗評価（ス）良好な地域環境の保全  

  

<回答数>

【全体】 1,095人

【性別】

男性 489人

女性 580人

回答しない 17人

【年代別】

18～19歳 11人

20～29歳 69人

30～39歳 144人

40～49歳 160人

50～59歳 180人

60～69歳 192人

70～79歳 236人

80歳以上 96人

【地区別】

松山地区 427人

大岡地区 41人

平野地区 120人

唐子地区 113人

高坂地区 171人

高坂丘陵地区 69人

野本地区 131人

<属性>

3.0

3.7

2.2

5.9

9.1
2.9

2.8

3.8

2.8

1.6

2.1

6.3

2.6

0.0

2.5

3.5

1.8

5.8

4.6

14.2

14.7

14.5

0.0

9.1

10.1

11.1

12.5

15.0

13.5

17.8

17.7

13.8

17.1

15.8

10.6

9.9

14.5

22.9

52.4

51.1

53.6

52.9

54.5

43.5

47.9

51.3

51.7

62.0

56.8

39.6

49.9

56.1

60.0

60.2

52.0

56.5

43.5

8.0

9.4

6.6

17.6

9.1

4.3

7.6

9.4

10.0

8.3

7.6

5.2

8.2

7.3

6.7

5.3

11.1

4.3

8.4

3.6

3.9

3.1
5.9

0.0

0.0

3.5
5.6

3.3
4.2

3.8

2.1

4.4

9.8

0.8
4.4

2.9

2.9

2.3

18.7

17.2

20.0

17.6

18.2

39.1

27.1

17.5

17.2

10.4

11.9

29.2

21.1

9.8

14.2

15.9

22.2

15.9

18.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

進んだ
ある程度

進んだ

どちらとも

いえない

あまり

進んでいない
進んでいない

わからない

＋（無回答）

<回答数>

【全体】 1,095人

【性別】

男性 489人

女性 580人

回答しない 17人

【年代別】

18～19歳 11人

20～29歳 69人

30～39歳 144人

40～49歳 160人

50～59歳 180人

60～69歳 192人

70～79歳 236人

80歳以上 96人

【地区別】

松山地区 427人

大岡地区 41人

平野地区 120人

唐子地区 113人

高坂地区 171人

高坂丘陵地区 69人

野本地区 131人

<属性>

2.6

3.1

1.9

5.9

9.1
1.4

3.5

1.9

1.1

2.1

2.5

5.2

1.6

2.4

0.8

4.4
2.3

8.7
1.5

19.3

22.1

17.1

17.6

27.3

18.8

19.4

24.4

18.3

15.6

20.8

14.6

19.4

12.2

20.0

12.4

21.6

27.5

19.8

50.7

49.1

52.6

41.2

45.5

44.9

39.6

49.4

55.0

56.8

55.5

43.8

49.2

51.2

53.3

55.8

48.0

47.8

51.9

10.4

9.2

11.2

17.6

0.0

8.7

14.6

6.9

12.2

13.0

9.3

7.3

11.2

17.1

10.0

9.7

8.8
4.3

13.0

2.7

3.3

2.1
5.9

0.0

1.4

3.5
6.3

1.7

2.1

2.5

1.0

2.8
9.8

2.5

3.5

2.9

1.4

0.8

14.3

13.3

15.2

11.8

18.2

24.6

19.4

11.3

11.7

10.4

9.3

28.1

15.7

7.3

13.3

14.2

16.4

10.1

13.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

進んだ
ある程度

進んだ

どちらとも

いえない

あまり

進んでいない
進んでいない

わからない

＋（無回答）
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１２－３－１４ 進んだと思う事業（セ）自然に親しむ空間整備の推進 

『進んだと思う』 23.3％、『進んだと思わない』 12.9％ 

 進捗評価（セ）自然に親しむ空間整備の推進  

 
 

１２－３－１５ 進んだと思う事業（ソ）資源循環の推進 

『進んだと思う』 20.4％、『進んだと思わない』 11.8％ 

 進捗評価（ソ）資源循環の推進  

  

<回答数>

【全体】 1,095人

【性別】

男性 489人

女性 580人

回答しない 17人

【年代別】

18～19歳 11人

20～29歳 69人

30～39歳 144人

40～49歳 160人

50～59歳 180人

60～69歳 192人

70～79歳 236人

80歳以上 96人

【地区別】

松山地区 427人

大岡地区 41人

平野地区 120人

唐子地区 113人

高坂地区 171人

高坂丘陵地区 69人

野本地区 131人

<属性>

3.0

3.5

2.8

0.0

9.1
2.9

4.9
3.1

1.1

1.6

3.8

4.2

2.1

4.9
1.7

3.5

4.1

7.2
2.3

20.3

19.0

21.6

11.8

27.3

13.0

20.8

25.0

17.2

18.8

23.3

16.7

19.7

12.2

20.0

16.8

22.2

33.3

19.1

49.3

50.5

48.1

64.7

45.5

46.4

43.8

46.3

54.4

57.3

49.6

39.6

49.9

43.9

51.7

53.1

45.0

40.6

52.7

11.0

10.8

10.7

17.6

0.0

7.2

11.1

9.4

11.7

13.5

11.0

11.5

10.8

22.0

13.3

9.7

10.5

7.2

10.7

1.9

2.0

1.9

0.0

0.0

2.9

2.1
5.6

2.2

0.0

1.3

0.0

1.6
4.9

0.8

2.7

2.9

1.4

1.5

14.5

14.1

15.0

5.9

18.2

27.5

17.4

10.6

13.3

8.9

11.0

28.1

15.9

12.2

12.5

14.2

15.2

10.1

13.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

進んだ
ある程度

進んだ

どちらとも

いえない

あまり

進んでいない
進んでいない

わからない

＋（無回答）

<回答数>

【全体】 1,095人

【性別】

男性 489人

女性 580人

回答しない 17人

【年代別】

18～19歳 11人

20～29歳 69人

30～39歳 144人

40～49歳 160人

50～59歳 180人

60～69歳 192人

70～79歳 236人

80歳以上 96人

【地区別】

松山地区 427人

大岡地区 41人

平野地区 120人

唐子地区 113人

高坂地区 171人

高坂丘陵地区 69人

野本地区 131人

<属性>

2.9

3.1

2.8

5.9

18.2
1.4

2.8

1.3

1.1

2.6

4.2

6.3

2.6

2.4

1.7

4.4
2.3

5.8
3.1

17.5

18.2

17.2

5.9

27.3

10.1

16.0

20.0

14.4

14.1

22.5

18.8

16.9

19.5

18.3

11.5

21.6

24.6

15.3

51.2

50.3

51.9

52.9

36.4

49.3

44.4

51.3

57.2

59.4

51.7

37.5

51.5

43.9

51.7

56.6

45.0

50.7

55.0

9.2

10.0

8.3

23.5

0.0

5.8

8.3

6.3

11.7

12.5

8.9

9.4

8.9

17.1

14.2

8.0

8.2
4.3

8.4

2.6

3.1

2.2

0.0

0.0

0.0

3.5
6.3

2.8

2.1

1.3

1.0

2.3
4.9

0.0
5.3

2.9

2.9

2.3

16.5

15.3

17.6

11.8

18.2

33.3

25.0

15.0

12.8

9.4

11.4

27.1

17.8

12.2

14.2

14.2

19.9

11.6

16.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

進んだ
ある程度

進んだ

どちらとも

いえない

あまり

進んでいない
進んでいない

わからない

＋（無回答）



III 調査の結果 
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１２－３－１６ 進んだと思う事業（タ）防災・減災のまちづくり 

『進んだと思う』 29.3％、『進んだと思わない』 11.5％ 

 進捗評価（タ）防災・減災のまちづくり  

 
 

１２－３－１７ 進んだと思う事業（チ）計画的なまちづくりの推進 

『進んだと思う』 22.5％、『進んだと思わない』 15.5％ 

 進捗評価（チ）計画的なまちづくりの推進  

  

<回答数>

【全体】 1,095人

【性別】

男性 489人

女性 580人

回答しない 17人

【年代別】

18～19歳 11人

20～29歳 69人

30～39歳 144人

40～49歳 160人

50～59歳 180人

60～69歳 192人

70～79歳 236人

80歳以上 96人

【地区別】

松山地区 427人

大岡地区 41人

平野地区 120人

唐子地区 113人

高坂地区 171人

高坂丘陵地区 69人

野本地区 131人

<属性>

2.5

3.1

2.1

0.0

9.1

4.3
1.4

2.5

1.7

3.1

2.5

2.1

2.3

2.4

0.8

5.3
2.9

2.9

1.5

26.8

28.4

25.5

11.8

36.4

23.2

25.7

26.9

25.6

26.0

28.4

28.1

26.9

22.0

21.7

28.3

34.5

21.7

25.2

46.3

44.4

48.4

41.2

27.3

39.1

39.6

46.3

53.3

52.1

49.2

34.4

46.4

53.7

52.5

39.8

38.6

49.3

50.4

8.9

9.0

8.3

29.4

9.1
2.9

11.8

11.9

8.3

9.9

6.8

8.3

8.2

4.9

10.8

10.6

7.0

13.0

9.9

2.6

2.9

2.6

0.0

0.0

1.4

3.5
5.0

2.8

2.1

2.5

0.0

1.4
4.9

3.3

2.7
6.4

2.9

0.8

12.9

12.3

13.1

17.6

18.2

29.0

18.1

7.5

8.3

6.8

10.6

27.1

14.8

12.2

10.8

13.3

10.5

10.1

12.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

進んだ
ある程度

進んだ

どちらとも

いえない

あまり

進んでいない
進んでいない

わからない

＋（無回答）

<回答数>

【全体】 1,095人

【性別】

男性 489人

女性 580人

回答しない 17人

【年代別】

18～19歳 11人

20～29歳 69人

30～39歳 144人

40～49歳 160人

50～59歳 180人

60～69歳 192人

70～79歳 236人

80歳以上 96人

【地区別】

松山地区 427人

大岡地区 41人

平野地区 120人

唐子地区 113人

高坂地区 171人

高坂丘陵地区 69人

野本地区 131人

<属性>

2.6

3.3

2.1

0.0

9.1

4.3
2.8

1.9

1.7

1.0

4.2
2.1

2.8

2.4

0.8

3.5

4.1
2.9

0.8

19.9

20.9

19.0

11.8

27.3

14.5

21.5

23.1

20.6

17.2

16.9

24.0

18.7

12.2

15.8

19.5

30.4

18.8

16.8

48.2

47.6

49.1

41.2

27.3

44.9

39.6

46.9

48.9

59.4

52.1

37.5

47.1

53.7

57.5

44.2

37.4

50.7

57.3

10.5

9.2

11.6

17.6

9.1

5.8

9.7

10.6

13.3

10.9

10.6

9.4

10.5

9.8

10.0

13.3

9.4

13.0

9.2

5.0

5.5

4.5

11.8

9.1

2.9
6.9

9.4

4.4

4.7

4.2

0.0

6.1

9.8

2.5
5.3

5.3

4.3

3.1

13.8

13.5

13.8

17.6

18.2

27.5

19.4

8.1

11.1

6.8

11.9

27.1

14.8

12.2

13.3

14.2

13.5

10.1

13.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

進んだ
ある程度

進んだ

どちらとも

いえない

あまり

進んでいない
進んでいない

わからない

＋（無回答）



III 調査の結果 
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１２－３－１８ 進んだと思う事業（ツ）道路の整備と維持管理 

『進んだと思う』 26.8％、『進んだと思わない』 22.7％ 

 進捗評価（ツ）道路の整備と維持管理  

 
 

１２－３－１９ 進んだと思う事業（テ）上下水道の整備 

『進んだと思う』 24.8％、『進んだと思わない』 21.9％ 

 進捗評価（テ）上下水道の整備  

  

<回答数>

【全体】 1,095人

【性別】

男性 489人

女性 580人

回答しない 17人

【年代別】

18～19歳 11人

20～29歳 69人

30～39歳 144人

40～49歳 160人

50～59歳 180人

60～69歳 192人

70～79歳 236人

80歳以上 96人

【地区別】

松山地区 427人

大岡地区 41人

平野地区 120人

唐子地区 113人

高坂地区 171人

高坂丘陵地区 69人

野本地区 131人

<属性>

3.1

3.7

2.8

0.0

18.2
2.9

4.2
3.8

1.7

2.1

3.0

4.2

3.3

2.4

2.5

2.7

4.7

5.8
0.8

23.7

24.3

23.4

5.9

36.4

27.5

20.1

25.6

28.9

21.4

20.8

21.9

25.1

14.6

21.7

15.9

28.7

29.0

20.6

38.6

38.9

38.4

47.1

9.1

34.8

36.1

37.5

38.3

45.8

41.5

31.3

34.7

41.5

43.3

42.5

34.5

39.1

48.9

14.0

12.7

14.7

29.4

9.1

7.2

16.0

10.6

13.9

15.6

15.7

15.6

13.8

17.1

14.2

16.8

14.6

7.2

13.7

8.7

8.6

9.0

5.9

0.0

2.9
8.3

14.4

10.6

7.8

8.1

5.2

9.4

17.1

7.5

10.6

7.0

8.7

5.3

11.9

11.9

11.7

11.8

27.3

24.6

15.3

8.1

6.7

7.3

11.0

21.9

13.8

7.3

10.8

11.5

10.5

10.1

10.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

進んだ
ある程度

進んだ

どちらとも

いえない

あまり

進んでいない
進んでいない

わからない

＋（無回答）

<回答数>

【全体】 1,095人

【性別】

男性 489人

女性 580人

回答しない 17人

【年代別】

18～19歳 11人

20～29歳 69人

30～39歳 144人

40～49歳 160人

50～59歳 180人

60～69歳 192人

70～79歳 236人

80歳以上 96人

【地区別】

松山地区 427人

大岡地区 41人

平野地区 120人

唐子地区 113人

高坂地区 171人

高坂丘陵地区 69人

野本地区 131人

<属性>

4.0

4.7
3.6

0.0

27.3

4.3

4.9
1.9

3.9

3.1

3.8

6.3

4.7
0.0

1.7

5.3

4.1

7.2
2.3

20.8

22.5

19.5

5.9

18.2

11.6

13.2

21.9

19.4

19.8

25.8

27.1

22.5

14.6

17.5

9.7

24.0

29.0

20.6

39.8

38.2

40.7

64.7

27.3

43.5

37.5

43.8

42.2

45.8

37.7

26.0

39.8

41.5

39.2

42.5

36.3

40.6

40.5

13.2

12.5

14.0

11.8

9.1

7.2

13.2

12.5

14.4

16.7

14.0

9.4

10.3

19.5

18.3

19.5

13.5

5.8

16.8

8.7

8.6

9.0

5.9

0.0

1.4
11.1

10.0

10.6

7.8

8.9

7.3

7.0

17.1

12.5

11.5

8.2

5.8

7.6

13.4

13.5

13.3

11.8

18.2

31.9

20.1

10.0

9.4

6.8

9.7

24.0

15.7

7.3

10.8

11.5

14.0

11.6

12.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

進んだ
ある程度

進んだ

どちらとも

いえない

あまり

進んでいない
進んでいない

わからない

＋（無回答）



III 調査の結果 
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１２－３－２０ 進んだと思う事業（ト）河川の整備 

『進んだと思う』 32.3％、『進んだと思わない』 18.0％ 

 進捗評価（ト）河川の整備  

 
 

１２－３－２１ 進んだと思う事業（ナ）交通安全・防犯対策の推進 

『進んだと思う』 21.0％、『進んだと思わない』 15.5％ 

 進捗評価（ナ）交通安全・防犯対策の推進  

  

<回答数>

【全体】 1,095人

【性別】

男性 489人

女性 580人

回答しない 17人

【年代別】

18～19歳 11人

20～29歳 69人

30～39歳 144人

40～49歳 160人

50～59歳 180人

60～69歳 192人

70～79歳 236人

80歳以上 96人

【地区別】

松山地区 427人

大岡地区 41人

平野地区 120人

唐子地区 113人

高坂地区 171人

高坂丘陵地区 69人

野本地区 131人

<属性>

5.0

5.1

5.2
0.0

18.2

10.1

6.9

6.3
2.8

3.6

4.2

4.2

4.0

4.9
1.7

8.8

8.2

7.2
3.8

27.3

30.7

24.5

11.8

27.3

18.8

25.7

27.5

26.7

25.5

32.2

27.1

29.0

19.5

15.0

31.0

28.7

33.3

26.7

37.1

33.3

39.8

58.8

18.2

33.3

36.1

33.8

38.9

46.9

34.7

32.3

35.4

41.5

44.2

31.9

30.4

42.0

43.5

12.4

13.3

11.9

11.8

9.1

7.2

11.1

14.4

15.6

13.0

11.9

10.4

12.6

12.2

19.2

10.6

14.0

5.8

9.9

5.6

6.1

5.2

5.9

9.1

2.9
4.9

7.5

7.8

4.2

5.9

3.1

4.9

12.2

8.3

4.4

6.4

5.8

3.1

12.6

11.5

13.4

11.8

18.2

27.5

15.3

10.6

8.3

6.8

11.0

22.9

14.1

9.8

11.7

13.3

12.3

5.8

13.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

進んだ
ある程度

進んだ

どちらとも

いえない

あまり

進んでいない
進んでいない

わからない

＋（無回答）

<回答数>

【全体】 1,095人

【性別】

男性 489人

女性 580人

回答しない 17人

【年代別】

18～19歳 11人

20～29歳 69人

30～39歳 144人

40～49歳 160人

50～59歳 180人

60～69歳 192人

70～79歳 236人

80歳以上 96人

【地区別】

松山地区 427人

大岡地区 41人

平野地区 120人

唐子地区 113人

高坂地区 171人

高坂丘陵地区 69人

野本地区 131人

<属性>

2.3

2.5

2.2

0.0

9.1

5.8
1.4

2.5

0.6

2.6

2.5

2.1

2.3

2.4

0.8

3.5

2.9

4.3
0.8

18.7

19.6

17.8

17.6

45.5

17.4

15.3

21.3

16.1

16.1

20.3

21.9

21.1

9.8

15.0

15.9

22.2

24.6

9.9

50.0

48.5

51.7

41.2

18.2

40.6

43.8

48.8

52.8

59.4

53.8

39.6

46.4

61.0

58.3

48.7

43.9

46.4

61.8

10.8

10.8

10.5

17.6

9.1

7.2

16.7

8.1

12.8

11.5

10.6

5.2

11.7

7.3

7.5

11.5

10.5

11.6

12.2

4.7

5.1

4.3

5.9

0.0

2.9
4.9

10.0

6.7

2.6

2.1
4.2

3.5
7.3

7.5

6.2

6.4

4.3

2.3

13.6

13.5

13.4

17.6

18.2

26.1

18.1

9.4

11.1

7.8

10.6

27.1

15.0

12.2

10.8

14.2

14.0

8.7

13.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

進んだ
ある程度

進んだ

どちらとも

いえない

あまり

進んでいない
進んでいない

わからない

＋（無回答）



III 調査の結果 
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１２－３－２２ 進んだと思う事業（ニ）農業の振興 

『進んだと思う』 9.5％、『進んだと思わない』 17.7％ 

 進捗評価（ニ）農業の振興  

 
 

１２－３－２３ 進んだと思う事業（ヌ）商業の振興 

『進んだと思う』 13.1％、『進んだと思わない』 25.2％ 

 進捗評価（ヌ）商業の振興  

  

<回答数>

【全体】 1,095人

【性別】

男性 489人

女性 580人

回答しない 17人

【年代別】

18～19歳 11人

20～29歳 69人

30～39歳 144人

40～49歳 160人

50～59歳 180人

60～69歳 192人

70～79歳 236人

80歳以上 96人

【地区別】

松山地区 427人

大岡地区 41人

平野地区 120人

唐子地区 113人

高坂地区 171人

高坂丘陵地区 69人

野本地区 131人

<属性>

1.6

2.0

1.4

0.0

9.1
1.4

4.9
1.3

0.6

1.6

1.3

0.0

1.4

0.0

0.8

2.7

2.9

4.3
0.0

7.9

8.6

6.9

5.9

45.5

5.8

10.4

8.1

10.0

2.6
5.9

9.4

8.9

2.4
5.0

8.0

8.8

2.9
8.4

52.9

51.7

54.3

47.1

27.3

40.6

41.0

55.6

51.7

63.5

58.1

47.9

52.5

58.5

59.2

54.0

46.2

60.9

49.6

12.9

12.7

13.3

5.9

9.1

11.6

11.1

9.4

12.8

17.2

14.8

10.4

11.5

14.6

13.3

9.7

13.5

14.5

18.3

4.8

6.1

3.4
17.6

0.0

2.9
6.3

6.9

3.9

3.6
6.4

2.1

3.3
12.2

4.2

6.2

7.0

4.3

4.6

19.9

18.8

20.7

23.5

9.1

37.7

26.4

18.8

21.1

11.5

13.6

30.2

22.5

12.2

17.5

19.5

21.6

13.0

19.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

進んだ
ある程度

進んだ

どちらとも

いえない

あまり

進んでいない
進んでいない

わからない

＋（無回答）

<回答数>

【全体】 1,095人

【性別】

男性 489人

女性 580人

回答しない 17人

【年代別】

18～19歳 11人

20～29歳 69人

30～39歳 144人

40～49歳 160人

50～59歳 180人

60～69歳 192人

70～79歳 236人

80歳以上 96人

【地区別】

松山地区 427人

大岡地区 41人

平野地区 120人

唐子地区 113人

高坂地区 171人

高坂丘陵地区 69人

野本地区 131人

<属性>

1.6

1.8

1.2

0.0

9.1
1.4

1.4

1.9

1.1

2.1

0.8

1.0

1.6

0.0

0.0

1.8

2.9

2.9

0.0

11.5

12.5

10.5

11.8

27.3

10.1

20.1

13.8

12.8

4.2

9.3

10.4

10.1

4.9

7.5

13.3

19.3

8.7

11.5

46.8

44.4

49.0

47.1

36.4

40.6

36.8

47.5

45.6

53.1

51.7

45.8

46.4

56.1

50.0

45.1

42.1

49.3

48.1

16.3

17.4

15.5

17.6

18.2

7.2

11.8

13.8

15.6

24.5

19.9

10.4

16.4

22.0

18.3

12.4

12.9

17.4

20.6

8.9

9.6

8.4

11.8

0.0
7.2

11.8

11.3

12.2

8.9

6.8

3.1

9.8

7.3

7.5

11.5

8.2

13.0

4.6

14.9

14.3

15.3

11.8

9.1

33.3

18.1

11.9

12.8

7.3

11.4

29.2

15.7

9.8

16.7

15.9

14.6

8.7

15.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

進んだ
ある程度

進んだ

どちらとも

いえない

あまり

進んでいない
進んでいない

わからない

＋（無回答）



III 調査の結果 
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１２－３－２４ 進んだと思う事業（ネ）産業振興と就労支援の充実 

『進んだと思う』 9.8％、『進んだと思わない』 20.3％ 

 進捗評価（ネ）産業振興と就労支援の充実  

 
 

１２－３－２５ 進んだと思う事業（ノ）観光の振興 

『進んだと思う』 13.7％、『進んだと思わない』 25.9％ 

 進捗評価（ノ）観光の振興  

  

<回答数>

【全体】 1,095人

【性別】

男性 489人

女性 580人

回答しない 17人

【年代別】

18～19歳 11人

20～29歳 69人

30～39歳 144人

40～49歳 160人

50～59歳 180人

60～69歳 192人

70～79歳 236人

80歳以上 96人

【地区別】

松山地区 427人

大岡地区 41人

平野地区 120人

唐子地区 113人

高坂地区 171人

高坂丘陵地区 69人

野本地区 131人

<属性>

1.4

1.6

1.2

0.0

9.1
2.9

1.4

1.9

1.1

1.0

0.8

1.0

1.6

0.0

0.8

1.8

1.8

2.9

0.0

8.4

10.8

6.6

0.0

36.4

4.3

9.7

9.4

9.4

5.2

6.8

12.5

7.3

9.8

7.5

10.6

12.9

7.2

6.1

51.5

47.4

54.8

58.8

27.3

47.8

43.1

53.1

50.0

58.3

55.1

46.9

52.2

43.9

55.0

47.8

49.1

50.7

53.4

13.2

14.3

12.4

5.9

9.1
1.4

11.1

10.6

15.0

18.8

15.7

9.4

12.6

22.0

13.3

10.6

8.2

15.9

19.1

7.1

7.8

6.2

17.6

9.1

7.2

8.3

10.6

6.7

6.8

7.2

1.0

6.8

12.2

5.0

7.1

8.2

13.0

3.8

18.4

18.0

18.8

17.6

9.1

36.2

26.4

14.4

17.8

9.9

14.4

29.2

19.4

12.2

18.3

22.1

19.9

10.1

17.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

進んだ
ある程度

進んだ

どちらとも

いえない

あまり

進んでいない
進んでいない

わからない

＋（無回答）

<回答数>

【全体】 1,095人

【性別】

男性 489人

女性 580人

回答しない 17人

【年代別】

18～19歳 11人

20～29歳 69人

30～39歳 144人

40～49歳 160人

50～59歳 180人

60～69歳 192人

70～79歳 236人

80歳以上 96人

【地区別】

松山地区 427人

大岡地区 41人

平野地区 120人

唐子地区 113人

高坂地区 171人

高坂丘陵地区 69人

野本地区 131人

<属性>

2.2

2.5

1.9

0.0

0.0

4.3
2.8

1.9

0.6

2.1

3.4

0.0

2.6

0.0

0.8

2.7

2.3

2.9

1.5

11.5

11.9

11.4

11.8

36.4

7.2

13.9

14.4

12.2

8.9

8.9

14.6

12.9

14.6

8.3

13.3

14.0

8.7

7.6

45.4

44.8

45.5

58.8

36.4

36.2

34.7

43.8

45.6

54.2

50.0

41.7

43.1

46.3

53.3

46.0

38.0

44.9

51.1

16.4

15.7

17.2

11.8

9.1

8.7

13.2

14.4

16.7

21.9

20.3

11.5

15.2

24.4

15.8

14.2

17.0

18.8

18.3

9.5

10.6

8.6

5.9

9.1

17.4

16.7

13.8

11.1

3.6
5.9

4.2

9.6

7.3

6.7

8.0

12.9

17.4

6.9

15.0

14.5

15.3

11.8

9.1

26.1

18.8

11.9

13.9

9.4

11.4

28.1

16.6

7.3

15.0

15.9

15.8

7.2

14.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

進んだ
ある程度

進んだ

どちらとも

いえない

あまり

進んでいない
進んでいない

わからない

＋（無回答）



III 調査の結果 
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１２－３－２６ 進んだと思う事業（ハ）市民参加の促進 

『進んだと思う』 13.2％、『進んだと思わない』 14.7％ 

 進捗評価（ハ）市民参加の促進  

 
 

１２－３－２７ 進んだと思う事業（ヒ）人権意識の高揚 

『進んだと思う』 10.0％、『進んだと思わない』 12.2％ 

 進捗評価（ヒ）人権意識の高揚  

  

<回答数>

【全体】 1,095人

【性別】

男性 489人

女性 580人

回答しない 17人

【年代別】

18～19歳 11人

20～29歳 69人

30～39歳 144人

40～49歳 160人

50～59歳 180人

60～69歳 192人

70～79歳 236人

80歳以上 96人

【地区別】

松山地区 427人

大岡地区 41人

平野地区 120人

唐子地区 113人

高坂地区 171人

高坂丘陵地区 69人

野本地区 131人

<属性>

1.6

2.2

1.0

0.0

9.1
0.0

1.4

1.9

1.1

1.6

2.1

1.0

2.1

0.0

0.0

0.9

2.3

2.9

0.8

11.6

13.5

10.2

11.8

36.4

5.8

13.2

9.4

8.9

14.6

10.2

16.7

13.1

9.8

8.3

8.8

14.6

10.1

11.5

54.2

50.9

57.1

47.1

27.3

47.8

45.1

58.8

55.0

56.3

61.4

44.8

49.6

65.9

64.2

54.9

46.8

60.9

58.8

11.0

11.5

10.5

17.6

9.1

8.7

6.9

10.0

14.4

15.1

10.2

8.3

11.2

9.8

10.8

13.3

11.1

10.1

8.4

3.7

3.5
4.0

0.0

9.1

2.9
6.3

6.3

3.3

2.6

3.4

0.0

4.0

2.4

1.7
5.3

5.8

2.9

2.3

17.9

18.4

17.2

23.5

9.1

34.8

27.1

13.8

17.2

9.9

12.7

29.2

19.9

12.2

15.0

16.8

19.3

13.0

18.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

進んだ
ある程度

進んだ

どちらとも

いえない

あまり

進んでいない
進んでいない

わからない

＋（無回答）

<回答数>

【全体】 1,095人

【性別】

男性 489人

女性 580人

回答しない 17人

【年代別】

18～19歳 11人

20～29歳 69人

30～39歳 144人

40～49歳 160人

50～59歳 180人

60～69歳 192人

70～79歳 236人

80歳以上 96人

【地区別】

松山地区 427人

大岡地区 41人

平野地区 120人

唐子地区 113人

高坂地区 171人

高坂丘陵地区 69人

野本地区 131人

<属性>

1.5

2.0

0.9

0.0

0.0

0.0

2.1

1.9

2.2

1.0

1.3

0.0

1.6

0.0

0.0

0.9

1.8

4.3
0.8

8.5

11.0

6.7

0.0

27.3

7.2

9.7

5.6

7.8

7.3

9.3

12.5

9.4

4.9

4.2

8.0

11.1

8.7

9.2

59.3

55.0

62.8

64.7

45.5

49.3

47.9

66.9

56.1

67.2

64.8

49.0

55.7

70.7

68.3

59.3

53.8

65.2

61.8

8.9

9.8

8.1

11.8

9.1

4.3

6.3
3.8

11.7

14.6

9.3

7.3

7.7

9.8

10.0

9.7

9.9

5.8

9.2

3.3

3.7

2.8
5.9

0.0

2.9
5.6

6.3

4.4

0.5

3.0

0.0

4.0

2.4

0.8
5.3

4.1

2.9

1.5

18.6

18.4

18.8

17.6

18.2

36.2

28.5

15.6

17.8

9.4

12.3

31.3

21.5

12.2

16.7

16.8

19.3

13.0

17.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

進んだ
ある程度

進んだ

どちらとも

いえない

あまり

進んでいない
進んでいない

わからない

＋（無回答）



III 調査の結果 
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１２－３－２８ 進んだと思う事業（フ）平和意識の高揚 

『進んだと思う』 11.6％、『進んだと思わない』 11.6％ 

 進捗評価（フ）平和意識の高揚  

 
 

１２－３－２９ 進んだと思う事業（ヘ）生涯学習の推進 

『進んだと思う』 16.0％、『進んだと思わない』 10.7％ 

 進捗評価（ヘ）生涯学習の推進  

  

<回答数>

【全体】 1,095人

【性別】

男性 489人

女性 580人

回答しない 17人

【年代別】

18～19歳 11人

20～29歳 69人

30～39歳 144人

40～49歳 160人

50～59歳 180人

60～69歳 192人

70～79歳 236人

80歳以上 96人

【地区別】

松山地区 427人

大岡地区 41人

平野地区 120人

唐子地区 113人

高坂地区 171人

高坂丘陵地区 69人

野本地区 131人

<属性>

2.0

2.7

1.4

0.0

0.0

0.0

3.5

1.3

2.8

1.6

1.7

2.1

2.6

0.0

0.0

1.8

2.3

4.3
0.8

9.6

11.5

8.1

11.8

27.3

7.2

9.7

10.6

8.3

7.8

11.0

10.4

10.8

7.3

4.2
9.7

10.5

7.2

12.2

57.8

54.8

60.7

52.9

54.5

50.7

45.8

60.6

57.2

67.2

62.3

47.9

52.7

68.3

69.2

61.9

53.2

66.7

58.0

8.6

8.8

8.1

11.8

9.1

4.3

7.6

5.0

8.9

11.5

10.6

8.3

8.4

7.3

9.2

5.3

9.9

5.8

9.9

3.0

3.3

2.8
5.9

0.0

0.0
5.6

6.3

3.9

1.6

1.7

1.0

4.0

4.9

0.0

3.5

2.9

2.9

2.3

19.0

19.0

19.0

17.6

9.1

37.7

27.8

16.3

18.9

10.4

12.7

30.2

21.5

12.2

17.5

17.7

21.1

13.0

16.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

進んだ
ある程度

進んだ

どちらとも

いえない

あまり

進んでいない
進んでいない

わからない

＋（無回答）

<回答数>

【全体】 1,095人

【性別】

男性 489人

女性 580人

回答しない 17人

【年代別】

18～19歳 11人

20～29歳 69人

30～39歳 144人

40～49歳 160人

50～59歳 180人

60～69歳 192人

70～79歳 236人

80歳以上 96人

【地区別】

松山地区 427人

大岡地区 41人

平野地区 120人

唐子地区 113人

高坂地区 171人

高坂丘陵地区 69人

野本地区 131人

<属性>

1.6

2.0

1.4

0.0

0.0

0.0

2.8

0.6

1.1

1.6

2.5

2.1

1.9

0.0

0.0

1.8

1.2

4.3
2.3

14.4

13.7

15.3

5.9

45.5

8.7

11.1

12.5

11.1

16.1

17.8

16.7

15.0

14.6

11.7

14.2

16.4

14.5

13.7

54.8

55.8

53.6

64.7

27.3

46.4

41.7

60.6

60.6

61.5

57.6

43.8

51.1

61.0

62.5

58.4

50.9

58.0

55.0

7.7

7.6

7.8

5.9

18.2
2.9

9.0

6.3

6.7

10.4

8.1

6.3

7.3

9.8

7.5

5.3

6.4

10.1

11.5

3.0

3.1

3.1

0.0

0.0

1.4
5.6

5.0

3.9

1.6

2.1

1.0

3.7

2.4

1.7

2.7
4.7

2.9

0.8

18.4

17.8

18.8

23.5

9.1

40.6

29.9

15.0

16.7

8.9

11.9

30.2

21.1

12.2

16.7

17.7

20.5

10.1

16.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

進んだ
ある程度

進んだ

どちらとも

いえない

あまり

進んでいない
進んでいない

わからない

＋（無回答）



III 調査の結果 
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１２－３－３０ 進んだと思う事業（ホ）生涯スポーツの推進 

『進んだと思う』 17.1％、『進んだと思わない』 9.4％ 

 進捗評価（ホ）生涯スポーツの推進  

 
 

１２－３－３１ 進んだと思う事業（マ）文化・芸術の振興 

『進んだと思う』 14.5％、『進んだと思わない』 11.6％ 

 進捗評価（マ）文化・芸術の振興  

  

<回答数>

【全体】 1,095人

【性別】

男性 489人

女性 580人

回答しない 17人

【年代別】

18～19歳 11人

20～29歳 69人

30～39歳 144人

40～49歳 160人

50～59歳 180人

60～69歳 192人

70～79歳 236人

80歳以上 96人

【地区別】

松山地区 427人

大岡地区 41人

平野地区 120人

唐子地区 113人

高坂地区 171人

高坂丘陵地区 69人

野本地区 131人

<属性>

2.0

2.5

1.7

0.0

0.0

1.4

1.4

3.1

1.7

2.1

2.1

2.1

2.6

2.4

1.7

0.9

1.2

4.3
1.5

15.1

16.0

14.5

5.9

36.4

10.1

11.8

13.1

12.8

15.6

18.2

18.8

13.6

14.6

13.3

12.4

17.0

20.3

18.3

55.8

54.6

56.9

58.8

36.4

44.9

46.5

60.0

61.1

62.5

59.3

41.7

53.2

61.0

61.7

61.9

50.9

52.2

58.0

6.7

6.1

6.9

11.8

18.2

4.3

4.9

5.0

6.7

9.4

6.8

7.3

6.8

7.3

7.5

6.2

6.4

8.7

6.1

2.7

3.1

2.6

0.0

0.0

1.4
7.6

3.1

2.2

2.1

2.1

0.0

3.3

2.4

1.7

2.7

3.5
4.3

0.8

17.7

17.8

17.4

23.5

9.1

37.7

27.8

15.6

15.6

8.3

11.4

30.2

20.6

12.2

14.2

15.9

21.1

10.1

15.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

進んだ
ある程度

進んだ

どちらとも

いえない

あまり

進んでいない
進んでいない

わからない

＋（無回答）

<回答数>

【全体】 1,095人

【性別】

男性 489人

女性 580人

回答しない 17人

【年代別】

18～19歳 11人

20～29歳 69人

30～39歳 144人

40～49歳 160人

50～59歳 180人

60～69歳 192人

70～79歳 236人

80歳以上 96人

【地区別】

松山地区 427人

大岡地区 41人

平野地区 120人

唐子地区 113人

高坂地区 171人

高坂丘陵地区 69人

野本地区 131人

<属性>

1.9

1.8

2.1

0.0

9.1

4.3
2.1

1.3

0.6

2.6

1.7

2.1

2.8

0.0

0.8

1.8

1.2

4.3
0.8

12.6

13.3

12.1

0.0

27.3

5.8

15.3

11.3

10.0

12.5

13.1

16.7

12.9

7.3

8.3

9.7

16.4

13.0

14.5

56.4

55.2

57.8

58.8

27.3

44.9

42.4

61.9

61.7

62.5

63.1

42.7

52.2

70.7

66.7

59.3

51.5

56.5

58.8

8.6

8.6

8.3

23.5

18.2

7.2

10.4

5.6

8.9

12.0

7.2

7.3

8.4

7.3

9.2

9.7

7.0

11.6

8.4

3.0

3.5

2.6

0.0

9.1

0.0
4.2

5.0

3.9

1.6

3.0

1.0

3.7

2.4

0.0
4.4

4.7

2.9

0.8

17.4

17.6

17.2

17.6

9.1

37.7

25.7

15.0

15.0

8.9

11.9

30.2

19.9

12.2

15.0

15.0

19.3

11.6

16.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

進んだ
ある程度

進んだ

どちらとも

いえない

あまり

進んでいない
進んでいない

わからない

＋（無回答）



III 調査の結果 

- 147 - 

 

１２－３－３２ 進んだと思う事業（ミ）文化財保護 

『進んだと思う』 15.9％、『進んだと思わない』 9.3％ 

 進捗評価（ミ）文化財保護  

 
 

１２－３－３３ 進んだと思う事業（ム）健全な行財政運営 

『進んだと思う』 13.9％、『進んだと思わない』 10.2％ 

 進捗評価（ム）健全な行財政運営  

  

<回答数>

【全体】 1,095人

【性別】

男性 489人

女性 580人

回答しない 17人

【年代別】

18～19歳 11人

20～29歳 69人

30～39歳 144人

40～49歳 160人

50～59歳 180人

60～69歳 192人

70～79歳 236人

80歳以上 96人

【地区別】

松山地区 427人

大岡地区 41人

平野地区 120人

唐子地区 113人

高坂地区 171人

高坂丘陵地区 69人

野本地区 131人

<属性>

2.4

3.1

1.9

0.0

9.1
1.4

2.8

1.9

1.7

2.1

3.0

3.1

2.8

0.0

1.7

1.8

1.2

4.3
3.8

13.5

14.7

12.4

5.9

27.3

8.7

8.3

14.4

11.1

14.1

16.1

17.7

14.5

4.9
12.5

9.7

17.5

11.6

13.0

56.1

54.4

57.8

58.8

36.4

43.5

46.5

60.6

58.3

65.6

60.2

41.7

51.5

70.7

62.5

56.6

52.0

60.9

60.3

6.9

7.0

6.7

11.8

18.2

5.8

7.6
3.8

8.9

7.3

6.8

7.3

6.8

7.3

8.3

9.7

4.7

8.7

6.1

2.4

3.1

1.9

0.0

0.0

1.4
4.9

3.8

2.2

1.0

2.5

0.0

3.0
4.9

0.0

3.5

2.9

1.4

0.8

18.7

17.8

19.3

23.5

9.1

39.1

29.9

15.6

17.8

9.9

11.4

30.2

21.3

12.2

15.0

18.6

21.6

13.0

16.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

進んだ
ある程度

進んだ

どちらとも

いえない

あまり

進んでいない
進んでいない

わからない

＋（無回答）

<回答数>

【全体】 1,095人

【性別】

男性 489人

女性 580人

回答しない 17人

【年代別】

18～19歳 11人

20～29歳 69人

30～39歳 144人

40～49歳 160人

50～59歳 180人

60～69歳 192人

70～79歳 236人

80歳以上 96人

【地区別】

松山地区 427人

大岡地区 41人

平野地区 120人

唐子地区 113人

高坂地区 171人

高坂丘陵地区 69人

野本地区 131人

<属性>

2.0

2.7

1.6

0.0

9.1
1.4

1.4

1.3

1.7

1.6

3.0

3.1

2.8

0.0

1.7

2.7

1.2

2.9

0.8

11.9

15.3

8.8

5.9

27.3

10.1

9.0

8.1

12.2

10.4

14.4

16.7

10.5

17.1

10.0

9.7

14.0

11.6

15.3

56.9

53.2

60.0

64.7

36.4

43.5

47.9

62.5

58.3

67.2

61.0

40.6

53.2

58.5

62.5

59.3

55.0

59.4

61.8

7.0

7.2

7.1

5.9

9.1

4.3

6.9

6.9

7.2

9.4

5.5

8.3

6.6

7.3

10.0

6.2

7.0

8.7

4.6

3.2

3.5

3.1

0.0

0.0

0.0
4.9

4.4

2.8

2.6
4.2

1.0

4.7

4.9

0.0
4.4

2.9
4.3

0.0

19.0

18.2

19.5

23.5

18.2

40.6

29.9

16.9

17.8

8.9

11.9

30.2

22.2

12.2

15.8

17.7

19.9

13.0

17.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

進んだ
ある程度

進んだ

どちらとも

いえない

あまり

進んでいない
進んでいない

わからない

＋（無回答）
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１２－４ 重要だと思う事業 

問34．市政の各分野の取組における「これからの重要度」について、あなたの考えに一番近い

ものはどれですか。【○はそれぞれに１つ】 

『重要だと思う』事業は、「（タ）防災・減災のまちづくり」 82.3％、「（キ）保健・医療体制
の充実」 81.0％、「（ト）河川の整備」 79.4％ 

 重要度合  

  

（ア）安心で楽しい子育て環境づくり

（イ）青少年の健全育成と若者の支援

（ウ）乳幼児期における支援の充実

（エ）学校教育の充実

（オ）教育環境の整備

（カ）健康づくりの推進

（キ）保健・医療体制の充実

（ク）市民病院の充実

（ケ）地域福祉の推進

（コ）社会保障の充実

（サ）高齢者支援の充実

（シ）障害者支援の充実

（ス）良好な地域環境の保全

（セ）自然に親しむ空間整備の推進

（ソ）資源循環の推進

（タ）防災・減災のまちづくり

（チ）計画的なまちづくりの推進

（ツ）道路の整備と維持管理

（テ）上下水道の整備

（ト）河川の整備

（ナ）交通安全・防犯対策の推進

（ニ）農業の振興

（ヌ）商業の振興

（ネ）産業振興と就労支援の充実

（ノ）観光の振興

（ハ）市民参加の促進

（ヒ）人権意識の高揚

（フ）平和意識の高揚

（へ）生涯学習の推進

（ホ）生涯スポーツの推進

（マ）文化・芸術の振興

（ミ）文化財保護

（ム）健全な行財政運営

協
　

働

( n = 1,095 )

こ
ど

も

健
康
福

祉

環
　

境

生

活
基
盤

活

性
化

49.0

37.3

44.0

46.2

44.2

28.4

47.9

44.8

30.8

38.8

39.2

35.3

32.2

24.6

30.5

49.6

34.2

39.8

43.7

47.4

44.1

25.7

29.0

27.6

19.0

13.6

15.3

20.8

13.7

13.3

13.1

16.3

34.3

29.7

36.2

32.1

31.0

32.1

45.7

33.1

32.2

40.9

35.4

35.8

35.2

40.0

38.9

39.1

32.7

36.7

37.1

33.4

32.0

34.6

37.5

38.1

38.0

34.8

30.5

33.6

31.0

36.0

35.8

33.8

34.3

27.8

10.2

15.2

12.7

12.1

12.5

15.3

10.3

13.2

17.2

15.6

13.3

17.0

17.4

24.2

19.5

7.2

17.2

12.1

11.8

9.3

10.6

23.2

20.2

20.9

28.7

37.1

34.5

32.6

33.9

34.3

36.3

33.9

25.7

0.9

1.2

0.7

0.6

0.7

1.4

0.5

2.3

1.9

1.3

2.3

2.0

1.3

2.6

1.7

0.4

1.4

0.6

0.5

0.8

1.0

1.6

1.3

1.2

3.7

3.9

2.5

2.2

2.6

2.6

3.3

2.4

0.6

0.7

0.6

1.0

0.8

0.7

0.5

0.3

0.3

0.5

0.5

1.5

1.0

0.5

0.9

0.6

0.4

0.1

0.5

0.4

0.5

0.1

0.5

0.6

0.8

2.7

2.5

1.6

1.5

1.8

2.0

1.7

1.5

0.6

9.4

9.6

9.5

9.2

9.7

8.9

7.9

7.2

8.8

8.4

7.9

9.5

8.6

8.8

8.6

9.8

10.4

9.9

10.2

10.0

9.6

11.5

10.8

11.5

11.1

12.4

12.4

12.0

12.1

12.0

11.9

11.6

11.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

重要
ある程度

重要

どちらとも

いえない

あまり

重要
ではない

重要

ではない

わからない

＋
（無回答）
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 重要だと思う事業（上位５項目） 

 
 

※ この設問は、前回（令和４年）と選択方法が異なるため、上表について直接比較することはできません。 

前回は全事業の中から重要だと思う取組を３つまで選ぶ設問で、今回は全事業それぞれの取組について

重要度を問う設問としています。 

  

第１位 第２位 第３位 第４位 第５位

【全体】
（タ）防災・減災の
まちづくり

（キ）保健・医療体
制の充実

（ト）河川の整備

82.3% 81.0% 79.4%
【性別】

（タ）防災・減災の
まちづくり

（ア）安心で楽しい
子育て環境づくり

（テ）上下水道の整
備

79.5% 76.3% 76.1%
（タ）防災・減災の
まちづくり

（キ）保健・医療体
制の充実

（ト）河川の整備 （ア）安心で楽しい
子育て環境づくり

（ナ）交通安全・防
犯対策の推進

85.2% 83.5% 82.9% 80.5% 80.2%

【年代別】

（ナ）交通安全・防
犯対策の推進

（ツ）道路の整備と
維持管理

（タ）防災・減災の
まちづくり

82.6% 81.2% 81.1%
（ウ）乳幼児期にお
ける支援の充実

（ア）安心で楽しい
子育て環境づくり

（オ）教育環境の整
備

（タ）防災・減災の
まちづくり

（キ）保健・医療体
制の充実

86.1% 84.7% 84.0% 83.3% 82.7%
（タ）防災・減災の
まちづくり

（キ）保健・医療体
制の充実

（オ）教育環境の整
備

（ア）安心で楽しい
子育て環境づくり

（ト）河川の整備

83.2% 83.1% 82.6% 82.5% 80.7%
（キ）保健・医療体
制の充実

（タ）防災・減災の
まちづくり

（ナ）交通安全・防
犯対策の推進

（ト）河川の整備 （ツ）道路の整備と
維持管理

87.2% 84.4% 83.4% 83.3% 82.2%
（タ）防災・減災の
まちづくり

（キ）保健・医療体
制の充実

（ア）安心で楽しい
子育て環境づくり

88.5% 85.9% 83.3%
（タ）防災・減災の
まちづくり

（ト）河川の整備

83.4% 82.2%
（ク）市民病院の充
実

（サ）高齢者支援の
充実

（タ）防災・減災の
まちづくり

（テ）上下水道の整
備

（ナ）交通安全・防
犯対策の推進

64.6% 62.5% 61.5% 61.4% 58.3%
【地区別】

（タ）防災・減災の
まちづくり

（ト）河川の整備 （キ）保健・医療体
制の充実

（ア）安心で楽しい
子育て環境づくり

（ナ）交通安全・防
犯対策の推進

83.9% 81.9% 81.7% 80.1% 79.6%
（ツ）道路の整備と
維持管理

（キ）保健・医療体
制の充実

（ク）市民病院の充
実

87.8% 85.4% 83.0%
（ク）市民病院の充
実

（ナ）交通安全・防
犯対策の推進

（ア）安心で楽しい
子育て環境づくり

75.0% 73.3% 72.5%
（キ）保健・医療体
制の充実

（ク）市民病院の充
実

（タ）防災・減災の
まちづくり

86.7% 81.4% 80.5%
（タ）防災・減災の
まちづくり

（エ）学校教育の充
実

（キ）保健・医療体
制の充実

84.2% 81.3% 80.2%
（ナ）交通安全・防
犯対策の推進

（タ）防災・減災の
まちづくり

88.4% 87.0%
（タ）防災・減災の
まちづくり

（ト）河川の整備 （ウ）乳幼児期にお
ける支援の充実

82.4% 79.4% 77.9%

全体(1,095人)
（ア）安心で楽しい子育て環境づくり／
（ナ）交通安全・防犯対策の推進

78.7%

『重要だと思う事業』の割合が高い上位５項目

回答しない(   17人)

（ア）安心で楽しい子育て環境づくり／
（キ）保健・医療体制の充実

（イ）青少年の健全育成と若者の支援／
（オ）教育環境の整備／（カ）健康づくりの推進／
（ケ）地域福祉の推進／（サ）高齢者支援の充実

88.2% 82.4%

男性(  489人)
（キ）保健・医療体制の充実／
（ナ）交通安全・防犯対策の推進

77.7%

女性(  580人)

50～59歳(  180人)

18～19歳(   11人)
（ア）安心で楽しい子育て環境づくり／（キ）保健・医療体制
の充実／（ナ）交通安全・防犯対策の推進

（オ）教育環境の整備／
（タ）防災・減災のまちづくり

91.0% 90.9%

20～29歳(   69人)
（ア）安心で楽しい子育て環境づくり
（エ）学校教育の充実

85.5%

30～39歳(  144人)

40～49歳(  160人)

60～69歳(  192人)
（サ）高齢者支援の充実／
（ト）河川の整備

82.3%

70～79歳(  236人)
（ク）市民病院の充実／（サ）高齢者支援の充実／
（テ）上下水道の整備

80.1%

80歳以上(   96人)

松山地区(  427人)

大岡地区(   41人)
（カ）健康づくりの推進／
（サ）高齢者支援の充実

85.3%

平野地区(  120人)
（キ）保健・医療体制の充実／
（タ）防災・減災のまちづくり

76.7%

唐子地区(  113人)
（ア）安心で楽しい子育て環境づくり／
（カ）健康づくりの推進

83.2%

野本地区(  131人)
（キ）保健・医療体制の充実／
（テ）上下水道の整備

75.6%

高坂地区(  171人)
（ナ）交通安全・防犯対策の推進／
（ト）河川の整備

81.2%

高坂丘陵地区(   69人)
（ツ）道路の整備と維持管理／（テ）上下水道の整備／
（ト）河川の整備

85.5%
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「重要」と「ある程度重要」を合わせて『重要だと思う』、「重要ではない」と「あまり重要

ではない」を合わせて『重要だと思わない』とし、『重要だと思う』から『重要だと思わない』

の割合を引いた値（パーセントポイント）を『重要判定』とします。 

【全体】での『重要だと思う』上位３項目は、「（タ）防災・減災のまちづくり（82.3％）、（キ）

保健・医療体制の充実（81.0％）、（ト）河川の整備（79.4％）」で、『重要判定』も同順位（81.5

ポイント、80.2ポイント、78.1ポイント）となっています。 

一方、『重要だと思わない』の割合は全ての項目が１割未満となっています。 

回答数の少ない属性を除いた【性別・年代別・地区別】の回答では、【全体】で『重要だと

思う』とされた上位５項目以外に、「（ウ）乳幼児期における支援の充実、（エ）学校教育の充

実、（オ）教育環境の整備、（カ）健康づくりの推進、（ク）市民病院の充実、（サ）高齢者支援

の充実、（ツ）道路の整備と維持管理、（テ）上下水道の整備」が上位に入っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

１２－４－１ 重要だと思う事業（ア）安心で楽しい子育て環境づくり 

『重要だと思う』 78.7％、『重要だと思わない』 1.6％ 

 重要度合（ア）安心で楽しい子育て環境づくり  

  

<回答数>

【全体】 1,095人

【性別】

男性 489人

女性 580人

回答しない 17人

【年代別】

18～19歳 11人

20～29歳 69人

30～39歳 144人

40～49歳 160人

50～59歳 180人

60～69歳 192人

70～79歳 236人

80歳以上 96人

【地区別】

松山地区 427人

大岡地区 41人

平野地区 120人

唐子地区 113人

高坂地区 171人

高坂丘陵地区 69人

野本地区 131人

<属性>

49.0

46.6

50.5

70.6

45.5

56.5

69.4

55.0

41.1

47.9

45.3

29.2

47.1

56.1

44.2

53.1

54.4

58.0

44.3

29.7

29.7

30.0

17.6

45.5

29.0

15.3

27.5

37.2

35.4

32.2

22.9

33.0

24.4

28.3

30.1

25.7

23.2

30.5

10.2

13.1

8.1

5.9

9.1

7.2

7.6

10.0

15.0

8.9

9.7

12.5

8.9

12.2

15.8

8.8

7.6

7.2

13.7

0.9

0.8

1.0

0.0

0.0

0.0

2.1

1.3

1.7

1.0

0.0

0.0

0.7

0.0

0.8

0.9

1.2

1.4

1.5

0.7

1.0

0.5

0.0

0.0
1.4

0.7

1.3

1.7

0.0

0.4

0.0

1.4

2.4

0.0

0.0

0.6

0.0

0.0

9.4

8.8

9.8

5.9

0.0

5.8

4.9

5.0

3.3

6.8

12.3

35.4

8.9

4.9

10.8

7.1

10.5

10.1

9.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

重要
ある程度

重要

どちらとも

いえない

あまり

重要ではない
重要ではない

わからない

＋（無回答）
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１２－４－２ 重要だと思う事業（イ）青少年の健全育成と若者の支援 

『重要だと思う』 73.5％、『重要だと思わない』 1.8％ 

 重要度合（イ）青少年の健全育成と若者の支援  

 
 

１２－４－３ 重要だと思う事業（ウ）乳幼児期における支援の充実 

『重要だと思う』 76.1％、『重要だと思わない』 1.7％ 

 重要度合（ウ）乳幼児期における支援の充実  

  

<回答数>

【全体】 1,095人

【性別】

男性 489人

女性 580人

回答しない 17人

【年代別】

18～19歳 11人

20～29歳 69人

30～39歳 144人

40～49歳 160人

50～59歳 180人

60～69歳 192人

70～79歳 236人

80歳以上 96人

【地区別】

松山地区 427人

大岡地区 41人

平野地区 120人

唐子地区 113人

高坂地区 171人

高坂丘陵地区 69人

野本地区 131人

<属性>

37.3

35.2

38.8

47.1

27.3

40.6

50.7

41.3

35.0

35.9

34.3

22.9

37.7

46.3

31.7

35.4

40.4

47.8

30.5

36.2

36.6

36.0

35.3

54.5

33.3

27.8

37.5

40.0

38.5

40.7

24.0

37.5

34.1

35.8

42.5

31.0

29.0

38.9

15.2

17.8

13.1

5.9

18.2

20.3

12.5

13.1

18.3

16.7

12.7

16.7

14.8

17.1

20.0

12.4

14.6

10.1

16.8

1.2

1.2

1.2

0.0

0.0

0.0

2.8

1.9

1.7

1.0

0.4

0.0

0.2

0.0

0.8

0.9

1.8

1.4

4.6

0.6

0.6

0.7

0.0

0.0
0.0

1.4

0.6

1.7

0.5

0.0

0.0

0.9

0.0

0.0

0.0

1.2

1.4

0.0

9.6

8.6

10.2

11.8

0.0

5.8

4.9

5.6

3.3

7.3

11.9

36.5

8.9

2.4

11.7

8.8

11.1

10.1

9.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

重要
ある程度

重要

どちらとも

いえない

あまり

重要ではない
重要ではない

わからない

＋（無回答）

<回答数>

【全体】 1,095人

【性別】

男性 489人

女性 580人

回答しない 17人

【年代別】

18～19歳 11人

20～29歳 69人

30～39歳 144人

40～49歳 160人

50～59歳 180人

60～69歳 192人

70～79歳 236人

80歳以上 96人

【地区別】

松山地区 427人

大岡地区 41人

平野地区 120人

唐子地区 113人

高坂地区 171人

高坂丘陵地区 69人

野本地区 131人

<属性>

44.0

42.3

45.0

58.8

45.5

55.1

59.7

46.3

37.8

43.8

41.5

26.0

41.9

53.7

40.0

49.6

50.3

46.4

38.2

32.1

32.1

32.6

11.8

36.4

24.6

26.4

30.6

35.0

33.3

37.7

27.1

35.4

22.0

31.7

28.3

24.6

31.9

39.7

12.7

14.5

11.2

17.6

18.2

13.0

6.3

15.0

20.6

13.5

8.5

12.5

12.4

17.1

15.8

11.5

12.9

11.6

9.2

0.7

1.0

0.5

0.0

0.0

0.0

2.1

1.3

0.6

1.0

0.0

0.0

0.5

0.0

0.8

0.9

0.6

0.0

2.3

1.0

1.6

0.5

0.0

0.0
1.4

0.7

1.3

2.8

0.5

0.4

0.0

1.4

2.4

0.0

0.9

1.2

0.0

0.8

9.5

8.4

10.2

11.8

0.0

5.8

4.9

5.6

3.3

7.8

11.9

34.4

8.4

4.9

11.7

8.8

10.5

10.1

9.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

重要
ある程度

重要

どちらとも

いえない

あまり

重要ではない
重要ではない

わからない

＋（無回答）
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１２－４－４ 重要だと思う事業（エ）学校教育の充実 

『重要だと思う』 77.2％、『重要だと思わない』 1.4％ 

 重要度合（エ）学校教育の充実  

 
 

１２－４－５ 重要だと思う事業（オ）教育環境の整備 

『重要だと思う』 76.3％、『重要だと思わない』 1.4％ 

 重要度合（オ）教育環境の整備  

  

<回答数>

【全体】 1,095人

【性別】

男性 489人

女性 580人

回答しない 17人

【年代別】

18～19歳 11人

20～29歳 69人

30～39歳 144人

40～49歳 160人

50～59歳 180人

60～69歳 192人

70～79歳 236人

80歳以上 96人

【地区別】

松山地区 427人

大岡地区 41人

平野地区 120人

唐子地区 113人

高坂地区 171人

高坂丘陵地区 69人

野本地区 131人

<属性>

46.2

42.3

49.0

52.9

36.4

53.6

64.6

53.1

39.4

40.6

44.9

29.2

46.8

63.4

42.5

49.6

50.3

44.9

34.4

31.0

33.1

29.7

23.5

45.5

31.9

18.1

26.9

36.7

37.0

34.3

25.0

31.6

17.1

28.3

29.2

31.0

34.8

35.9

12.1

13.9

10.7

17.6

18.2

7.2

10.4

11.9

18.3

13.0

9.3

12.5

12.2

14.6

16.7

12.4

6.4
10.1

14.5

0.6

0.8

0.5

0.0

0.0

0.0

1.4

1.9

0.0

1.0

0.0

0.0

0.2

0.0

0.8

0.0

0.6

0.0

3.1

0.8

1.0

0.7

0.0

0.0
1.4

0.7

1.3

1.7

0.5

0.4

0.0

1.2

0.0

0.0

0.0

1.2

0.0

1.5

9.2

8.8

9.5

5.9

0.0

5.8

4.9

5.0

3.9

7.8

11.0

33.3

8.0

4.9

11.7

8.8

10.5

10.1

10.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

重要
ある程度

重要

どちらとも

いえない

あまり

重要ではない
重要ではない

わからない

＋（無回答）

<回答数>

【全体】 1,095人

【性別】

男性 489人

女性 580人

回答しない 17人

【年代別】

18～19歳 11人

20～29歳 69人

30～39歳 144人

40～49歳 160人

50～59歳 180人

60～69歳 192人

70～79歳 236人

80歳以上 96人

【地区別】

松山地区 427人

大岡地区 41人

平野地区 120人

唐子地区 113人

高坂地区 171人

高坂丘陵地区 69人

野本地区 131人

<属性>

44.2

39.5

47.9

47.1

27.3

49.3

61.8

53.8

38.3

38.5

42.4

26.0

45.4

61.0

39.2

46.9

48.5

44.9

30.5

32.1

35.4

29.5

35.3

63.6

29.0

22.2

28.8

40.0

36.5

33.1

27.1

32.1

19.5

31.7

30.1

31.0

33.3

41.2

12.5

14.1

11.4

11.8

9.1

13.0

9.0

10.0

16.7

14.6

12.3

11.5

12.2

14.6

15.0

14.2

6.4

10.1

16.8

0.7

1.2

0.3

0.0

0.0

1.4

1.4

1.9

0.0

0.5

0.0

1.0

0.2

0.0

1.7

0.0

1.2

0.0

2.3

0.7

0.8

0.7

0.0

0.0
1.4

0.7

0.6

1.7

1.0

0.0

0.0

1.4

0.0

0.0

0.0

1.2

0.0

0.0

9.7

9.0

10.2

5.9

0.0

5.8

4.9

5.0

3.3

8.9

12.3

34.4

8.7

4.9

12.5

8.8

11.7

11.6

9.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

重要
ある程度

重要

どちらとも

いえない

あまり

重要ではない
重要ではない

わからない

＋（無回答）
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１２－４－６ 重要だと思う事業（カ）健康づくりの推進 

『重要だと思う』 74.1％、『重要だと思わない』 1.9％ 

 重要度合（カ）健康づくりの推進  

 
 

１２－４－７ 重要だと思う事業（キ）保健・医療体制の充実 

『重要だと思う』 81.0％、『重要だと思わない』 0.8％ 

 重要度合（キ）保健・医療体制の充実  

  

<回答数>

【全体】 1,095人

【性別】

男性 489人

女性 580人

回答しない 17人

【年代別】

18～19歳 11人

20～29歳 69人

30～39歳 144人

40～49歳 160人

50～59歳 180人

60～69歳 192人

70～79歳 236人

80歳以上 96人

【地区別】

松山地区 427人

大岡地区 41人

平野地区 120人

唐子地区 113人

高坂地区 171人

高坂丘陵地区 69人

野本地区 131人

<属性>

28.4

24.9

30.9

35.3

27.3

20.3

30.6

30.0

26.7

27.6

33.9

18.8

28.3

34.1

23.3

29.2

31.6

31.9

25.2

45.7

45.0

46.4

47.1

54.5

52.2

43.8

45.0

47.8

51.6

41.9

38.5

45.2

51.2

43.3

54.0

38.0

50.7

46.6

15.3

18.0

13.3

11.8

9.1

17.4

16.7

16.3

21.7

13.0

13.6

8.3

15.5

12.2

20.0

8.0

17.5

8.7

18.3

1.4

2.0

0.9

0.0

9.1
4.3

2.8

1.3

1.7

0.5

0.4

0.0

1.2

0.0

2.5

0.0

1.2

2.9

2.3

0.5

0.6

0.3

0.0

0.0
0.0

0.7

1.9

0.6

0.0

0.0

0.0

0.9

0.0

0.0

0.0

0.6

0.0

0.0

8.9

9.4

8.3

5.9

0.0

5.8

5.6

5.6

1.7

7.3

10.2

34.4

8.9

2.4

10.8

8.8

11.1

5.8

7.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

重要
ある程度

重要

どちらとも

いえない

あまり

重要ではない
重要ではない

わからない

＋（無回答）

<回答数>

【全体】 1,095人

【性別】

男性 489人

女性 580人

回答しない 17人

【年代別】

18～19歳 11人

20～29歳 69人

30～39歳 144人

40～49歳 160人

50～59歳 180人

60～69歳 192人

70～79歳 236人

80歳以上 96人

【地区別】

松山地区 427人

大岡地区 41人

平野地区 120人

唐子地区 113人

高坂地区 171人

高坂丘陵地区 69人

野本地区 131人

<属性>

47.9

42.9

51.6

58.8

45.5

39.1

55.6

50.6

51.1

44.8

49.6

33.3

49.4

56.1

40.0

50.4

51.5

55.1

37.4

33.1

34.8

31.9

29.4

45.5

40.6

27.1

32.5

36.1

41.1

30.1

22.9

32.3

29.3

36.7

36.3

28.7

29.0

38.2

10.3

12.7

8.6

5.9

9.1

14.5

10.4

10.0

11.1

7.8

11.4

9.4

10.3

12.2

10.0

5.3
8.8

10.1

16.0

0.5

1.0

0.2

0.0

0.0

0.0

0.7

1.3

0.6

0.5

0.0

1.0

0.5

0.0

2.5

0.0

0.6

0.0

0.0

0.3

0.6

0.0

0.0

0.0
0.0

1.4

0.6

0.0

0.0

0.0

0.0

0.2

0.0

0.0

0.0

0.6

0.0

0.8

7.9

8.0

7.8

5.9

0.0

5.8

4.9

5.0

1.1

5.7

8.9

33.3

7.3

2.4

10.8

8.0

9.9

5.8

7.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

重要
ある程度

重要

どちらとも

いえない

あまり

重要ではない
重要ではない

わからない

＋（無回答）
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１２－４－８ 重要だと思う事業（ク）市民病院の充実 

『重要だと思う』 77.0％、『重要だと思わない』 2.6％ 

 重要度合（ク）市民病院の充実  

 
 

１２－４－９ 重要だと思う事業（ケ）地域福祉の推進 

『重要だと思う』 71.7.％、『重要だと思わない』 2.4％ 

 重要度合（ケ）地域福祉の推進  

  

<回答数>

【全体】 1,095人

【性別】

男性 489人

女性 580人

回答しない 17人

【年代別】

18～19歳 11人

20～29歳 69人

30～39歳 144人

40～49歳 160人

50～59歳 180人

60～69歳 192人

70～79歳 236人

80歳以上 96人

【地区別】

松山地区 427人

大岡地区 41人

平野地区 120人

唐子地区 113人

高坂地区 171人

高坂丘陵地区 69人

野本地区 131人

<属性>

44.8

41.3

47.2

52.9

54.5

27.5

41.0

40.6

46.7

49.0

51.7

39.6

44.5

65.9

41.7

48.7

45.6

43.5

38.9

32.2

33.5

31.6

23.5

18.2

42.0

34.0

37.5

33.9

30.7

28.4

25.0

33.7

17.1

33.3

32.7

28.1

33.3

35.1

13.2

14.9

11.9

11.8

27.3

18.8

17.4

11.9

15.6

13.5

10.6

5.2

12.4

9.8

10.8

9.7

15.8

15.9

16.0

2.3

2.2

2.2

5.9

0.0

4.3

3.5

4.4

3.3

0.5

0.4

2.1

2.6

7.3
3.3

1.8

1.2

0.0

2.3

0.3

0.4

0.2

0.0

0.0
1.4

0.0

0.6

0.0

0.0

0.4

0.0

0.2

0.0
0.0

0.0

0.6

1.4

0.0

7.2

7.6

6.9

5.9

0.0

5.8

4.2

5.0

0.6

6.3

8.5

28.1

6.6

0.0

10.8

7.1

8.8

5.8

7.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

重要
ある程度

重要

どちらとも

いえない

あまり

重要ではない
重要ではない

わからない

＋（無回答）

<回答数>

【全体】 1,095人

【性別】

男性 489人

女性 580人

回答しない 17人

【年代別】

18～19歳 11人

20～29歳 69人

30～39歳 144人

40～49歳 160人

50～59歳 180人

60～69歳 192人

70～79歳 236人

80歳以上 96人

【地区別】

松山地区 427人

大岡地区 41人

平野地区 120人

唐子地区 113人

高坂地区 171人

高坂丘陵地区 69人

野本地区 131人

<属性>

30.8

26.6

34.0

35.3

36.4

21.7

28.5

30.6

37.8

30.7

32.2

22.9

31.1

29.3

31.7

34.5

33.9

27.5

23.7

40.9

39.3

42.4

47.1

45.5

49.3

41.0

38.1

38.9

44.3

42.8

32.3

42.4

48.8

32.5

39.8

36.3

46.4

45.0

17.2

21.7

13.6

11.8

18.2

18.8

20.1

20.6

19.4

17.2

14.4

9.4

15.9

22.0

21.7

14.2

17.5

18.8

16.8

1.9

3.1

1.0

0.0

0.0

4.3

2.8

3.1

2.2

1.0

0.8

1.0

0.9
0.0

2.5

2.7

1.8

1.4

5.3

0.5

0.8

0.2

0.0

0.0
0.0

2.1

1.3

0.0

0.0

0.0

0.0

0.9

0.0
0.0

0.0

0.6

0.0

0.0

8.8

8.6

8.8

5.9

0.0

5.8

5.6

6.3

1.7

6.8

9.7

34.4

8.7

0.0

11.7

8.8

9.9

5.8

9.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

重要
ある程度

重要

どちらとも

いえない

あまり

重要ではない
重要ではない

わからない

＋（無回答）



III 調査の結果 
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１２－４－１０ 重要だと思う事業（コ）社会保障の充実 

『重要だと思う』 74.2％、『重要だと思わない』 1.8％ 

 重要度合（コ）社会保障の充実  

 
 

１２－４－１１ 重要だと思う事業（サ）高齢者支援の充実 

『重要だと思う』 75.0％、『重要だと思わない』 3.8％ 

 重要度合（サ）高齢者支援の充実  

  

<回答数>

【全体】 1,095人

【性別】

男性 489人

女性 580人

回答しない 17人

【年代別】

18～19歳 11人

20～29歳 69人

30～39歳 144人

40～49歳 160人

50～59歳 180人

60～69歳 192人

70～79歳 236人

80歳以上 96人

【地区別】

松山地区 427人

大岡地区 41人

平野地区 120人

唐子地区 113人

高坂地区 171人

高坂丘陵地区 69人

野本地区 131人

<属性>

38.8

34.4

41.9

58.8

36.4

34.8

43.1

38.1

46.7

34.4

39.4

29.2

39.1

39.0

35.0

43.4

43.3

37.7

33.6

35.4

33.9

37.1

23.5

27.3

42.0

31.3

37.5

30.6

45.8

35.2

24.0

37.9

41.5

35.0

33.6

28.7

37.7

33.6

15.6

20.4

11.9

11.8

27.3

17.4

15.3

17.5

18.9

12.0

15.3

13.5

13.1

17.1

15.8

15.9

15.8

15.9

22.1

1.3

2.0

0.7

0.0

9.1
0.0

3.5

0.6

1.7

1.0

0.4

1.0

0.7

0.0

3.3

0.0

1.8

1.4

2.3

0.5

1.0

0.0

0.0

0.0
0.0

1.4

1.3

0.0

0.5

0.0

0.0

0.9

0.0

0.0

0.0

0.6

0.0

0.0

8.4

8.2

8.4

5.9

0.0

5.8

5.6

5.0

2.2

6.3

9.7

32.3

8.2

2.4

10.8

7.1

9.9

7.2

8.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

重要
ある程度

重要

どちらとも

いえない

あまり

重要ではない
重要ではない

わからない

＋（無回答）

<回答数>

【全体】 1,095人

【性別】

男性 489人

女性 580人

回答しない 17人

【年代別】

18～19歳 11人

20～29歳 69人

30～39歳 144人

40～49歳 160人

50～59歳 180人

60～69歳 192人

70～79歳 236人

80歳以上 96人

【地区別】

松山地区 427人

大岡地区 41人

平野地区 120人

唐子地区 113人

高坂地区 171人

高坂丘陵地区 69人

野本地区 131人

<属性>

39.2

34.4

43.3

35.3

27.3

23.2

31.9

38.1

47.8

39.6

44.1

35.4

39.8

51.2

35.8

45.1

39.8

27.5

35.1

35.8

37.0

34.5

47.1

27.3

40.6

31.9

39.4

31.7

42.7

36.0

27.1

36.8

34.1

34.2

33.6

32.2

44.9

38.2

13.3

14.5

12.6

11.8

36.4

23.2

21.5

11.9

14.4

10.4

10.2

6.3

12.6

12.2

14.2

11.5

13.5

15.9

14.5

2.3

3.3

1.6

0.0

9.1

5.8

4.9
3.1

1.7

0.5

1.3

1.0

1.9

2.4

4.2

1.8

1.8

4.3

2.3

1.5

2.7

0.5

0.0

0.0
1.4

4.9

2.5

2.2

0.0

0.0

0.0

1.4

0.0
0.8

0.9

2.9

1.4

1.5

7.9

8.2

7.6

5.9

0.0

5.8

4.9

5.0

2.2

6.8

8.5

30.2

7.5

0.0

10.8

7.1

9.9

5.8

8.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

重要
ある程度

重要

どちらとも

いえない

あまり

重要ではない
重要ではない

わからない

＋（無回答）



III 調査の結果 

- 156 - 

 

１２－４－１２ 重要だと思う事業（シ）障害者支援の充実 

『重要だと思う』 70.5％、『重要だと思わない』 3.0％ 

 重要度合（シ）障害者支援の充実  

 
 

１２－４－１３ 重要だと思う事業（ス）良好な地域環境の保全 

『重要だと思う』 72.2％、『重要だと思わない』 1.8％ 

 重要度合（ス）良好な地域環境の保全  

  

<回答数>

【全体】 1,095人

【性別】

男性 489人

女性 580人

回答しない 17人

【年代別】

18～19歳 11人

20～29歳 69人

30～39歳 144人

40～49歳 160人

50～59歳 180人

60～69歳 192人

70～79歳 236人

80歳以上 96人

【地区別】

松山地区 427人

大岡地区 41人

平野地区 120人

唐子地区 113人

高坂地区 171人

高坂丘陵地区 69人

野本地区 131人

<属性>

35.3

33.3

36.7

41.2

36.4

24.6

31.3

33.1

41.7

35.4

40.7

27.1

34.9

41.5

32.5

44.2

37.4

26.1

31.3

35.2

34.8

35.7

29.4

36.4

43.5

34.7

32.5

30.6

42.7

35.2

28.1

38.2

36.6

29.2

30.1

30.4

46.4

36.6

17.0

17.8

16.4

23.5

27.3

23.2

20.8

22.5

20.6

12.5

12.7

10.4

15.7

14.6

23.3

15.0

17.5

14.5

17.6

2.0

2.9

1.4

0.0

0.0

2.9

4.2

3.1

2.2

1.6

0.8

0.0

1.6

4.9

1.7

0.0

2.3

4.3

3.1

1.0

1.6

0.5

0.0

0.0
0.0

3.5

1.9

1.1

0.0

0.0

1.0

0.9

0.0

1.7

1.8

1.8

0.0

0.0

9.5

9.6

9.3

5.9

0.0

5.8

5.6

6.9

3.9

7.8

10.6

33.3

8.7

2.4

11.7

8.8

10.5

8.7

11.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

重要
ある程度

重要

どちらとも

いえない

あまり

重要ではない
重要ではない

わからない

＋（無回答）

<回答数>

【全体】 1,095人

【性別】

男性 489人

女性 580人

回答しない 17人

【年代別】

18～19歳 11人

20～29歳 69人

30～39歳 144人

40～49歳 160人

50～59歳 180人

60～69歳 192人

70～79歳 236人

80歳以上 96人

【地区別】

松山地区 427人

大岡地区 41人

平野地区 120人

唐子地区 113人

高坂地区 171人

高坂丘陵地区 69人

野本地区 131人

<属性>

32.2

29.2

34.3

35.3

36.4

34.8

40.3

32.5

33.3

31.8

29.7

21.9

31.6

29.3

24.2

31.9

40.9

49.3

22.9

40.0

38.7

41.7

35.3

27.3

42.0

36.1

44.4

43.9

40.6

39.8

31.3

42.6

41.5

42.5

43.4

31.0

33.3

42.0

17.4

20.2

15.0

23.5

36.4

13.0

16.0

17.5

17.8

20.3

18.2

13.5

16.6

22.0

19.2

14.2

17.0

11.6

22.9

1.3

1.8

0.9

0.0

0.0

4.3

2.1

0.0

1.7

1.6

0.8

0.0

0.9

0.0

1.7

1.8

1.2

0.0

3.1

0.5

1.0

0.0

0.0

0.0
0.0

0.7

0.6

1.1

0.0

0.0

1.0

0.2

0.0

0.8

1.8

0.6

0.0

0.0

8.6

9.0

8.1

5.9

0.0

5.8

4.9

5.0

2.2

5.7

11.4

32.3

8.0

7.3

11.7

7.1

9.4

5.8

9.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

重要
ある程度

重要

どちらとも

いえない

あまり

重要ではない
重要ではない

わからない

＋（無回答）



III 調査の結果 
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１２－４－１４ 重要だと思う事業（セ）自然に親しむ空間整備の推進 

『重要だと思う』 63.5％、『重要だと思わない』 3.5％ 

 重要度合（セ）自然に親しむ空間整備の推進  

 
 

１２－４－１５ 重要だと思う事業（ソ）資源循環の推進 

『重要だと思う』 69.6％、『重要だと思わない』 2.3％ 

 重要度合（ソ）資源循環の推進  

  

<回答数>

【全体】 1,095人

【性別】

男性 489人

女性 580人

回答しない 17人

【年代別】

18～19歳 11人

20～29歳 69人

30～39歳 144人

40～49歳 160人

50～59歳 180人

60～69歳 192人

70～79歳 236人

80歳以上 96人

【地区別】

松山地区 427人

大岡地区 41人

平野地区 120人

唐子地区 113人

高坂地区 171人

高坂丘陵地区 69人

野本地区 131人

<属性>

24.6

21.9

26.6

29.4

36.4

29.0

30.6

21.9

27.2

21.9

24.6

14.6

21.5

26.8

19.2

26.5

33.3

42.0

17.6

38.9

38.4

39.7

29.4

18.2

34.8

36.8

39.4

37.2

43.2

43.6

30.2

42.9

34.1

35.0

37.2

32.7

39.1

37.4

24.2

25.4

23.3

29.4

45.5

24.6

20.8

29.4

29.4

26.0

18.2

20.8

25.3

29.3

28.3

23.9

19.3

13.0

29.8

2.6

3.5

2.1

0.0

0.0

5.8

4.9
3.1

1.7

3.1

1.7

0.0

1.2

4.9

5.8
2.7

4.1

0.0

3.8

0.9

1.6

0.3

0.0

0.0
0.0

2.1

1.3

2.2

0.0

0.0

1.0

0.9

0.0

0.8

1.8

0.6

0.0

1.5

8.8

9.2

8.1

11.8

0.0

5.8

4.9

5.0

2.2

5.7

11.9

33.3

8.2

4.9

10.8

8.0

9.9

5.8

9.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

重要
ある程度

重要

どちらとも

いえない

あまり

重要ではない
重要ではない

わからない

＋（無回答）

<回答数>

【全体】 1,095人

【性別】

男性 489人

女性 580人

回答しない 17人

【年代別】

18～19歳 11人

20～29歳 69人

30～39歳 144人

40～49歳 160人

50～59歳 180人

60～69歳 192人

70～79歳 236人

80歳以上 96人

【地区別】

松山地区 427人

大岡地区 41人

平野地区 120人

唐子地区 113人

高坂地区 171人

高坂丘陵地区 69人

野本地区 131人

<属性>

30.5

28.6

31.7

35.3

63.6

26.1

34.7

26.3

31.7

28.1

33.5

25.0

26.5

39.0

26.7

33.6

37.4

44.9

25.2

39.1

36.4

41.6

41.2

9.1

47.8

41.0

40.6

37.8

42.7

39.4

26.0

43.3

34.1

38.3

36.3

29.8

39.1

40.5

19.5

22.9

16.7

17.6

27.3

17.4

15.3

23.8

25.0

20.3

16.1

16.7

19.7

19.5

19.2

23.0

19.9

10.1

21.4

1.7

2.0

1.6

0.0

0.0

2.9

2.8

3.8

1.1

2.1

0.4

0.0

1.4

2.4

4.2

0.9

2.3

0.0

1.5

0.6

1.2

0.2

0.0

0.0
0.0

1.4

0.6

2.2

0.0

0.0

0.0

0.2

2.4

0.8

0.0

0.6

0.0

2.3

8.6

8.8

8.3

5.9

0.0

5.8

4.9

5.0

2.2

6.8

10.6

32.3

8.9

2.4

10.8

6.2

9.9

5.8

9.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

重要
ある程度

重要

どちらとも

いえない

あまり

重要ではない
重要ではない

わからない

＋（無回答）



III 調査の結果 
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１２－４－１６ 重要だと思う事業（タ）防災・減災のまちづくり 

『重要だと思う』 82.3％、『重要だと思わない』 0.8％ 

 重要度合（タ）防災・減災のまちづくり  

 
 

１２－４－１７ 重要だと思う事業（チ）計画的なまちづくりの推進 

『重要だと思う』 70.9％、『重要だと思わない』 1.5％ 

 重要度合（チ）計画的なまちづくりの推進  

  

<回答数>

【全体】 1,095人

【性別】

男性 489人

女性 580人

回答しない 17人

【年代別】

18～19歳 11人

20～29歳 69人

30～39歳 144人

40～49歳 160人

50～59歳 180人

60～69歳 192人

70～79歳 236人

80歳以上 96人

【地区別】

松山地区 427人

大岡地区 41人

平野地区 120人

唐子地区 113人

高坂地区 171人

高坂丘陵地区 69人

野本地区 131人

<属性>

49.6

45.8

52.4

64.7

36.4

53.6

61.8

53.8

51.1

47.4

47.0

30.2

51.3

51.2

39.2

46.9

58.5

52.2

43.5

32.7

33.7

32.8

11.8

54.5

27.5

21.5

29.4

33.3

41.1

36.4

31.3

32.6

29.3

37.5

33.6

25.7

34.8

38.9

7.2

9.4

5.3

5.9

9.1

10.1

9.0

8.1

10.0

4.7

5.9

4.2

6.6
9.8

10.8

8.8

5.3

5.8

6.1

0.4

0.8

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.6

1.1

0.5

0.0

0.0

0.5

0.0

0.8

0.0

0.0

0.0

0.8

0.4

0.4

0.3

0.0

0.0
0.0

1.4

0.6

0.6

0.0

0.0

0.0

0.0

2.4

0.0

0.0

0.6

0.0

1.5

9.8

9.8

9.1

17.6

0.0

8.7

6.3

7.5

3.9

6.3

10.6

34.4

9.1

7.3

11.7

10.6

9.9

7.2

9.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

重要
ある程度

重要

どちらとも

いえない

あまり

重要ではない
重要ではない

わからない

＋（無回答）

<回答数>

【全体】 1,095人

【性別】

男性 489人

女性 580人

回答しない 17人

【年代別】

18～19歳 11人

20～29歳 69人

30～39歳 144人

40～49歳 160人

50～59歳 180人

60～69歳 192人

70～79歳 236人

80歳以上 96人

【地区別】

松山地区 427人

大岡地区 41人

平野地区 120人

唐子地区 113人

高坂地区 171人

高坂丘陵地区 69人

野本地区 131人

<属性>

34.2

30.7

37.4

29.4

27.3

29.0

41.7

34.4

33.9

33.9

37.3

20.8

35.1

41.5

27.5

30.1

43.3

40.6

24.4

36.7

39.7

34.5

29.4

45.5

44.9

29.9

36.9

39.4

37.0

37.7

33.3

36.5

26.8

35.8

42.5

32.2

39.1

43.5

17.2

17.6

17.1

17.6

27.3

14.5

19.4

19.4

21.1

20.3

12.7

9.4

16.9

22.0

23.3

14.2

12.3

13.0

21.4

1.4

1.8

1.0

0.0

0.0

4.3

2.1

1.3

1.7

1.0

0.8

0.0

1.9

2.4

1.7

0.9

1.2

0.0

0.8

0.1

0.2

0.0

0.0

0.0
0.0

0.7

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.8

10.4

10.0

10.0

23.5

0.0

7.2

6.3

8.1

3.9

7.8

11.4

36.5

9.6

7.3

11.7

12.4

11.1

7.2

9.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

重要
ある程度

重要

どちらとも

いえない

あまり

重要ではない
重要ではない

わからない

＋（無回答）
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１２－４－１８ 重要だと思う事業（ツ）道路の整備と維持管理 

『重要だと思う』 76.9％、『重要だと思わない』 1.1％ 

 重要度合（ツ）道路の整備と維持管理  

 
 

１２－４－１９ 重要だと思う事業（テ）上下水道の整備 

『重要だと思う』 77.1％、『重要だと思わない』 0.9％ 

 重要度合（テ）上下水道の整備  

  

<回答数>

【全体】 1,095人

【性別】

男性 489人

女性 580人

回答しない 17人

【年代別】

18～19歳 11人

20～29歳 69人

30～39歳 144人

40～49歳 160人

50～59歳 180人

60～69歳 192人

70～79歳 236人

80歳以上 96人

【地区別】

松山地区 427人

大岡地区 41人

平野地区 120人

唐子地区 113人

高坂地区 171人

高坂丘陵地区 69人

野本地区 131人

<属性>

39.8

36.4

42.6

41.2

36.4

43.5

47.2

44.4

39.4

36.5

40.7

24.0

39.6

53.7

32.5

42.5

44.4

37.7

35.1

37.1

38.7

36.7

17.6

45.5

37.7

31.9

31.9

42.8

42.2

37.3

32.3

39.3

34.1

36.7

32.7

33.9

47.8

35.9

12.1

13.9

10.5

17.6

18.2

10.1

12.5

15.6

13.3

13.5

10.2

7.3

11.2

7.3

16.7

10.6

11.7

7.2
16.8

0.6

1.0

0.3

0.0

0.0

1.4

0.7

1.3

0.6

0.5

0.4

0.0

0.5

2.4

1.7

0.9

0.0

0.0

0.8

0.5

0.6

0.3

0.0

0.0
0.0

1.4

0.0

0.6

0.0

0.8

0.0

0.2

0.0

0.8

0.0

0.0

0.0

2.3

9.9

9.4

9.5

23.5

0.0

7.2

6.3

6.9

3.3

7.3

10.6

36.5

9.1

2.4

11.7

13.3

9.9

7.2

9.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

重要
ある程度

重要

どちらとも

いえない

あまり

重要ではない
重要ではない

わからない

＋（無回答）

<回答数>

【全体】 1,095人

【性別】

男性 489人

女性 580人

回答しない 17人

【年代別】

18～19歳 11人

20～29歳 69人

30～39歳 144人

40～49歳 160人

50～59歳 180人

60～69歳 192人

70～79歳 236人

80歳以上 96人

【地区別】

松山地区 427人

大岡地区 41人

平野地区 120人

唐子地区 113人

高坂地区 171人

高坂丘陵地区 69人

野本地区 131人

<属性>

43.7

40.5

46.7

23.5

45.5

42.0

48.6

43.1

46.7

39.1

46.2

35.4

46.1

48.8

35.0

47.8

43.3

44.9

37.4

33.4

35.6

31.7

47.1

36.4

34.8

30.6

34.4

32.2

39.1

33.9

26.0

32.3

29.3

34.2

26.5

36.8

40.6

38.2

11.8

12.1

11.7

5.9

18.2

13.0

11.1

13.1

16.7

14.1

8.5

4.2

11.0

17.1

15.8

14.2

8.2

7.2

13.7

0.5

1.0

0.2

0.0

0.0

1.4

0.7

0.6

0.6

0.5

0.4

0.0

0.5

0.0

2.5

0.0

0.0

0.0

0.8

0.4

0.8

0.0

0.0

0.0
0.0

1.4

1.3

0.0

0.0

0.0

0.0

0.2

0.0

0.0

0.0

1.2

0.0

0.8

10.2

10.0

9.7

23.5

0.0

8.7

7.6

7.5

3.9

7.3

11.0

34.4

9.8

4.9

12.5

11.5

10.5

7.2

9.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

重要
ある程度

重要

どちらとも

いえない

あまり

重要ではない
重要ではない

わからない

＋（無回答）
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１２－４－２０ 重要だと思う事業（ト）河川の整備 

『重要だと思う』 79.4％、『重要だと思わない』 1.3％ 

 重要度合（ト）河川の整備  

 
 

１２－４－２１ 重要だと思う事業（ナ）交通安全・防犯対策の推進 

『重要だと思う』 78.7％、『重要だと思わない』 1.1％ 

 重要度合（ナ）交通安全・防犯対策の推進  

  

<回答数>

【全体】 1,095人

【性別】

男性 489人

女性 580人

回答しない 17人

【年代別】

18～19歳 11人

20～29歳 69人

30～39歳 144人

40～49歳 160人

50～59歳 180人

60～69歳 192人

70～79歳 236人

80歳以上 96人

【地区別】

松山地区 427人

大岡地区 41人

平野地区 120人

唐子地区 113人

高坂地区 171人

高坂丘陵地区 69人

野本地区 131人

<属性>

47.4

42.7

51.7

29.4

36.4

42.0

56.3

51.3

50.0

44.3

48.7

31.3

48.2

39.0

37.5

47.8

56.1

55.1

40.5

32.0

33.1

31.2

35.3

45.5

36.2

24.3

29.4

33.3

38.0

33.5

26.0

33.7

39.0

35.0

25.7

25.1

30.4

38.9

9.3

11.5

7.4
17.6

18.2

8.7

11.1

9.4

11.1

10.4

7.2

6.3

7.3

12.2

15.0

12.4

7.6

7.2

9.9

0.8

1.8

0.0

0.0

0.0

5.8
0.0

1.3

0.6

0.5

0.4

0.0

0.7

4.9

0.8

1.8

0.0

0.0

0.8

0.5

1.0

0.0

0.0

0.0
0.0

1.4

1.3

0.6

0.0

0.0

0.0

0.7

0.0

0.0

0.0

0.6

0.0

0.8

10.0

9.8

9.7

17.6

0.0

7.2

6.9

7.5

4.4

6.8

10.2

36.5

9.4

4.9

11.7

12.4

10.5

7.2

9.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

重要
ある程度

重要

どちらとも

いえない

あまり

重要ではない
重要ではない

わからない

＋（無回答）

<回答数>

【全体】 1,095人

【性別】

男性 489人

女性 580人

回答しない 17人

【年代別】

18～19歳 11人

20～29歳 69人

30～39歳 144人

40～49歳 160人

50～59歳 180人

60～69歳 192人

70～79歳 236人

80歳以上 96人

【地区別】

松山地区 427人

大岡地区 41人

平野地区 120人

唐子地区 113人

高坂地区 171人

高坂丘陵地区 69人

野本地区 131人

<属性>

44.1

39.5

47.8

47.1

45.5

43.5

54.9

53.1

45.6

38.0

41.9

28.1

43.1

41.5

38.3

49.6

52.6

42.0

38.9

34.6

38.2

32.4

23.5

45.5

39.1

27.8

26.3

37.8

40.6

37.7

30.2

36.5

34.1

35.0

30.1

28.7

46.4

36.6

10.6

10.8

10.5

5.9

9.1

8.7

9.0

11.9

11.7

14.1

9.3

7.3

10.1

17.1

14.2

8.8

9.4

4.3
13.0

1.0

2.0

0.2

0.0

0.0

1.4

1.4

1.9

1.7

1.0

0.0

0.0

1.9

0.0

0.8

0.0

0.0

0.0

1.5

0.1

0.2

0.0

0.0

0.0
0.0

0.7

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.8

9.6

9.2

9.1

23.5

0.0

7.2

6.3

6.9

3.3

6.3

11.0

34.4

8.4

7.3

11.7

11.5

9.4

7.2

9.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

重要
ある程度

重要

どちらとも

いえない

あまり

重要ではない
重要ではない

わからない

＋（無回答）



III 調査の結果 
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１２－４－２２ 重要だと思う事業（ニ）農業の振興 

『重要だと思う』 63.2％、『重要だと思わない』 2.1％ 

 重要度合（ニ）農業の振興  

 
 

１２－４－２３ 重要だと思う事業（ヌ）商業の振興 

『重要だと思う』 67.1％、『重要だと思わない』 1.9％ 

 重要度合（ヌ）商業の振興  

  

<回答数>

【全体】 1,095人

【性別】

男性 489人

女性 580人

回答しない 17人

【年代別】

18～19歳 11人

20～29歳 69人

30～39歳 144人

40～49歳 160人

50～59歳 180人

60～69歳 192人

70～79歳 236人

80歳以上 96人

【地区別】

松山地区 427人

大岡地区 41人

平野地区 120人

唐子地区 113人

高坂地区 171人

高坂丘陵地区 69人

野本地区 131人

<属性>

25.7

21.5

29.0

23.5

27.3

18.8

31.3

28.1

26.1

21.9

29.7

13.5

23.7

39.0

20.0

25.7

30.4

31.9

24.4

37.5

38.0

37.1

47.1

54.5

49.3

38.2

31.9

36.7

39.6

38.1

33.3

38.2

34.1

36.7

33.6

33.9

39.1

45.8

23.2

26.0

21.6

11.8

18.2

17.4

19.4

28.8

25.6

29.7

18.2

20.8

24.8

19.5

27.5

22.1

22.2

17.4

19.8

1.6

2.7

0.7

0.0

0.0

4.3

2.1

2.5

2.2

0.0

1.3

0.0

1.6

2.4

2.5

1.8

1.2

1.4

0.8

0.5

0.8

0.3

0.0

0.0
0.0

0.7

0.6

1.1

0.5

0.4

0.0

0.7

0.0

0.8

0.0

1.2

0.0

0.0

11.5

11.0

11.4

17.6

0.0

10.1

8.3

8.1

8.3

8.3

12.3

32.3

11.0

4.9

12.5

16.8

11.1

10.1

9.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

重要
ある程度

重要

どちらとも

いえない

あまり

重要ではない
重要ではない

わからない

＋（無回答）

<回答数>

【全体】 1,095人

【性別】

男性 489人

女性 580人

回答しない 17人

【年代別】

18～19歳 11人

20～29歳 69人

30～39歳 144人

40～49歳 160人

50～59歳 180人

60～69歳 192人

70～79歳 236人

80歳以上 96人

【地区別】

松山地区 427人

大岡地区 41人

平野地区 120人

唐子地区 113人

高坂地区 171人

高坂丘陵地区 69人

野本地区 131人

<属性>

29.0

26.0

31.2

35.3

27.3

26.1

37.5

34.4

30.6

27.6

26.7

14.6

29.7

36.6

24.2

25.7

33.9

34.8

22.9

38.1

36.6

39.5

41.2

36.4

43.5

36.1

36.9

37.2

39.1

41.5

32.3

37.7

34.1

37.5

39.8

34.5

39.1

45.8

20.2

23.3

18.3

5.9

36.4

18.8

14.6

19.4

23.9

25.0

18.6

17.7

20.6

24.4

22.5

19.5

19.3

15.9

18.3

1.3

2.5

0.3

0.0

0.0

2.9

2.1

1.3

2.2

0.0

0.8

1.0

1.2

0.0

2.5

0.9

1.2

1.4

1.5

0.6

1.2

0.2

0.0

0.0
0.0

1.4

0.6

0.6

0.5

0.8

0.0

0.5

2.4

0.8

0.0

0.6

0.0

1.5

10.8

10.4

10.5

17.6

0.0

8.7

8.3

7.5

5.6

7.8

11.4

34.4

10.3

2.4

12.5

14.2

10.5

8.7

9.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

重要
ある程度

重要

どちらとも

いえない

あまり

重要ではない
重要ではない

わからない

＋（無回答）



III 調査の結果 
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１２－４－２４ 重要だと思う事業（ネ）産業振興と就労支援の充実 

『重要だと思う』 65.6％、『重要だと思わない』 2.0％ 

 重要度合（ネ）産業振興と就労支援の充実  

 
 

１２－４－２５ 重要だと思う事業（ノ）観光の振興 

『重要だと思う』 53.8％、『重要だと思わない』 6.4％ 

 重要度合（ノ）観光の振興  

  

<回答数>

【全体】 1,095人

【性別】

男性 489人

女性 580人

回答しない 17人

【年代別】

18～19歳 11人

20～29歳 69人

30～39歳 144人

40～49歳 160人

50～59歳 180人

60～69歳 192人

70～79歳 236人

80歳以上 96人

【地区別】

松山地区 427人

大岡地区 41人

平野地区 120人

唐子地区 113人

高坂地区 171人

高坂丘陵地区 69人

野本地区 131人

<属性>

27.6

24.3

30.0

29.4

18.2

21.7

34.0

31.9

28.3

26.6

28.0

14.6

28.6

31.7

25.0

24.8

32.7

31.9

19.1

38.0

37.6

38.6

41.2

36.4

44.9

34.0

38.1

38.9

39.1

39.4

33.3

38.6

36.6

36.7

41.6

31.0

40.6

44.3

20.9

23.7

19.0

11.8

45.5

23.2

18.1

20.6

23.9

25.5

17.8

15.6

20.4

19.5

22.5

17.7

22.8

17.4

22.9

1.2

1.8

0.7

0.0

0.0

1.4

2.1

0.6

1.7

0.0

2.1

0.0

0.7

4.9
2.5

0.0

1.2

1.4

1.5

0.8

1.6

0.2

0.0

0.0
0.0

2.1

1.3

1.1

0.5

0.4

0.0

0.5

2.4

0.8

0.9

1.2

0.0

1.5

11.5

10.8

11.6

17.6

0.0

8.7

9.7

7.5

6.1

8.3

12.3

36.5

11.2

4.9

12.5

15.0

11.1

8.7

10.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

重要
ある程度

重要

どちらとも

いえない

あまり

重要ではない
重要ではない

わからない

＋（無回答）

<回答数>

【全体】 1,095人

【性別】

男性 489人

女性 580人

回答しない 17人

【年代別】

18～19歳 11人

20～29歳 69人

30～39歳 144人

40～49歳 160人

50～59歳 180人

60～69歳 192人

70～79歳 236人

80歳以上 96人

【地区別】

松山地区 427人

大岡地区 41人

平野地区 120人

唐子地区 113人

高坂地区 171人

高坂丘陵地区 69人

野本地区 131人

<属性>

19.0

17.2

20.3

17.6

9.1

20.3

32.6

18.1

15.0

17.2

19.1

9.4

18.5

22.0

14.2

20.4

23.4

21.7

15.3

34.8

33.3

36.7

23.5

27.3

34.8

31.9

38.1

37.2

31.3

39.0

28.1

36.5

36.6

31.7

31.9

33.9

34.8

37.4

28.7

31.1

26.6

35.3

45.5

24.6

19.4

29.4

32.2

39.1

25.4

25.0

27.6

24.4

35.0

30.1

25.7

26.1

32.1

3.7

4.5
3.3

0.0

18.2

5.8
3.5

1.9

5.6
3.6

3.8

1.0

4.4

2.4

5.8
1.8

3.5

5.8
1.5

2.7

4.1

1.7

0.0

0.0
4.3

4.2
5.0

3.3

1.6

1.7

0.0

2.8
9.8

1.7

1.8

2.3

2.9

2.3

11.1

9.8

11.4

23.5

0.0

10.1

8.3

7.5

6.7

7.3

11.0

36.5

10.1

4.9

11.7

14.2

11.1

8.7

11.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

重要
ある程度

重要

どちらとも

いえない

あまり

重要ではない
重要ではない

わからない

＋（無回答）



III 調査の結果 
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１２－４－２６ 重要だと思う事業（ハ）市民参加の促進 

『重要だと思う』 44.1％、『重要だと思わない』 6.4％ 

 重要度合（ハ）市民参加の促進  

 
 

１２－４－２７ 重要だと思う事業（ヒ）人権意識の高揚 

『重要だと思う』 48.9％、『重要だと思わない』 4.1％ 

 重要度合（ヒ）人権意識の高揚  

  

<回答数>

【全体】 1,095人

【性別】

男性 489人

女性 580人

回答しない 17人

【年代別】

18～19歳 11人

20～29歳 69人

30～39歳 144人

40～49歳 160人

50～59歳 180人

60～69歳 192人

70～79歳 236人

80歳以上 96人

【地区別】

松山地区 427人

大岡地区 41人

平野地区 120人

唐子地区 113人

高坂地区 171人

高坂丘陵地区 69人

野本地区 131人

<属性>

13.6

11.9

15.0

11.8

9.1

13.0

21.5

10.0

11.7

10.9

16.1

10.4

11.9

14.6

12.5

14.2

19.3

18.8

8.4

30.5

31.7

30.2

17.6

45.5

33.3

22.2

32.5

27.8

32.3

37.7

19.8

33.0

29.3

25.0

25.7

28.7

36.2

32.1

37.1

35.6

38.3

41.2

36.4

33.3

31.3

41.9

43.9

43.8

30.9

32.3

35.8

34.1

45.0

40.7

33.3

31.9

41.2

3.9

4.7
3.4

0.0

0.0

5.8

6.9
4.4

5.6
3.6

2.1

0.0

5.2

4.9
3.3

2.7

4.1

1.4

3.1

2.5

4.1

1.2

0.0

0.0

1.4
6.9

2.5

3.9

1.0

1.3

0.0

2.3
7.3

2.5

0.9

2.9

2.9

2.3

12.4

12.1

11.9

29.4

9.1

13.0

11.1

8.8

7.2

8.3

11.9

37.5

11.7

9.8

11.7

15.9

11.7

8.7

13.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

重要
ある程度

重要

どちらとも

いえない

あまり

重要ではない
重要ではない

わからない

＋（無回答）

<回答数>

【全体】 1,095人

【性別】

男性 489人

女性 580人

回答しない 17人

【年代別】

18～19歳 11人

20～29歳 69人

30～39歳 144人

40～49歳 160人

50～59歳 180人

60～69歳 192人

70～79歳 236人

80歳以上 96人

【地区別】

松山地区 427人

大岡地区 41人

平野地区 120人

唐子地区 113人

高坂地区 171人

高坂丘陵地区 69人

野本地区 131人

<属性>

15.3

10.8

19.0

11.8

18.2

18.8

18.1

10.0

14.4

14.1

20.3

8.3

15.9

17.1

15.0

13.3

18.7

14.5

10.7

33.6

35.6

32.6

23.5

45.5

42.0

31.3

29.4

35.0

34.4

36.9

25.0

33.3

24.4

33.3

38.9

33.9

34.8

33.6

34.5

35.0

34.3

35.3

18.2

23.2

31.9

45.0

38.3

41.1

28.0

29.2

34.9

41.5

35.8

30.1

32.2

33.3

38.9

2.5

3.5

1.7

0.0

9.1

5.8
2.8

3.1

2.2

2.6

1.7

0.0

1.9

4.9
2.5

2.7

1.8

5.8
3.1

1.6

3.3

0.3

0.0

0.0

0.0
5.6

3.8

1.7

0.0

0.4

0.0

1.9

2.4

0.8

0.0

2.3

2.9

1.5

12.4

11.9

12.1

29.4

9.1

10.1

10.4

8.8

8.3

7.8

12.7

37.5

12.2

9.8

12.5

15.0

11.1

8.7

12.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

重要
ある程度

重要

どちらとも

いえない

あまり

重要ではない
重要ではない

わからない

＋（無回答）



III 調査の結果 
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１２－４－２８ 重要だと思う事業（フ）平和意識の高揚 

『重要だと思う』 51.8％、『重要だと思わない』 3.7％ 

 重要度合（フ）平和意識の高揚  

 
 

１２－４－２９ 重要だと思う事業（ヘ）生涯学習の推進 

『重要だと思う』 49.7％、『重要だと思わない』 4.4％ 

 重要度合（ヘ）生涯学習の推進  

  

<回答数>

【全体】 1,095人

【性別】

男性 489人

女性 580人

回答しない 17人

【年代別】

18～19歳 11人

20～29歳 69人

30～39歳 144人

40～49歳 160人

50～59歳 180人

60～69歳 192人

70～79歳 236人

80歳以上 96人

【地区別】

松山地区 427人

大岡地区 41人

平野地区 120人

唐子地区 113人

高坂地区 171人

高坂丘陵地区 69人

野本地区 131人

<属性>

20.8

17.4

23.8

11.8

36.4

21.7

22.2

13.1

20.0

20.3

26.7

16.7

21.3

26.8

18.3

22.1

24.0

18.8

16.0

31.0

29.9

32.1

35.3

27.3

39.1

30.6

31.9

33.9

29.7

30.9

21.9

31.6

22.0

30.0

30.1

30.4

29.0

35.9

32.6

35.0

30.9

29.4

18.2

23.2

28.5

40.6

35.6

39.6

29.2

25.0

32.1

39.0

35.8

29.2

31.0

37.7

32.8

2.2

3.5

1.2

0.0

9.1

5.8

4.2
3.1

1.1

2.6

0.4

0.0

1.4

4.9

2.5

3.5

1.8

4.3

2.3

1.5

3.1

0.2

0.0

0.0

0.0
5.6

3.1

1.7

0.0

0.0

0.0

1.9

0.0

0.8

0.0

2.3

1.4

1.5

12.0

11.2

11.9

23.5

9.1

10.1

9.0

8.1

7.8

7.8

12.7

36.5

11.7

7.3

12.5

15.0

10.5

8.7

11.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

重要
ある程度

重要

どちらとも

いえない

あまり

重要ではない
重要ではない

わからない

＋（無回答）

<回答数>

【全体】 1,095人

【性別】

男性 489人

女性 580人

回答しない 17人

【年代別】

18～19歳 11人

20～29歳 69人

30～39歳 144人

40～49歳 160人

50～59歳 180人

60～69歳 192人

70～79歳 236人

80歳以上 96人

【地区別】

松山地区 427人

大岡地区 41人

平野地区 120人

唐子地区 113人

高坂地区 171人

高坂丘陵地区 69人

野本地区 131人

<属性>

13.7

11.2

15.7

11.8

18.2

17.4

17.4

13.1

12.2

11.5

14.8

9.4

12.6

17.1

10.8

15.9

19.9

11.6

9.2

36.0

36.2

36.6

17.6

36.4

40.6

30.6

34.4

36.1

38.0

41.9

25.0

38.4

31.7

30.8

31.9

31.0

43.5

42.7

33.9

34.2

33.6

41.2

27.3

29.0

30.6

38.8

38.3

40.6

29.2

27.1

33.7

34.1

41.7

31.9

31.6

30.4

34.4

2.6

3.5

1.9

0.0

9.1
2.9

4.9
3.1

3.3

1.6

1.3

1.0

2.3

4.9
1.7

4.4

2.3

4.3

1.5

1.8

3.1

0.9

0.0

0.0

0.0
6.3

3.1

2.2

0.5

0.4

0.0

1.4

2.4

2.5

0.9

3.5

1.4

1.5

12.1

11.9

11.4

29.4

9.1

10.1

10.4

7.5

7.8

7.8

12.3

37.5

11.5

9.8

12.5

15.0

11.7

8.7

10.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

重要
ある程度

重要

どちらとも

いえない

あまり

重要ではない
重要ではない

わからない

＋（無回答）



III 調査の結果 
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１２－４－３０ 重要だと思う事業（ホ）生涯スポーツの推進 

『重要だと思う』 49.1％、『重要だと思わない』 4.6％ 

 重要度合（ホ）生涯スポーツの推進  

 
 

１２－４－３１ 重要だと思う事業（マ）文化・芸術の振興 

『重要だと思う』 46.9％、『重要だと思わない』 5.0％ 

 重要度合（マ）文化・芸術の振興  

  

<回答数>

【全体】 1,095人

【性別】

男性 489人

女性 580人

回答しない 17人

【年代別】

18～19歳 11人

20～29歳 69人

30～39歳 144人

40～49歳 160人

50～59歳 180人

60～69歳 192人

70～79歳 236人

80歳以上 96人

【地区別】

松山地区 427人

大岡地区 41人

平野地区 120人

唐子地区 113人

高坂地区 171人

高坂丘陵地区 69人

野本地区 131人

<属性>

13.3

12.1

14.1

11.8

18.2

14.5

19.4

11.9

11.7

10.9

14.0

9.4

11.0

14.6

9.2

15.0

21.1

20.3

7.6

35.8

35.8

36.7

11.8

45.5

40.6

30.6

31.3

35.0

36.5

44.5

28.1

36.1

36.6

33.3

32.7

28.7

42.0

48.9

34.3

34.8

34.1

41.2

18.2

30.4

29.2

41.9

40.0

41.7

28.4

25.0

36.5

31.7

40.0

34.5

33.3

24.6

29.8

2.6

2.5

2.6

5.9

9.1
4.3

4.2
3.8

3.3

2.6

0.4

0.0

3.7

2.4

1.7

2.7

1.2

1.4

2.3

2.0

3.3

1.0

0.0

0.0

0.0
5.6

3.1

2.8

0.5

0.8

1.0

1.6
4.9

2.5

0.9

4.1

1.4

0.8

12.0

11.7

11.4

29.4

9.1

10.1

11.1

8.1

7.2

7.8

11.9

36.5

11.0

9.8

13.3

14.2

11.7

10.1

10.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

重要
ある程度

重要

どちらとも

いえない

あまり

重要ではない
重要ではない

わからない

＋（無回答）

<回答数>

【全体】 1,095人

【性別】

男性 489人

女性 580人

回答しない 17人

【年代別】

18～19歳 11人

20～29歳 69人

30～39歳 144人

40～49歳 160人

50～59歳 180人

60～69歳 192人

70～79歳 236人

80歳以上 96人

【地区別】

松山地区 427人

大岡地区 41人

平野地区 120人

唐子地区 113人

高坂地区 171人

高坂丘陵地区 69人

野本地区 131人

<属性>

13.1

10.4

15.0

17.6

9.1

15.9

21.5

11.3

11.7

10.4

14.4

5.2

13.1

12.2

9.2

15.0

18.7

13.0

6.1

33.8

33.5

34.7

17.6

27.3

33.3

25.7

31.3

35.6

35.9

39.8

30.2

34.7

34.1

31.7

28.3

27.5

46.4

41.2

36.3

37.2

35.9

35.3

45.5

33.3

32.6

43.8

38.9

42.7

30.5

28.1

35.4

34.1

42.5

38.9

38.0

26.1

36.6

3.3

4.1

2.6

0.0

9.1

5.8

4.9
3.8

4.4

2.6

2.1

0.0

4.0

4.9
1.7

2.7

1.8

5.8
3.8

1.7

3.1

0.7

0.0

0.0

0.0
4.9

1.9

3.3

0.5

0.8

0.0

1.4
4.9

2.5

1.8

2.9

0.0

0.8

11.9

11.7

11.2

29.4

9.1

11.6

10.4

8.1

6.1

7.8

12.3

36.5

11.5

9.8

12.5

13.3

11.1

8.7

11.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

重要
ある程度

重要

どちらとも

いえない

あまり

重要ではない
重要ではない

わからない

＋（無回答）



III 調査の結果 
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１２－４－３２ 重要だと思う事業（ミ）文化財保護 

『重要だと思う』 50.6％、『重要だと思わない』 3.9％ 

 重要度合（ミ）文化財保護  

 
 

１２－４－３３ 重要だと思う事業（ム）健全な行財政運営 

『重要だと思う』 62.1％、『重要だと思わない』 1.2％ 

 重要度合（ム）健全な行財政運営  

  

<回答数>

【全体】 1,095人

【性別】

男性 489人

女性 580人

回答しない 17人

【年代別】

18～19歳 11人

20～29歳 69人

30～39歳 144人

40～49歳 160人

50～59歳 180人

60～69歳 192人

70～79歳 236人

80歳以上 96人

【地区別】

松山地区 427人

大岡地区 41人

平野地区 120人

唐子地区 113人

高坂地区 171人

高坂丘陵地区 69人

野本地区 131人

<属性>

16.3

14.3

17.9

17.6

27.3

13.0

20.8

13.1

14.4

14.1

21.2

11.5

16.6

17.1

13.3

15.9

19.9

13.0

14.5

34.3

35.4

34.3

11.8

27.3

39.1

31.3

31.9

35.0

35.4

38.1

29.2

34.9

36.6

32.5

30.1

32.2

40.6

38.2

33.9

33.9

33.8

47.1

36.4

31.9

30.6

40.6

38.3

41.1

27.1

24.0

34.4

29.3

36.7

34.5

32.2

34.8

33.6

2.4

2.7

2.1

0.0

0.0

2.9

2.8

3.8

3.3

2.1

1.7

0.0

2.1

4.9
2.5

4.4

1.2

1.4

3.1

1.5

2.5

0.7

0.0

0.0

1.4

4.2

2.5

2.2

0.0

0.4

0.0

1.2

2.4

1.7

0.9

3.5

1.4

0.0

11.6

11.2

11.2

23.5

9.1

11.6

10.4

8.1

6.7

7.3

11.4

35.4

10.8

9.8

13.3

14.2

11.1

8.7

10.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

重要
ある程度

重要

どちらとも

いえない

あまり

重要ではない
重要ではない

わからない

＋（無回答）

<回答数>

【全体】 1,095人

【性別】

男性 489人

女性 580人

回答しない 17人

【年代別】

18～19歳 11人

20～29歳 69人

30～39歳 144人

40～49歳 160人

50～59歳 180人

60～69歳 192人

70～79歳 236人

80歳以上 96人

【地区別】

松山地区 427人

大岡地区 41人

平野地区 120人

唐子地区 113人

高坂地区 171人

高坂丘陵地区 69人

野本地区 131人

<属性>

34.3

34.2

34.1

47.1

27.3

30.4

41.0

30.6

33.3

33.9

37.7

28.1

37.2

41.5

30.8

31.0

34.5

42.0

24.4

27.8

25.4

30.2

17.6

27.3

36.2

22.9

28.1

30.0

28.6

29.2

19.8

27.4

26.8

25.8

23.0

27.5

30.4

36.6

25.7

27.6

24.5

17.6

36.4

21.7

22.2

31.9

30.0

29.7

21.6

17.7

24.1

24.4

28.3

31.0

25.7

18.8

27.5

0.6

0.4

0.9

0.0

0.0

2.9

0.7

1.3

0.0

1.0

0.0

0.0

0.5

0.0

0.8

0.9

1.8

0.0

0.0

0.6

1.4

0.0

0.0

0.0

0.0

4.2

0.0

0.6

0.0

0.0

0.0

0.5

0.0

0.8

0.9

1.2

0.0

0.8

11.0

11.0

10.3

17.6

9.1

8.7

9.0

8.1

6.1

6.8

11.4

34.4

10.3

7.3

13.3

13.3

9.4

8.7

10.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

重要
ある程度

重要

どちらとも

いえない

あまり

重要ではない
重要ではない

わからない

＋（無回答）
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１３ 地域資源について 

１３－１ 地域資源の体験・認知 

問35．市内の観光スポットやイベントについて、あなた自身に当てはまるものはどれですか。

【○はそれぞれに１つ】 

最も『知っている』のは「（キ）箭弓稲荷神社」 95.3％、 
最も『行ったことがある』のは「（キ）箭弓稲荷神社」 89.3％ 

 地域資源への体験・認知  

 
※ 前回（令和４年）の自由回答による結果を踏まえ、記載の多かった観光スポットやイベント等を選択肢

にし、設問としました。 

  

( n = 1,095 )

（ア）市農林公園

　　・丘の上のカフェHeuvel

（イ）東松山ぼたん園

（ウ）化石と自然の体験館

（エ）埼玉県こども動物自然公園

（オ）ピースミュージアム
　　（平和資料館）

（カ）いなほてらす

　　（東松山農産物直売所）

（キ）箭弓稲荷神社

（ク）岩殿観音（巌殿山正法寺）

（ケ）丸木美術館

（コ）ホタルの里

（サ）やきとり店

（ツ）酉の市（大鳥神社）

（テ）絵馬市（馬頭観音）

（ト）その他

（シ）梨園・梨直売所

（ス）ゴルフ場

（セ）日本スリーデーマーチ

（ソ）東松山夏まつり

（タ）産業祭

　　（産業・環境フェスタ）

（チ）麦ノ秋音楽祭

18.4

26.7

2.7

19.3

7.0

48.0

58.3

13.4

1.9

2.9

30.0

18.9

4.1

10.8

21.0

4.1

0.9

5.2

2.6

2.3

21.0

46.8

11.4

64.1

41.2

27.8

31.0

41.5

38.5

13.5

42.5

34.3

12.0

47.9

48.2

19.4

2.7

23.7

12.6

1.5

22.7

9.7

35.4

6.3

16.9

9.2

3.0

13.8

18.7

31.2

9.0

21.6

9.3

11.1

8.3

19.9

21.0

16.3

21.0

3.2

9.8

10.5

23.8

4.7

12.8

4.3

3.0

12.6

18.9

12.9

8.9

11.9

52.4

22.1

14.3

17.6

15.6

19.5

21.4

2.5

24.6

3.4

22.2

2.2

18.3

7.4

1.7

15.1

17.9

34.5

6.0

9.4

18.0

4.3

4.7

35.0

55.3

31.2

38.3

30.0

3.5

2.9

4.4

3.5

3.8

3.3

3.0

3.7

4.0

4.9

3.7

3.9

4.2

3.8

3.4

4.0

4.4

4.1

4.2

60.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

この

１年以内に

行った

これまでに

行ったこと

がある

行ったこと

はないが
行って

みたい

知って

いるが
あまり

興味がない

知らない （無回答）
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「この１年以内に行った」と「これまでに行ったことがある」を合わせて『行ったことがあ

る』、これに「行ったことはないが行ってみたい」、「知っているがあまり興味がない」を加え

て『知っている』とします。 

『行ったことがある』の割合の高い上位３位は、「（キ）箭弓稲荷神社（89.3％）、（エ）埼玉

県こども動物自然公園（83.4％）、（カ）いなほてらす（東松山農産物直売所）（75.8％）」とな

っています。 

また、「この１年以内に行った」の上位３位は、「（キ）箭弓稲荷神社（58.3％）、（カ）いな

ほてらす（東松山農産物直売所）（48.0％）、（サ）やきとり店（30.0％）」となっています。 

『知っている』の割合の高い上位３位は、「（キ）箭弓稲荷神社（95.3％）、（エ）埼玉県こど

も動物自然公園（94.4％）、（イ）東松山ぼたん園（93.7％）」となり、３位の「（イ）東松山ぼ

たん園」については、『行ったことがある（73.5％）』、「この１年以内に行った（26.7％）」と

もに４位となっています。 

「（ト）その他」の具体的なものとしては、「ひがしまつやま花火大会、市民の森」が多く回

答されています。 
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１３－２ 勧めたい地域資源 

問36．問35の観光スポットやイベントについて、あなたが市外の人に自慢・アピールしたいと

思っているものはありますか。【○はいくつでも】 

自慢・アピールしたいのは、「（エ）埼玉県こども動物自然公園」 64.1％ 

 勧めたい地域資源  

 

【全体】では、「（エ）埼玉県こども動物自然公園（64.1％）」の割合が６割台で最も高く、

次いで「（キ）箭弓稲荷神社（49.8％）、（セ）日本スリーデーマーチ（41.5％）」が続いていま

す。 

【性別】では、上位３項目は【全体】と変わらず、男性の割合は60.9％、50.3％、43.1％、

女性の割合は68.3％、49.3％、41.2％となっています。 

また、「（エ）埼玉県こども動物自然公園」は女性（68.3％）が男性（60.9％）より7.4ポイ

ント、「（サ）やきとり店」は男性（42.3％）が女性（35.7％）より6.6ポイント高く差がみら

れます。 

  

(％) (％)

（エ）埼玉県
　　　こども動物自然公園

（ソ）東松山夏まつり

（キ）箭弓稲荷神社 （コ）ホタルの里

（セ）日本スリーデーマーチ （ツ）酉の市（大鳥神社）

（サ）やきとり店 （テ）絵馬市（馬頭観音）

（イ）東松山ぼたん園 （ス）ゴルフ場

（ケ）丸木美術館 （チ）麦ノ秋音楽祭

（オ）ピースミュージアム
　　（平和資料館）

（タ）産業祭
　　（産業・環境フェスタ）

（ア）市農林公園・
　　　丘の上のカフェHeuvel

（ト）その他

（カ）いなほてらす
　　（東松山農産物直売所）

（無回答）

（ク）岩殿観音
　　（巌殿山正法寺）

（シ）梨園・梨直売所

（ウ）化石と自然の体験館

64.1

49.8

41.5

38.6

37.8

18.3

16.5

16.4

16.0

15.7

15.4

15.3

60.9

50.3

43.1

42.3

36.8

16.8

17.4

13.1

15.7

17.6

13.1

15.3

68.3

49.3

41.2

35.7

39.3

20.0

16.4

19.5

16.4

14.5

17.6

15.5

0 20 40 60 80

14.8

6.8

6.2

5.3

4.6

4.2

3.2

1.7

14.6

15.3

5.5

5.7

5.5

5.7

2.9

2.7

2.0

17.0

15.0

7.9

6.7

5.0

3.8

5.3

3.6

1.6

11.9

0 20 40 60 80

全体（1,095人）

男性（ 489人）

女性（ 580人）
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Ⅳ 自由意見  
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IV 自由意見 

今回の市民意識調査の中で、東松山市のまちづくりについて、400 人の市民の方からご意見

をいただきました。 

分野ごとに分類すると下表のようになります。 

次ページから、主だったご意見のいくつかを紹介させていただきます。 

 

分   野 件数 

１ 都市基盤の整備について 133 件 

２ 駅周辺や商店街の活性化について  80 件 

３ 環境・観光について  26 件 

４ 防災・防犯・安全について  26 件 

５ 保健・医療・福祉について  77 件 

６ 教育・文化・スポーツについて  69 件 

７ 産業について  16 件 

８ 情報について  14 件 

９ 観光について  10 件 

10 市政について  60 件 

11 その他  61 件 

合   計 572 件 
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１ 都市基盤の整備について 

性別 年齢 居住地区 市民の声 

女性 20～29 歳 松山地区 美原町の街灯が少ない夜道怖い 

女性 20～29 歳 
高坂丘陵

地区 

高坂駅から出るバスの本数が少ない。（特に土日、祝、夜 23：00 頃ま
での時間）デマンドタクシー等の公共交通サービスを充実させてほし
い。 

男性 30～39 歳 野本地区 

私の住んでいる地域では、道路に歩道がなく、安心して子どもと歩く
ことができない道路があります。また、街灯が少なく、車を運転して
いると歩行者が見えにくいことがあります。こうした部分の整備を駅
前などの主要地域以外の場所でも進めていただけると有難いと思いま
す。 

女性 30～39 歳 
高坂丘陵

地区 

小学生が夏休みに遊ぶことのできる施設が極端に少ないと感じます。
暑い最中、外で遊ぶこともできず、ソーレやマーレにも入れないとな
ると、暑い日の遊び場が商業施設しかなくあまり毎日のようには連れ
て行けません。小学生でも使える安全で比較的利用料が安価な施設が
あると嬉しいです。 

女性 40～49 歳 野本地区 
若松町一丁目交差点を改善してほしい。（歩行者分離、矢印信号など信
号が変わっても右折の車が途切れないことがよくあって危ない） 

男性 50～59 歳 野本地区 市内の渋滞する箇所を解消してほしい。特に南中学校の交差点！ 

男性 50～59 歳 野本地区 

新しく整備されたにも関わらず、危なく感じる交差点や道路がありま
す。小学生の通学路なのに、車がけっこうなスピードで通り抜けるよ
うになった箇所もあるので、見直しをしていただきたいです。また、
駅前で食料品を買えるお店がないので、誘致できるといいと思います。 

女性 50～59 歳 唐子地区 

今は自家用車で移動できますが、高齢になったらバスやデマンドタク
シーを利用したいと考えていますが、今後高齢化に伴いバスの運行数
を増やしたり利用券等の数を増やしてもらえたら、安心して東松山市
で生活できると思います。それから、南中の右折帯ができて良かった
です。 

女性 50～59 歳 野本地区 市内バスのバス停を増やして欲しい。 

女性 50～59 歳 野本地区 

近所に新しい戸建て住宅の建築工事がたくさんあり、これからも発展
していく街なんだなと感じています。近所にスーパーや電気店、ホー
ムセンター、レストラン等があり生活しやすいところで満足していま
す。バス停が近くにないので、もっとバス停が増えると良いなと思っ
ています。 

男性 60～69 歳 唐子地区 

道路整備や下水道整備について、予算のこともあるでしょうが現実的
に困っている地域があります。若い世代の転入を望んでも環境条件で
入ってもらえません。市の基準を全面に出して手を出さないのではな
く、東松山市を住み良い街にするために市の中心部以外にも目配りを
していただきたいと思います。その結果で東松山市の評価が上がるの
だと思います。 

女性 60～69 歳 松山地区 

電動カーを使い歩道を利用して買い物をしていますが、道がでこぼこ
で安定感が悪く、又、今の時季、両側にススキがおいしげり、とても
不便に感じています。市は県に対して携わる事ができないのでしょう
か？ 

女性 60～69 歳 平野地区 

最近市内中心部の一部で歩道の改修工事が行われていましたが、私の
住む市のはずれの方では歩道のないところがたくさんあります。通学
路でさえ危ない所があります。子どもや老人にとって安心して通学や
買い物に行けるよう市の全体的に歩道整備をより進めていただけます
ようよろしくお願いいたします。 

男性 70～79 歳 野本地区 
市役所の庁舎移転について現在の場所は全体的に不便を感じていま
す。将来的にはもっと広い場所に移転した方が良いと思っています。 

  



IV 自由意見 

- 175 - 

 

女性 70～79 歳 松山地区 
幸町の通学路に雨の後水はけが悪く子供達が大変困っているので改善
して欲しい。 

女性 70～79 歳 平野地区 
市役所や総合会館、保健センター、商工会など全部まとめて１ヶ所で、
やって頂きたい。そして、その中に、ホールとか、発表する施設があ
っても、良いのではないかと思う。 

女性 70～79 歳 唐子地区 下水道の整備をしてもらいたいです。 

女性 80 歳以上 松山地区 
免許証返上しても困らない市のバス停留所を増やして下さい。特に松
山町２丁目付近はバスが来ない。 

女性 80 歳以上 松山地区 
車の免許、返納したいのですがたちまち生活に支障をきたします。駅
に行くバスを増やして欲しいです。老人一人暮しには病院とスーパー
への足が一番欲しいです。周りの友人も皆同じ事を言い嘆いています。 
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２ 駅周辺や商店街の活性化について 

性別 年齢 居住地区 市民の声 

女性 18～19 歳 松山地区 
市役所周辺の住まいですが、近くにスーパーがなくなってしまうので、
食材を買うのが大変になってしまうので、スーパーが近くに出来たら
うれしいです。 

女性 30～39 歳 唐子地区 
ハロウィンウォークはもうしないのか？子供と一緒に参加できるイベ
ントを増やしてほしい。 

女性 40～49 歳 松山地区 
ぼたん通りがもっと活気あるといいなと思います。東松山市はお店を
やるのが大変な気がします。もっと若い人に来てもらえる町になって
欲しいです。住みやすさはダントツです！！ 

男性 50～59 歳 松山地区 
若者が集まる施設が少ない気がする。駅前通りの商業施設の充実をし
てほしい。 

女性 50～59 歳 松山地区 
多くの人が期待するようなコストコや人気店が入るイオンモールなど
大きな商業施設があると良いかと。 

女性 50～59 歳 唐子地区 

丸広が閉店してしまい、ぼたん通り～丸広通りに食料品や日用品を扱
うお店がありません。ビバはありますが、東松山市の中心の賑わいが
なくなってしまった様に感じます。高坂ばかりでなく、人が集まるよ
うな魅力的な通りに転換させていただきたいです。 

男性 60～69 歳 松山地区 

駅ｏｒ丸広のあった場所が高級デパートの誘致、駅から市役所までの
道路の整備、外国人観光客を呼び込み為のホテルとバスの充実・東松
山駅に駅ビル（商業施設、市の施設）があると良い。近隣から高校生
も一定数おり、若者も入りやすい施設があると来やすくなり、又、災
害時など、駅周辺に一時的にいられる場所があると助かる。（ビバモー
ルもあるが、若干遠い） 

女性 60～69 歳 松山地区 

駅前が活気がなく、さびしい感じがする。まるひろもなくなり市内が
閑散としている。駅周辺の道路ばかりが整備されて、幹線道路以外は
直してもらえず、格差がひどいと思います。ずっと住みたいと思える
東松山市になるといいなと思いながらアンケートに答えました。 

女性 60～69 歳 松山地区 
駅周辺に買い物（食品、日用雑貨、ファッション）できるショッピン
グモールが出来ると良いと思います。 

女性 60～69 歳 松山地区 
まる広百貨店が閉店したので、閑散と感じてます。それを埋める事が
できるような、代替のシンボルができるようなまちづくりを希望しま
す。 

女性 70～79 歳 松山地区 
東松山駅周辺に活気がないと感じる。近隣の人も東松山に行ってみた
いと思える店、飲食店が欲しい。商工会にもっとがんばって欲しい。 

女性 70～79 歳 松山地区 

東松山駅の周りに魅力あるお店が少ない、めずらしいやきとりの町と
言うがお酒を飲む人に限定され家族で食事が出きるお店を増やしてほ
しい。道路だけ広がり駅から市役所の間はこれからどうなるのでしょ
うか、特に丸広がなくなり寂しい市になりました。市、商工会、商店
の方がんばっていただきたいです。 

女性 70～79 歳 大岡地区 
５０年近く住んでいますが、閉店する店など多く活気がある地域と無
い地域の差が激しい。 

女性 70～79 歳 平野地区 
「まるひろ」もなくなるし、ぼたん通り商店街が寂しいので、もう少
し活気ある商店街にして転入者が増える東松山市にして欲しい。 
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３ 環境について 

性別 年齢 居住地区 市民の声 

女性 30～39 歳 松山地区 
野良猫なのか飼い猫なのかわかりませんが、敷地内に糞をされるのが
とても嫌です。野良猫は保護をして頂きたいです。飼い猫は飼い主指
導をして欲しいです。 

男性 40～49 歳 唐子地区 

東松山市周辺がアパート・マンション・ホテル・道路工事等々いろい
ろなことで発展し市内へ観光者を呼びこむことがかなり良いことだ
が、自然がどんどん減り続けて行くことがどうしても残念としか思え
ません。なので、草木花の手入れが必ず必要です。街路樹を伐採して
も良いがどこか違う場所でもいいので、木、草花も植え続けてほしい
と願います。 

男性 60～69 歳 唐子地区 

田畑の無耕作地がもったいない、利用されていない、遊休地を有効に
してほしい、近隣の空き地は名もある草が元気すぎて、みっともない。
そこには空き家もある。朽ち果てるのを待つばかりである。（個人の問
題だからどうしようもないのかと思う）都幾川の河川敷の利用方法が
あまりなされていない。氾濫等の整備を進めているのは大変ありがた
い。水の制御を考えたうえでの利用法をお願いしたい。（厳しいかも） 

女性 60～69 歳 唐子地区 
空き家になっている家を見回りして、他人に迷惑になっている家を見
て、持ち主に連絡してほしい。 

男性 70～79 歳 大岡地区 
東松山市は市内全体を見ても自然が豊かで、環境に恵まれた地域だと
思います。ですので商業圏と環境保全とのバランスのとれた政策を望
みます。 

 

 

４ 防災・防犯・安全について 

性別 年齢 居住地区 市民の声 

男性 30～39 歳 松山地区 水害が怖いため、河川の治水対策に力を入れていただきたい。 

女性 30～39 歳 松山地区 
大雨の日の冠水、災害に弱いので整備強化してもらいたい。それ以外
は充実しています。 

男性 40～49 歳 松山地区 
大雨の際、自宅前が浸水してしまいます。排水機能を向上させて頂き
たいです。 

男性 50～59 歳 松山地区 夜は、暗い為外灯を増やして欲しいです。 

女性 50～59 歳 高坂地区 台風災害以降、川の整備対策をしていただき安心して生活できている。 

女性 70～79 歳 松山地区 自転車の交通安全を充実して欲しい 
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５ 保健・医療・福祉について 

性別 年齢 居住地区 市民の声 

男性 30～39 歳 松山地区 
子育て支援を充実させてほしい、産後ケア内容も他の市に比べると微
妙。東松山独自の”出産応援””子育て支援”を打ち出せば移住した
り、子供をもう一人生もうと思えるかもしれません。 

男性 30～39 歳 唐子地区 
若者の転入を増やすため、子育て支援や住宅取得に対する支援をもっ
と充実させてほしい。 

女性 30～39 歳 松山地区 

子供支援に力を入れてほしいです。小児科の数、産婦人科の数がとて
も少なくいつも混み合っているのでもう少し増えてくれるとたすかり
ます。医療にも力を入れてもらえるとたすかります。子供どうよう大
人が行ける病院が少ないので医療水準の高い病院が増えてくれるとわ
ざわざ市外まで行なくてもすむのでご検討よろしくお願いいたしま
す。 

女性 30～39 歳 松山地区 

保育所は確保、充実してきましたが、次は学童保育に目を向けてくだ
さい。狭い施設内、環境的に良いものとは言えない中子どもたちを懸
命に指導員さんがみてくださっています。市はここにお金を払うべき
です。未来ある子どものためにお金を使うなら、児童館や施設などば
かりでなく、日常的に使う子どものための施設は学童です。 

女性 30～39 歳 高坂地区 

自然が多く地区の行事やイベントなど参加できるものが色々あり楽し
いです。ソーレやマーレ、リフレッシュチケットなど子育て中に利用
できるサービスがあり、とてもありがたいです。一方で市政ではない
かもしれませんが夜間急病の際診ていただける病院がなかなか見つか
らないことや保育園に入り辛い点は不安を感じています。休日当番医
や健診、行事等メールで様々な情報をいただいているので今後も有効
活用していきたいと思っています。 

女性 30～39 歳 高坂地区 
小学生が使える施設を作ってほしい。児童館等。ソーレ、マーレはと
ても良いが、上の年齢の子が使用できる施設があるといいなと思いま
す。 

女性 30～39 歳 高坂地区 
医療では、市民病院は外来案内がサイトで分かりずらいです。診療時
間も短いので利用しづらいです。予約ならネットで簡単にできるよう
にしてほしいです。 

女性 40～49 歳 松山地区 
共働きで子そだてしているのですが、病児保育や休日保育が利用した
くても、できない、または、しにくい、という状況なので、改善をの
ぞみます。 

男性 50～59 歳 松山地区 
学童保育を充実させてほしい。3 年生以上の定員がまったく不足してお
り、共働きで所得を増やすことが極めてし辛い状況にある。 

女性 50～59 歳 唐子地区 医療費の助成の幅を増やして欲しい。(例えば、帯状疱疹のワクチン等) 

女性 50～59 歳 高坂地区 

少子化の原因として不妊に対しても援助をしていただきたい。若い世
代のブライダルチェック推進(例えば成人年齢で男女とも、任意で不妊
チェックが出来る制度)があれば、早い段階で不妊の原因や治療が出来
る。 

女性 70～79 歳 松山地区 
障害者のための生活サポートは良く利用させていただいております。
大変たすかります。福祉関係は大変進んでいるとおもいます。 

女性 70～79 歳 平野地区 
高齢者の割合が増えて来て、免許証を返納した時に不便な所に住んで
いる人の便利な移動手段が無いと日常生活にも支障をきたす。健康体
操なども地域の公民館単位で出来ると良い。 

女性 70～79 歳 野本地区 

市民病院について、市民がもっと簡単に待ち時間少なく受診できる様
にして欲しい。総合受付の窓口を増設して受付の混雑を解消できるよ
うにして欲しい。会計の待ち時間を短縮して欲しい。救急をもっと受
ける様にして欲しい。 
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６ 教育・文化・スポーツについて 

性別 年齢 居住地区 市民の声 

男性 30～39 歳 松山地区 市で子供対象のイベントを定期的に行ってほしい。 

女性 30～39 歳 高坂地区 

子どものフリースクールなど居場所のない子、不登校の子が安心でき
る場所をもっと作ってほしいです。高坂地区の子供の人数が増えてい
るのに、小中学校の数が合っていないので教室の数が足りていないで
す。高坂地区にも中学を作ってほしいです。 

男性 40～49 歳 平野地区 学校授業料、給食費など教育費の無償化 

女性 40～49 歳 高坂地区 
健康センターにプールか坂戸市、鴻巣市他近くの市町村の屋内プール
を安く利用できるようにしてほしい。卓球場もつくってほしい。→中
学生が学校以外で交流のもてる場所かつスポーツ推進 

女性 50～59 歳 松山地区 
大きな大会が出来るような観客席付きの体育館やグランドなりのスポ
ーツ施設もあれば人がもっと集まると思う。 

女性 50～59 歳 高坂地区 
サッカー場が岩鼻や、リバーくらいしかない。天然芝、人工芝のグラ
ンドがあればいいと思う。スポーツ施設が少ないと思う。 

男性 60～69 歳 野本地区 
市民体育館は大変暑く（夏季）、熱中症になります。クーラー設置を要
望します。 

男性 60～69 歳 野本地区 
「まちづくり、人づくり」の中心施設の一つに、図書館を位置づける
と良いのではないか思っています。更なる利用しやすい工夫ある施設
になると良いのではないかと思います。 

女性 60～69 歳 野本地区 

スリーデだけを市の目玉として頼っていても市の活性化は期待できな
い。歩けのまちを自称しているのなら、通年を通じての目玉となる観
光事業を再考し、今の松活センターから駅にかけてのエリアを中心と
した街づくりを整備し、東松山に来れば四季を通していつでも季節が
楽しめ、ゆっくり疲れをいやせるような多目的施設を完備した総合型
ウォーキングを中心としたまちづくり等で活気あるにぎやかなまちづ
くりを期待します。（川越市を参考に） 

男性 70～79 歳 大岡地区 
当地区、大岡は、小学生の減少が・・・６、７人で６年間学ぶと言う
事は競争や、団体生活の不備等で、大勢の中学校生活に入った場合、
色々と問題が生じると思われます。早期の統合が必要では。 

男性 70～79 歳 高坂地区 
子どもの居場所づくりは大切。ぜひ児童館を造って欲しい。高坂駅西
口の彫刻プロムナードは市の財産 観光スポットにあげられていない
のは残念。もっと市民全体にアピールして欲しい。 

女性 70～79 歳 松山地区 文化・芸術に溢れた街にして下さい。 

女性 80 歳以上 
高坂丘陵

地区 

（地区センター）や公園に子供用の用具がありますが、これからは老
人が多くなるので、何時でもふらっと使える用具があるといいと思い
ます。（例えば、筋トレになる様な用具） 

女性 80 歳以上 野本地区 
スリーデーマーチ、20ｋｍ20 年位参加してましたが、年令と共に体力
もなくなり今では思い出となりました。これからも続けて頂きたいで
す。 
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７ 産業について 

性別 年齢 居住地区 市民の声 

女性 40～49 歳 平野地区 
農林公園のカフェとひまわり畑が最近のお気に入りスポットです。東
松山は緑が多い事が良さだと思うので、Ｈｅｕｖｅｌさんの様なオシ
ャレなお店が増えてくれたら、うれしいです。 

女性 50～59 歳 松山地区 
若者が楽しめる施設がない。遊びに行くとなると子供達は皆んな市外
に行かなくてはならないので交通費はかかかるし面倒。市内にアミュ
ーズメント施設があれば若者がもっと集まるのでは？ 

男性 60～69 歳 野本地区 
農政の問題・課題を積極的に取り組んでもらいたい。特に田・畑の有
効利用・耕作放棄地対策等。特に田んぼに関しては、深刻な問題です。 

男性 70～79 歳 大岡地区 
市町の大企業誘致の推進と有るが、誘致された企業を見ると、物流の
ターミナルが主で雇用促進に繋がる製造業の誘致を進めて貰いたい。
（小川町のホンダの様な）。 

男性 70～79 歳 
高坂丘陵

地区 

スリーデーマーチだけに留めず、遊歩道を整備し（周辺町も巻き込ん
で）ウォーキングの聖地にする。歴史、文化施設、公園他を経由、歩
道沿に休憩所、カフェ、やきとり屋、入浴施設、宿泊（キャンプ場）
施設を設置。サイクリングロードの併設も有り。 

男性 70～79 歳 野本地区 
東松山の北側地区（大岡周辺）が過疎化が進んでいる案として農林公
園を中心として規模を拡大し市民が楽しめる商業施設等民間会社を含
め検討していただきたい。 

女性 70～79 歳 高坂地区 
産業（農業・商業）の活性化、東松山市内の商業の発展。市の特産品
を作り市外からの人々を呼び寄せる。 

 

 

８ 情報について 

性別 年齢 居住地区 市民の声 

女性 20～29 歳 
高坂丘陵

地区 
市からの補助などが分かるような発信が少ない。住民税が高い割に具
体的な使い道、改善が分からない。 

女性 50～59 歳 松山地区 
保健所に収容されている動物の迷子情報、里親探しの発信をして欲し
い。動物にも優しいまちづくりをして欲しい。ペット同行可の避難所
を作って欲しい。あれば分かりやすく情報を拡散してほしいです。 

女性 60～69 歳 松山地区 
「広報ひがしまつやま」について、自治会から配布されているが、私
のまわりの人はほとんど見ずに処分してしまう…と見ない人への配布
はもったいないのではないか。紙の質が良すぎるのではないか…。 

 

 

９ 観光について 

性別 年齢 居住地区 市民の声 

女性 30～39 歳 
高坂丘陵

地区 

埼玉県こども動物自然公園は全国的に見ても素晴らしい動物園なの
で、もっと観光資源としてアピールするべきだと思います。本場のオ
ーストラリア以外で唯一見られるクオッカ、野生に限りなく近い環境
で飼育されているフンボルトペンギンなどが見られ県外から来る価値
は間違いなくある場所です。 

男性 70～79 歳 高坂地区 
高坂駅西口の彫刻プロムナードは市の財産。観光スポットにあげられ
ていないのは残念。もっと市民全体にアピールして欲しい。 
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１０ 市政について 

性別 年齢 居住地区 市民の声 

男性 30～39 歳 高坂地区 
正規、非常勤に関わらず市職員数を増やして欲しいです。各担当窓口
に行くと、どうも人が足りていない気がします。 

女性 30～39 歳 松山地区 

市役所庁舎の老朽化が目立つ。案内板等も整理されておらず、後付け
を繰り返し見辛い。転入の際、あちこちの窓口に手続きに行かされて
大変だった。以前の自治体では総合窓口と言って、手続きをひとつの
窓口でやってくれて便利だった(子供の医療証の発行から転校手続き、
子供手当のことや国保のことまで)。イレギュラーな手続きでなけなれ
ば、市役所内をぐるぐる回る必要もないので東松山市でも実践してい
ただきたい。 

男性 40～49 歳 松山地区 
市役所職員の皆様は東松山と市民のために誇りを持って頑張って下さ
い。 

男性 40～49 歳 唐子地区 
高齢者が健康で生き生きした生活を送れるような東松山であれば、子
供も増えていくのではないかと思います。何か他の市町村にない取り
組みなどをやってみるとか新しい挑戦を積極的にやってほしいです。 

男性 40～49 歳 高坂地区 PayPay などのイベントをやって欲しい。 

女性 40～49 歳 平野地区 

いろいろな手当の申請など簡単化していただいてネットで出来るよう
になると良いと思う。平日、市役所になかなか行けない人がほとんど
だと思うので、日曜開庁の時に市民課以外の課も行けるようになると
便利になると思う（月１回程度で）。 

女性 40～49 歳 唐子地区 

まっくん＆あゆみんやヤキトリや牡丹や梨など、東松山市の特産物の
ピンバッヂ（マグネット etc.）が入ったガチャガチャが市役所や公民
館などにあれば楽しいです。ずんだもんのように擬人化したまっくん
＆あゆみんのキャラ展開も見てみたいです。 

女性 60～69 歳 
高坂丘陵
地区 

他者に期待してばかりでも、仕方ない！と思っています。私もまだ市
外に働いているので、東松山市に恩返しができていません。いずれ、
勤務が終了したら、ボランティア活動をしていきたいと思います。「私
に何ができるのか？」今は「広報ひがしまつやま」を見ながら考えて
います。何たって、私のまわりにも、元気なお年寄りは、たくさんい
ます。私も含めて「お金はいらない！」と言う方はいると思います。
その分、元気をいただきます！ぜひ、声をかけてみてください。 

男性 70～79 歳 野本地区 
各部署に改善テーマを設け、ムダ、ムリ、ムラを徹底的に行って下さ
い。（財務不足） 
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１１ その他 

性別 年齢 居住地区 市民の声 

男性 20～29 歳 大岡地区 
東松山には愛着あります。未来に繋がるまちづくりが大事だと思いま
す。 

男性 30～39 歳 高坂地区 

とても住みやすい街なので現状の路線を堅持してくれたらと思ってい
ます。東松山市の公共施設は、歴史や趣きのある建物・施設が多いの
で下手に建て替えるのではなく、既存のものを長く活かすとこで、東
松山の歴史に更なる重みと磨きがかかると信じています。私の生まれ
故郷、東松山市が末永いものであることを願っています。 

男性 30～39 歳 高坂地区 
今後の発展に期待しています。子供が安心して安全に暮らせる町にな
ることを期待。 

女性 30～39 歳 高坂地区 

高坂駅の周辺は、道路が整備されていたり、近くにショッピングモー
ルやスーパーがあったり、公園や子育て支援センター、その他の施設
でも子育て支援をやっていたり、緑もバランス良くあって住みやすい
街だなと思います。一方で幹線道路が一車線しかなかったり、信号の
接続がものすごく悪かったりと、とても使いにくいなと感じる部分も
あります。なので極端な部分はありますが、町の雰囲気も良く、みん
な人柄も良いので今後何もなければ住み続けてもいいなと思える街で
す。公共施設も沢山あって、子育て世代にはもってこいです。 

女性 30～39 歳 高坂地区 
公園や自然が多く、医療費が免除されたりと、とても子育てしやすい
街だと思います。 

女性 30～39 歳 野本地区 外国人が増えていて治安が気になる。 

女性 40～49 歳 松山地区 

道路環境の整備をまず何よりもお願いしたいです。あまりにも雑草が
多く、市外から帰ってくると悲しい気持ちになります。とにかく汚く、
文化的でない感じがします。センスを感じないまちづくりにがっかり
しています。美しくなくとも機能的であったり、コンセプトを感じた
り、素敵だと思える街にしてほしいです。愛せる街は治安も安定しま
す。休みのたびに、帰ってくるたびに、悲しくなる街です。 

男性 50～59 歳 松山地区 
東松山市は住みやすい街で大好きです。これからも更に暮らしやすい
魅力ある街づくりをお願いします。 

女性 50～59 歳 
高坂丘陵
地区 

目先の新しさや近代的な物ばかりではなく、人も環境も昔の良かった
所は無くさないようにして欲しいです。 

女性 60～69 歳 唐子地区 

東松山出身者です。自分の子や孫に胸を張って東松山市は教育環境、
又、住み良い町であると言いたいが、少子化も進み市内に百貨店や美
術館（丸木はあるが）も無い現在、又小学校の閉鎖とかを考えると悲
しいかな勧められない。東松山市に住む私達一人一人が郷土に誇りと
自信を持ち安心安全、東松山にいると元気が出て安らげる街、となる
よう、知恵を出し合いこれからの 3０年に期待し、自分もアピールし、
出来ることを頑張りたい。 

男性 70～79 歳 平野地区 
他の成功モデルの自治体を参考にしながら 20 年、30 年先を見据えた、
自然豊かな東松山市のまちづくりに取り組んで頂きたい。 

男性 70～79 歳 唐子地区 

市内に転入してきた方々と住民との交流機会が全くない現状を打破す
るための具体的な施策をお願いする。双方が接触する出会いが全くな
いことを改善したい。現在の地域の区長、班長、民生委員等は新旧住
民の間を取り持つ手法を備えていないので、具体的な活動を双方に指
導して欲しい。 
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１ 調査への回答（単純集計結果） 

１－１ まち全体の印象 

  

問１．あなたは、東松山市に「愛着」を感じていますか。【○は１つ】 (％)

回答数 比率(％)

 愛着がある 350 32.0

 どちらかといえば愛着がある 449 41.0

 どちらともいえない 205 18.7

 どちらかといえば愛着がない 56 5.1

 愛着がない 33 3.0

 （無回答） 2 0.2

 全体 1,095 100.0

問２．あなたにとって、東松山市は「住みよいまち」ですか。【○は１つ】 (％)

回答数 比率(％)

 住みよい 313 28.6

 どちらかといえば住みよい 486 44.4

 どちらともいえない 206 18.8

 どちらかといえば住みにくい 56 5.1

 住みにくい 31 2.8

 （無回答） 3 0.3

 全体 1,095 100.0

問３．あなたは、現在住んでいるところに、これからも住み続けたいですか。【○は１つ】 (％)

回答数 比率(％)

 現在のところに住み続けたい 732 66.8

 東松山市内の別のところで住み続けたい 53 4.8

 東松山市外へ移りたい 83 7.6

 わからない 220 20.1

 （無回答） 7 0.6

 全体 1,095 100.0

問４．あなたは、東松山市についてどのように思いますか。【○はそれぞれに１つ】

（ア）人柄・土地柄 (％)

回答数 比率(％)

 よい 182 16.6

 どちらかといえばよい 342 31.2

 ふつう 493 45.0

 どちらかといえばわるい 33 3.0

 わるい 16 1.5

 わからない 12 1.1

 （無回答） 17 1.6

 全体 1,095 100.0

（イ）自然環境 (％)

回答数 比率(％)

 よい 316 28.9

 どちらかといえばよい 390 35.6

 ふつう 338 30.9

 どちらかといえばわるい 27 2.5

 わるい 9 0.8

 わからない 3 0.3

 （無回答） 12 1.1

 全体 1,095 100.0

32.0 

41.0 

18.7 

5.1 

3.0 

0.2 

0 20 40 60 80 100

16.6 

31.2 

45.0 

3.0 

1.5 

1.1 

1.6 

0 20 40 60 80 100

28.6 

44.4 

18.8 

5.1 

2.8 

0.3 

0 20 40 60 80 100

66.8 

4.8 

7.6 

20.1 

0.6 

0 20 40 60 80 100

28.9 

35.6 

30.9 

2.5 

0.8 

0.3 

1.1 

0 20 40 60 80 100



V 資料 

- 186 - 

 

 
  

（ウ）歴史と伝統 (％)

回答数 比率(％)

 よい 143 13.1

 どちらかといえばよい 280 25.6

 ふつう 580 53.0

 どちらかといえばわるい 27 2.5

 わるい 9 0.8

 わからない 37 3.4

 （無回答） 19 1.7

 全体 1,095 100.0

（エ）交通の利便性 (％)

回答数 比率(％)

 よい 129 11.8

 どちらかといえばよい 260 23.7

 ふつう 368 33.6

 どちらかといえばわるい 227 20.7

 わるい 95 8.7

 わからない 2 0.2

 （無回答） 14 1.3

 全体 1,095 100.0

（オ）働く場 (％)

回答数 比率(％)

 よい 51 4.7

 どちらかといえばよい 138 12.6

 ふつう 570 52.1

 どちらかといえばわるい 163 14.9

 わるい 64 5.8

 わからない 49 4.5

 （無回答） 60 5.5

 全体 1,095 100.0

（カ）買い物などの日常生活の利便性 (％)

回答数 比率(％)

 よい 163 14.9

 どちらかといえばよい 328 30.0

 ふつう 363 33.2

 どちらかといえばわるい 156 14.2

 わるい 68 6.2

 わからない 1 0.1

 （無回答） 16 1.5

 全体 1,095 100.0

（キ）教育・文化・スポーツ施設 (％)

回答数 比率(％)

 よい 65 5.9

 どちらかといえばよい 186 17.0

 ふつう 590 53.9

 どちらかといえばわるい 144 13.2

 わるい 60 5.5

 わからない 27 2.5

 （無回答） 23 2.1

 全体 1,095 100.0
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（ク）医療・福祉施設 (％)

回答数 比率(％)

 よい 78 7.1

 どちらかといえばよい 226 20.6

 ふつう 530 48.4

 どちらかといえばわるい 164 15.0

 わるい 65 5.9

 わからない 15 1.4

 （無回答） 17 1.6

 全体 1,095 100.0

（ケ）道路や公園等の生活の基盤施設 (％)

回答数 比率(％)

 よい 68 6.2

 どちらかといえばよい 236 21.6

 ふつう 475 43.4

 どちらかといえばわるい 214 19.5

 わるい 77 7.0

 わからない 8 0.7

 （無回答） 17 1.6

 全体 1,095 100.0

（コ）活気とにぎわい (％)

回答数 比率(％)

 よい 25 2.3

 どちらかといえばよい 108 9.9

 ふつう 525 47.9

 どちらかといえばわるい 300 27.4

 わるい 103 9.4

 わからない 15 1.4

 （無回答） 19 1.7

 全体 1,095 100.0

（サ）街並みの美しさ (％)

回答数 比率(％)

 よい 52 4.7

 どちらかといえばよい 161 14.7

 ふつう 623 56.9

 どちらかといえばわるい 173 15.8

 わるい 58 5.3

 わからない 9 0.8

 （無回答） 19 1.7

 全体 1,095 100.0

（シ）市の発展性 (％)

回答数 比率(％)

 よい 28 2.6

 どちらかといえばよい 125 11.4

 ふつう 517 47.2

 どちらかといえばわるい 275 25.1

 わるい 107 9.8

 わからない 21 1.9

 （無回答） 22 2.0

 全体 1,095 100.0
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１－２ こどもの分野 

  

（ス）都市としての個性や魅力 (％)

回答数 比率(％)

 よい 33 3.0

 どちらかといえばよい 109 10.0

 ふつう 533 48.7

 どちらかといえばわるい 290 26.5

 わるい 92 8.4

 わからない 18 1.6

 （無回答） 20 1.8

 全体 1,095 100.0

（セ）総合的に見て (％)

回答数 比率(％)

 よい 60 5.5

 どちらかといえばよい 245 22.4

 ふつう 565 51.6

 どちらかといえばわるい 159 14.5

 わるい 44 4.0

 わからない 3 0.3

 （無回答） 19 1.7

 全体 1,095 100.0
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問５．あなたは、東松山市は子育てしやすい環境が整ったまちだと思いますか。【○は１つ】 (％)

回答数 比率(％)

 整っている 57 5.2

 どちらかといえば整っている 386 35.3

 どちらかといえば整っていない 142 13.0

 整っていない 46 4.2

 わからない 442 40.4

 （無回答） 22 2.0

 全体 1,095 100.0

（問５で「どちらかといえば整っていない」または「整っていない」とお答えの方におたずねします。）

問５－１．その理由は何ですか。【○はいくつでも】【複数回答】 (％)

回答数 比率(％)

 待機児童をなくすための保育所などの整備が不十分 58 30.9

 延長保育や休日保育など働き方の多様化に
 対応した保育サービスが不十分

68 36.2

 子育てについての情報提供や相談できる場が少ない 36 19.1

 小児医療体制が不十分 70 37.2

 学童保育など放課後の児童対策が不十分 62 33.0

 公園や児童館など安心してこどもが
 遊べる場が少ない

94 50.0

 子育てする親同士の交流の場が少ない 31 16.5

 こどもを連れた人や妊産婦が
 使いやすい施設の整備が不十分

57 30.3

 その他 38 20.2

 （無回答） 2 1.1

 回答者数 188 － 
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１－３ 健康福祉の分野 

 
  

問６．あなたは、体の不調を感じたとき、最初にかかる医療機関を決めていますか。【○は１つ】 (％)

回答数 比率(％)

 決めている 704 64.3

 決めていない 362 33.1

 （無回答） 29 2.6

 全体 1,095 100.0

（問６で「決めている」とお答えの方におたずねします。）

問６－１．それは、次のどれですか。【○は１つ】 (％)

回答数 比率(％)

 近所の医院・診療所・クリニック 569 80.8

 大学病院・公立病院・総合病院等 118 16.8

 その他 16 2.3

 （無回答） 1 0.1

 全体 704 100.0

問７．あなたが、自分の健康づくりのために日頃から心がけていることはどのようなことですか。

　　【○はいくつでも】【複数回答】 (％)

回答数 比率(％)

 食事に気をつける 687 62.7

 十分な睡眠・休養をとり、規則正しい生活をする 615 56.2

 散歩や運動などをする 522 47.7

 たばこを吸わない 578 52.8

 年に１回は健康診断や人間ドックを受ける 546 49.9

 ストレスをためないよう気分転換をはかる 423 38.6

 健康についての情報、知識を増やす 275 25.1

 その他 18 1.6

 特に心がけていることはない 60 5.5

 （無回答） 6 0.5

 回答者数 1,095 － 

問８．あなたは、感染症対策に取り組んでいますか。【○は１つ】 (％)

回答数 比率(％)

 取り組んでいる 847 77.4

 取り組んでいない 211 19.3

 （無回答） 37 3.4

 全体 1,095 100.0
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（問８で「取り組んでいる」とお答えの方におたずねします。）

問８－１．日常生活の中で、どのようなことに取り組んでいますか。【○はいくつでも】【複数回答】 (％)

回答数 比率(％)

 手洗い、手指消毒をする 797 94.1

 咳エチケット、マスクの着用をする 669 79.0

 こまめに換気する 332 39.2

 身体的距離を確保する 170 20.1

 感染が流行している地域からの移動、
 感染が流行している地域への移動は控える

283 33.4

 定期的に体温を測定する 147 17.4

 買い物は１人または少人数ですいた時間に行く 191 22.6

 公共交通機関の利用は混んでいる時間帯を避ける 155 18.3

 筋トレやヨガは自宅で動画を活用する 58 6.8

 多人数での会食は避ける 164 19.4

 食事は持ち帰りや出前、デリバリーを利用する 35 4.1

 その他 7 0.8

 （無回答） 0 0.0

 回答者数 847 － 
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１－４ 環境の分野 

 
  

問９．あなたは、環境に配慮した生活を心がけていますか。【○は１つ】 (％)

回答数 比率(％)

 心がけている 291 26.6

 どちらかといえば心がけている 645 58.9

 どちらかといえば心がけていない 104 9.5

 心がけていない 25 2.3

 （無回答） 30 2.7

 全体 1,095 100.0

（問９で「心がけている」または「どちらかといえば心がけている」とお答えの方におたずねします。）

問９－１．日常生活の中で、具体的に心がけていることは何ですか。【○はいくつでも】【複数回答】 (％)

回答数 比率(％)

 決められたとおりにごみの分別を徹底している 856 91.5

 マイバッグを利用したり、過剰な包装を断ったり
 するなどごみの減量化に努めている

768 82.1

 マイボトルを利用したり、
 使い捨てプラスチック製品の利用を控えている

344 36.8

 生ごみは自家処理をしている 83 8.9

 物が壊れても、
 可能な限り修理して長く使うようにしている

324 34.6

 風呂の残り湯を洗濯に使うなど、節水に努めている 229 24.5

 環境にやさしい製品を積極的に購入している 133 14.2

 冷暖房の設定温度を、
 夏は高めに、冬は低めにしている

447 47.8

 部屋の電気やテレビのスイッチは
 こまめに消している

519 55.4

 近いところへは、徒歩や自転車で出かけている 329 35.1

 わずかな間でもアイドリングストップをしている 195 20.8

 家の周りなどに植物を植えている 444 47.4

 太陽光発電などの自然エネルギーの利用を
 積極的に導入している

133 14.2

 調理の際に食材を使い切るようにしたり、
 食事は残さず食べるようにしている

547 58.4

 その他 12 1.3

 （無回答） 0 0.0

 回答者数 936 － 
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１－５ 交通の分野 

 
  

問10．あなたが、日常生活の中で、主に利用している交通手段は何ですか。【○は２つまで】【複数回答】 (％)

回答数 比率(％)

 自家用車（自分で運転） 821 75.0

 自家用車（家族や知人が運転） 192 17.5

 民間路線バス 72 6.6

 市内循環バス 20 1.8

 タクシー 7 0.6

 デマンドタクシー 32 2.9

 バイク 25 2.3

 自転車 164 15.0

 徒歩 264 24.1

 （無回答） 32 2.9

 回答者数 1,095 － 

問11．あなたは、市内循環バスを過去1年以内に利用したことがありますか。【○は１つ】 (％)

回答数 比率(％)

 利用したことがある 132 12.1

 利用したことがない 943 86.1

 （無回答） 20 1.8

 全体 1,095 100.0

（問11で「利用したことがある」とお答えの方におたずねします。）

問11－１．どのようなことで利用しましたか。【○はいくつでも】【複数回答】 (％)

回答数 比率(％)

 公共施設の利用 12 9.1

 買い物 42 31.8

 通勤・通学 27 20.5

 通院 33 25.0

 その他 35 26.5

 （無回答） 1 0.8

 回答者数 132 － 

（問11で「利用したことがない」とお答えの方におたずねします。）

問11－２．利用したことがないのはなぜですか。【○は１つ】 (％)

回答数 比率(％)

 市内循環バスを知らない 63 6.7

 近くに停留所がない 236 25.0

 運行本数が少ない 73 7.7

 ほかの交通手段を利用している 485 51.4

 その他 33 3.5

 （無回答） 53 5.6

 全体 943 100.0

問12．あなたは、デマンドタクシーを利用したことがありますか。【○は１つ】 (％)

回答数 比率(％)

 利用したことがある 148 13.5

 利用したことがない 927 84.7

 （無回答） 20 1.8

 全体 1,095 100.0
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（問12で「利用したことがある」とお答えの方におたずねします。）

問12－１．どのようなことで利用しましたか。【○はいくつでも】【複数回答】 (％)

回答数 比率(％)

 公共施設の利用 13 8.8

 買い物 28 18.9

 通勤・通学 5 3.4

 通院 98 66.2

 その他 32 21.6

 （無回答） 2 1.4

 回答者数 148 － 

（問12で「利用したことがない」とお答えの方におたずねします。）

問12－２．利用したことがないのはなぜですか。【○は１つ】 (％)

回答数 比率(％)

 デマンドタクシーを知らない 292 31.5

 利用したい乗降ポイントがない 20 2.2

 利用料金が高い 20 2.2

 ほかの交通手段を利用している 539 58.1

 その他 33 3.6

 （無回答） 23 2.5

 全体 927 100.0
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１－６ 防災・減災の分野 

 
  

問13．あなたは、災害時の防災情報（避難情報）をどのように取得していますか。【○はいくつでも】【複数回答】 (％)

回答数 比率(％)

 防災行政無線 449 41.0

 緊急速報メール（緊急地震速報等、
 対象エリアに一斉配信されるメール）

728 66.5

 登録制メール（東松山いんふぉメール等） 178 16.3

 東松山市ホームページ 216 19.7

 戸別受信機 30 2.7

 インターネットの防災情報 368 33.6

 テレビ 669 61.1

 LINE・X(旧Twitter)等の
 ソーシャル・ネットワーキング・サービス（SNS）

266 24.3

 テレホンサービス 6 0.5

 その他 6 0.5

 特に行っていない 38 3.5

 （無回答） 14 1.3

 回答者数 1,095 － 

問14．あなたは、避難行動を求められたら主にどのように避難を行いますか。【○は１つ】 (％)

回答数 比率(％)

 市の指定緊急避難所・指定避難所に避難する 606 55.3

 車で安全な場所に避難する（車中避難） 147 13.4

 親戚・知人宅へ避難する 58 5.3

 その他 32 2.9

 自宅が安全なため避難しない 221 20.2

 （無回答） 31 2.8

 全体 1,095 100.0

問15．あなたは、日頃から災害に備え、どのようなことを行っていますか。【○はいくつでも】【複数回答】 (％)

回答数 比率(％)

 家族や親族との連絡方法を決めている 314 28.7

 保存飲料水・食料品を準備している 655 59.8

 非常用持ち出し袋を用意している 320 29.2

 家財を補強している 183 16.7

 避難場所や経路を確認している 221 20.2

 防災訓練に参加している 133 12.1

 応急手当等の研修に参加している 49 4.5

 消火器を準備している 207 18.9

 その他 12 1.1

 特に行っていない 184 16.8

 （無回答） 17 1.6

 回答者数 1,095 － 
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１－７ 商業の活性化 

 
  

問16．あなたは、次の商品を主にどの商店で購入していますか。【○はそれぞれに１つ】

（ア）食料品 (％)

回答数 比率(％)

 市内（個人商店） 13 1.2

 市内（大型店・チェーン店） 975 89.0

 市外（個人商店） 0 0.0

 市外（大型店・チェーン店） 58 5.3

 通信販売（テレビ、インターネット、雑誌など） 9 0.8

 （無回答） 40 3.7

 全体 1,095 100.0

（イ）衣服・服飾品 (％)

回答数 比率(％)

 市内（個人商店） 14 1.3

 市内（大型店・チェーン店） 670 61.2

 市外（個人商店） 7 0.6

 市外（大型店・チェーン店） 203 18.5

 通信販売（テレビ、インターネット、雑誌など） 149 13.6

 （無回答） 52 4.7

 全体 1,095 100.0

（ウ）家具・家電 (％)

回答数 比率(％)

 市内（個人商店） 11 1.0

 市内（大型店・チェーン店） 738 67.4

 市外（個人商店） 5 0.5

 市外（大型店・チェーン店） 135 12.3

 通信販売（テレビ、インターネット、雑誌など） 151 13.8

 （無回答） 55 5.0

 全体 1,095 100.0

問17．あなたは、食料品などの日用品の買い物で不便を感じていますか。【○は１つ】 (％)

回答数 比率(％)

 不便を感じている 227 20.7

 不便は感じていない 840 76.7

 （無回答） 28 2.6

 全体 1,095 100.0

（問17で「不便を感じている」とお答えの方におたずねします。）

問17－１．どのようなことで不便を感じていますか。【○はいくつでも】【複数回答】 (％)

回答数 比率(％)

 近くにお店がない 172 75.8

 自動車や自転車の運転に不安がある 40 17.6

 家族等の協力がないと買い物ができない 49 21.6

 バスなどの公共交通機関の停留所が遠い、
 運行本数が少ない

51 22.5

 デマンドタクシーの乗降ポイントが少ない 15 6.6

 その他 35 15.4

 （無回答） 3 1.3

 回答者数 227 － 
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１－８ 協働によるまちづくり 

 
  

問18．あなたは、現在、自治会活動や地域の行事などに参加していますか。【○は１つ】 (％)

回答数 比率(％)

 よく参加している 142 13.0

 ときどき参加している 303 27.7

 あまり参加していない 348 31.8

 参加したことはない 294 26.8

 （無回答） 8 0.7

 全体 1,095 100.0

問19．あなたは、団体、サークルまたは個人などでボランティア（社会貢献）活動をしていますか。【○は１つ】 (％)

回答数 比率(％)

 現在活動している 106 9.7

 以前活動していたが現在はしていない 158 14.4

 将来活動してみたいと思っている 323 29.5

 今後も活動するつもりはない 472 43.1

 （無回答） 36 3.3

 全体 1,095 100.0

（問19で「現在活動している」とお答えの方におたずねします。）

問19－１．活動しているのはどの分野ですか。【○はいくつでも】【複数回答】 (％)

回答数 比率(％)

 保健・医療・福祉 24 22.6

 生涯学習 8 7.5

 スポーツ 27 25.5

 環境保全 11 10.4

 地域安全 13 12.3

 国際交流 7 6.6

 こどもの健全育成 28 26.4

 災害救援 2 1.9

 その他 16 15.1

 （無回答） 0 0.0

 回答者数 106 － 
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１－９ 生涯学習・生涯スポーツ 

 
  

問20．あなたは現在、学習や趣味などの活動を行っていますか。【○はいくつでも】【複数回答】 (％)

回答数 比率(％)

 知識・教養や仕事に必要な
 技能、資格取得に関すること

165 15.1

 国際・文化に関すること
（華道・茶道、外国の文化・生活など）

62 5.7

 郷土・歴史に関すること
（市の歴史、お祭り、郷土芸能など）

42 3.8

 環境・生活に関すること（自然環境、食生活など） 75 6.8

 芸術に関すること（絵画、陶芸、写真など） 113 10.3

 娯楽に関すること（囲碁、将棋、手品など） 80 7.3

 スポーツや野外活動に関すること
（軽スポーツ、ハイキングなど）

280 25.6

 子育て・教育に関すること 71 6.5

 健康・福祉に関すること 85 7.8

 その他 11 1.0

 特に行っていない 493 45.0

 （無回答） 27 2.5

 回答者数 1,095 － 

問21．あなたは、生涯学習としての趣味や習い事の活動について、どのような目的で行っていますか。

　　【○はいくつでも】【複数回答】 (％)

回答数 比率(％)

 趣味を豊かにする 298 27.2

 教養を高める 159 14.5

 健康・体力づくりをする 360 32.9

 家庭・日常生活をよりよくする 172 15.7

 地域社会の問題解決に役立てる 28 2.6

 資格を取得して仕事や就職・転職に役立てる 75 6.8

 高度な専門知識を身に付ける 55 5.0

 将来の生活（老後の生活など）に役立てる 114 10.4

 生きがいを高める 250 22.8

 親しい友人を得て人間関係を広める 154 14.1

 その他 9 0.8

 特に目的はない 30 2.7

 特に行っていない 391 35.7

 （無回答） 36 3.3

 回答者数 1,095 － 

問22．あなたは、過去１年間に運動（スポーツ、ウォーキング、散歩、体操など）を平均してどのくらい行いましたか。

　　【○は１つ】 (％)

回答数 比率(％)

 ほぼ毎日 195 17.8

 週に２～３回 279 25.5

 週に１回 170 15.5

 月に１回 98 8.9

 年に数回 125 11.4

 行わなかった 211 19.3

 （無回答） 17 1.6

 全体 1,095 100.0
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（問22で「ほぼ毎日」、「週に２～３回」、「週に１回」とお答えの方におたずねします。）

問22－１．１回にどのくらいの時間行いましたか。【○は１つ】 (％)

回答数 比率(％)

 ６０分以上 210 32.6

 ３０分以上６０分未満 295 45.8

 ３０分未満 135 21.0

 （無回答） 4 0.6

 全体 644 100.0

問23．あなたは、今年で第４７回を迎える日本スリーデーマーチに参加したことがありますか。【○は１つ】 (％)

回答数 比率(％)

 参加したことがある（１～１０回） 581 53.1

 参加したことがある（１１～２０回） 58 5.3

 参加したことがある（２１～３０回） 13 1.2

 参加したことがある（３１回以上） 8 0.7

 参加したことはない 425 38.8

 （無回答） 10 0.9

 全体 1,095 100.0

問24．あなたは、公共スポーツ施設（学校のグラウンドや体育館を含む）を利用したことがありますか。【○は１つ】 (％)

回答数 比率(％)

 利用したことがある 488 44.6

 利用したことがない 586 53.5

 （無回答） 21 1.9

 全体 1,095 100.0

（問24で「利用したことがある」とお答えの方におたずねします。）

問24－１．公共スポーツ施設を利用して、どのように感じていますか。【○は１つ】 (％)

回答数 比率(％)

 満足している 77 15.8

 まあまあ満足している 307 62.9

 やや不満がある 81 16.6

 不満がある 22 4.5

 （無回答） 1 0.2

 全体 488 100.0

（問24で「利用したことがない」とお答えの方におたずねします。）

問24－２．その理由は何ですか。【○は３つまで】【複数回答】 (％)

回答数 比率(％)

 施設が遠い 89 15.2

 予約がとれない 6 1.0

 利用したい時間帯が合わない 68 11.6

 施設情報が乏しい 119 20.3

 希望する種目ができない 97 16.6

 申込方法がわからない 95 16.2

 施設が老朽化している 7 1.2

 冷房・暖房等の設備が不十分である 13 2.2

 その他 184 31.4

 （無回答） 58 9.9

 回答者数 586 － 
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１－１０ 公共施設 

 
  

問25．公共施設（市の建物）に対する考え方についておたずねします。

人口減少などによる利用状況の変化や、厳しい財政状況の中で公共施設を維持するためにはどうすべきと思いますか。

【○はそれぞれに１つ】

（ア）あまり利用されていない施設を１つにまとめたり、なくしたりする (％)

回答数 比率(％)

 実施すべき 254 23.2

 どちらかといえば実施すべき 319 29.1

 どちらともいえない 331 30.2

 どちらかといえば実施すべきでない 98 8.9

 実施すべきでない 51 4.7

 （無回答） 42 3.8

 全体 1,095 100.0

（イ）同じサービスを提供している施設を１つにまとめる (％)

回答数 比率(％)

 実施すべき 168 15.3

 どちらかといえば実施すべき 258 23.6

 どちらともいえない 420 38.4

 どちらかといえば実施すべきでない 137 12.5

 実施すべきでない 67 6.1

 （無回答） 45 4.1

 全体 1,095 100.0

（ウ）周辺にある複数の施設を１つにまとめる (％)

回答数 比率(％)

 実施すべき 162 14.8

 どちらかといえば実施すべき 269 24.6

 どちらともいえない 428 39.1

 どちらかといえば実施すべきでない 122 11.1

 実施すべきでない 65 5.9

 （無回答） 49 4.5

 全体 1,095 100.0

（エ）近隣の市や町と共用できる施設をつくり、共同で維持管理や運営をする (％)

回答数 比率(％)

 実施すべき 177 16.2

 どちらかといえば実施すべき 299 27.3

 どちらともいえない 424 38.7

 どちらかといえば実施すべきでない 87 7.9

 実施すべきでない 60 5.5

 （無回答） 48 4.4

 全体 1,095 100.0

（オ）民間施設（会議室・スポーツ施設など）の利用に対して助成するかわりに、市の施設を減らしていく (％)

回答数 比率(％)

 実施すべき 98 8.9

 どちらかといえば実施すべき 168 15.3

 どちらともいえない 550 50.2

 どちらかといえば実施すべきでない 148 13.5

 実施すべきでない 77 7.0

 （無回答） 54 4.9

 全体 1,095 100.0
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（カ）民間事業者に維持管理や運営をまかせて、効率化させる (％)

回答数 比率(％)

 実施すべき 160 14.6

 どちらかといえば実施すべき 293 26.8

 どちらともいえない 429 39.2

 どちらかといえば実施すべきでない 103 9.4

 実施すべきでない 64 5.8

 （無回答） 46 4.2

 全体 1,095 100.0

（キ）古くなった施設を直して、建物を長持ちさせる (％)

回答数 比率(％)

 実施すべき 147 13.4

 どちらかといえば実施すべき 309 28.2

 どちらともいえない 422 38.5

 どちらかといえば実施すべきでない 108 9.9

 実施すべきでない 64 5.8

 （無回答） 45 4.1

 全体 1,095 100.0

（ク）施設の開館時間を短くするなどして、サービスを下げて施設にかかるお金を節約する (％)

回答数 比率(％)

 実施すべき 75 6.8

 どちらかといえば実施すべき 157 14.3

 どちらともいえない 467 42.6

 どちらかといえば実施すべきでない 233 21.3

 実施すべきでない 113 10.3

 （無回答） 50 4.6

 全体 1,095 100.0

（ケ）利用が少ない施設を売って、お金にかえる (％)

回答数 比率(％)

 実施すべき 157 14.3

 どちらかといえば実施すべき 220 20.1

 どちらともいえない 480 43.8

 どちらかといえば実施すべきでない 120 11.0

 実施すべきでない 70 6.4

 （無回答） 48 4.4

 全体 1,095 100.0

（コ）施設を有料にしたり、利用料金を上げたりして、施設に必要なお金にあてる (％)

回答数 比率(％)

 実施すべき 106 9.7

 どちらかといえば実施すべき 301 27.5

 どちらともいえない 420 38.4

 どちらかといえば実施すべきでない 133 12.1

 実施すべきでない 89 8.1

 （無回答） 46 4.2

 全体 1,095 100.0
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（サ）ほかの行政サービスを下げて節約し、施設にかかるお金にあてる (％)

回答数 比率(％)

 実施すべき 48 4.4

 どちらかといえば実施すべき 105 9.6

 どちらともいえない 560 51.1

 どちらかといえば実施すべきでない 173 15.8

 実施すべきでない 163 14.9

 （無回答） 46 4.2

 全体 1,095 100.0

問26．今後、公共施設（市の施設）を減らさなければならなくなった場合に、どのような施設から減らしていくべきと思いますか。

　   【○は１つ】 (％)

回答数 比率(％)

 利用する人が少ない施設 351 32.1

 利用する人がいつも同じで、
 たくさんの人が利用していない施設

68 6.2

 他の施設と比べて、維持などにお金がかかる施設 75 6.8

 近くに同じような施設（民間施設を含む）があり、
 十分代替えが可能な施設

300 27.4

 建物や設備が古くなっている施設 116 10.6

 交通の便が悪い場所にある施設 101 9.2

 その他 14 1.3

 （無回答） 70 6.4

 全体 1,095 100.0
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１－１１ 市政情報 

 
  

問27．あなたが知りたいと思う市政情報はどのようなものですか。【○は３つまで】【複数回答】 (％)

回答数 比率(％)

 市政の運営（施策・計画・財政） 273 24.9

 健康・医療 445 40.6

 福祉・介護 362 33.1

 地域の防犯・防災 263 24.0

 道路・交通（安全対策） 147 13.4

 消費生活（生活知識・消費者相談） 49 4.5

 リサイクル・環境問題 68 6.2

 法律相談などの各種相談案内 70 6.4

 申請手続きの方法や窓口案内 204 18.6

 公共施設の案内・予約状況 62 5.7

 こどもの教育（学校教育） 143 13.1

 育児・保育 94 8.6

 生涯学習（講座・教室等） 86 7.9

 地域の話題（タウン情報） 77 7.0

 市内の祭りやイベント 149 13.6

 市の歴史や文化や自然 63 5.8

 その他 5 0.5

 特にない 93 8.5

 （無回答） 41 3.7

 回答者数 1,095 － 

問28．あなたは、市政情報をどのような方法で入手していますか。【○はいくつでも】【複数回答】 (％)

回答数 比率(％)

 広報ひがしまつやま 858 78.4

 東松山市ホームページ 418 38.2

 東松山市モバイルサイト 78 7.1

 市からのお知らせや回覧 409 37.4

 市役所などの公共施設にあるポスター・チラシ 91 8.3

 市役所などの公共施設等の窓口 41 3.7

 民間のタウン誌・情報誌 14 1.3

 ケーブルテレビ 27 2.5

 新聞・テレビ 159 14.5

 デジタルサイネージ（電子掲示板） 5 0.5

 メール配信サービス（東松山いんふぉメール） 102 9.3

 X（エックス）（旧Twitter（ツイッター）） 36 3.3

 Facebook（フェイスブック） 8 0.7

 LINE（ライン） 101 9.2

 その他 7 0.6

 市政情報は入手していない 57 5.2

 （無回答） 12 1.1

 回答者数 1,095 － 
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問29．あなたは現在、東松山市の市政情報を得られていると思いますか。【○は１つ】 (％)

回答数 比率(％)

 得られている 80 7.3

 ある程度得られている 480 43.8

 あまり得られていない 320 29.2

 得られていない 84 7.7

 わからない 115 10.5

 （無回答） 16 1.5

 全体 1,095 100.0

問30．あなたは、広報紙「広報ひがしまつやま」を読んでいますか。【○は１つ】 (％)

回答数 比率(％)

 よく読んでいる 468 42.7

 時々読んでいる 372 34.0

 あまり読んでいない 133 12.1

 まったく読んでいない 112 10.2

 （無回答） 10 0.9

 全体 1,095 100.0

（問30で「よく読んでいる」または「時々読んでいる」とお答えの方におたずねします。）

問30－１．「広報ひがしまつやま」を主にどのように入手していますか。【○は１つ】 (％)

回答数 比率(％)

 自治会等からの配布 779 92.7

 公の施設・駅 26 3.1

 コンビニエンスストアなどの店舗 8 1.0

 東松山市ホームページ 13 1.5

 その他 8 1.0

 （無回答） 6 0.7

 全体 840 100.0

（問30で「あまり読んでいない」または「まったく読んでいない」とお答えの方におたずねします。）

問30－２．「広報ひがしまつやま」を読まないのはどのような理由からですか。【○はいくつでも】【複数回答】 (％)

回答数 比率(％)

 市政に関心がない 50 20.4

 内容がおもしろくない 32 13.1

 役立つ記事がない 38 15.5

 読むのが面倒 68 27.8

 小さい字が読みづらい 23 9.4

 「広報ひがしまつやま」を知らない 29 11.8

 東松山市ホームページ、メール配信サービス
（いんふぉメール）等で情報を得ている

22 9.0

 広報紙が届かない 54 22.0

 その他 15 6.1

 （無回答） 7 2.9

 回答者数 245 － 
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１－１２ 行政運営 

  

問31．あなたは、市の職員についてどのように感じていますか。【○はそれぞれに１つ】

（ア）礼儀正しい (％)

回答数 比率(％)

 そう思う 290 26.5

 ややそう思う 413 37.7

 どちらともいえない 259 23.7

 あまりそう思わない 42 3.8

 そう思わない 16 1.5

 わからない 42 3.8

 （無回答） 33 3.0

 全体 1,095 100.0

（イ）親しみやすい (％)

回答数 比率(％)

 そう思う 168 15.3

 ややそう思う 308 28.1

 どちらともいえない 403 36.8

 あまりそう思わない 105 9.6

 そう思わない 33 3.0

 わからない 41 3.7

 （無回答） 37 3.4

 全体 1,095 100.0

（ウ）言葉づかいがよい (％)

回答数 比率(％)

 そう思う 261 23.8

 ややそう思う 423 38.6

 どちらともいえない 290 26.5

 あまりそう思わない 35 3.2

 そう思わない 12 1.1

 わからない 39 3.6

 （無回答） 35 3.2

 全体 1,095 100.0

（エ）わかりやすく説明してくれる (％)

回答数 比率(％)

 そう思う 276 25.2

 ややそう思う 409 37.4

 どちらともいえない 270 24.7

 あまりそう思わない 53 4.8

 そう思わない 21 1.9

 わからない 36 3.3

 （無回答） 30 2.7

 全体 1,095 100.0

（オ）話をきちんと聞いてくれる (％)

回答数 比率(％)

 そう思う 237 21.6

 ややそう思う 394 36.0

 どちらともいえない 319 29.1

 あまりそう思わない 48 4.4

 そう思わない 18 1.6

 わからない 42 3.8

 （無回答） 37 3.4

 全体 1,095 100.0

26.5 

37.7 

23.7 

3.8 

1.5 

3.8 

3.0 

0 20 40 60 80 100

15.3 

28.1 

36.8 

9.6 

3.0 

3.7 

3.4 

0 20 40 60 80 100

23.8 

38.6 

26.5 

3.2 

1.1 

3.6 

3.2 

0 20 40 60 80 100

25.2 

37.4 

24.7 

4.8 

1.9 

3.3 

2.7 

0 20 40 60 80 100

21.6 

36.0 

29.1 

4.4 

1.6 

3.8 

3.4 

0 20 40 60 80 100



V 資料 

 

- 205 - 

 

 
  

（カ）専門的なことでも詳しく教えてくれる (％)

回答数 比率(％)

 そう思う 149 13.6

 ややそう思う 304 27.8

 どちらともいえない 445 40.6

 あまりそう思わない 68 6.2

 そう思わない 27 2.5

 わからない 63 5.8

 （無回答） 39 3.6

 全体 1,095 100.0

（キ）手際がよく、対応が早い (％)

回答数 比率(％)

 そう思う 163 14.9

 ややそう思う 323 29.5

 どちらともいえない 417 38.1

 あまりそう思わない 79 7.2

 そう思わない 35 3.2

 わからない 40 3.7

 （無回答） 38 3.5

 全体 1,095 100.0

（ク）責任感を持って仕事をしている (％)

回答数 比率(％)

 そう思う 171 15.6

 ややそう思う 325 29.7

 どちらともいえない 415 37.9

 あまりそう思わない 59 5.4

 そう思わない 25 2.3

 わからない 62 5.7

 （無回答） 38 3.5

 全体 1,095 100.0

（ケ）市民の立場に立って仕事をしている (％)

回答数 比率(％)

 そう思う 141 12.9

 ややそう思う 285 26.0

 どちらともいえない 439 40.1

 あまりそう思わない 85 7.8

 そう思わない 45 4.1

 わからない 63 5.8

 （無回答） 37 3.4

 全体 1,095 100.0

（コ）自ら積極的に仕事をしている (％)

回答数 比率(％)

 そう思う 129 11.8

 ややそう思う 237 21.6

 どちらともいえない 470 42.9

 あまりそう思わない 112 10.2

 そう思わない 36 3.3

 わからない 73 6.7

 （無回答） 38 3.5

 全体 1,095 100.0
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問32．あなたは、これから東松山市がどんなまちになってほしいと思いますか。【○はそれぞれに１つ】

（ア）こどもたちが健やかに成長する学びのまち (％)

回答数 比率(％)

 期待している 554 50.6

 やや期待している 331 30.2

 どちらともいえない 127 11.6

 あまり期待していない 32 2.9

 期待していない 9 0.8

 わからない 8 0.7

 （無回答） 34 3.1

 全体 1,095 100.0

（イ）誰もが自分らしく輝ける健康長寿のまち (％)

回答数 比率(％)

 期待している 497 45.4

 やや期待している 364 33.2

 どちらともいえない 140 12.8

 あまり期待していない 38 3.5

 期待していない 21 1.9

 わからない 8 0.7

 （無回答） 27 2.5

 全体 1,095 100.0

（ウ）自然と調和する環境未来・エコのまち (％)

回答数 比率(％)

 期待している 394 36.0

 やや期待している 387 35.3

 どちらともいえない 214 19.5

 あまり期待していない 40 3.7

 期待していない 19 1.7

 わからない 8 0.7

 （無回答） 33 3.0

 全体 1,095 100.0

（エ）快適に暮らせる安全のまち (％)

回答数 比率(％)

 期待している 573 52.3

 やや期待している 330 30.1

 どちらともいえない 120 11.0

 あまり期待していない 25 2.3

 期待していない 15 1.4

 わからない 5 0.5

 （無回答） 27 2.5

 全体 1,095 100.0

（オ）元気で活力のあるにぎわいのまち (％)

回答数 比率(％)

 期待している 445 40.6

 やや期待している 361 33.0

 どちらともいえない 160 14.6

 あまり期待していない 67 6.1

 期待していない 22 2.0

 わからない 9 0.8

 （無回答） 31 2.8

 全体 1,095 100.0

（カ）人と地域がつながる支え合いのまち (％)

回答数 比率(％)

 期待している 381 34.8

 やや期待している 370 33.8

 どちらともいえない 226 20.6

 あまり期待していない 50 4.6

 期待していない 28 2.6

 わからない 9 0.8

 （無回答） 31 2.8

 全体 1,095 100.0
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問33．市政の各分野の取組における「これまでの進み具合」について、あなたの考えに一番近いものはどれですか。

　  【○はそれぞれに１つ】

（ア）安心で楽しい子育て環境づくり (％) （キ）保健・医療体制の充実 (％)

回答数 比率(％) 回答数 比率(％)

 進んだ 30 2.7  進んだ 49 4.5

 ある程度進んだ 276 25.2  ある程度進んだ 271 24.7

 どちらともいえない 497 45.4  どちらともいえない 495 45.2

 あまり進んでいない 89 8.1  あまり進んでいない 90 8.2

 進んでいない 33 3.0  進んでいない 45 4.1

 わからない 98 8.9  わからない 82 7.5

 （無回答） 72 6.6  （無回答） 63 5.8

 全体 1,095 100.0  全体 1,095 100.0

（イ）青少年の健全育成と若者の支援 (％) （ク）市民病院の充実 (％)

回答数 比率(％) 回答数 比率(％)

 進んだ 17 1.6  進んだ 56 5.1

 ある程度進んだ 148 13.5  ある程度進んだ 253 23.1

 どちらともいえない 597 54.5  どちらともいえない 449 41.0

 あまり進んでいない 109 10.0  あまり進んでいない 128 11.7

 進んでいない 32 2.9  進んでいない 72 6.6

 わからない 114 10.4  わからない 82 7.5

 （無回答） 78 7.1  （無回答） 55 5.0

 全体 1,095 100.0  全体 1,095 100.0

（ウ）乳幼児期における支援の充実 (％) （ケ）地域福祉の推進 (％)

回答数 比率(％) 回答数 比率(％)

 進んだ 35 3.2  進んだ 35 3.2

 ある程度進んだ 256 23.4  ある程度進んだ 179 16.3

 どちらともいえない 505 46.1  どちらともいえない 567 51.8

 あまり進んでいない 72 6.6  あまり進んでいない 105 9.6

 進んでいない 31 2.8  進んでいない 34 3.1

 わからない 115 10.5  わからない 111 10.1

 （無回答） 81 7.4  （無回答） 64 5.8

 全体 1,095 100.0  全体 1,095 100.0

（エ）学校教育の充実 (％) （コ）社会保障の充実 (％)

回答数 比率(％) 回答数 比率(％)

 進んだ 35 3.2  進んだ 32 2.9

 ある程度進んだ 209 19.1  ある程度進んだ 148 13.5

 どちらともいえない 546 49.9  どちらともいえない 579 52.9

 あまり進んでいない 75 6.8  あまり進んでいない 117 10.7

 進んでいない 38 3.5  進んでいない 47 4.3

 わからない 112 10.2  わからない 106 9.7

 （無回答） 80 7.3  （無回答） 66 6.0

 全体 1,095 100.0  全体 1,095 100.0

（オ）教育環境の整備 (％) （サ）高齢者支援の充実 (％)

回答数 比率(％) 回答数 比率(％)

 進んだ 31 2.8  進んだ 38 3.5

 ある程度進んだ 205 18.7  ある程度進んだ 187 17.1

 どちらともいえない 549 50.1  どちらともいえない 521 47.6

 あまり進んでいない 84 7.7  あまり進んでいない 124 11.3

 進んでいない 37 3.4  進んでいない 40 3.7

 わからない 108 9.9  わからない 116 10.6

 （無回答） 81 7.4  （無回答） 69 6.3

 全体 1,095 100.0  全体 1,095 100.0

（カ）健康づくりの推進 (％) （シ）障害者支援の充実 (％)

回答数 比率(％) 回答数 比率(％)

 進んだ 50 4.6  進んだ 33 3.0

 ある程度進んだ 300 27.4  ある程度進んだ 156 14.2

 どちらともいえない 500 45.7  どちらともいえない 574 52.4

 あまり進んでいない 73 6.7  あまり進んでいない 88 8.0

 進んでいない 16 1.5  進んでいない 39 3.6

 わからない 93 8.5  わからない 135 12.3

 （無回答） 63 5.8  （無回答） 70 6.4

 全体 1,095 100.0  全体 1,095 100.0
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問33．市政の各分野の取組における「これまでの進み具合」について、あなたの考えに一番近いものはどれですか。

　  【○はそれぞれに１つ】

（ス）良好な地域環境の保全 (％) （テ）上下水道の整備 (％)

回答数 比率(％) 回答数 比率(％)

 進んだ 28 2.6  進んだ 44 4.0

 ある程度進んだ 211 19.3  ある程度進んだ 228 20.8

 どちらともいえない 555 50.7  どちらともいえない 436 39.8

 あまり進んでいない 114 10.4  あまり進んでいない 145 13.2

 進んでいない 30 2.7  進んでいない 95 8.7

 わからない 88 8.0  わからない 81 7.4

 （無回答） 69 6.3  （無回答） 66 6.0

 全体 1,095 100.0  全体 1,095 100.0

（セ）自然に親しむ空間整備の推進 (％) （ト）河川の整備 (％)

回答数 比率(％) 回答数 比率(％)

 進んだ 33 3.0  進んだ 55 5.0

 ある程度進んだ 222 20.3  ある程度進んだ 299 27.3

 どちらともいえない 540 49.3  どちらともいえない 406 37.1

 あまり進んでいない 120 11.0  あまり進んでいない 136 12.4

 進んでいない 21 1.9  進んでいない 61 5.6

 わからない 89 8.1  わからない 71 6.5

 （無回答） 70 6.4  （無回答） 67 6.1

 全体 1,095 100.0  全体 1,095 100.0

（ソ）資源循環の推進 (％) （ナ）交通安全・防犯対策の推進 (％)

回答数 比率(％) 回答数 比率(％)

 進んだ 32 2.9  進んだ 25 2.3

 ある程度進んだ 192 17.5  ある程度進んだ 205 18.7

 どちらともいえない 561 51.2  どちらともいえない 547 50.0

 あまり進んでいない 101 9.2  あまり進んでいない 118 10.8

 進んでいない 28 2.6  進んでいない 51 4.7

 わからない 113 10.3  わからない 78 7.1

 （無回答） 68 6.2  （無回答） 71 6.5

 全体 1,095 100.0  全体 1,095 100.0

（タ）防災・減災のまちづくり (％) （ニ）農業の振興 (％)

回答数 比率(％) 回答数 比率(％)

 進んだ 27 2.5  進んだ 18 1.6

 ある程度進んだ 294 26.8  ある程度進んだ 86 7.9

 どちらともいえない 507 46.3  どちらともいえない 579 52.9

 あまり進んでいない 97 8.9  あまり進んでいない 141 12.9

 進んでいない 29 2.6  進んでいない 53 4.8

 わからない 71 6.5  わからない 142 13.0

 （無回答） 70 6.4  （無回答） 76 6.9

 全体 1,095 100.0  全体 1,095 100.0

（チ）計画的なまちづくりの推進 (％) （ヌ）商業の振興 (％)

回答数 比率(％) 回答数 比率(％)

 進んだ 28 2.6  進んだ 17 1.6

 ある程度進んだ 218 19.9  ある程度進んだ 126 11.5

 どちらともいえない 528 48.2  どちらともいえない 513 46.8

 あまり進んでいない 115 10.5  あまり進んでいない 178 16.3

 進んでいない 55 5.0  進んでいない 98 8.9

 わからない 80 7.3  わからない 90 8.2

 （無回答） 71 6.5  （無回答） 73 6.7

 全体 1,095 100.0  全体 1,095 100.0

（ツ）道路の整備と維持管理 (％) （ネ）産業振興と就労支援の充実 (％)

回答数 比率(％) 回答数 比率(％)

 進んだ 34 3.1  進んだ 15 1.4

 ある程度進んだ 260 23.7  ある程度進んだ 92 8.4

 どちらともいえない 423 38.6  どちらともいえない 564 51.5

 あまり進んでいない 153 14.0  あまり進んでいない 144 13.2

 進んでいない 95 8.7  進んでいない 78 7.1

 わからない 64 5.8  わからない 125 11.4

 （無回答） 66 6.0  （無回答） 77 7.0

 全体 1,095 100.0  全体 1,095 100.0
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問33．市政の各分野の取組における「これまでの進み具合」について、あなたの考えに一番近いものはどれですか。

　  【○はそれぞれに１つ】

（ノ）観光の振興 (％) （マ）文化・芸術の振興 (％)

回答数 比率(％) 回答数 比率(％)

 進んだ 24 2.2  進んだ 21 1.9

 ある程度進んだ 126 11.5  ある程度進んだ 138 12.6

 どちらともいえない 497 45.4  どちらともいえない 618 56.4

 あまり進んでいない 180 16.4  あまり進んでいない 94 8.6

 進んでいない 104 9.5  進んでいない 33 3.0

 わからない 94 8.6  わからない 119 10.9

 （無回答） 70 6.4  （無回答） 72 6.6

 全体 1,095 100.0  全体 1,095 100.0

（ハ）市民参加の促進 (％) （ミ）文化財保護 (％)

回答数 比率(％) 回答数 比率(％)

 進んだ 18 1.6  進んだ 26 2.4

 ある程度進んだ 127 11.6  ある程度進んだ 148 13.5

 どちらともいえない 593 54.2  どちらともいえない 614 56.1

 あまり進んでいない 120 11.0  あまり進んでいない 76 6.9

 進んでいない 41 3.7  進んでいない 26 2.4

 わからない 124 11.3  わからない 133 12.1

 （無回答） 72 6.6  （無回答） 72 6.6

 全体 1,095 100.0  全体 1,095 100.0

（ヒ）人権意識の高揚 (％) （ム）健全な行財政運営 (％)

回答数 比率(％) 回答数 比率(％)

 進んだ 16 1.5  進んだ 22 2.0

 ある程度進んだ 93 8.5  ある程度進んだ 130 11.9

 どちらともいえない 649 59.3  どちらともいえない 623 56.9

 あまり進んでいない 97 8.9  あまり進んでいない 77 7.0

 進んでいない 36 3.3  進んでいない 35 3.2

 わからない 131 12.0  わからない 136 12.4

 （無回答） 73 6.7  （無回答） 72 6.6

 全体 1,095 100.0  全体 1,095 100.0

（フ）平和意識の高揚 (％)

回答数 比率(％)

 進んだ 22 2.0

 ある程度進んだ 105 9.6

 どちらともいえない 633 57.8

 あまり進んでいない 94 8.6

 進んでいない 33 3.0

 わからない 135 12.3

 （無回答） 73 6.7

 全体 1,095 100.0

（へ）生涯学習の推進 (％)

回答数 比率(％)

 進んだ 18 1.6

 ある程度進んだ 158 14.4

 どちらともいえない 600 54.8

 あまり進んでいない 84 7.7

 進んでいない 33 3.0

 わからない 129 11.8

 （無回答） 73 6.7

 全体 1,095 100.0

（ホ）生涯スポーツの推進 (％)

回答数 比率(％)

 進んだ 22 2.0

 ある程度進んだ 165 15.1

 どちらともいえない 611 55.8

 あまり進んでいない 73 6.7

 進んでいない 30 2.7

 わからない 122 11.1

 （無回答） 72 6.6

 全体 1,095 100.0
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問34．市政の各分野の取組における「これからの重要度」について、あなたの考えに一番近いものはどれですか。

　  【○はそれぞれに１つ】

（ア）安心で楽しい子育て環境づくり (％) （キ）保健・医療体制の充実 (％)

回答数 比率(％) 回答数 比率(％)

 重要 537 49.0  重要 524 47.9

 ある程度重要 325 29.7  ある程度重要 362 33.1

 どちらともいえない 112 10.2  どちらともいえない 113 10.3

 あまり重要ではない 10 0.9  あまり重要ではない 6 0.5

 重要ではない 8 0.7  重要ではない 3 0.3

 わからない 20 1.8  わからない 10 0.9

 （無回答） 83 7.6  （無回答） 77 7.0

 全体 1,095 100.0  全体 1,095 100.0

（イ）青少年の健全育成と若者の支援 (％) （ク）市民病院の充実 (％)

回答数 比率(％) 回答数 比率(％)

 重要 408 37.3  重要 491 44.8

 ある程度重要 396 36.2  ある程度重要 353 32.2

 どちらともいえない 166 15.2  どちらともいえない 144 13.2

 あまり重要ではない 13 1.2  あまり重要ではない 25 2.3

 重要ではない 7 0.6  重要ではない 3 0.3

 わからない 20 1.8  わからない 10 0.9

 （無回答） 85 7.8  （無回答） 69 6.3

 全体 1,095 100.0  全体 1,095 100.0

（ウ）乳幼児期における支援の充実 (％) （ケ）地域福祉の推進 (％)

回答数 比率(％) 回答数 比率(％)

 重要 482 44.0  重要 337 30.8

 ある程度重要 351 32.1  ある程度重要 448 40.9

 どちらともいえない 139 12.7  どちらともいえない 188 17.2

 あまり重要ではない 8 0.7  あまり重要ではない 21 1.9

 重要ではない 11 1.0  重要ではない 5 0.5

 わからない 20 1.8  わからない 16 1.5

 （無回答） 84 7.7  （無回答） 80 7.3

 全体 1,095 100.0  全体 1,095 100.0

（エ）学校教育の充実 (％) （コ）社会保障の充実 (％)

回答数 比率(％) 回答数 比率(％)

 重要 506 46.2  重要 425 38.8

 ある程度重要 339 31.0  ある程度重要 388 35.4

 どちらともいえない 133 12.1  どちらともいえない 171 15.6

 あまり重要ではない 7 0.6  あまり重要ではない 14 1.3

 重要ではない 9 0.8  重要ではない 5 0.5

 わからない 20 1.8  わからない 14 1.3

 （無回答） 81 7.4  （無回答） 78 7.1

 全体 1,095 100.0  全体 1,095 100.0

（オ）教育環境の整備 (％) （サ）高齢者支援の充実 (％)

回答数 比率(％) 回答数 比率(％)

 重要 484 44.2  重要 429 39.2

 ある程度重要 352 32.1  ある程度重要 392 35.8

 どちらともいえない 137 12.5  どちらともいえない 146 13.3

 あまり重要ではない 8 0.7  あまり重要ではない 25 2.3

 重要ではない 8 0.7  重要ではない 16 1.5

 わからない 19 1.7  わからない 14 1.3

 （無回答） 87 7.9  （無回答） 73 6.7

 全体 1,095 100.0  全体 1,095 100.0

（カ）健康づくりの推進 (％) （シ）障害者支援の充実 (％)

回答数 比率(％) 回答数 比率(％)

 重要 311 28.4  重要 387 35.3

 ある程度重要 500 45.7  ある程度重要 385 35.2

 どちらともいえない 167 15.3  どちらともいえない 186 17.0

 あまり重要ではない 15 1.4  あまり重要ではない 22 2.0

 重要ではない 5 0.5  重要ではない 11 1.0

 わからない 16 1.5  わからない 21 1.9

 （無回答） 81 7.4  （無回答） 83 7.6

 全体 1,095 100.0  全体 1,095 100.0
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問34．市政の各分野の取組における「これからの重要度」について、あなたの考えに一番近いものはどれですか。

　  【○はそれぞれに１つ】

（ス）良好な地域環境の保全 (％) （テ）上下水道の整備 (％)

回答数 比率(％) 回答数 比率(％)

 重要 353 32.2  重要 478 43.7

 ある程度重要 438 40.0  ある程度重要 366 33.4

 どちらともいえない 191 17.4  どちらともいえない 129 11.8

 あまり重要ではない 14 1.3  あまり重要ではない 6 0.5

 重要ではない 5 0.5  重要ではない 4 0.4

 わからない 13 1.2  わからない 15 1.4

 （無回答） 81 7.4  （無回答） 97 8.9

 全体 1,095 100.0  全体 1,095 100.0

（セ）自然に親しむ空間整備の推進 (％) （ト）河川の整備 (％)

回答数 比率(％) 回答数 比率(％)

 重要 269 24.6  重要 519 47.4

 ある程度重要 426 38.9  ある程度重要 350 32.0

 どちらともいえない 265 24.2  どちらともいえない 102 9.3

 あまり重要ではない 29 2.6  あまり重要ではない 9 0.8

 重要ではない 10 0.9  重要ではない 5 0.5

 わからない 15 1.4  わからない 11 1.0

 （無回答） 81 7.4  （無回答） 99 9.0

 全体 1,095 100.0  全体 1,095 100.0

（ソ）資源循環の推進 (％) （ナ）交通安全・防犯対策の推進 (％)

回答数 比率(％) 回答数 比率(％)

 重要 334 30.5  重要 483 44.1

 ある程度重要 428 39.1  ある程度重要 379 34.6

 どちらともいえない 213 19.5  どちらともいえない 116 10.6

 あまり重要ではない 19 1.7  あまり重要ではない 11 1.0

 重要ではない 7 0.6  重要ではない 1 0.1

 わからない 16 1.5  わからない 9 0.8

 （無回答） 78 7.1  （無回答） 96 8.8

 全体 1,095 100.0  全体 1,095 100.0

（タ）防災・減災のまちづくり (％) （ニ）農業の振興 (％)

回答数 比率(％) 回答数 比率(％)

 重要 543 49.6  重要 281 25.7

 ある程度重要 358 32.7  ある程度重要 411 37.5

 どちらともいえない 79 7.2  どちらともいえない 254 23.2

 あまり重要ではない 4 0.4  あまり重要ではない 17 1.6

 重要ではない 4 0.4  重要ではない 6 0.5

 わからない 11 1.0  わからない 29 2.6

 （無回答） 96 8.8  （無回答） 97 8.9

 全体 1,095 100.0  全体 1,095 100.0

（チ）計画的なまちづくりの推進 (％) （ヌ）商業の振興 (％)

回答数 比率(％) 回答数 比率(％)

 重要 375 34.2  重要 318 29.0

 ある程度重要 402 36.7  ある程度重要 417 38.1

 どちらともいえない 188 17.2  どちらともいえない 221 20.2

 あまり重要ではない 15 1.4  あまり重要ではない 14 1.3

 重要ではない 1 0.1  重要ではない 7 0.6

 わからない 12 1.1  わからない 21 1.9

 （無回答） 102 9.3  （無回答） 97 8.9

 全体 1,095 100.0  全体 1,095 100.0

（ツ）道路の整備と維持管理 (％) （ネ）産業振興と就労支援の充実 (％)

回答数 比率(％) 回答数 比率(％)

 重要 436 39.8  重要 302 27.6

 ある程度重要 406 37.1  ある程度重要 416 38.0

 どちらともいえない 133 12.1  どちらともいえない 229 20.9

 あまり重要ではない 7 0.6  あまり重要ではない 13 1.2

 重要ではない 5 0.5  重要ではない 9 0.8

 わからない 11 1.0  わからない 24 2.2

 （無回答） 97 8.9  （無回答） 102 9.3

 全体 1,095 100.0  全体 1,095 100.0
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問34．市政の各分野の取組における「これからの重要度」について、あなたの考えに一番近いものはどれですか。

　  【○はそれぞれに１つ】

（ノ）観光の振興 (％) （マ）文化・芸術の振興 (％)

回答数 比率(％) 回答数 比率(％)

 重要 208 19.0  重要 143 13.1

 ある程度重要 381 34.8  ある程度重要 370 33.8

 どちらともいえない 314 28.7  どちらともいえない 397 36.3

 あまり重要ではない 41 3.7  あまり重要ではない 36 3.3

 重要ではない 30 2.7  重要ではない 19 1.7

 わからない 22 2.0  わからない 31 2.8

 （無回答） 99 9.0  （無回答） 99 9.0

 全体 1,095 100.0  全体 1,095 100.0

（ハ）市民参加の促進 (％) （ミ）文化財保護 (％)

回答数 比率(％) 回答数 比率(％)

 重要 149 13.6  重要 179 16.3

 ある程度重要 334 30.5  ある程度重要 376 34.3

 どちらともいえない 406 37.1  どちらともいえない 371 33.9

 あまり重要ではない 43 3.9  あまり重要ではない 26 2.4

 重要ではない 27 2.5  重要ではない 16 1.5

 わからない 33 3.0  わからない 28 2.6

 （無回答） 103 9.4  （無回答） 99 9.0

 全体 1,095 100.0  全体 1,095 100.0

（ヒ）人権意識の高揚 (％) （ム）健全な行財政運営 (％)

回答数 比率(％) 回答数 比率(％)

 重要 168 15.3  重要 376 34.3

 ある程度重要 368 33.6  ある程度重要 304 27.8

 どちらともいえない 378 34.5  どちらともいえない 281 25.7

 あまり重要ではない 27 2.5  あまり重要ではない 7 0.6

 重要ではない 18 1.6  重要ではない 7 0.6

 わからない 32 2.9  わからない 23 2.1

 （無回答） 104 9.5  （無回答） 97 8.9

 全体 1,095 100.0  全体 1,095 100.0

（フ）平和意識の高揚 (％)

回答数 比率(％)

 重要 228 20.8

 ある程度重要 339 31.0

 どちらともいえない 357 32.6

 あまり重要ではない 24 2.2

 重要ではない 16 1.5

 わからない 28 2.6

 （無回答） 103 9.4

 全体 1,095 100.0

（へ）生涯学習の推進 (％)

回答数 比率(％)

 重要 150 13.7

 ある程度重要 394 36.0

 どちらともいえない 371 33.9

 あまり重要ではない 28 2.6

 重要ではない 20 1.8

 わからない 29 2.6

 （無回答） 103 9.4

 全体 1,095 100.0

（ホ）生涯スポーツの推進 (％)

回答数 比率(％)

 重要 146 13.3

 ある程度重要 392 35.8

 どちらともいえない 376 34.3

 あまり重要ではない 28 2.6

 重要ではない 22 2.0

 わからない 29 2.6

 （無回答） 102 9.3

 全体 1,095 100.0
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１－１３ 地域資源 

 
  

問35．市内の観光スポットやイベントについて、あなた自身に当てはまるものはどれですか。【○はそれぞれに１つ】

（ア）市農林公園・丘の上のカフェHeuvel (％)

回答数 比率(％)

 この１年以内に行った 202 18.4

 これまでに行ったことがある 230 21.0

 行ったことはないが行ってみたい 249 22.7

 知っているがあまり興味がない 107 9.8

 知らない 269 24.6

 （無回答） 38 3.5

 全体 1,095 100.0

（イ）東松山ぼたん園 (％)

回答数 比率(％)

 この１年以内に行った 292 26.7

 これまでに行ったことがある 513 46.8

 行ったことはないが行ってみたい 106 9.7

 知っているがあまり興味がない 115 10.5

 知らない 37 3.4

 （無回答） 32 2.9

 全体 1,095 100.0

（ウ）化石と自然の体験館 (％)

回答数 比率(％)

 この１年以内に行った 30 2.7

 これまでに行ったことがある 125 11.4

 行ったことはないが行ってみたい 388 35.4

 知っているがあまり興味がない 261 23.8

 知らない 243 22.2

 （無回答） 48 4.4

 全体 1,095 100.0

（エ）埼玉県こども動物自然公園 (％)

回答数 比率(％)

 この１年以内に行った 211 19.3

 これまでに行ったことがある 702 64.1

 行ったことはないが行ってみたい 69 6.3

 知っているがあまり興味がない 51 4.7

 知らない 24 2.2

 （無回答） 38 3.5

 全体 1,095 100.0

（オ）ピースミュージアム（平和資料館） (％)

回答数 比率(％)

 この１年以内に行った 77 7.0

 これまでに行ったことがある 451 41.2

 行ったことはないが行ってみたい 185 16.9

 知っているがあまり興味がない 140 12.8

 知らない 200 18.3

 （無回答） 42 3.8

 全体 1,095 100.0
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（カ）いなほてらす（東松山農産物直売所） (％)

回答数 比率(％)

 この１年以内に行った 526 48.0

 これまでに行ったことがある 304 27.8

 行ったことはないが行ってみたい 101 9.2

 知っているがあまり興味がない 47 4.3

 知らない 81 7.4

 （無回答） 36 3.3

 全体 1,095 100.0

（キ）箭弓稲荷神社 (％)

回答数 比率(％)

 この１年以内に行った 638 58.3

 これまでに行ったことがある 339 31.0

 行ったことはないが行ってみたい 33 3.0

 知っているがあまり興味がない 33 3.0

 知らない 19 1.7

 （無回答） 33 3.0

 全体 1,095 100.0

（ク）岩殿観音（巌殿山正法寺） (％)

回答数 比率(％)

 この１年以内に行った 147 13.4

 これまでに行ったことがある 454 41.5

 行ったことはないが行ってみたい 151 13.8

 知っているがあまり興味がない 138 12.6

 知らない 165 15.1

 （無回答） 40 3.7

 全体 1,095 100.0

（ケ）丸木美術館 (％)

回答数 比率(％)

 この１年以内に行った 21 1.9

 これまでに行ったことがある 422 38.5

 行ったことはないが行ってみたい 205 18.7

 知っているがあまり興味がない 207 18.9

 知らない 196 17.9

 （無回答） 44 4.0

 全体 1,095 100.0

（コ）ホタルの里 (％)

回答数 比率(％)

 この１年以内に行った 32 2.9

 これまでに行ったことがある 148 13.5

 行ったことはないが行ってみたい 342 31.2

 知っているがあまり興味がない 141 12.9

 知らない 378 34.5

 （無回答） 54 4.9

 全体 1,095 100.0
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（サ）やきとり店 (％)

回答数 比率(％)

 この１年以内に行った 328 30.0

 これまでに行ったことがある 465 42.5

 行ったことはないが行ってみたい 99 9.0

 知っているがあまり興味がない 97 8.9

 知らない 66 6.0

 （無回答） 40 3.7

 全体 1,095 100.0

（シ）梨園・梨直売所 (％)

回答数 比率(％)

 この１年以内に行った 207 18.9

 これまでに行ったことがある 376 34.3

 行ったことはないが行ってみたい 236 21.6

 知っているがあまり興味がない 130 11.9

 知らない 103 9.4

 （無回答） 43 3.9

 全体 1,095 100.0

（ス）ゴルフ場 (％)

回答数 比率(％)

 この１年以内に行った 45 4.1

 これまでに行ったことがある 131 12.0

 行ったことはないが行ってみたい 102 9.3

 知っているがあまり興味がない 574 52.4

 知らない 197 18.0

 （無回答） 46 4.2

 全体 1,095 100.0

（セ）日本スリーデーマーチ (％)

回答数 比率(％)

 この１年以内に行った 118 10.8

 これまでに行ったことがある 524 47.9

 行ったことはないが行ってみたい 122 11.1

 知っているがあまり興味がない 242 22.1

 知らない 47 4.3

 （無回答） 42 3.8

 全体 1,095 100.0

（ソ）東松山夏まつり (％)

回答数 比率(％)

 この１年以内に行った 230 21.0

 これまでに行ったことがある 528 48.2

 行ったことはないが行ってみたい 91 8.3

 知っているがあまり興味がない 157 14.3

 知らない 52 4.7

 （無回答） 37 3.4

 全体 1,095 100.0
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（タ）産業祭（産業・環境フェスタ） (％)

回答数 比率(％)

 この１年以内に行った 45 4.1

 これまでに行ったことがある 212 19.4

 行ったことはないが行ってみたい 218 19.9

 知っているがあまり興味がない 193 17.6

 知らない 383 35.0

 （無回答） 44 4.0

 全体 1,095 100.0

（チ）麦ノ秋音楽祭 (％)

回答数 比率(％)

 この１年以内に行った 10 0.9

 これまでに行ったことがある 30 2.7

 行ったことはないが行ってみたい 230 21.0

 知っているがあまり興味がない 171 15.6

 知らない 606 55.3

 （無回答） 48 4.4

 全体 1,095 100.0

（ツ）酉の市（大鳥神社） (％)

回答数 比率(％)

 この１年以内に行った 57 5.2

 これまでに行ったことがある 259 23.7

 行ったことはないが行ってみたい 178 16.3

 知っているがあまり興味がない 214 19.5

 知らない 342 31.2

 （無回答） 45 4.1

 全体 1,095 100.0

（テ）絵馬市（馬頭観音） (％)

回答数 比率(％)

 この１年以内に行った 28 2.6

 これまでに行ったことがある 138 12.6

 行ったことはないが行ってみたい 230 21.0

 知っているがあまり興味がない 234 21.4

 知らない 419 38.3

 （無回答） 46 4.2

 全体 1,095 100.0

（ト）その他 (％)

回答数 比率(％)

 この１年以内に行った 25 2.3

 これまでに行ったことがある 16 1.5

 行ったことはないが行ってみたい 35 3.2

 知っているがあまり興味がない 27 2.5

 知らない 329 30.0

 （無回答） 663 60.5

 全体 1,095 100.0

4.1 

19.4 

19.9 

17.6 

35.0 

4.0 

0 20 40 60 80 100

0.9 

2.7 

21.0 

15.6 

55.3 

4.4 

0 20 40 60 80 100

5.2 

23.7 

16.3 

19.5 

31.2 

4.1 

0 20 40 60 80 100

2.6 

12.6 

21.0 

21.4 

38.3 

4.2 

0 20 40 60 80 100

2.3 

1.5 

3.2 

2.5 

30.0 

60.5 

0 20 40 60 80 100



V 資料 

 

- 217 - 

 

 

 

  

問36．問35の観光スポットやイベントについて、あなたが市外の人に自慢・アピールしたいと思っているものはありますか。

　　【○はいくつでも】【複数回答】 (％)

回答数 比率(％)

 （ア）市農林公園・丘の上のカフェHeuvel 180 16.4

 （イ）東松山ぼたん園 414 37.8

 （ウ）化石と自然の体験館 167 15.3

 （エ）埼玉県こども動物自然公園 702 64.1

 （オ）ピースミュージアム（平和資料館） 181 16.5

 （カ）いなほてらす（東松山農産物直売所） 175 16.0

 （キ）箭弓稲荷神社 545 49.8

 （ク）岩殿観音（巌殿山正法寺） 172 15.7

 （ケ）丸木美術館 200 18.3

 （コ）ホタルの里 74 6.8

 （サ）やきとり店 423 38.6

 （シ）梨園・梨直売所 169 15.4

 （ス）ゴルフ場 50 4.6

 （セ）日本スリーデーマーチ 454 41.5

 （ソ）東松山夏まつり 162 14.8

 （タ）産業祭（産業・環境フェスタ） 35 3.2

 （チ）麦ノ秋音楽祭 46 4.2

 （ツ）酉の市（大鳥神社） 68 6.2

 （テ）絵馬市（馬頭観音） 58 5.3

 （ト）その他 19 1.7

 （無回答） 160 14.6

 回答者数 1,095 － 
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